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これは 3 年間に わたる 「処刑」 の 記録で ある …… 。 

94 年 11 月 2 日、 ポクは 警視庁 代々 木 警察署に 道交法 違反の 疑いで 逮捕された。 この 事件は 「宅 八郎 、当て 逃 
げで 逮捕」 と、 各 マスコミで 大きく 報道され た。 

しかし、 ポクは 「当て逃げ」 なんかして いなかつた！ 

この 初期 報道は 警視庁 発表を そのまま タレ 流した もので、 事実は 決して 「当て逃げ」 などでは なかっ た。 事件 
はま さに 不当な 懲罰 的 逮捕で あり、 しかも、 これは 別件 逮捕だった の だ。 交通違反 による 強引な 逮捕の 裏には、 
巨大 出版社 •小学館と ポクを めぐる 事件 (本件) が 隠されて いたので ある。 

3 年 前の こと だ。 小学館が 発行す る 『週刊 ポスト』 の 犯罪 的な 取材と 捏造 記事に よって、 ポクは あまりに も ひ 
どい 「報道 被害」 を 受けた。 それは 犯罪 報道なら ぬ 「報道 犯罪」 と 呼ぶべき ものだった。 

ポクは 傷つき、 血を 吐き、 涙を 流した。 しかし、 それでも ポクは 泣き寝入りし なかっ た。 

復 響を 誓った ポクは 「処刑 宣告」 を 発した！ 

コノ  •ウラ ミ •ハ ラサ デ •オク ベ キカ 

そして 月日は 流れ、 ついに 復讐 鬼と 化した ポクの 処刑が 始まつ た …… 。 

かつて 86 年に、 写真週刊誌 『フラィ デ—』 編集部に 殴り込みを かけた ビ—卜 たけしは、 「ほかに 方法が あったら 


教えて ほしい」 と 言っ ている。 〇 K  ! ボクが 考え出した 方法は 「逆 取材 逆 報道」 という ものだった。 

まった く 同じ 方法で ヤツら を 血祭りに あげて やる ッ！ 

そのために、 『週刊 ポスト』 の 取材 記者と カメラマンを ポクは 逆 撮影し、 その 「報道 犯罪」 を 指揮した 担当 責任 
者 •小 牧三平 デスクの 徹底 調査に 乗り出し たの だ。 

そして、 ついに ポクは'  その 小牧 デスクが、 外国人 女性と ホテル ニ ー ユーオ I タニに 宿泊した 不倫 現場を 完全 
監視 尾行す る ことに 成功した！ 

ポクは その 取材 結果 (横領 疑惑に もとづく 不倫 事実) を、 自分が 発行す る 「業界 恐怖 新聞」 (雑誌 『嘆の 真相』 の 
看板 連載 コラムだった) で 告発 報道。 さらに デスクの 自宅を 直撃 追 取材した ので ある。 

ところが、 小学館 側は ポクの 「復讐 逆 取材」 を 犯罪で あると して、 警視庁に 告訴し 働き かけて いた。 その 結果、 
警察との 激突を 繰り返した ポクは、 別件 逮捕と して、 道交法 違反に よる 「当て逃げ」 事件を デ ッチ 上げられ てし 
まった ので ある。 

なぜ だ、 どうして なんだ！ 「獄中」 で ポクは 叫んだ …… 。 

何が 「別件 不当 逮捕」 を 生んだ のか。 ポクが 「犯罪者」 なら、 小学館 も 犯罪 出版社、 同じ ことを している 全 マス 
コミだ って 犯罪 集団 じ ゃない か。 マスコミの 「報道 犯罪」 とは 何 か？ 「報道 • 言論の 自由」 と 「人権 尊重 •プライ バ 
シ— 保護」 という 矛盾を 含んだ 命題の 接点は どう あるべき なのか？ 

これは 3 年間に わたる 復讐と 処刑の 物語で ある。 巨大 メディアに 贤躏 された 一人の 個人の 怒りが、 すべての 
メディアを 撃つ！ ポクは 自らの 怒りの 引き金を引いた ッ H: 
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別件 i r 逃げ」 


交通違反で 別件 不当 逮捕され、 見せしめの ために、 
大 々的に 警視庁 発表され た 男が ここにい る。 

その上 「当て逃げ」 でもない のに 勝手に 「当て逃げ」 

と 報道され、 主張した 反論は 報道され ず、 誤報 さ 
え 訂正され ずに、 世間には 「当て逃げ 犯」 と 決めつ 
けられた 男が、 ここにい る。 

それは ポクの こと だ！ 


1994 年 11 月 2 日 午前 10 時 22 分、 ボク  , 

は 警視庁 代々 木 警察署に 道交法 第 72 条 違反 
の 疑いで 逮捕された。 

「宅 八郎 逮捕」 といぅ 衝撃の 事態に、 色めき立 つて、 全 


#0003  ◎宅 八郎 容疑者を 逮捕  当て逃げ 事件で* 視庁 


94.11. 


共同 


527 文字  KY 60720 


0  2 完 


警祖 庁 代々 木署は 二日、 駐車場から 車を 出す 際に 他人の 乗 用 取に 
ぶっけて K 損させ 逃げた として、 道交法 連 反 （当て 远げ） の 疑い 
で、 東京都 谀 谷^ タレン トの 宅八郎 

疑 者 （32) を 逮捕した。 

诩 ベでは、 宅 容疑者は ヒ月 二十 二日 午後 七 時 ごろ、 自宅の ある マ 
ンシ s ン府の 駐車 描 から 自分の 車を 出 そ うと パックした ところ •止 
めて あった 近所の 女性 会社 日 （46) の 乗 用 ホに 衝突。 左前 部の 取 
体 や ドアを 壊した が、 警察に 届け出ず 逃げた 疑い。 

目 K 者の 話から、 宅 容疑者が 当て逃げした ことが 分かり、 女性 会 
社 貝が 翌日、 警 K に 届けた。 代々 木 K 貝が 宅 容疑者から 任* で亊情 
を K こう とこれ までに 十回 近く マン シヨ ンを 訪ねた が、 インタ ホン 
越しに 「N1 係ない。 知らない」 などと 聴取に 応じなかった という。 

で 容疑者の 斑は 外-取で 後部 右バ ン バーを 破} il したが、 修理に 出さ 
ず 放 H0  a べに 対し、 宅 容疑者は 「その 通りです J と 速 捕* 実を 趑 
めて いると いう。 

trs 疑 者は » 誌の コラム や遇刊 K の 速 載な どを-了 ••掛ける ほか 「お 
たく If 汝 家」 の湞# で テレビ 番 姐に 出演して いる。 


共同 通信が 配信した 527 文字の 第 I 報 


報道され まい。 

2 日 午後 6 時、 第 I 報でぁった らしい 共同 通信は この種の 
事件と しては 異例と も 思える 5  2  7 文字の 原稿を 配信して い 
る。 しかし、 これが クセ モノだった。 その 配信 原稿は そっく 
り そのまま 警視庁 発表 だけを 書き記し たもの だっ たからで ぁ 
る (ス ポ—ツ 紙、 地方紙は 特に、 通信社の 原稿を 参考に して 
書かれる ことが 多い)。 

全 マスコミの 初期 報道は 100% 「宅 八郎 、当て逃げで 逮 
捕」 といぅ ものだった。 いわば マスコミは 警視庁 発表を I 方 
的に、 そのまま タレ 流した わけ だ (もつ とも 無責任に、 当て 逃 
げの 方が 面白い、 という 判断は あつただろう)。 

しかし、 事実は 「当て逃げ」 などでは なかつ た。 

ポクの 逮捕 容疑は、 道交法 第 72 条違反 「報告 義務 違反」 (事 


マスコミは 踊った。 

逮捕の 当日、 11 月 2 日の 夜す でに 「宅 八郎 逮捕！」 の 第 I 報が 流れ、 翌 3 日には 報じない マスコミ がな 
いくらい、 大きく 事件は 報道され た ONH K も 民放 各 局 も、 朝日 新聞 も、 読売、 毎日 も、 そして 東 スポな 
ど スポ！ ソ紙 でも。 

軽敢な 道交法 違反が ここまで 大きく 報道され た 例は 今 だかつて ない。 並の タレン トなら、 とても こぅは 


故不 申告) だった。 つまり、 これは 事故が あったが 示談です ませて 警察に 届けて いなかった、 という 交通 
違反で ある。 

しかし、 それ も 微妙な センで 「何月 何日 どこで 接触事故が あり」 「その 加害者は 自分で ある」 という 事実 
関係は、 電話で 警察に 報告して あった。 その上、 出頭の 意志 も 伝えて あったの だ。 

「でも 違法なん でしよ」 と 言い張る 人 もい るか もしれ ない が'  言って みれば、 これ じゃあ 立ち シ ョンで 逮捕 
された ような もの だ。 でも 立ち ショ ンだ って、 リッ パな 軽犯罪法 違反、 罰金 だって 食らう だろう。 

「 10 回 近く 警察が 宅 八郎の 家を 訪ねた が、 宅は 『知らない、 関係ない』 と 応えた ために 逮捕に およんだ」 と 
いう 報道 も あったが、 実際は、 警察からの 呼び出しは 3 回 前後で あった。 そして 発行され る ハ ズの呼 出 状 
は 何と 1 回 も 来て いない。 結果 的に、 多忙の ために 調書 作成が 遅れて いただけ なの だ。 

しかも、 ポクが 起こした 事故は 物損事故 である。 もちろん 飲酒運転で も 人身事故で もない。 そんな 取る 
にたりない 交通違反で ポクは 突然、 逮捕されて しまった の だ。 

当然 「当て逃げ」 などでは ない。 示談は すでに 成立して いたし、 クル マが 当たっ てし まった のは 事実 だ 
が、 ポクは どこに も 逃げて はいない。 事故の 加害者が どこの 誰か も わかって いるの だ。 これで 「当て逃げ」 
と、 警視庁 発表を 大 々的に 行っ ての タィ ホはないだろう。 

刑事訴訟法の 上では、 「逃亡の おそれが ある」 「証拠隠滅の おそれが ある」 という 要件を 満たさなければ、 
逮捕は できない ことにな ってい る。 引っ 越して 行方を くらまして いたわけ でもな く、 出頭の 意志を 伝えて 
いた ポクが、 なぜ 逮捕されなければ ならない のか。 まさに 不当な 「懲罰 的 逮捕」 じ ゃない か。 

しかし、 「当て逃げ」 とされた 報道は すさまじ かつた。 


「当て逃げ」 という 語感が 与える イ メージ ダウンは すごい。 まるで ポクが 逃げ回っ て、 犯行が 見つかり 観 
念した、 と 取られる ような デタ ラメ 報道の 嵐。 たとえば 「加害者が わからない まま 事件に なった」 とか r 警 
察に 届けずに 逃げた」 とか。 あげくには 「宅 八郎 、緊急逮捕」 (法律用語では、 逮捕状を 取る 時間 もない ほ 
ど 急を 要する 凶悪な 現行犯 逮捕を 指す) とまで 報じて いる。 

さらに 事故 事実に しても、 「車を 追突 させた」 とか 「ドアと ミラ— も 壊した」 などと、 被害を できるだけ 大 
きく 大きく 報じようと していた が、 実際は ボディ 横 側の、 中 1 日で 修理が 完了した 程度の 軽い キズ だった 
ので ある。 修理 費用は 9 万 3  0  2  9 円 (あくまで 相手方の 見積もり) だ。 

接触事故、 そして、 事故 後の 「特殊な 事情」 を 説明して おこう。 

事故 発生は 逮捕から 逆上る こと 約 3 力 月 前の、 7 月 22 日。 ボクが 車庫から クル マを バックで 出そうと し 
た 時に、 向かい側 マンション 駐車場に 止まっ ていた クル マに 接触して しまった ので ある。 

しかし、 この 時点で ポクは 事故に 気づかな かった。 

ポクが 乗っ ていた クル マは 左 ハンドルで、 接触して しまった のは 右 後ろ 角の バン パ—。 つまり 死角に 入 
っていた の も 運が 悪かった。 また、 排気 音の 比較的 大きな クル マだった せい も ある。 気づかず、 そのまま 
クル マを 発進 させて しまった ので ある。 つまり 「事故」 そのものを 認識して いなかっ たわけ だ。 これが 後に 
とんでもない ことになるとは、 この 時点では 知る 由 もなかっ た。 

ところが 翌 23 日の 早朝に ポクが 帰宅す ると、 向かいの マンションに 住む、 おばさんが 飛び出し てきて、 
スゴイ 形相で にらみながら 「当て逃げし ましたね」 と言う。 相手の クル マを よく 見れば、 確かに 左側 前輪 夕 


ィヤの 約 10 センチ 横 側が 傷ついて いる。 ドアの 横 だ。 その 申し出で、 ようやく ポクは 事故 事実を 確認した 
わけ だ (法的な 責任の スタ— 卜 点)。 

ポクは 「ああ 当たっ ち ゃって たの か ぁ」 と 思い、 被害者の おばさんに 「ごめんなさい。 すみませんでした」 
と 繰り返し 繰り返し 謝った。 気づかな かった ことを 告げて、 誠心誠意を 込めて 謝罪した つもり だ。 だいた 
い 隣近所で トラブルを 起こす つもり もない。 ト ボケて 逃げる わけに もい かないだろう。 

それで クル マの 修理 費を 全額 弁償 するとい う 「覚書」 を 書いて 渡した。 いわゆる 示談 交渉で ある。 この 時 
には さすがの おばさん も わかっ て くれて、 「当て逃げ」 疑惑は 解けた、 ハズだ った。 何とい っても、 おば さ 
んは 「相手が いい 人で よかった わ」 と 言っ たの だ、 この 時点では。 もっ とも おばさんの 感情の あまりの 起伏 
にど こか 病的な ものを 感じた ことは 事実 だっ たが。 

弁護士に よれば、 法律 的には これで 示談は 「成立した」 の だとい う。 

しかし、 おばさんは すでに 警察に 届け出て いた。 それで ポクは 「ポクの 方から も 電話し なきゃ マ ズィで す 
ね」 と 言っ て、 警察の 交通 課 担当者の 名前を 聞こうと した。 

「誰に 電話を すれば いいんで すか」 と。 ところが おばさんは 「それなら、 私が 電話を かけて おきます よ。 そ 
れで いいで しょう」 と 応えた。 

ポクは 「それ もそう だな、 そうか もな」 と 思い 「じゃあ 絶対に お願いしますよ。 ボクも 誤解は 避けたい か 
ら」 と 応じた。 ここは きわめて 重要な 点で ある。 

示談で すんで 良 かった、 と 思っ ていた。 ところが その後が 大変だった。 いきなり 午前 3 時 や 朝 6 時に 訪 
ねて きたり 電話が あったり、 | 般 的に 考えて 常軌を逸した、 おばさんの 病旳な 態度に 悩まされる。 しかし 


とにかく 7 月 25 日 午前 11 時に、 I 緒に 指定され た 修理工場へ 相手の クル マを 持っ ていく 約束を したの だっ 
た。 クレマは 勝手に 持っ ていっ て くれ、 というの では 誠意が なさす ぎる からだ。 接触事故に 関しては ボク 
が 悪い の だからと、 なかば 呆れ、 なかば あきらめて いたので ある。 

しかし 7 月 25 日は 悪夢の 日に なった。 約束より 1 時間 以上 早い 9 時 45 分。 ドア チャ イムが 激しく 鳴らさ 
れ 、ポクは たたき 起こされた。 インタ— フ ォンを 取る と、 おばさん だ。 

仕事で 遅くな り、 朝 6 時 か 7 時 頃に ようやく 寝入った ポクは 「約束は 11 時だった はずです が」 と 応えた。 
すると おばさんは 「ちょっ と 約束より 早い けど、 代理人が 早めに 来て いますので、 今す ぐ 出て きて くださ 
い」 と 勝手な ことを 言う。 電話 予告 もな く、 おばさんは 代理人と 称する 氏名 不詳の 男を 連れて ポクの 家へ 
やって 来たの だ。 

早す ぎる。 ポクは 「約束は 11 時です よね。 今す ぐ、 と言われても 困ります」 と 言っ たが、 おばさんは 「て 
も 代 里、 が 来て いるんだ から」 と言う。 仕方がない。 「とにかく 急いで、 そちらの お 部屋に うかがう ように 

します から、 いつたん 戻つ て 待つ ていて くださいよ」。 

あわてて'  とび 起き、 眠い 目を こすって 身支度。 すると 15 分 ほどた った 午前 10 時 頃、 また ドア チャ イム 

が 激しく 十数 回 も 鳴っ た。 インタ— フ ォンを 取る。 

「今す ぐ 出て こい。 工場へ 行く ぞ！」 

スゴイ 剣幕 だ。 ボク はまい りながら も、 「アナ タ ねえ、 ポクは 誠意を 持っ て 解決す ると 言っ てい るんで す 
ヒ 。旳束 i 1 寺 ミつ たのに、 早く 来て 今す ぐ 出ろ と言われても 困ります。 とにかく 今 急いで 支度を してい 


ます。 マンションの 下へ 降りて 待っ てて ください」 と 言っ た。 

すると おばさんは 急に 「約束は、 10 時 か 11 時と 言っ たと 思う」 と 言いだ した。 ポクは 困っ てし まい、 「い 
や、 アナ タが 最初に 月曜日では どうかと 言い、 返して ポクが 月曜日 だったら 午後では どうです か、 と 言っ 
たら 午前で ない とダメ だと 言っ て、 じ ゃ あ 遅め の 11 時と いう ことで 約束した じ ゃないで すか」 と 5 、じ た。 

おばさんは 一瞬 言葉に 詰まりながら も 「いや、 確か 10 時 か 11 時と 言っ た」 と 言い張る 。ポクは 「それにし 
て も 来たのは 9 時 45 分 じ ゃないで すか」 と言うと 黙っ てし まう。 それで ポクは 「とにかく 今 大急ぎで 出ます 
から、 お待ちく ださい」 と 続けて 告げた。 

おばさん たちの 非常識には 困っ たが、 仕方がない と 思い、 着替えて 顔を 洗っ ている と、 二人は 施錠して 
なかった ドアを 激しく 開いて'  ずかずかと 部屋に 上がり込ん できた。 

「ちよ、 ちよっ と。 何です か」 あまりの ことに ビック リ して ポクは'  洗面所から 廊下に 出た。 「どういうつ 
もりなん です か。 すぐ、 出て ください」 しかし 男は 退去 どころ か、 廊下を こちらへ 歩いて くる。 その 時に お 
ばさん もこ ちらを こわい 顔で にらんで いた。 

そして 男は 「うるさい。 払え。 クル マの 修理 費を 払え。 コ ノヤ ロ—、 払え」 と、 恐ろしい 剣幕で 怒鳴っ 
た 。  ' 

「アナ タ 、自分が している ことが わかっ てい るんで すか。 だいたい アナ タは どこの 誰なん です」 と ポク。 
「てめ え、 クル マを ぶつけて おいて、 どういうつ もりなん だ。 じゃあ、 金を 払う つもりな いんだな。 A わね 
えんだ な」 と 怒鳴っ て、 男は 突然 「コノ ヤ ロ—」 と 叫んで ポクの 顔を 思い切り 殴っ たの だ！ 

「おれが 誰 だか、 おまえ なんかに 言う Jl 5a はない ね。 警察を 呼べよ、 おまえ ッ」 


左 アゴから ほほに かけて、 火が 出る ような 激痛に 苦しみ、 ポクは うずくまっ た。 

n 刖に 、おまえは おれの クル マに もぶ つけただろう。 そうだよ。 おれの クル マ もぶ つけたん だよ」 「てめ え 
はとんで もない 大 悪人 だ」 などと 毒 づき、 男は 怒鳴り 散らして いる。 わけがわからない。 まった く 意味が わ 
からない。 酔っ ぱら ってる のか。 それとも 薬物中毒 か、 とさえ ポクには 思えた。 

思い切り ぶん殴っ て、 言いたい ことを 言い放っ たせいだろう か。 「修理代 金は 払っても らう ぞ」 と 捨て ゼ 
リフを 残して'  二人は 勝手に 出て いって しまった。 すぐに 時刻を 確認した。 午前 10 時 5 分だった。 

午前 10 時半 過ぎ。 ポクが 部屋で 顔を ゆがめて いると、 電話が かかっ てきた。 おばさん だった。 何と 代々 
木署に 来て いる、 と言う。 そして、 あんな 暴行の 末に まだ 「今から 修理工場へ 行く から 来い」 だのと 言って 
いる。 ポクは 電話機の 録音 ボタンを 押して、 先 ほどの 暴力 行為の 事実を 繰り返し 会話した。 誘導して 相手 
にも 事実を 話させる。 テ— プに 録音す るた めだっ た。 

そして 「あんな ことがあっ たのです。 今から 工場へ 行ける わけがないで しょう。 それは 承認し ません」 と 
言う と、 おばさんは 一方的に 電話を切 ってし まった。 そして 二人は、 工場には 同行す る、 という 示談を 無 
視 して 勝手に 修理工場に 持っ ていっ たわけ だ。 

この 直後に、 ポクは あまりにく やしくて、 連載を していた クル マ 雑誌の 編集者に 電話を かけて 相談して 
いる。 また、 何 か あれば と、 ボク はこの 事実を すぐに 記録 報告 文書の 形に して ワ— プロに 入力した。 その 
記録 文書は、 その後に 、ポクが 逮捕された 後に 代々 木署に 提出した。 その 入力 日時を 見て、 さすがの 警察 
と 検察庁 も 証拠と して 調書に 採用して いる。 録音 テ— プも ある。 編集者 も 証言を 約束して くれた。 

しかし ボク としては、 刑事事件 として 二人を 告訴す るのは、 隣近所 同士で マ ズィと 思っ た。 ここは 話し 


合いで 解決すべき だと。 今 思えば、 この 情けが マズ かった …… 。 

2 日 後の 7 月 27 日、 おばさんの 日産 セ フィ— 口は 修理工場から 戻っ てきた。 

その後、 おばさんは 毎日の ように ポクの 前に 現れて、 ポクの クル マに しがみつきながら 「金を 払え—」 と 
泣き わめき、 ポクが 外出し ようとす ると ボンネットに 乗り 上がっ て 「近所の みなさん、 助けてく ださ— 
い！」 と 絶叫し 続けた。 何回も 何回も。 発進 妨害は 重なっ て、 ポクの 愛車の ボンネットは 傷 だらけに なっ 
た。 あまりに も 病的な おばさんの 態度だった 。ポクは そのたび に 相手をしなければ ならな かった。 

「冷静に なって くださいよ 。ポクは お金を 払わない なんて I 言 も 言っ ていません。 払う ものは 払います よ。 
誠意を 見せて 全額 弁償 するとい う 覚書 も 出し てるじ やないで すか。 でも アナ タたち が この間 ポクを 殴った 
ことは 何です か。 この間の 暴行は 何です か。 いったい あの 男は 誰なん です？」 

男は おばさんが 勤務す る 会社の 社長 だ、 と 言っ ていたが、 本当 かどう かわからない。 また、 「警察は、 何 
をしても いいから 金を 取っ ていいと 言っ ていた。 殴 っても いいと 言っ ていた」 とも、 おばさんは 語っ たの 
だ。 いくらなんでも 本当 だとは 思えない が …… 。 

そして 「第三者 立 会いの もとで、 冷静に 話し合い ましょう」 と ポクが 申し入れても、 興奮 状態の おば さ 
ん には 聞き入れて もらえない まま、 時間が 経過した。 そして、 代々 木署 はお ばさん の 被害届けを 受けて い 
たので ある …… 。 

ポクは 示談と いうのは 「誠意と 誠意」 によっ て 出来上が ると 思っ ている。 そして ポクは 誠意を 持っ ていた 
つもりで ある。 こうした 経緯で 関係は 破綻した。 弁護士の 見解に よれば、 これは 「明らかに 示談は 成立し 
ている」 が 「事情に よっ て、 条件の 履行が 困難に なった I といえるの だそう だ。 


第 


• 朝日 新聞 94 年 11 月 3 日 


…… そして ポクは 逮捕された。 事故 事実は すべて 認め、 示談 も 成立して いるの だ。 こじれ 
ていた 事情が あるに しても、 民事事件 として 解決され るべき 事件で ある。 いくら 何でも おか 
しい。 こんな 事で 逮捕される なんて。 そうこの 逮捕には 裏が あつたの だ …… 。 


全 マスコミは 「宅 八郎 、当て逃げで 逮捕」 と 事件を 大 々的に 報じた。 

たとえば 朝日 新聞は こぅだ。 

〃タレン トの 宅八郎 容疑者 (三 二) が 二日、 道交法 違反 (当て逃げ) の 疑いで 警視庁 代々 木署 
に 逮捕された， とした 上で" 宅 容疑者は 容疑を 認めて いると いぅ" と 記事は 書かれて いる ( 94 
年 11 月 3 日付け 朝刊)。 

他 マスコミ も ほぼ 同様で あつた。 これでは、 まるで ポクが 「当て逃げ」 の 疑いを 認めて いる、 
と 読めて しまう。 何 だ それは。 

確かに ポクの 逮捕 容疑で ある 道交法 第 72 条 「報告 義務 違反」 (事故 不 申告) の 概念の 中に、 最 
も 悪質な ケ—ス として 「当て逃げ」 や 「ひき 逃げ」 は 含まれる のだろう が、 ポクの 違反 事実は ど 
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う 考えても 「当て逃げ」 の 概念の 中には 含まれまい。 だって 逃げて はいない の だから。 

こんな 簡単な 集合論な ど 吹っ 飛んで、 I 気に 「当て逃げ」 と 報じられ 過熱して いく あたりは、 報道機関 
の マス •ヒス テリ— ぶりを 象徴して いるよう だった (第 5 章 参照)。 

また 報道が 「真実 か 否か、 よりも ニ ユ—ス になる かどう か」 によっ て 作られる という 〈真実〉 を ポクは 再 確 
認 した。 また 「警察に よれば …… 」 という 報道の 問題 も 考える ことにな った。 つまり ウラを 取らなくても、 

"(警察 発表な ど) ニ ユ—ス ソ—ス から 聞いた 情報を、 ニ ユ—ス ソ—ス を 明らかにした 上で 報道 すれば、 責 
任は ニ ユ—ス ソ—ス だけに あって、 報道機関の 責任は 免れる" といっ た 無責任を 知る ことに もな った。 

事件 報道は 「当て逃げ」 ならぬ、 記事の 「書き 逃げ」、 電波の 「流し 逃げ」。 

「気の毒な 被害者」 として 報じられた、 おばさんの 話を 検証す るで もな く、 そのまま タレ 流した 情報は と 
んで もない ものだった。 

「私を ボンネットに 乗せた まま、 宅は 1 〇  〇  メ—ト ル 爆 走した」 という 物理的に も 無理な 話 (おまえは スタ 
ント マン •千 葉 真 | か) や、 「宅に ひき 殺されそう になっ た」 (それじゃ、 殺人未遂 だよ)、 「オ レの 時間は 高 
いよ。 話した ければ 時間を 買え、 と 宅に 言われた」 (仕事に 行く ので、 今は 話し合えない、 と 言っ ただ 
けなのに) だのと いう 厶 チャ クチャな 話が、 セン セ— シヨ ナルに 流され まくった。 

そして、 何と 「宅が 逮捕されて、 私の 気持ちは、 せいせいした」 とまで 言って いるの だ。 えてして 「おば 
さん」 という 人種は 感情的だろう けれども、 それにしても、 この 事故 相手の おばさんの 話は あまりに も 度 
を 越して いるよう に 思える。 

それだけで はない。 事件とは まった く 関係ない 便乗 報道と して、 ポクが 住む マンションの 才—ナ I 婆 さ 


んの 発言 もす ごかっ た。 乗っ たこと も 見た こと もない のに 「宅の 運転は へ タッ ピ—だ 」 とか 「部屋が 汚い」 
「家賃が 遅れた」 だと か。 あげくの 果てに、 見当 もつ かないが 「母親ら しい 人を 妻です と 紹介して マン シヨ 
ンに 入居した」 (爆笑) だのと いつた、 老人の カン 違い やタ ダの グ チまで も そのまま 報じられても いる。 

もちろん、 あまりの カン 違いには どう 応えて いいの かわからない ものの、 家賃. が 遅れた 原因は、 マン シ 
ヨン 管理 会社が 伝えて きた 口座 番号が 間違っ ていて、 振り込んだ お金が 銀行に 凍結され ていたから であ 
り、 クル マ 雑誌で も 連載す る ポクの 運転は たぶんへ 夕な ほうでは ない、 とかいち いち 応えて いくことは 可 

能だった。 しかし、 部屋が 汚い の だけは 事実 

上 •「ス I パ _モ_ ニン グ」 94 年” 月 3 日 放送  だけど (笑い)、 これらの ことが 交通違反 とい 
下 • 「おはょう ナイス デイ」 94 年 11 月 3 日 放送 

つたい どう 関係 あるの か。 これは 明らかな 人 
権 侵害で ある。 

こうした 報道を 受けて、 ワイド シヨ— 報道 
などでは、 無責任な 司会者 や 文化人 コメン 
テ— 夕—の 発言 も 目立った。 

日 大法 学部 •板 倉宏 教授は 「別件 逮捕は あ 

つては いけない こと だが、 よく ある こと」 ( 11 
月 5 日付 東 スポ) と コメント (けつこう 笑え 
る)。 しかし、 それ どころ じ やな かつた のは、 
7 日 放送 『ス— パ— モ丄 | ング』 の 弁護士. 


マンションの 大家さんは… 


第 1 章 
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20 処刑 宣告 


牧義 行の 発言 だ。 「警察は 別件 逮捕なん てし ません」 とか 「リッ パな 犯罪、 逮捕は 当然」 「懲役 もあります」 
と 飛ばす 飛ばす (もう 笑えない レベル)。 ここまで 完全に 警察 寄り (に ポクには 見えた) の 弁護士 もい るの か 
と 驚いた。 

また 大宅賞 作家の 吉永 みち子は 3 日 放送の 『ス— パ— モ丄 ーン グ』 で 「普通の 人なら、 この 程度の ことで 
逮捕っ てのは ありえな いんで しょうけ ど、 宅八郎 なら 仕方がな いか」 と、 おたく 差別 発言 (笑い)。 3 日の 
『めざまし テレビ』 で 八 木 亜希子 アナが 「またです か」 と 言えば、 あげく コピ— ライタ！ 眞木 準は 8 日 放送 
『ス— パ— モ— ニン グ』 で' 「宅さん は、 もうた くさん」 と 抜群の コピ— センスを 披露して くれた。 また 心理 
学者 •富 田隆は 3 日の 『おはよう ナイス デイ』 で 「宅 八郎 には、 たしなめて くれる ような 人が 必要だった」 だ 

つて。 ほつ といて くれ。 

しかし、 深刻な イ メ—ジ ダウンを 生んだ 「当て逃げ」 報道を 訂正した メディアは なかっ た。 報道に よっ 
てみ ごと 「当て逃げ 犯」 にされ た ポクの 報道 被害を、 マスコミの 誰も 救済して はくれ ない ので ある。 


1994 年 11 月 2 日 午後 11 時 45 分。 道交法 違反 容疑で ポクが 逮捕された 当日の 深夜、 「宅 八郎 弁護団 


と 支援者 グル— プの 記者会見」 が 行われた (第 3 章 「ドキュメント 『逮捕』」 参照)。 

この 異常な 対応の 早 さ、 を 不思議に 思った 人 もいた かもしれ ない。 なぜ、 こんなに 早く 宅八郎 サイドが 
会見を 行っ たの か。 その 理由は、 10 月から ポクは すでに 逮捕を 予期して いたから だ— •弁護団 も 支援団体 
も 結成され、 準備を 進めて いたから だ！ (第 3 章 参照) 

ポクは I 部 マスコミ 関係者に 「自分は もうす ぐ 逮捕され るんで す」 と 事情を 話し、 10 月 中には 支援者の 
本 多 勝 一氏、 中 森 明 夫 氏、 大泉実 成 氏ら から 「不当 逮捕に 抗議し、 宅 氏を 支援す る 声明 文」 を 受け取って 
いたので ある (第 6 章 参照)。 もちろん、 これは 代々 木署の 「報告 義務 違反」 による 逮捕で あるは ず もない。 
「報告」 すれば 「そんな 逮捕」 は ストップ できる の だから。 あの 逮捕は 「別件 逮捕」 だっ たので ある。 

予定され た 逮捕 = ポクが 逮捕された 「真の 理由」 は、 警視庁 本庁 および 小平署 によって 捜査され ていた 
「小学館— 週刊 ポスト 事件」 の 住居 不法侵入 などに よる 容疑だった ので ある。 すでに 8 月から 捜査が 開始 
されて いた その 「本件」 の 取り調べは'  何と この 逮捕 2 日 前の 10 月 31 日に も 行われて いた。 

そして ポクは 11 月 2 日の 逮捕の 際、 代々 木 署員に 「2 日 前は 小 平署で ご苦労さん！」 と言われ、 また 弁 
護士は ポクの 逮捕を、 当日の 逮捕 直後に、 小平署 から 聞かされて いるの だ！ 交通違反とは 何の 関係 もな 
い 小 平署が これ だけ 早く、 逮捕を 知っ ている のは おかしい。 ならば、 青 森 県警だろう が、 宮崎県 警だ ろう 
が、 全国 どこの 署でも ポクの 逮捕を 知っ ていなければ ならない リク ツに なって しまう。 

その他に も、 異例な ことに、 この 軽微な 道交法 違反に 対して 警視庁 本庁、 検察庁の 指揮が 入って、 送 
検前 にあら かじめ 検事が 決定して いた (通常、 書類送検 された 事件は 何人 かの 検事に アトランダムに 配布 
されて いく) こと や 身柄 送検まで した こと、 また 交通違反の 調書に 何と 「業界 恐怖 新聞」 が 使われて いた こ 


とな ど、 多くの 状況証拠は まさに 別件 逮捕を 指し示し ている (第 3 章 参照)。 

また、 その後の 調査に よれば、 あの 事故 相手の おばさんに も ウラが ある こと も わかっ てきた。 確かに、 
あの おばさんは | 般 的に 考えて 常軌を逸した 病的な 人な のだろう が、 それだけでは なかっ たの だ。 ただし、 
そのこと に関しては 残念ながら 今は 書く ことができない。 

もちろん、 警察 もが 認める 形で 「別件 逮捕」 が 完全 証明され たことは、 この 国の 歴史上で も 聞いた ことは 
ない。 しかし、 今回の 事件に ついて 検証して みれば、 恐ろしい こと だが、 いくら 何でも 誰もが この 事件は 
「別件 不当 逮捕」 と 思う ことだろう。 

しかし 10 月の 時点では、 支援者の 誰もが まさか、 警察が 道交法 違反で 逮捕に 踏み切る とは 思っても みな 
かった。 別件 逮捕を いくらか 予期で きたのは、 極道 出身の 異色 作家 •安部 譲 二 氏 (前科 14 犯) だけだった の 
である。 

では、 本件 「小学®^ 週刊 ポスト 事件」 の 容疑とは 何な のか？ 

2 年 前に 『週刊 ポスト』 から 受けた 報道 被害に 対して、 ポクが 小学館 側の 小牧 デスクを 調査 •逆 取材した 
件が、 犯罪に 問われ 捜査を 受けて いたの だ (第 2 章 参照)。 

つまり、 ポクが 小学館と いう 学習 出版社 社員 •小牧 の 不倫 スキャンダルを 暴き、 その 記事を 自分の 新聞 
で 報道し、 その 記事を 持って、 東京都 下 •小 平 市に ある 小牧の 自宅を 「今の お 気持ちは？」 と 直撃 取材した 
こと。 これは、 まるで 今の 報道の あり方 そのもの だ。 

ところが、 小学館の 小牧は 1 言 も 話し合う でもな く 11 〇番 通報、 「住居 不法侵入」 として 警察 沙汰に 
なった、 というわけだ。 しかし'  2 年 前に ポクは 小学館 側から、 深夜 早朝に わたって アポ もな く、 「取材」 


として 踏み込まれて いるの だ (住居 侵入 だ)。 ポクは それでも 泣き寝入り せず、 スジを 通す ために、 何度も 
小牧邸 前で 警官隊と 激突し 続けた ので ある。 

卜 学 館 側が 警察と 打ち合わせを 繰り返し ていた こと も 調べの 結果、 判明して いる。 また、 小 牧は元 警察 
番 記者ら しいとの ことだった。 そして、 確かに ポクが 警察 そのもの も 刺激して いた こと も 間違いない。 出 

動した パトカ— や 警察官の 写真を パシヤ パシヤ 撮って、 業界 恐怖 新聞に 掲載して したの だから . 

整理す ると 

①  小学館 側が ポクに 報道 被害を 与えた 

②  反論 さえ 封 じられ た ポクは 小学館 側を 逆 取材 逆 報道して 反撃した 

③  小学館 側は I 言 もな く ボクを 警察力で 排除し ようとした 

④  小学館に 動かされた 警察は なりふり かまわず、 別件で ボクを 逮捕した I 

これらの 背景が、 94 年 11 月 7 日に 行われた 記者会見 終了後に 、ポクが 小学館に 討ち入り、 抗議と とも 
に ポスト 編集部を 直撃 逆 取材した 理由で ある。 その 模様は 全国 ネットの テレビ や 新聞で も 報じられ ている 

(第 4 章 参照)。 

そして、 この 「週刊 ポスト 事件」 という 背景と 全体 像を みれば、 今回の 一件が 単なる 「道交法 違反」 では 
決してな く、 ジ ヤ—ナ リズム、 取材、 報道と いった ものの 根幹に かかわる、 言論に とって 重大な 事件で あ 

る ことは 明らか だ。 

そう、 この 事件は 明年に 起きた 「たけし フラィ デ— 事件」 以上の 問題を はらんで いる。 スキ ヤン タル 報道 
こ 対して、」 こナ しは 暴力を 持っ て 応じ、 そのこと をして 「報道の あり方 そのものを 問う」 ことにな った。 


という ことになる 


暴力に 対して 講談社 f が 警察に 通報した のは 仕方がな かった かもしれ ない。 しかし、 ポクの 行為は 言 ^ 
による 正当な 取材 活動で ある。 これに 対し 小学館 側は、 言論で なく 警察力と いう 暴力で ポクを 排除し よう 
とした。 これ こそが、 より 問題な の だと 考えて いる。 

そもそも、 最初に 小学館 側が ポクに 対して 犯した 報道 犯罪が どのような もので あったの か。 そして 血を 
流した ボク がどう 怒り狂っ たか。 ボクが 復饕を 誓って、 3 年間に わたって やってきた 「報復 取材 •復響 報 
道」 は 具体的に どのような もので あったの か。 その | 部 始終、 詳細は 本章に 続く 第 2 章に 書き記した。 
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❶茜曜 \ 小学館 通 刊 ホス ト』 の 犯罪 


あれは 3 年 前。 

小学館 『週刊 ポスト』 の 犯罪 的な 取材と & 造 記事に よって、 あまりに も 酷い 報道 被害を受けた ポクは 復 
響を 誓い、 こんな 原稿を 残して いる。 

"何年 かかっても 必ずやる。 いや 何年 かかけ て やる つもり だ。 思わぬ 方法、 意外な 手段で 何年 かけても 必 
V® 響す ると、 音 一戦 布告して おく" と (業界 恐怖 新聞 92 年 6 月 号)。 

「目には 目を」。 メディアに 蹂躪され た 個人が、 最後に 責任 追及す る 手段は それし かない！ 

しかも 相手 も 個人。 「責任」 は 個人の 人格に しかない からだ。 被害を受けた 時、 ポクは 法的 措置 (H 告 
訴 •裁判) を 講ずる という 選択を しな かつた。 

そんな ことを して 何になる。 小学館の 顧問弁護士が 出て くる だけ だ。 そして 何年 も かかつ て、 結局 「3 
行の お 詰び」 広告を 出して もら つても、 ポクは うれしくな かつた。 取材と いう 形で、 報道の 名の もとに 亍 
われた 「報道 犯罪」 に対して 、ポクは 「逆 取材 逆 報道」 を 決意した ので ある。 

決して 泣き寝入りは しない。 あくまでも、 裁く C0 は ボク だ！ 


さて、 3 年 前に ポクが 『週刊 ポスト』 に やられた 報道 被害は どんな ものだった のか？ その 前に、 当時 卜 
ラブっ ていた コ ミ、 件から 説明し なければ ならないだろう。 

92 年 春、 ポクを めぐって 大 騒動が 巻き起こって いた。 すべての ス ポ—ツ 紙、 女性 週刊誌、 写真週刊誌、 
そして テレビ 各 局の ワイド ショ— でも。 

第一 報は 92 年 3 月 20 日。 「おたく 評論家 •宅 八郎が 週刊 プレイ ボ—イ などで 活躍す る フリ— ライタ 1 
小峯隆 生から 〈嫌がらせ〉 を 禁止す る 仮処分の 申し立てを 3 月 3 日、 東京 地裁に 起こされた」 という もの 
だ。 「小峯 の 住む 同じ マンションに 部屋を 借り、 生活 妨害行為を 行っ ている」 といった 内容だった。 

ここから 騒ぎは 大きくな り、 3 月 21 日に 日本 テレビで 緊急 記者会見、 翌 22 日に 全ス ポ—ツ 紙で 報道、 さ 
らに翌 23 日には、 ポクと 小峯が 同時に 東京 地裁に 現れる 場面 も テレビ 新聞 等で 報道され た。 しばらくの 間 
は 毎日の ように 取材を 受ける ことに もな っていた。 

ボクが 彼と 同じ マンションに 部屋を 借りた のは 事実 だ。 なぜ、 ポクは 小峯の マンションに 移り 住み 「隣 
人」 になった のか。 

じつは 90 年末 こ、 『週刊 プレイ ボ —イ』 編集者 •コミネから ポクが 脅迫され た 事件が ぁった。 そして、 そ 
の 直後に ポクは 反撃 キャ ンぺ —ンを 開始して いる。 ところが、 もともと ポクを 脅迫して いながら、 いざ ボ 
クが 反撃し だすと、 コミネは 謝罪 もせず 逃げ 続けて いた。 

ポクは 筋を 通したい 人間 だ。 何とか 突破口を 見いだ すため、 素晴らしい アイディアを 思いつく。 それが 
小峯と 同じ マンションに 引っ 越し、 隣人と なること だっ た。 ポクは 当時、 『嗜の 真相』 で 連載を 開始した 
「業界 恐怖 新聞」 で この ことを 発表し、 彼への メッセ— ジ としたの でぁる。 

i  _  11 i 
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コミネ 事件に ついての 発端は、 『イカす！ おたく 天 
国』 (小社 刊) に 記して いる。 また、 隣人 化 計画 以降の 動 
きに 関しては、 いずれ 3 年間 連載した 「業界 恐怖 新聞」 を 
単行本 化する つもりな ので、 その 中で より 詳しい 事情 説明 
をしたい。 


しかし、 まさか コミネが 言論 人の ク セに 突然 法律を 持ち出 
し、 仮処分 申請な どして くるとは 思 つても みな かつた。 しか 
も、 コミネと 小学館 『週刊 ポスト』 が 連係して、 裏で 恐ろしい 企 
みを 進行 させて いるとは ボクも わからな かつた ので ある …… 。 


『週刊 ボス ト』 要約 


• 『週刊 ボス ト J 


逼 刊ポス ト』 92 年 4 月 17 日 号 


【見出し】 ついに 刑事 告訴 •宅 八郎 「いやがらせ 事件」 のぞっ とする 内情 

〈追跡 スク —プ〉 元 女性 アシス タン トが 自首して 告白！ 


J 1 


ド】 「小峯 さんに 対する 嫌がらせは、 宅さん の 指示で 私が やりました」 
—— フリ— ライタ—  •小 峯隆生 氏 ( 33 ) が、 I 連の" いやがらせ 事件" 
で、 仮処分 決定の 出た〃 おたく 評論家" 宅八郎 氏を 警視庁 管内の 警 
察に 告訴。 何やら 深刻な 様相を 呈 してきた が、 折も折、 本誌に 宅 氏 
の アシス タン トであった 女性が、 彼女 だけが 知る 真相を 証言した 


肌 


【解説】 かなり 大きい 扱いの 記事だった。 表紙に も デ カ デ カと タィトルが 掲 

載され、 また 電車の 中吊り 広告、 新聞広告 などで も 大きく 掲載され 
ていた。 警視庁 管内の 警察とは、 玉 川 警察署の こと だ。 

記事 中の〃 告白 女性 M" といぅのは 、アルバィトを 頼んで いた 女性 


■ 
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•「週刊 ポスト J 92 年 4 月 17 日 号 
表紙 上部に デ カ デ カと 目立つ 見出し 


で、 その後に 臆面もなく 言いだ した" 元 恋人" といぅ 存在では なかっ た。 その後 確認す ると'  女性 M のし わざ 
か、 部屋が 物色され た 形跡が あったり して、 結局 ポクは、 直前まで ハ メられ ている ことに 気づかず、 人を 見る 
目がなかった ことを 反省し 悔やんだ がもぅ 遅い。 この ポスト 記事に よっ て 仕掛けられた、 デタ ラメ 報道が ポク 
に 与えた 影響は 深刻に 大きかった。 

おまけに、 この 女性 M に 「言う ことを 聞かなければ 玄関先の 土に 埋めて やる」 と ポクが 言つ たな どと、 おどろ 
おどろし くも、 まるで 連続 幼女 殺害事件の 被告の ように 演出した 内容。 

また 同時に ボス トと 連動して、 小牧と 親しい レポ— 夕—梨 元 勝 (代々 木 上 原 在住) によつ て、 『モー ニン グシ 
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ョ 丄( 当時 •テレビ朝日) でも この 問題を 一方的に タレ 流されて いる。 

ポスト 記事では〃 ついに 刑事 告訴" と 書いて いるが、 警察 および 検察庁 
は、 告白 女性 M の" 自首して 告白， した 証言 も 「売名 行為」 のた めの 虚言と 
判断した (後述 39 ベー ジ) 。当然、 結果 的に この 事件に 関して ポクに 刑事 
責任は 発生して いない。  / 


1 刊ポス ト』 92 年 4 月 24 日 号 


【見出し】 「究極 おたく」 宅八郎 本誌 取材に〃 一見" 鼠 小僧で 現われる！ 

〈なんとも パス テイー シュな 事件〉 


【リ— ド】 「嫌がらせを 含め、 小峯 さんに 対して 罪悪感を 持つ ような 

ことは してません。 彼女に 命令 指示した 記憶 もな いんで 
す」 —— "おたく 評論家， 宅八郎 ( 29 ) は 本誌 先週 号の 元 一 
アシスタント •  M さんの 証言に 対して 記者会見した。 \ 
しかし'  実際は 劇画の 匕— 口— 『8 マン』 のように 颯 厂 / 
爽 とはいかない ようで …… 。 


a 


1 


説】 「宅 八郎 ( 29 )」 という'  まるで 犯罪者の ような 表記。 前号での 中立を よそおっ た 「氏」 付け 表記から 一転して、 
呼び捨て 表記に 変わっ た。 そこに ポストの あわてぶ りが うかがえる 。ポクから 反撃を くらっ ての 怒り も あった 
のだろう。 「宅 八郎 ( 29 )」 とは あまりに も 悪意む き だし だ。 しかし、 そんな 悪意とは うらはらに 記事 そのものに 
目立っ た 内容は ない。 巨大 出版社に 反擊 した 怒りから か、 強引に 第 2 弾を 掲載した ように もとれる。 

この ポスト 2 週 分の、 一方的で デタ ラメな 捏造 記事を そのまま 受け売りで 紹介し、 加担 発言を したの が、 自 
称 作家 •田 中康 夫と 雑誌 『創』 の 篠田博 之 編集長の 二人だった。 まだ 真実が ハッ キリし ない 段階で、 ポスト 記事 
に 何の 疑問 形 もな く 全 肯定 (つまり 宅 八郎全 否定) をして、 新聞 や 雑誌で 発言した の だ。 この ことの 被害は 大 
きかった。 よく まあ、 天下 国家を 語る 文化人 作家 だの、 あるいは 市民運動 づら 下げた 雑誌 編集長 だのと いう 
「化けの皮」 を かぶって いられるな。 自らの 言動に 無責任 •無自覚な 報道 加害者 どもめ。 

この 二人とは 違って、 さすがに (？) 思想家を 自称す る 浅 羽 通 明は ミニコミ 『流行 神』 で、 独特の 分析を して 
いた。 ポスト 記事に 続く 一連の 報道の 後に、 「宅 八郎 'その 不敗の パラドックス」 という 記事を 発表。 その 中で 
"宅 八郎の 無敵 不敗の スタンス" を 論評して いる。 ありがとう。 確かに ポクは 無敵 無 敗です (笑い)。 

一連の コミネ 騒動の 裏で 動いて いた 人間が 複数い る こと も、 ポクには わかっ ている。 業界 周辺を うろついて 
いる クズ ども だ。 コミ 理 人の 弁護士に 接触した 人間、 ポスト 記者に 接触した 人間、 『週刊 新潮』 などの 取材 
に 応えた 人間 …… 。いずれ そいつら も 処刑す る ことにな ろう。 

以下は 『嘴の 真相』 誌で 連載され た 「業界 恐怖 新聞」 (の I 部) である。 記事を 初出 発表した 年月日と 付記と と 
もに 掲載す る。 若干の 訂正は やむ をえ なかっ たもの の、 おおむね 原文の ままで ある。 
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❷ 処^！! 是 Ea —— 「業界 恐怖 新 a  S6 月 号 


週刊ポ スト記 事大 反論 告発 女 M の 裏に コミネの 存在が =: 


• へ 噂の 真相 J 業界 恐怖 新 間 92 年 6 月 号 ポスト 現場 記者だった 中島み なみ •生 田弘樹 処刑 編 


「宅 八郎の 歴史」 を 考える 上では、 小峯 闘争の 裏に 告白 女性が 登場した のは、 面白い 急 展開だった よぅに 
思ぅ 0 

もちろん ポクは 怒りを 忘れた わけでは ない。 いや、 むしろ 怒りの 炎は 燃えて いる。 


2 週に わたっ て 掲載され た 『週刊 ポスト』 の 記事。 これほど デタ ラメで | 方 的な 記事を ポクは 見た ことが 
ない。いくら何でもここまで酷いとは思わなかった。 5〇 °/0 の悪意と 5〇 %の興味本位ならいい。しかし、ポ 
ストの 記事は ポクを 「悪人に しようと する」 1 〇  〇 °/0 の 悪意がなければ 書けないだろう。 

何しろ 告白 女性 M の 342 行に も およぶ 発言の ウラは | 切 取っ てない。 しかも ボク 自身の コメント はた 
ったの 7 行だった の だ。 

ポストの 誌面では I 切 隠されて いたが、 最も 重要な のは この 記事の 裏に 小峯 がいる としか 思えない こと 
だ。 元々、 告白 女性 M と 『週刊 ポスト』 には 接点は ありえない 。最初に M と 小峯が 打ち合わせを 繰り返し、 
次に ポストへ 紹介され たのだろう。 『週刊 プレィ ボ —ィ』 ではなく。 

そう、 あの 記事 作成には 小峯が 立ち会っ たの だ。 つまり 「小 峯 IM— ポスト」 が 悪意の もとに 連合して き 
たわけ だ (その後、 梨 元 勝の 『モ丄 I ング ショ 1 が 加わっ た)。 

この ことを 知っ た 時は 信じられない 思いが した …… 。 

あれは 3 月 30 日の 午前 3 時 くらいだ った。 小峯 隣人 マンション にいた ポクを ポストの 記者が 突然、 約束 
もな く 訪れた のは。 

さて その 前に、 おかしな ことがあ つた。 

3 月 29 日の 朝早くに 帰宅した ポクは ジユ —スを 買うた め、 すぐに 家を 出ようと した。 すると、 ドアの ノ 
ブに 噛んだ チユ— ィング ガムが べったり、 くっつ いていた ので ある。 帰宅して から、 何分 もたっ ていない 
のに、 だ。 
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処刑 宣告 


まるで ポクが 帰宅す るのを 監視しながら 待っ ていて、 すぐにい たずら 
したよう だっ た。 奇妙だった。 

そして 夕方に 友人が たずねて きた。 それで 二人で 外出し ようとす る 
と、 またも ガムが ノブに グルグ ルと しつこく 巻き付けられ ている。 雨が 
降っ ていて、 外から 誰かが 来た 気配は ない。 同じ 建物に 住む 小峯 のし わ 
ざ？  でも まさかね。 実を いうと ポクは ドアの 前に ビデオカメラを 仕掛 
けて いたの だ。 犯人が 映って いればい いが …… 。 

そして 友人は 帰り、 その 日 ポクが 寝て いたら チャ ィムが 鳴っ た。 30 日 
午前 3 時く らい。 

キ—を 開ける と、 勝手にず かずかと 部屋の 中にまで 入っ てきて、 よう 
やく 名乗る。 約束 もない 真夜中の 来訪者は ポストの 中島み なみ、 生田弘 
樹と 名乗る 記者で ぁった (名刺の 連絡先と して 編集部 •小牧 の 名が 書か 
れ ていた)。 生 田は 名刺では 記者と なって いるが、 カメラマン だ。 

不審が って 「出て いって くれ」 と 応じた。 しかし、 1 時間 後に 再度 やって きた 彼らは、 「とにかく 写真 撮 
影し ましよう」 と 言っ た。 | 応 「取材」 なの だが、 ポクの 話を まともに 聞いて いる 気がしな かった。 写真が 
撮りたい だけ、 という 感じ。 結局、 写真 撮影を されて しまった。 

(※第 1 弾 記事が 掲載され た ポストは 4 月 4 日に 発売され たから (正式 発売日は 6 日)、 この 日、 3 月 30 
日は 印 制の 時間を 考えても 最終 締め切りまで ギリ ギリの 日程 だっ たことは 明らかで ぁる。 となれば、 取材 


とはい っても 記事の 大 枠は すでに 出来上が っていて 、ポクの 写真 だけが 欲し かった のだろう という 直感は 
ズ バリ 当たっ ていたので ある。) 

不可解な 事件 続発 =: 宅の GF 宅に も 記者 _ 

ヘン だ。 ポクの 直感が 奇妙な 危険信号を 鳴らし 始めて いた。 

それまで 、ポストからは I 度 も 電話 連絡を 受けた ことは ない。 しかし、 この 二人は ポクの 杉 並の 家に も 
行っ て ポクを 待っ ていたの だとい う。 ポクは、 いったん 拒絶し かけた 態度を 保留す る ことにして、 様子を 
うかがう ことにした。 

「小 峯 さんに も 取材した の？」 

そう 聞く と、 何だか あわてて 「ええ、 まあ。 あの 来週に でも」 という (※来週では、 当然 締切りには 間に 
合わない)。 実は、 彼らは 小峯と 打ち合わせて いたのだろう が …… 。 

ボク にいた ずらされて いると 主張す る小峯 事件で ある。 何の気なしに 「ポク だつ て、 いろいろ いたずらは 
されて ますけ どね」 と ポクは 言つ た。 

すると 「ああ、 チユー インガムの ことです ね」 いきなり 中島と 生 田が 言っ た。 どうして 。ポクは まだ ガム 
の 話は していない。 なぜ あの ガムの 件を 知ってい るんだろう。 

張り込んで いたから？ じゃあ 犯人 も 見て いるは ず だ。 おかしい …… 。 

ポクは 二人の ポスト 記者が 帰った 後、 あわてて 遊びに 来て いた 友人に 連絡を 取って みた。 すると、 実は 
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36 処刑 宣告 


部屋から 帰る 時に 不審な 人物を 見た という。 それ も ポクの ドアが 見える 場所に いたと。 友人が 見た 不審な 
人物の 特徴は ポストの カメラマン 生 田 弘樹に 酷似して いた。 しかも 自分を つけて くるよう な 行動を とった 
という。 

ポクの 疑惑は ほとんど 確信に 変わっ た。 

もしかしたら、 ボク がいた ずらを 小峯 のし わざ だと 思っ て、 彼の 部屋の ある 6 階へ 下りて 様子を 見に 行 
くと ころを 撮りた かった のでは ないか。 中島が ガムを 使い、 下にい る 生 田が ポクを 撮影し ようとし たので 
はない か。 

それにしても まるで 現実感が なかっ た。 まるで 安っぽい スパイ 映画 か マン ガだ 。週刊誌 記者が こんな 下 
らない ことを わざわざす るだろう か。 これを 読む 読者 も 現実の ことと 思えない かもしれ ない。 

しかし その後、 ドアの 前に 仕掛けた ビデオカメラは ガムを つけた 人間を 捕らえて いた。 残念な ことに や 
や ピン ボケ だっ たが、 そこに 映っ ていた 男は 中島 そっく り。 

さて、 件の チユ— インガム 記者 •中島み なみと 生 田弘樹 はどう 動いた か。 

ポクの ガール フレンドの | 人を 襲撃した ので ある。 彼女は 大学 4 年生で 家族と いっしょ に 住んで いる。 
その 家庭を、 中島と 生 田は 夜中の 12 時す ぎから 深夜に わたっ て、 再三再四 朝まで 訪問して 責めた てた の 
だ。 

そして 朝に なってから も 1 日中、 いや 何日 間 かに わたって 家の 前に ポスト 契約の 黒塗りの ハイ ヤ—を 停 
めて 張リ 込んだ と ハう。 彼女が 断っても 断っても、 中島は 何日 も 家の ドアの 前から ドア スコ —プを のぞき 


ながら、 「出て こい」 と 携帯電話で しつこく かけて きたり もした の だ。 

相手は 一般人 だ。 こんな 酷い 「取材」 が あるか。 

しかも 彼女 自身が いない 時を 見計らっ て ガム 記者 •中島は 家に 上がり込んで いる。 母親を 狙い撃ちして 
追い回し、 

「大変な ことになります よ！ おたくの 娘さんは 宅 八郎に ひどい 目にあつ てるは ず だよ！」 

などと、 ある ことない ことを 言つ て さえい るの だ。 

彼女は 大学 4 年生で 就職を 控えて いる 身 だ。 この 攻撃に よっ て 涙を 流しながら ポクに 電話を かけて き 
た。 彼女は ポストの 張り込み 取材 攻撃で 外出す る こと もで きず、 第 I 志望の 会社 訪問を あきらめた。 ポス 
卜に よっ て 就職活動を 棒に振らされて いるの だ。 

これは もはや 人権問題 である。 ボクも つら かつた。 そして 彼ら ポストが ボク に対して 1〇〇 °/0 の 悪意を 
持つ ている こと もよ くわ かつた。 

中島ら が、 彼女の 住所を なぜ 知っ ていた か。 例の 告白 女性 M は ポクの 部屋を あさっ ていた。 そして 住所 
録 から 女子学生の 住所を 盗み、 酷い 手紙を 出したり、 いやがらせの 電話を かけたり もして いる。 この M が 
ポストの 記者に 住所を 伝えた ので ある。 

不安に おののき、 泣き じゃくる 女子学生 だけは 守っ てあげなければ ならない。 

そこで ポクは 中島と 生 田に 逆襲す る ことにした。 3 月 31 日夜 おそく、 彼女が ポスト 記者に 呼び出された 
レストランに ポクと 仲間たち は 待ち伏せ たの だ。 この ことは 第 2 弾の ポストに 書かれて いた (8 マンの よぅ 
に 颯爽とは いかない 鼠 小僧と) が、 事実は ちょっ と 違っ ている。 

一： WltnO 匿 一！！ R 
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中島と 生 田の うろたえぶ りは 痛快な ほどだった。 人を 罠に かける ことを 専門に している 人間は 反撃には 
慣れて いないの かもしれ ない。 

二人が 来て すぐに 写真と ビデオ 撮影を 開始した。 
r パシヤ パシヤ！」 

何が 起きて いるの かわからない 中島と 生 田。 「な、 何です か」 と 言っ たのは、 しばらくして からだっ た。 
人間は ぁまりに 意外な 状況に 立たされた 時、 ポ カ— ンと 笑っ てし まうよう だ。 撮影を 終了して 帰ろうと 
すると、 ようやく 懇願を はじめた。 

「や、 やめて くださいよ。 ど、 どこの 所属の 人なん です か」 と 中島。 「写、 写真なん か 撮っ ていいと 思って 
いるんで すか」 と 自己矛盾に も 気づかず カメラを 振り回す 生 田。 

ポクは 生 田に 突き飛ばされた。 暴行で ぁる。 

「オレ や だよ〜。 こんなの や だよ、 中島さん や だよ〜」 

生 田は 泣きそう な 顔で 叫ぶ。 

「ル、 ル— ル 違反 じ ゃない かッ 。ル— ル、 ル— ルッ」 と チュ— ィンガム 記者の 中島は 叫ぶ。 

ポクは 彼らが いつも やって いる 手段を とった だけ だ。 

「何が ル— ル だ。 そっちが 勝手に 書 くんなら、 こっち にも 反論を 書かせろ」 と、 ポクは 叫び 返す。 

二人は ポクの 要求に 答えようと もせず、 しつこく 食い下がっ ていたが 、ポクら はさっ さと 帰っ てし まっ 
た。 しかし 通行人に 化けた ポクの 仲間が 彼らを 尾行して いたの だ。 

二人は お 互いの 恥を 隠そうと ひきつり 笑いを しながら、 中島が 運転す る 白い 乗用車に 乗って 帰っ ていっ 
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さて。 中島み なみ、 生 田 弘樹を 知る 人、 二人の 取材を 受けた ことの ある 人、 受ける 予定の ある 人は ボク 
に 連絡して ほしい。 

ポクは 今回の 騒動で 小峯に 加担した すべての 人間たち を 絶対に 許さない。 

ただ ポクは 事を 急がない ことにした。 何年 かか っても 必ずやる。 いや 何年 かかけ て やる つもり だ！ 

それは 3 年後、 いや 5 年後 かもしれ ない。 中島、 生 田 ほかの 未来が 楽しみで ある。 

思わぬ 方法、 意外な 手段で 何年 かけても 必ず 復響 すると、 宣戦布告して おく。 ポクは 小峯の 隣人に なっ 
た 男 だ！ 

【寸 記】 その後い ったん 騒動が おさまっ た 頃に なって、 告白 女性 M から ザ マ アミ ロと ポクを 嘲笑す る 手紙と 写真が 送ら 

れ てきた。 その 手紙の 文面は 恐ろしい ことに、 ポクを 陥れる 準備は 91 年 12 月 1 日から 始めて いた、 という もの 
である。 そして、 そのため 小学館から 多分な 謝礼を 受け取っ たこと など も 記されて いた。 また 驚くべき ことに 
何と、 コピ— した カギを 使って ポクの 部屋 (小峯 マンション) に、 見知らぬ 複数の 人間が 入り込んで いる 写真 も 
同封され ていたの である (それらの 明白な 不法侵入者 たちが、 ポスト 関係者で あるか どうかは 不明 だっ たが)。 
すべては 計画的に はめられた 罠だった の だ。 

警察 および 検察庁は この 手紙を 資料と して 重視。 そして、 ボクが 東京 地検の 事情 聴取に 応えた 際に、 担当 検 
事は 「お気の毒で したね」 と 言いながら、 さらに 驚くべき ことを 話した。 それは ポスト 記事では" ついに 刑事 告 
訴 .と ポクを 陥れる ように 書いて いるが、 そもそも 小峯の 刑事 告訴は、 じつは この ポストの" ス ク—プ 記事" が 


掲載され た 後に なされた ような の だ。 

あんまりな 話 だ。 (刑事) 告訴 事実が あって、 その 情報を ス ク—プ するとい うなら、 まだ わかる。 しかし、 そ 
れが 逆なら ば、 言って みれば ポストと 小峯隆 生が" ス クープ 記事を 書く ため" に 強引に 虚言に もとづく デ タ ラメ 
な 告訴を やらせた、 という ことになる じ やない か。 これは まさに 犯罪 報道なら ぬ 報道 犯罪 だ！ 

❸ 史上 SSW ガン 盡  —— 「業界 恐怖 新 間」 92 年 11 月 号 


「週刊 ポスト j 小牧 入院 小牧さ ん 、あなたは ガンです！  _ 

春の コミネ 大 騒動の 際に、 ポクに 対する 悪意の みで まつた く デ タ ラメな | 方 的 記事を 掲載した 『週刊 ポ 
スト』。 その 記事を 書いた のが 悪徳 記者 •中島み なみと 生 田弘樹 である。 ポクが 本紙 6 月 号で 事実を 暴露 
し 反撃、 この 二人を 処刑した ことは 本紙 愛読者なら 記憶に あるだろぅ。 

特に 許せな かつた のは、 ポクの GF  (の | 人) を 襲撃した 事実で ある。 その あまりに も 犯罪 的な 取材 行為 
を ポクは 絶対に 許さない。 

悪徳 記者 二人の 調査は 続行 中 だ。 そして 二人に 犯罪行為を 命令 指示した 担当 責任者が 『週刊 ポスト』 編 


• S の 真相」 業界 恐怖 新 間 92 年 11 月 号 死ね'  小牧三 平！ 


集 者 •小牧 三 平なる 人物で ある。 

小牧は 白髪 まじりの 初老の 男。 さる スポ ーツ 新聞記者を 経て、 ポストの 専属 記者と なり、 あまり 前例の 
ない 形で 小学館の 社員に なった 人物 だ。 いわば、 社員 編集者に なれな かった 男 •コミネの 憧れの 人、 と 言 
えなく もない。 

最近では 桐 生裕子 ネタや 若人 あきら ネタ 、村 西と おる スキ ヤン ダルを 担当して いる。 その デタ ラメ さか 
らも、 小牧の 悪名は 高く ウラ ミを 持つ 者 も 多い よぅ だ。 

また テレビ朝日 『モ 1 ニン グ シヨ ' の レポ— 夕—梨 元 勝と も 親しく、 ポスト 発売日の 月曜日に、 この イ 
ン チキ •ワイド シヨ— は 同じ ネタを 放送して いる わけ だ。 テレビ朝日 サイドから 小牧 に対して 金銭が 支払 
われて いると 疑われても しかたがないだろぅ。 小学館 関係者の 方には 調査を オス スメす る。 

さて、 その 小牧三 平が 胃の 不調を 理由に 世 田 谷 区 桜 丘 X 丁目の XX 胃腸 科 病院に 通院し、 検査を 受け 
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ていた。 知人の 紹介で、 ここの 某 医師を もともと 知っ ていたた めに 小 牧は同 医院を 選択した ようで ある。 

ところで この ポクは 長期に わたっ て 小牧の 監視 尾行 調査を していた の だ。 ポクを 敵に 回した ことを、 後 
悔 させて やろう。 復 響して やる。 ポクには その 「権利」 が ある ハズ だ。 

ある 日、 XX 病院に 入っ ていく 小牧を 確認した。 最初は 誰かの 見舞いだ ろうな、 と 思っ ていた。 そして 
監視を 強化した ところ、 彼は その 病院に 通いだ したので ある。 

おかしい な、 何だろう？ ポクの 背 スジに ゾ クゾク する ものが 走っ た。 そして、 ついに 先頃 9 月半ばに 
小牧三 平は 同 病院の 集中治療室に 入った。 精密 検査を 受ける ために。 

ところで、 もちろん ポクが 追っ ている のは 小牧 だけでは ない。 コミネに 加担した すべての 人間 どもに 告 
ぐ。 

「次は おまえ だ！」 

宅 八郎の 「病院に 行こう！」 という わけで、 小牧に ウラ ミの ある 人は 病院に 行って みると いい。 しかし、 
さらに 調査して いくと 『週刊 ポスト』 の ガンと も 言われて いる、 この 腹黒い 男の 腐った 腹の 中身が 判明して 
きたので ある。 

病院の 担当 医師と しては どうしても 本人には、 病状の 真実を 告げられないで いるの だが、 フ ッフッ フッ。 
この ポクが 教えて、 あ •げ •る！ 

「小牧 さん、 本当は、 アナ タは ガンです！」 

一応、 担当 医師は 本人には 胃 カメラの 映像を 見せた 上で、 胃潰瘍 だと 説明した らしい。 しかし 事実は 胃 
ガンで あり、 すでに 手遅れの 状態 だとい う。 また、 未 確認ながら、 カルテには ガス トリック •キャ ンサ— 


(英語 名) を 意味す る rG  c  A」 という 記述が あったと も、 マー ゲン •クレプス (独語 名) を 意味す る 「M  K」 
なる 記述が あつたと もされて いる。 

小牧は 入院 時の 精密 検査に あたっ ては、 胃 カメラを 飲む のと 同時に 肛門から カメラを 入れて (グ エッ)、 
腸の 検査 も 受けて いるの だった …… (医療 関係者の 証言)。 腸に ガン 細胞が 転移して いるか どうかを 見 るら 
しいの だ。 肛門からの 検査を 実施す る ことは 胃潰瘍では ほぼない らしい。 やっぱり ガン だ (笑い) 0 

ハ ハ、 天罰が 下る って 本当に あるんだ な あ。 宅 八 郎は怖 いんだ ぜ 。ポクの 呪いは 小牧に 通じた よう だ。 
「腹黒い 男が 胃 ガン」 とはね。 

小牧は タバコの 吸いす ぎは 体に よくない な、 と 気に かけて いたよう だが (現在は マイルド セブン)、 腐っ 
た 肛門 野郎に 言って おく。 

「腹黒い アン タの 腹の 中は もう ボロボ ロ だよ！ 腐っ ち ゃった よ！」 

ガン 細胞の 奇妙な 特性から か、 自覚症状は 思っ たよりも 軽く、 歩行 や 会話に 支障は ないよう だ (あくま 

でも 現在のところは！)。 しかし、 医療 関係者は 入院 治療が 無駄 だと なれば 退院 させて しまう、 という。 

仮に、 小牧が ポスト 編集部に 復帰した としても、 それは 「手遅れ」 を 意味して いる だけな の だ。 ハツ ハツ 
ヽ〇 

病院には、 たびたび 『週刊 ポスト』 編集部の 彼の 同僚 部下たち が 見舞いに 訪れ、 指示を 仰いでも いるの 
だが、 この 本紙 「業界 恐怖 新聞」 を 編集部の 誰が 小牧 本人に 見せる のか、 興味深い な あ。 クック クック— 
({青い鳥〜)。 

肛門 男 •小牧 よ、 この 「業界 恐怖 新聞」 を 読んで 苦しむ がいい。 疑心暗鬼に かられる 小牧が 目に 浮かぶ。 
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44 処刑 宣告 


家族 も 医師 も 誰も 本当の ことなん か 教えない せ、 あんた にはな。 

どんな 治療を したと ころで、 

「無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無 
駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無 
駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄 無駄！」 
病院関係者の口は固い。主治医の証言は取れなかったために、ガンの可能性は 80 %としておく。小牧 
ょ、ょかったね。 2〇 °/0 は生き延びる可能性があるみたいだょ—ん。 

【付記】 その後、 小牧 について 記した のは 「業界 恐怖 新聞」 ではなく、 なぜか 1 刊文 春』 94 年 1 月 13 日 号) 特集つ」 い 

つ だけは 許せない！」 だった。 原稿の タィトルは 「ス ボ—ツ 選手 食いの ピカレスク 女が 許せない！」。 その 頃、 
あいついで 起こっ たス ポ—ツ 選手を めぐる スキ ャン ダル 事件に ついて 書いた コラム だ。 

角界では 貴ノ 花の 「不倫」 騒動、 曙の 結婚 騒動、 そして 球界では (元) 阪神 •岡 田彰 布の 愛人 恐喝 騒動で ある。 
このぅち 最も 悪質で 凄かった 事件、 (元) 阪神 •岡 田彰 布の 愛人 恐喝 騒動に 関して、 『週刊 ポスト』 の 小 牧三平 
が 関与して いたの だ。 

『週刊 文 春』 に 書いた 記事の 岡 田 事件の 部分を 以下に 要約して おこぅ。 

事件は 『週刊 ポスト』 ( 93 年 11 月 26 日 号) の 糾弾 スク —プ第 1 弾に 始まる。 その タィトルは 「愛人が 告白、 私 
は 岡 田 選手と 阪神に" 性の 玩具" にされ た！」。 


まるで 同誌 名物 ヘア 写真 以上に 醜悪な 小牧班 (スキ ヤン ダル 担当) による" ス ク—プ 記事" だっ たが これが 
大ポ カ。 小牧 デスクの 報道 被害者と して、 まった く 可哀相 だっ たのは 岡 田さん だ。 

ポストでは 「妊娠 1 中絶 丨 手切れ金 2  0  0 万円」 という 女の | 方 的な 言い分を 書き連ねた 糾弾 お決まり 告白 
だっ たが、 その 女は ウラが ありすぎ る 悪魔の ような 女だった の だ。 ポストに 対抗す る 形で： 夕刊 フシ』 が 連日、 
女の 「素顔」 と 「前科」、 「恐るべき 過去」 を 暴き出して いった。 

「女の バックに 大物 総会屋が 登場」 

「明 石 家さん まから 過去に 1 〇  〇  〇 万円 取っ ていた」 

「恐喝で 逮捕された 前歴」 

「虚言 癖 アリ」 などで ある。 

この 事件に 関しても 女は 恐喝 容疑で 当局に 事情 聴取を 受けた。 小学館 『週刊 ポスト』 はまる で 犯罪の 片 棒を 
かつぐ ような マネを したので ある。 そこで、 『夕刊 フジ』 報道を 受けて マ ズィと あせっ たか、 次号での ポスト 第 
2 弾 記事は 一転して、 知らん ぶり。 一方的に 女に 加担して いた ク セに 「どっ ち もどっ ち だ」 などと 言いだ して 誤 
魔 化して 打ち切っ た。 

毎週 毎週 ヘア 写真 さえ 載せて おけば 売れる と 思って' 『週刊 ポスト』 はまん まと 女の 口車に 載せられて 醜態を 
さらした の だつ た。 

小牧は 長期に わたって 『週刊 ポスト』 編集部で'  報道 犯罪と も 言える 記事を 作り 続けて きた。 彼は エログロ 
記事 や ゴシップ 、スキャンダル 報道の 担当者で ある。 大手 出版社㈱ 小学館の 名前の 裏側で、 小牧が やってきた 
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ことは まさしく 「報道 犯罪」 と言うべ きもの だ。 この 記事の 岡 田 選手 恐喝 事件では、 何と、 小牧は 記事 担当者 
として、 この 女を 熱 海 や 山中 湖の ホテルに 囲って 岡 田 選手への 恐喝 行為を 助けてい たので ある。 

彼女は 結局、 恐喝罪で 逮捕 起訴され た。 恐喝と いう 犯罪の 特性と 岡 田 選手の 受けた 報道 被害を 考えれば、 
『週 刊 ポスト』 も 共犯 だとい える だろう。 女は 『週刊 ポスト』 ス クープ 記事に よる ダ メ—ジ 効果を ダ シに岡 田 選手 
を 恐喝した の だから。 こんな ことは マスコミに あつても 許される ことでは ない。 無責任 さを 恥じろ！ 

oil •  n  - r 業界 恐怖 新聞」 94 年 3 月 号 •  9 月 号〜 10 月 号 


•ところで 12 月 24 日 クリスマス •イブを 皆さんは どう お過ごしでした でしよう か。 ポクは 夜 星く まで テ レ 
ビの 仕事 0 ビ— 卜た けしの お笑い ウルトラ クイズ』 スタジオ 収録) のために、 日本 テレビの 生 田 スタジオ 
(遠い) にいました。 が、 その後は 大急ぎで 東京へ 戻って、 都内の 某 高級 ホテルで 一夜を 過ごして しまい ま 
した。 フ フフ。 今回は 書きません が、 そのうちに その ホットな 夜に ついて 白状して しまう 予定です。 う ふ。 
• 生 田 スタジオを タ クシ— で 出る 時に 「行き先は 某 高級 ホテル」 という ことで、 制作 会社 ワー クスの 美人 デ 


スク •安徳さん にから かわれち やった ゾ 。(「業界 恐怖 新聞」 94 年 3 月 号®©©) 

【付 記】 処刑の 予告だった。 発表を 待っ たのは 完全 処刑の ために、 小牧が 横領した デ— 卜 代を 精算し 終える 必要が あっ 

たから だ。 ところが、 その後 『嗜の 真相』 誌に、 4 月 号 .5 月 号を 休載 処理され たために 大幅に 日程が 狂つ てし 
まい、 報告が 遅れた。 しかし 今では スク —プが 遅れた こと も 逆に 効果的 だつ たような 気 もして いる (「夏の クリ 
スマス」 という タイトルを 含めて)。 そして、 攻撃は 夏に 始まつ た …… 。 


夏の クリスマス！ 週刊 ボス ト小牧 処刑 ① 


• 『 噂の 真相 J 業界 恐怖 新 間 94 年 9 月 号 この 記事が、 悪魔の 「宅」 配 便に なつた 

メリ—  •クリス マ〜 ス！ 
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48 処刑 宣告 


桑田 佳祐 ひきいる KU W AT  A  .BAND には；' メリ— クリスマス •イン •サ マ—』 という 曲が ある。 
季節は ずれの 真夏の クリスマス •プレゼントを、 ボクも 贈りたい。 本紙 愛読者 みなさまに。 そして 『週刊 
ポスト』 編集部の 小牧三 平へ！ 

以前 (2 年 前) ガン 告知した 小牧 。しかし 惜しく も、 手術で 肛門 切り取って 完治、 のうのうと 現場 復帰 
した 小牧 に、 だ。 

さて、 読者の 皆さんは 去年の クリスマス •イブを どう 過ごして いただろ うか？ 

この 新聞、 そして ポクの 熱烈な フアンは 覚えて いるか もしれ ない。 ポクが かつて、 クリスマス •イブを 
都内の 高級 ホテルで 過ごした、 と 記述した ことを ( 94 年 3 月 号)。 

ポクは I 晚中 ある カッ プルを 監視して いたの だ！ クック クック—  (上 青い鳥〜)。 笑いが 止まらない。 
今、 ポクは この 小学館 社員の 業務 上 横領 疑惑と 不倫を 告発せ ねばな りません。 

小 牧ィ！ ようやく ほ とぼりが 覚めた と 思っ て 安心し てんじ やねえ ぞッ！ 

かつて、 きさまは コミネに 甘い 言葉で 近づき、 ポクを 罠に かけ 陥れよう とした。 また ポクと 親し かった 
という だけで 一 般 女子大生、 そして その 母親まで も 狙い撃ち にした。 

ポクは 絶対に 許さない。 元 部下の 中島み なみ、 生 田弘樹 (※二人は 『週刊 ポスト』 から 離れて いた) と 共 
に 犯罪 的 取材、 歪曲 記事の 専門家の きさまが、 ガンで も 死なない のなら、 この ポクが 殺して やる。 

業界 恐怖 裁判で ポクは きさまに 死刑を 宣告す る！ 

この 裁判の 検察官は ポク。 裁判官 も ポク。 そして 死刑執行 人 も ボクだ M: (弁護士は いません) 


93 年 12 月 24 日。 その 夜、 ポクは 仕事で 日本 テレビの 生 田 スタジオ (川 崎 市) にいた。 

今日は 特別な 夜 だ。 決して 逃がしは しない。 ポクは スタッフ 3 名の 協力で、 小牧を 完全 包囲す る ことに 
した。 

1 名は 車、 1 名は バイク、 そしてもう 1 名は 歩行 (あるいは タ クシ ' 要員で ある。 

彼らは カモフ ラ—ジ ュ された 無線機 (バイクは ヘルメット 内蔵 型)、 携帯電話、 秘密 撮影 用に 改造 特製し 
た 8 ミリ ビデオな どを 装備して いた。 ビデオカメラは、 撮影 ミスを ふせぐ ためだ。 また、 今回は 最後まで 
本人には 気づかれないで 証拠を 押さえた かった。 写真の ように フラッシュを たく わけには いかない。 

年末の 12 月 24 日 だとい うのに、 小牧は ポスト 編集部で 夕方まで 仕事を していた。 

生 田 スタジオ にいる ポクに、 随時 夕— ゲットの 動きが 電話で 報告され る。 

「宅さん、 小牧が 今、 神 保 町の 小学館を 出ました」 

事前の 情報は あった。 都内の レストランを 当たった 結果、 銀座の 三 笠 会館の 中に ある フランス 料理店に 
「 12 月 24 日、 小学館の 小牧で 2 名」 という 予約が 入っ ていたの だ。 そこで、 主要 スタッフは 銀座で 待ち 伏 
せ、 張り込む ようにした。 

そして 当日 19 時。 ところが、 何と 小牧は ガイ ジン 女を 連れ添っ て、 やって 来た。 思わず スタッフは 目を 
疑う。 まさか そんな。 なぜ、 外人なん だ？ あまりに 意外な 展開で あった。 外人 だとは。 

小牧と 女は 初めて 来たせい か、 2 階 フロアへの 出入口を 間違えて 階段で 中 2 階まで 上がっ た。 そして 階 
段を 再び 1 階に 戻っ てから、 エレべ— 夕—で 2 階の レス ト ランへ 向かった (この 具体的 記述に 本人は 衝撃 
を 受ける はず)。 
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50 処刑 宣告 


ポクは、 お笑い 番組 収録の 合間を ぬっ て、 川 崎 市に ある 生 田 スタジオから 指揮を とって いた。 

自分が 完全 監視 下に 置かれて いる こと も 知らずに、 小牧と 外人 女は テ— ブルに ついて、 食事を しはじめ 
る。 この 日、 二人が 頼んだ クリスマス •メニ ュ—は 以下の 組み立てであった。 

1 •ホ タテ、 あわびの 温 才—ド ブル 
2 •わたりが にの ス—プ 
3 ■伊勢 エビ 

4 •シャ I べット (口直し) 

5 ■和牛 ヒレ ステ— キと フォアグラ •テリ— ヌ (この 日の メイン •ディッシュ) 

6 ■チ I ス 

7 •デ ザ— 卜 & コ| ヒ| 

この コ—ス で I 人 1 万 5000円 、二人で 3 万円と いう 意外に 安く 思える 値段 設定であった。 そのため 
か、 予約は 前日には いっ ぱいに なって いる。 

そう 小牧 は、 イブの ために、 年齢 も かえりみずに 、しっかり 予約を 押さえて いたの だ (笑い)。 バブルの 
時 や、 若者なら ば、 いざ 知らず。 小牧 のまる で 『ホットドッグ』 や r ホ パイ』 ばりの マニュアル 君 デ— 卜は 苦 
笑 モノ だ。 

そして 21 時 30 分、 ついに 小牧と 女は テ— ブルから 立ち上が った。 その後の 「楽しみ」 を 想像して か、 イヤ 
ラシ イ 大人の 笑みを 浮かべて いる。 

小牧は 目の前に いる 外人 女を、 今夜の 「獲物」 と 捉えて いるの だろう。 しかし、 自分自身が、 その 聖 なる 


夜の 「醜い 獲物」 だっ たとは 気がつい てはいな かった 様子 だ。 

不倫と 横領を 暴く  _ 

監視の 網は 張りめ ぐらされ た。 

今夜、 もうこの 生贄は 悪魔の 網から 逃れる ことは、 決してで きないの だ …… 。 

そして 小牧は 会計を すます。 ここが 重要 だが、 小牧 はしっ かりと 「小学館 あて」 の 領収書を 取っ ていた。 
後に 「取材」 と 偽って、 会社の 経理 部に 回す つもりな のだろう。 

編集者で あれば、 プライべ— 卜な 出費の 領収書で、 領収書の 取れない 取材の 帳尻を 合わせる ことは、 さ 
ほど 責められる ことと も 思わない。 しかし、 こうして 公的に 媒体 上で 書かれる ことは 問題 だ、 と 小学館 経 
理 部が 判断す る ことは 想像に 難くない。 

そうです、 小牧 さん。 アナ タの している ことは 明白な 「業務 上 横領」 です！ 

当然す でに 経費 精算 処理され ている と 思われる ので'  小学館 経理 部の 責任者は 「三 笠 会館」 という 伝票 
を 御 確認して みると いいで しよう。 

そして 小牧 は、 外人 女の ために 扉を 開けて やる。 その キ ザな 態度が 板に ついていて、 笑う。 今宵は 素敵 
な 夜 だ。 

「カ モ—ン ！」 

小牧 は'  はっきり 言って 爆笑 ものの 声を 外人 女に かけて、 店を 出た。 
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「商談 成立」 か。 

そして、 醜い 初老の 男と、 いかがわしい 外人 女の カッ プルは、 クリスマス •ソングが 流れ、 人で あふれ 
かえる 銀座の 街を 歩き だした。 時折、 女の 肩に 手を 回しながら'  いと も 楽しげに 二人は 喧騒の 中を 歩いて 

ぃく。 

いったい どこへ 行く つもりだろう か。 この マニュアル 君が ホテルへ 行って くれれば 、こっちの 狙い ど お 
りさ . 〇 

そして この頃、 ポクは 生 田 スタジオから 都心に 向かって 疾走す る 車の 中に いた！ 

待っ てろ 小牧 、今す ぐ ポクが 行く …… (以下 次号)。 

※本紙は、 小学館 経理 部 および、 東京都 小 平 市の 小 牧夫 人に も お届けして おります。 

_ ^ タンが 街に やって きた 週刊ポ ス ト小牧 処刑 ② 

{ジングルべ— ル、 ジングルべ— ル 鈴が 鳴る〜 f 

去年の クリスマス ィブに、 ポクは 『週刊 ポスト』 編集者 •小牧 三 平の 不倫 デ— 卜を 尾行 監視す る ことにし 
た。 その 記録を 先月から お届けし ている。 読者は 「宅 八郎は 半年 以上 前に こんな ことを やって たの か！」 と 
驚いた だろう。 悪魔の 底知れぬ 執念に、 めまいを 起こした だろう。 

しかし ぺ—ジ を 見て 最も 驚き、 目を 疑っ たのは 当の 小牧 本人だった に違いない。 
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f 噂の 真相 J 業界 恐怖 新閒 94 年 10 月 号 


小牧 よ、 戦慄し 絶望の 淵に 自らが 立つ ことを 確認す るが いい。 かつて 卑怯な 手で ポクを 陥れよう とした 
キサ マを、 ポクは 絶対に 許さない。 

かくして 聖 なる 夜、 悪魔は 降臨した！ 


93 年 12 月 24 日。 

「カ モ—ン ！」 

小牧 が〃 商談" の 成立した 外人 女を 呼び寄せて'  歩いて いく。 若い 恋人 達で にぎわう 銀座の 街で も、 二 
人は 際立つ て、 いかがわしく 見えた。 小牧の 顔が だらしなく 笑つ ている。 

たっぷり 2 時間 半の デ イナ— を 楽しんだ 小牧と 女が フランス 料理店を 出た のが 21 時半 頃。 そして 二人は 
有 楽 町 駅前で タ クシ— に 乗り込んだ。 わが 監視 スタッフの 一人は バイクで 後を 追う。 不倫を 乗せた タク シ 
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54 処刑 宣告 


I に 悪魔の バイクが ビタリと 尾いて いった。 

その 頃。 川 崎 市の 生 田 スタジオを 出た 車は、 調 布 インタ— から 中央 高速 道に 入った。 それまで 携帯電話 
で 指揮を とって いた ポクは、 ようやく ハイウェイを 都心に 向かう。 

「銀座から 小牧は どっちへ 向かっ たんだ！」 

「わかりません。 まもなく、 追尾した バイクから 無線 連絡が 入る と 思われます」 

小牧が どこへ 行こうと 地獄の 果てまで 追い詰めて やる。 死ね。 今日が きさまの 命取りになる 日 だ …… 。 

小牧と 外人 女を 乗せた タ クシ— は 銀座の 街を 抜けて、 内堀 通りから 青山 通りへ。 そして 永 田 町を 抜けて 
ゆく。 

22 時。 ついに、 タ クシ— は紀尾 井町の ホテル •ニ ユ—才 I タニへ 到着した！ 

ポクの 乗った 車は 高 井戸から 首都 高に 入って、 都心め がけて 走る。 その 時だった。 

「た、 宅さん！ ホテル •ニ ユ—才 I タニです。 今、 小牧が ホテルに 入りました！」 

「何、 しかし 都内 主要 ホテルは 全部 調べた が 小牧の 予約はなかった ぞ 。とにかく 今す ぐ ニ ユ—才 —タニに 

行く」 

どちらに せよ、 これでもう ヤツは 袋の 中のネ ズミ だ。 ポクは 思わず 笑みを もらす。 

小牧は 女を エレべ— 夕—の 前に 待たせ、 一 人で チェックイン •カウンタ— へ 行く。 そこで フロン トと 小 
牧は 軽く モメ た。 小牧が 偽名で 部屋を 予約して いたから だった。 

しかし 「支払いは 小学館の 週刊 ポスト だから」 と 大威張りで 小牧が 言う と、 ホテル 側 も 何とか 納得して、 
無事に チ ヱ ッ クインを すます。 外人 女を 連れてて スゴイ 神経 だ。 支払いは 予想 どおり 会社持ち。 小学館は 


太っ 腹な 会社で ぁる。 でなければ、 小牧 のし てることは 「業務 上 横領」 だ。 

バイクを 降りた 追跡者が すべてを 確認して いた。 

「カ モ—ン 、レッツ •ゴ ーッ！ 」 大声の 上に スゴイ 発音で 外人 女を 呼ぶ 小牧。 

22 時 10 分。 こぅして 不倫 カッ プルは タワ— 客室の 21 階の 部屋に チェック •インした。 しかし、 愛欲の 21 
階に 向かって 上昇す る エレべ— 夕— には カップル 3 組と ヘルメ ッ トを 持った 小 汚い 男が 乗っ ていた …… 。 

_  不倫 ホテル、 愛欲の 121 階 

25 日 午前 3 時、 ニ ュ—才 I タニ。 悪魔が 監視す る ホテル。 日付が 変わっ ている。 家族の いる 小牧は 女を 
残して 帰る 可能性 も ぁった。 いつ 出る かわからない。 油断は しない。 

ホテル 中が クリスマス 用に 装飾され 祝福され ている。 ホテル マンの 不審な 視線を 受けながら 、ポクたち 
は クリスマス イブを 過ごした。 

午前 9 時 30 分。 眠い 朝 だ。 四 谷 側 玄関と 赤 坂 側 玄関の 二手に 別れて 待機して いた。 赤 坂 側の 無線機が 

島つ JJO 

「宅さん、 小牧が 出ました ッ！ こっち です！」 

「わかっ た！ 今 そっち へ クル マを 回す！」 

車を 急 発進 させ、 約 2 分 後には 四 谷 側の 表玄関に クル マを すべりこませた。 すぐに スタッフの 監視 員が 
駆けつけて くる。 
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56 処刑 宣告 


「ヤツは まもなくです」 

「支払いは？」 

「小学館」 

先月に 続き、 小学館 経理 部は ホテル •ニ ユ—才 I タニの 経費 伝票を 確認す るよう に。 

来た！ 小牧と 女が 姿を 現した。 情事の 後味を 思い出す ような、 軽い 足取り だ。 

小牧 たちが 乗り込んだ タ クシ— に 続いて、 ポクは ゆっ くり 車を 発進させる。 タ クシ— は 四 谷を 越え、 新 
宿 方面に 向かっ た。 尾行は バイクとの 両面 作戦 だけに 余裕だった。 

新 宿駅 南口に 差し かかる。 降りる かもしれ ない。 監視 員に 緊張が 走っ た。 しかし タ クシ— は そのまま 甲 
州 街道を 初 台 方面に 向かっ ていく …… 。 

—— この 後が 大変だった。 初 台に ある 代々 木 警察の 路地 裏に 女を 降ろして、 タ クシ— は 新 宿に 戻っ てい 
った。 外人 女の 氏名 住所は 突き止め たが、 路地に 入り込んだ 尾行 車は 追尾 不能に 陥る。 頼みの綱は バイク 
だった。 

ところが 何と バイクが 交通事故に 巻き込まれた。 尾行 中で 避け きれな かった よう だ。 結局、 廃車。 その 
間に 小牧を 乗せた タ クシ— は 首都 高に 乗って 消えて しまう —— 。 

しかし バイク 1 台と 引換えに、 手に入れた 資料は 重要だった。 撮影した ビデオ テ— プ には、 小牧の 不倫 
がそっ くり 記録され ている からだ。 

いずれ 小牧は 殺す。 今後、 何度でも 尾行す る。 いつも 後ろを 振り向きながら ビ クビク 生きて いっても ら 
お ラ 0 
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「業界 恐怖 新聞」 94 年 10 月 号〜 11 月 号 


小牧 騒動、 東スポ I 面に！ 週刊ポ ス ト小牧 処刑 ③ 
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8 月 19 日付 『東 スポ』 一面を、 本紙 「業界 恐怖 新聞」 が 全面 占拠した！ 

読売 朝日を 含む、 全紙 夕刊 中 1 位の 売上を 誇る と言われる 東 スポの I 面 見出しは 「宅 八郎 \ 週刊 ボス 
卜 •デスク 宅 襲撃 騒ぎ/警察 出動」 と ある。 さらに 何と 本紙の コピ— も 東 スポに 転載され ていた。 
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記事は、 8 月 17 日に 起きた ポクの 小 牧三平 襲撃に ついて 報じた もの だ。 これで 数百 万人に 小学館 社員 
の 実名と 不倫、 横領が 知られる 結果に なった ことは 言ぅまでもない。 

また 18 日付 デ ィリ— スポ —ツ 、卜— チュウで も 事件は 報じられた (まったく 取材な く 書いた のは 卜— チュ 
ウ) 。さらに 東スポ では 翌日に も 続報を 掲載。 事件は T V の ワィド ショ— でも 紹介され たので 御存知の 方 
も 多いだろぅ。 

さて 本紙 読者は、 先月 号の 「本紙は 小 平 市の 小 牧夫 人に も 配達して おります」 という 記述を 覚えて いる 
だろう か？ 

8 月 17 日は その 配達 日だった の だ。 その 日 何が あつたの か、 す 
ベて を 御 報告し よう。 


8 月 17 日 午後 1 時 30 分。 ついに ポクは やって 来た。 

府中 街道と 青梅 街道の 交差点 近くに その 家は ぁった。 東京都 小 
平 市 小川 町^ 11091 X。 2 階 建ての 青い 屋根。 2 階には B 
S の パラボラが 見え、 家の 前には 古い 灰色の トヨタ •ス プリンタ— 
と 自転車が 3 台 置かれて いる。 何とい ぅことの ない 家だった。 

この辺り はま だ 畑が 残る、 のどかな 土地柄の よぅ だ。 この 田園 
の 風景の 中を 恐怖が 走る とは、 市民の 誰もが 思っても みなかった 
だろう …… 〇 


• 94 年 8 月 19 日付の 東京 スポ ーツ | 面を 飾つ た小收 邸 襲撃 事件 


同行した スタッフが | 人いた (加 藤将 輝/追記 および 第 3 章 参照)。 彼には ポクの 行動を ビデオで 撮影し 
て もらう ことにし ていた。 いずれ 『ゆき ゆきて、 宅 八郎』 とか 『全身 宅 八郎』 といっ た ビデオ 作品が 上映され 
る ことにな ろう。 

午前 11 時 頃と 午後 1 時す ぎに 『週刊 ポスト』 編集部に 電話を 入れて あった。 

「取材に 出て おりまして、 いったん 昼 12 時に 戻ります」 

「取材から まもなく 戻る 予定です」 (午後 1 時す ぎ) と、 編集部 員は 二度と も 小牧の 不在を 告げた。 

出社 中を 狙って 夫人に 本紙を 配達す るつ もりで いた。 電話で 小牧 には 「小 平に 来て いる」 と 告げる …… 〇 
これが 距離を 隔てた 恐怖の 演出 だ。 

行く ぞ 。ゆらり と 体を 揺らして 小牧 家の 前に 立つ。 ポクは ィンタ— ホンを 鳴らした。 

「お届け 物です」 

「ハィ、 どぅぞ」 

夫人の 声が した。 ポクは ドアの 前に 立つ。 ヵギ がは ずされ ドアが 開いた。 今 だ！ 

「新聞配達です。 業界 恐怖 新聞の 配達、 と 取材です」 

本紙の コピ— を ひらめかせながら、 すかさず フラッシュを たいて、 夫人を 撮影す る。 

アアァ アッ！ 悲鳴と ともに 小 牧夫 人が 玄関先で ひっくり返 った。 予想 以上に 激しい 反応 だ。 本紙を す 
でに 読んで いたのだろう。 ク ククッ 、何が そんなに 怖 いんだ。 背後で ビデオが 回っ ている。 

"今、 ポクは あんた の 夫が している 事と、 まった く 同じ 事を している だけ だよ。 ダンナが 稼いだ 金で、 
んたも 飯を 食っ てい るんだ" ポクは 心の中で 思った。 
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上 • 小牧 邸表扎 (撮影 •宅 八郎) 

中 • 小牧 邸 II 撃の 瞬間 (r ゆき ゆきて、 
下 • アアア アツー. 絶叫す る 小 牧夫 人 


\ 撮影 


恐怖に 引きつった 夫人は、 玄 
関 左 隣の 部屋に 転がり込んで 
ドアを 閉めて しまつた。 
「取材です。 ご主人の 不倫 
が 発覚し ました。 奥様と し 
て、 コメントを お願いし 
ます」 

玄関から ポクは 夫人を 呼ぶ が、 出て こ 
ない。 意外な ことが そこで 起きた。 隣の 室内から 


男の 声が 聞こぇて きたの だ。 小牧 本人の 声 だ。 

いたの か！ 会社に ゥソ をつ いて サボって やが ったな。 

壁を 隔てた 隣室 だけに ハッ キリ 聞き取れ なかっ たが、 小牧は あわてて どこかへ 電話を かけて いる (それ 
が 1 1 〇番 通報だった わけ だ)。 

「お 話が あります！」 再三、 取材に 応じる ように 呼ぶ が 反応な し。 隣室からは パニック だけが 伝わつ てく 
る。 今日は このく らいで いい。 どうせ また 何度でも 来 るんだ。 

「とにかく、 お届け 物の 新聞を ここに 置いて いきます」 


この間た つた 2 分。 ポクは 小牧 邸を 後に した …… 。 

午後 7 時 頃。 ポクが 甲 事を すませ 自宅に 戻つ てす ぐに、 デ イリ— スポ —ツの 記者から 電話が かかつ てき 


て ビック リ した。 彼 も 「いたんで すか」 と 驚いて いる。 ポクが 帰っ た 後で 小牧 邸に 警察が 来て 大騒ぎに なっ 
ている、 という。 乱れ飛んだ 第一 報は 何と 「宅 八郎 逮捕」 だっ たという (笑い)。 

初期には 朝日 読売 毎日 さえ 動いて いたらし いの だ。 いずれにせよ 「宅 八郎が 逃走し 警察が 行方を 追って 
いるら しく」 (笑い) まさか 自宅に 帰つ て のんびり している わけがない、 と 思つ たよう だ。 

しかし 警察 関係からの 出頭 要請 も、 問い合わせさえ も、 今までに まったくない (※この 原稿 執筆 時点)。 
誤報 & 誤 情報は かく も 怖い。 

電話 取材に 応えた 後で、 すぐに 東スポ から 電話が かかっ てきた。 直接 会って 取材したい と言う。 ポクは 
受ける ことにして 電話を 置いた。 

するとす ぐに ポクの 相談役で も ある、 作家の 安部 譲 二 氏から 電話が かかっ てきた。 彼の 家は 小牧 邸から 
近い。 それで 「宅を かくまっ ていない か」 と 問い合わせが あった、 というの だ (爆笑)。 

マスコミ に対して 小牧は 「宅は 部屋の 中にまで 上がり込ん できた。 家宅 侵入 だ」 などと ウソを 言っ ている 
が、 こちらは 証拠の ビデオ テー プも 持っ ている。 小牧 発言は 名誉毀損を も 構成す るだろう。 元 ヤクザ 前科 
14 犯の 安部 譲 二 氏に も 相談す るが、 「そんな もん 家宅 侵入になる わけない」 と 力強く 激励され る。 

それにしても、 こんな ことで 1 1 〇番 通報した 小牧 に対して 怒りは 爆発した。 

さらに 小牧は 驚き 呆れる ことに、 マスコミの 取材に 対して 「ノー コメント だ」 「オ レの 写真を 載せるな」 
「家の 写真 も ダメ だ」 などと 命じた 上、 何と 「小学館と モメて もい いの か」 と 脅した という。 

小牧 、おまえ 自分が いつも 何 やって るか、 わかっ てんの か！ その 週の r ホス ト』 では 何と 「TV 局 女子 
アナ ウン サ—の 不倫」 について、 ハレン チな 特集記事を 掲載して いると いうのに。 
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小学館は こんな 人間に よく 給料 払っ てるな！ 「ピッカ ピカの l 年生」 なんて コピ— で、 学年 誌を 母親が 
子供に 買い 与え、 百科事典を 父親が ボ— ナスで 買って やり、 年金 生活 者の 年老いた 祖父母が 孫たち に 『ド 
ラえ もん』 を 買っ てあげた お金で、 小牧は 外国人 女と 不倫 デ— 卜して るんだ！ 

犯罪 的な 取材を して、 抗議は すべて 無視し、 いざ 自分に 取材の 刃が むけられた となれば 逃げ回っ て難ク 
セを つけ、 2 分で 警察を 呼ぶ のが 『週刊 ポスト』 の やり方 か。 全国に 住む 小学生た ちと、 その 親に 『ホスト』 
は 小学館は 何て 説明す るつ もり だ！ 

ポクは その 日もぅ 一 度小牧 邸を 襲撃 取材、 その 模様 も 東 スポに 紹介され た。 

さらに 3 日 後の 8 月 20 日、 再々 襲撃した ところ、 スゴィ 展開に なった . (以下 次号)。 

_ 警官隊と 激突！ 週刊 ポスト 小牧 処刑 ④ _ 

小牧三 平を 殺す！ 

ポクは、 本紙 92 年 6 月 号で 復 響を 誓い、 処刑 宣告を 残して いる。 

「(前略) 何年 かかっても 必ずやる。 いや 何年 かかけ て やる つもり だ。 (中略) 思わぬ 方法、 意外な 手段で 何 
年 かけても 必 聾する と、 宣戦布告して おく」 と。 

あれから 2 年 —— 。あの 誓いを 決して 忘れは しない …… 。ポクは 報道 犯罪者 •小牧 自身の スキャンダル 
を 追ぅ ことにした。 

その 結果を 先々 月 号、 先月 号で 告発 報道した。 


• 「 噂の 真相 j 業界 恐怖 新閒 94 年 11 月 号 何と、 この 記事が 後に 道交法 違反の 資料に なつた 


ふだん 有名人を、 さも 裁く かの よぅに 攻撃 報道して いる 小牧 自身が、 何と 「横領 疑惑」 の 金で 「外人 女性 
と 不倫」 をして いたので ある！ 

『週刊 ポスト』 は、 | 民間 企業の 社員 OL である TV 局 女子 アナ ウン サ—の 不倫 問題を スキャンダル とし 
て 「裁いて」 いる。 ならば TV 局と 同じく マスコミ 報道機関 である 出版社 社員の 不倫 も 「裁かれる」 義務が 
あろぅ。 

しかも、 小学館は 多くの 学年 誌 や マン ガを 出版して いる 大手 学習 出版社 だ。 子供は 小学館の 本を 見て 
育っ ている の だ。 そんな 子供に も 影響力 ある 出版社の 裏で、 小牧が した コト、 している コト。 これは 立派 
な スキャンダルで ある。 その 意味で、 報道に 公共性 も ある'  と 判断で きる。 

そして ポクは、 ゴシップ •スキ ヤン ダル 報道の 常套手段を そっく り そのまま お返しす る ことにした。 つま 
り小牧 家に 本紙を 配達し、 直撃 取材すべく、 8 月 17 日、 ポクは 東京都 小 平 市の 小牧 邸へ 行っ たので ある。 
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家族を 直撃す るの も ワイド シヨ— などを 見れば、 よく ある やり方 だ 
ところが 何と 小牧は マスコミ 人に あるべき ことか、 I 切 議論す るで 
も、 話す でもな く、 まるで ポクを 犯罪者で あるかの よぅに、 訪問 後た 


•U: 


つた 2 分で 


〇番 


皆 


■ 


「玄関 あけたら 2 分で 警察」 つて わけで、 面会を 求めた だけで 警 
察が 出動した の だ。 その 結果、 事件は ス ポ—ツ 紙な どで 大騒ぎ 
となつ た。 

そして、 小学館 社員で ある 小牧の 実名と 不倫 横領の 事実は 
業界を こえて 数百 万人に 知れた ので ある。 

その ク セ、 他 マスコミには 一切 取材 拒否。 他 紙 記者たち 
に 「小学館と モメて もい いの か」 と大 出版社を カサに 脅しを かける 始 
末 だ。 

「踏み込め ッ！」 

それが、 部下に 対して 突撃 取材を 命令す る 小牧の ログ セ だとい ぅ。 そんな 男が 自宅に 「踏  I 
み 込まれ」 て 何の 文句が 言え るんだ。 エ エッ！ 

玄関に 行った だけで 「住居 侵入 だ」 と 警察を 呼ぶ のなら、 宅配便 も 郵便局 員 も 酒屋 も 全員 逮捕され てい 
るは ず。 

それなら 2 年 前に、 小 牧は元 部下の 中島み なみ、 生 田 弘樹に 命じて、 ポクの 自宅に 住居 侵入し てるじ や 


ないか。 ポクの GF や、 その 母親まで 襲撃し てるじ ゃない か。 人権侵害し てるじ ゃない か。 コ ノヤ ロ！. 

朝が 眠い よ。 しかし 夜討ち 朝駆けが 取材の 基本 だ (笑い)。 

「小牧 さ— ん 。不倫と 横領の 発覚 問題に ついて コメントを お願いします！」 

「奥 さ— ん。 ご主人の 不倫に ついて 奥様と して コメントを お願いします！」 

すると、 パトカ— が 3 台 こちらへ やって 来た。 小牧邸 前で こうして 警察と 直に 激突す るのは 初めて だ 0 
憤怒が 襲っ てきた。 小牧 め、 何とい う 神経 だ。 

警察を 呼んだ のは、 以前の 自称 作家 •田 中康 夫と 同じ だが (※「業界 恐怖 新聞」 で 報じて いた)、 ヤツと 小 
牧が 違う のは、 田 中は 表向き、 自分が 警察を 呼んで いない ポ—ズ を 取っ たこと であり、 小牧は 公然と 警察 
に 頼っ ている ことだろう。 しかし | 度 騒ぎに なって いる 上に、 ビデオカメラ も 回っ ていたので 警官たち は 
慎重 だ。 及び腰で 質問を してく る。 

もちろん ポクは 警官たち に、 報道の 自由を 宣言し、 「この 家の 小牧 さんに、 マスコミ 人に ある まじき 事 
実が 発覚した ため 取材に 訪れた」 ことを 伝えた。 

私服 刑事 数人が 家に 入っ ていった。 その 時、 ドアの スキ マに | 瞬小牧 本人の 姿が 見えた。 とっさに ポク 
は 叫ぶ。 

「小 牧 さ— ん 、アナ タが 出て きて 話せば いいこと なんです よ。 なぜ | 言 も 話さな いんです か あ。 なぜ 警察 
にご 迷惑を かけ るんで すか あ」 

私服 刑事が にらむ。 最終的に 制服 警官が 7 〜 8 人、 私服が 4 〜 5 人 来たよう だ。 税金の 厶ダ だよ。 パ 
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卜 力— が 家の 周りを 取り囲み、 警官隊が ウ ロウ ロして いる。 

異様な 状況を、 御 近所の 人 や 通行人が 興味深く 見て いた。 数人が 声をかけて くる。 ボクが すべてを 説明 
して あげる と、 御 近所の 皆様 も 「何 だ、 この 家の 主人は 悪い ヤツ だね。 徹底的に 追及すべき だよ ッ 。がん 
ばつて ね、 宅さん！」 などと 応援して くれる。 


朝帰りす る 小牧の 息子 


その 時、 息子は 朝帰り 


午前 7 時 頃だった 。トヨタ •ス プリンタ— が のこのこ 帰つ てきた 


誰 


? 


見れば、 運転して いるのは 小牧の 息子 だ。 今 流行りの バカ 者 っぽい。 何 だ 


こんな 時間に、 朝帰り かい。 これは、 もしかすると 父親の 不倫 発覚が 原因で、 家 
庭 崩壊を 招いた のか もしれ ない。 取材せ ねばなる まい (笑い)。 

ビデオカメラを 回し、 質問を 投げ かけて いく。 

「お父さんの スキ ャン ダル 発覚を 御存知です か」 「アナ タの お父さんが やって 
いる 仕事を 知っ ています か」 

最後に ポクは 興奮の あまり、 哲学的で シユ— ルな 質問を してし まった。 

「アナ タに とって 父親って 何です か！」 (笑い)。 

息子は 無言で 家に 入っ ていっ た。 こぅな ったの も 何が 原因 かと いえば、 

小牧が 11 〇番 したために、 御 近所の 注目を 集めた 上、 息子を 直撃す る 好結果に 
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• 反省を 促す ため、 小 平 市 小川 町に 配つ た ビラ 


小 平 市 小川 町の みなさまへ 

週 S ホスト 被翥の 会 4 行 委 E  宅八郎 


なった の だ (笑い)。 

その後し ばらく して、 私服 刑事たち が 出て きた。 

「小牧 さんは 会いた くないと 言っ ています」 

私服の 一人が かなり 渋い 顔で 言った。 イラ イラして いる 
様子 だ (以下 次号)。 

【付記】 この 日 もし ばらく は、 小牧邸 前で 警備す る 警察と にらみ 

合いが 続いた。 その後 も 小牧邸 取材の たびに'  警官隊と 
激突す る ことにな つた。 

そのため、 やむなく 報道 被害に 抗議す る 団体 「週刊 ポ 
スト 被害者の 会」 を 結成、 小牧に 話し合いに 応じる ょぅ 
呼びかけた ビラを 近隣に 配った。 また、 小牧の 次男が 乗 
る クル マと 力— チェイスに なつたり も、 した。 

自宅 直撃 取材 も、 家族に コメントを 取る の も、 マスコ 
ミ 報道の バタ— ンじゃ ないか。 何が 悪い。 ポストの 発行 
部数は 80 万 部 以上。 それに 満たない ビラを 配って、 何が 
悪ぃ。 

しかし、 それらの ことを 記述す る 間もなく、 事態は 急 
転した ので ある …… 。 
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逮捕 蒸 


「業界 恐怖 新 間」 94 年 12 月 号 


宅八郎 、ついに 逮捕 か？ どうなる 恐怖 新聞！ 


夭 郎 、つい S 拙 か？ 

ど 10 なる 想 怖 新聞/ 
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r 噂の 真相』 業界 恐怖 新 間 94 年 12 月 号 


なぜ だ、 どうしてなん だ！ 

何と、 この ポクが 逮捕される らしい 


恐ろしい If 報が ボク にもたら された の だ 


宅さん、 アナ タを 逮捕す る ことが 警視庁 本庁で 決定した といぅよ！ 小牧が 告訴を したら し 


\  〇 
IV 


務 妨害と 脅迫の 罪に も 問われて いるよう だ。 確かな スジからの 情報 だから 間違いない」 
この ポクが 逮捕 だって！ 


ポクの 取材 •執筆 活動が、 今、 週刊 ポスト 編集部 •小牧 三 平らの 卑劣な 手段に よって 危機に さらされて 

いる。 

ポクの 取材 要求を 無視し、 小 牧は一 言 もな く 警察に 通報 するとい ぅ 暴挙を 繰り返した。 要求に 対して 拒 
否の 弁 さえ、 ただの 一 度 も 述べて はいない の だ。 小牧 にはちっ とも 反省の 色がない。 自分の やってき たこ 
とを 棚に 上げて、 都合が 悪くなる と 警察に 頼む なんて。 アン タは それでも 言論 人 か！ 

学習 出版社㈱ 小学館は こんな 人間を 雇っ てんの か。 

ポクは 小牧に 談話を 取りに 行っ ただけ じ ゃない か。 それが 住居 不法侵入 か。 

逮捕の 情報が 入る 数日 前、 小 平 警察署より 出頭 要請を 受けて いた ポクは、 弁護士 同行の 上で 応じてい 
る。 犯罪になる よぅな へ マは していない からだ。 任意出頭 までして るのに 逮捕なん てまっ たく 無茶苦茶、 
不当 逮捕 じ ゃない か！ 

ところが 週刊 ポスト 関係者から も 「元 警察 番 記者だった 小牧が 宅を 逮捕 させて やる といきまい ている」 と 
いう 間接 情報が 伝わつ てきた。 弁護士に も 相談、 別の 情報 も 探つ たが、 逮捕の 可能性は 否定し 切れない こ 
とがわ かつた。 

ポクは 直ちに 手を 打つ ことにした。 逮捕 そのものより イヤ なのは ポクが マスコミ によって 一 方 的に 断罪 
されて しまう 危険が ある こと だ。 それで 小牧は 〈免罪〉 か！ 
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ポクは 小学館の 小牧 によって 報道 被害を受け、 それに 抗議す るた めに 小 牧の逆 取材を 始めた だけ だ。 そ 
れだ けは キ チンと つたえな くち やならない。 

ポクが 犯罪者と いうの なら 小牧だ って 犯罪者。 小学館は 犯罪 出版社で あり、 『週刊 ポスト』 は 犯罪 週刊 
誌 じ やない か！ ポクが 〈悪〉 なら、 ヤツら は 〈最悪〉 だ M: 真に 裁かれるべき なのは 一 体 どっ ちなん だ！ 

こうな ったら 前代未聞の 逮捕 劇を ボク 自身が 演出して やる！ しかし 時間がない …… 。 

弁護団を 緊急に 結成、 ポクが 逮捕を むかえた 時に、 支援団体 による ポク 不在の 記者会見を 開く ことにし 

た。 

記者会見 配布 用の 資料 も 用意した。 「逮捕を 想定した ボク 自身に よる 声明 文」 「事実 経過 報告書」。 弁護 
団も 刑事訴訟法 第 1 9  9 条 2 項 や 刑事訴訟 規則 第 1 4  3 条の 3 に照らして も 逮捕は 不当 だとい う 見解 声 
明を 出して くれた。 

ポクを 支援して くれる 安部 譲 二さん が 出席を 約束して くれた。 本 多 勝 一さん、 大泉実 成さん、 中 森 明 夫 
さんな どからの 「抗議 支援 声明」 もす でに 寄せられ ている。 逮捕 直後には、 さらに 支援者を 募る 手は ずを 整 
えた。 

記者会見は 逮捕 後、 数 時間 後に 開かなければ ならないだろう。 手は ずは 完璧で なければ ならない。 X デ 
I 前に やるべき 事は 山 ほど ある。 

今 ポクは、 本 多 勝 | さんのと ころへ 行っ てきた。 放送局 配信 用に、 本 多さん の 抗議 声明を ビデオで 撮影 
してきた の だ。 ボク 自身が 不当 逮捕に 抗議して いる 映像 も ビデオ 撮影した。 これから その 編集 作業を しな 
くち やい けない。 


. もう 何日 もろく に 睡眠 も 取っ ていない。 数 

日間で 5 分と 休んで いない。 今回、 この 大切な 新聞 も 
1 ぺ—ジ しか 入 稿で きな かつた。 

この 原稿は 10 月 23 日に 書いて いる。 この 『嗜の 真相』 
の 発売日 11 月 10 日に ポクは 逮捕されて いるの だろう 
か？ あるいは 逮捕は それ 以降な のか …… 。 

岡留 編集長からは 連載 継続が 難しい、 とも 言われ 
た。 でも ポクは たとえ 獄中に あつても、 読者の みなさ 
ん ヘメ ツセ— ジを 発信して ゆきたい。 そうだ、 いいこ 
とを 思いついた …… 一 以下 次号、 のつ もり 〇 

※しかし この 後、 了解 もな く、 出版社から I 方 的に 連載は 打ち切られた …… 。 

【追記】 連載 「業界 恐怖 新聞」 の 打ち切り 決定、 を 知っ たのは 留置場の 中だった 。せっかく ここまで、 がんばって きたの 

に。 毎し くて 涙が 出た。 しかし、 ポクは フリ— ライタ— だ。 出版社 側の 事情で 打ち切りに なること も ある だろ 
う。 永久に 連載を 継続させる 権利は ポクには ない。 いつか、 編集長と も 互いの 行き違い や 誤解 もとけ て、 復帰 
する こと も あろう。 今は 涙を 飲もう、 「獄中」 で、 そう 思つ た。 

さて、 卜妆 邸を 最初に 直撃した のが、 8 月 17 日。 その後、 8 月 20 日に 引き続いて 何度か 直撃 取材を 試みた。 
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ほとんど 毎回'  警官隊が 出動した。 警官 「隊」 というのは 大ゲサ ではない。 だって パトカ— 4 〜 5 台、 警察官の 
数 も 10 人 以上に なって いたから だ。 

そして、 9 月 19 日、 ついに 小 平 警察署から 最初の 呼 出 状が 来た。 後に 代々 木署 では 一枚 も 発行され なかっ 
た 正式な 呼 出 状が、 いとも簡単に 何枚 も 発行され たの だ。 さすがに 小学館の 力は 強い。 しかし、 それでも ボク 
は 懲りなかった。 こんな 紙切れで 鉄よりも 固い ポクの 意志が、 ダィヤよりも 硬い ポクの 意志が 砕けて なる もの 
か。 絶対に くじけない 。ポクは 決して ひるまな かった ので ある。 

何度か 警官隊と やりあっ ていた。 次第に 硬直した 表情を 見せる 警察と 警官隊の 中に、 明らかに 若い キャ リア 

と 呼ばれる 人間が 含まれて きたのに ィヤな 気分を 感じて はいたが。 今 思えば、 あれが 警視庁 本庁の 人間だった 
のか . ？ 

たまたま、 9 月の 終わり頃に、 ジ ャ—ナ リス ト •本 多 勝 | 氏と 二度目の 対談を した。 東 スポを 読んだ 彼は 

(笑い)、 警察 出動を 知って、 ポクを 応援す る 原稿 も 発表して くれていた。 本 多 勝 | 氏に 警察の 呼 出 状を 見せ 
た 0 

「宅さん は 権力の 本当の 恐ろし さを 知らない。 ヤツら は、 権力は 何を する か、 わかりません よ」 

そう 彼は 言っ た。 

それでも 不思議と 恐怖 感の ような ものはなかった 。ポクの 覚悟 ゆえに、 だろう か。 報道 犯罪者に 告ぐ 。お ま 
えらと ポクは 「意志の 力」 「覚悟の 総量」 がちが うの だ！ ポクは その 意味で 並の 人間では ない M: 

きっと、 それが 本 多 勝 | 氏に 通じた のだろう。 彼は 言っ た。 
r 弁護士を 紹介し ましょう」 


そして、 本 多 氏の 紹介で 斎 藤健兒 弁護士に 会い、 また 後に 斎 藤氏から 梓 澤和幸 弁護士 も 紹介され、 宅八郎 
弁護団と なつた。 

その後、 もともと 、ポクの 復 響の よき 理解 者で も あり、 協力者で も あった 友人 •加 藤将 輝と 藤 井良樹 たちに 
事情を 話し、 相談した。 

「今日から 、ポク 宅 八郎を 支援す る 会が 発足した。 それは キミたち のこと だ！」 

「エッ !? 」 

ポクの ム チャに 最後までつ きあって くれた 二人。 加 藤将輝 (取材 者) と 藤 井良樹 (ルポ ライタ—) に 感謝した 
い。 彼ら 二人を 中心とした 支援者た ちと 弁護団の 支援を 受け、 メディア 史上、 前代未聞の 逮捕 劇を 演出した 
ので ある。 

「第 3 章」 では、 藤 井 良樹が 、逮捕され るまでの ポクと 支援者の 動きを 記して くれた。 また 加藤将 輝は、 逮捕 
の 瞬間から 釈放までの ドキュメントを 整理して くれた。 


匿  _| 


73 


宅 八郎が 別件 不当 逮捕される までの 経緯 


0 1 9  9  2 年の 春、 小 牧三平 デスクが 指揮す る 『週 

刊 ポスト j 取材班は、 宅八郎 と小峯 1C 週刊 プレ 
ィボ— ィ J 編集者/当時) との 論争 問題に 対し、 
極めて 悪質な 取材 活動を 行った (この 際、 記者は 宅 
の 部屋に" 住居 侵入， している)。 

❷ 同年 4 月、 2 週に わたり 宅に 関する 記事が. 週刊 
ボス ト』 に 掲載され たが、 その 内容は あまりに ひど 
く、 事実無根の 箇所が 数多く あった。 また 宅八郎 
本人の 反論 コメントは 全く 記されない、 客観性を 
欠く  I 方 的な ものだった。 

❸ その 際の 取材で、 小牧 デスク 指揮 下の 『週刊 ボス 
卜 j 記者は 宅 八郎の 知人の 家を 再三に わたっ て訪 
れ 、また 家の 前に 張り込んで まで、 極めて 悪質 か 
つ 強引な 取材を 行っ た。 その 結果、 この 知人と そ 
の 母親の 人権 および プラィバシ— を 著しく 侵害し' 
多大なる 精神的苦痛を 与えた。 

❹ 記事 内容 および 取材 方法に 対して、 宅 八郎は 『週 
刊 ポスト』 に 抗議し、 反論を 掲載させる よぅ 申し 入 
れ たが、 相手に されな かつた。 

❺ この 記事の 取材 責任者で ある 小牧 デスクへの 抗 
議の 意味を 込め、 宅 八郎が 彼に ついて 逆 取材した 
ところ、 小牧 デスクの 強引な 取材 活動に より 「報道 


被害」 にあった 「小牧 デスク •報道 被害者」 が 何人も 
いる ことが 浮かび上が って 来た。 それは 取材 対象 
者 だけでなく、 家族まで も 傷つける ほどの 「報道 犯 
罪」 による 被害 事実で あった。 

〇 小牧 デスクへの 逆 取材を 続ける 中、 宅 八郎は 1 
993 年 12 月 24 日の 夜、 小牧 デスクが 勤務す る 会 
社、㈱ 小学館の 経費 横領 疑惑の もと、 で 外国人 女 
性と 食事を し、 さらに ホテルに 宿泊した こと (いわ 
ゆる 不倫で ある) をつ きとめた。 

❼ 94 年 7 月 22 日 午後 7 時 頃、 宅 八郎は 外出の ため 
自宅 マンションの 駐車場より 車を 出すべく、 バッ 
クで 徐行 運転を したと ころ'  向かい側の マン ショ 
ン 前に 駐車 中だった、 大田 某所 有の 乗用車に 接触 
した。 接触 部で ある 宅 八郎の 車の 右 後部は、 左 ハ 
ン ドルで あるた めに 見えに くく、 また さした る衝繫 
もなかっ たため、 接触事故が あった ことに 気づか 
ず、 そのまま 車を 発進 させ、 外出を した。 午後 9 
時 頃 車のと ころに 行った 大田 某は 損傷を 発見、 「当 
て 逃げ」 だとして 警察に 被害 届を だした。 

❽翌 7 月 23 日 早朝、 宅 八郎が 自宅 前に 戻って 来た 
ところ、 大田 某より 車の 衝突に より ドアが へこん 
だとの 申し入れを された ため、 その 箇所を 見た と 


ころ 確かに 損傷が あったので、 自らの 非を 認め、 
全額 弁済す るむ ね 申し出た。 それに 対し 大田 某は、 
いい 人で よかった わ、 と 発言した。 

〇 宅八郎 は、 加害者は 自分で、 修理 費用は 全額 負 
担す ると 害 かれた、 大田某 作成の 「覚書」 に 署名し 
た。 しかし その 日付が 間違っ ていたので、 改めて 
作り直した。 

❿ 示談で 済んで よかった と 思っ ていた 宅八郎 だっ 
たが、 大田 某より 深夜 や 早朝に 頻繁に 電話が 入り、 
早急に 補償を して くれと 繰り返された ので、 若干 
の 不安を 感じ だした。 

❿ 7 月 24 日、 修理工場は どこで 直す のかと いぅ 宅 
八郎の 問いに 対し、 大田 某は 自分の 知ってい ると 
ころで と 答えた ので、 無用な トラブルを 避ける た 
めに 宅 八郎は I 緒に 行く ことを 提案、 翌 25 日 午前 
11 時の 約束が なされた。 

0 7 月 25 日 午前 9 時 45 分、 大田 某が 宅 八郎の 部屋 
を 訪ね、 修理工場に 行こぅと 申し入れた。 約束の 
時間より 早いた め まだ 就寝 中であった 宅八郎 は、 
身支度を する ために 階下で 待っ ていて ほしいと 答 
えた。 しばらく 後、 大田 某と 謎の 男が、 施錠して 
いなかった 宅の 部屋に 無断で 侵入した。 男は 意味 


不明の 言葉を 叫びながら、 右 拳で 宅 八 郎の左 頬を 
殴打し、 暴行を 加えた。 

©同日 午前 11 時 頃、 大田 某より 宅 八郎に 電話が 入 
り、 いま 代々 木署に 再度 被害 届を だした との 発言 
が あった。 さらに 大田 某は、 これから 修理工場に 
行く と 宣言した が、 宅八郎 は、 これを 承認し ない 
と 通告した。 

❿ 7 月 27 日、 大田 某の 車は 修理を 終えた。 

❿ この頃より、 宅 八郎が 車で 外出し ようとす ると、 
大田 某が 車に しがみつき、 「お金を 払っ てくだ さい」 
と 叫びながら、 発進を 妨害 するとい う 行為が 何度 
も 繰り返される ようにな った。 その 行為に すっ か 
り 嫌気の さした 宅八郎 は、 車での 出入りに 憤 重に 
なった。 

❿ また、 宅 八郎が 外出の ために 部屋を 出る と、 大 
田 某が 待ち構え ている という こと も あった。 あま 
りに しつこく 繰り返される その 行為は、 冷静 さを 
欠いて いると 判断した 宅八郎 は、 「仕事に 行く ので 
今は 話し合えない。 改めて 時間を 決めて 会い まし 
ょう」 と 申し入れ たが'  興奮 状態の 大田 某には 聞き 
入れて もらえな かった。 

©昨年の クリスマス •ィブの 小牧 デスクに 関する 取 
材 結果を、 宅 八郎は 月刊雑誌  一 ■嘴の 真相』 に 連載 中 
の 「業界 恐怖 新聞」 で 告発 報道し、 その 雑誌は 8 月 
10 日に 発売され た。 

© 宅八郎 は小牧 デスクに 直接 コメントを 求める た 


め、 94 年 8 月 17 日、 小 平 市の 小牧 デスク 邸を 取材 
訪問した が、 小牧 デスクは 取材に 応じず、 姿 も 見 
せない ままで 警察へ 通報した。 

❿ その後 も 宅 八郎は 数回に わたり 小牧 デスク 邸を 
取材に 訪れ 面会を 求めた が、 その 度に I 言 もな く 
警察へ 通報され た (この 際には、 瞽察 側は 小牧 デス 
ク から 事情を 聴いた だけで あつた)。 

❿ そのため やむなく、 宅 八郎は 報道 被害に 抗謙す 
る 団体 「週刊 ボス ト 被害者の 会」 を 結成、 小牧 デス 
クに 話し合いに 応じる よう 呼びかけた ビラを、 小 
牧 邸の 近隣の 家庭に 配布した。 

® 小牧 デスクは 8 月 17 日の 件が 住居 不法侵入 であ 
ると し、 小 平署に 被害 届を 提出した。 そのため 小 
平署 より 宅八郎 に、 事情 聴取を したいと いう 呼 出 
状が 届いた。 

® 大田 某の 被害 届を 受けた 代々 木署 より、  3 回 前 
後の 出頭 要請を 受けた (最後は 10 月 5 日) が、 あい 
にく 多忙が 続いて いたた め、 時間が できたら 出頭 
します、 と 電話で 回答した。 ちなみに 代々 木署か 
ら は、 小平署 から 来たよう な 正式の 呼 出 状は もら 
ってぃ なぃ。 

© 警察からの 出頭 要請に 対し 宅八郎 はす すんで 応 
じ、 約束の 10 月 15 日、 弁護士  •斎 藤健兒 同行のう 
えで 小 平署を 訪れる が'  何と 「担当の 刑事 課長は 本 
庁に 行つ ており、 今日は 帰つ て くれ」 と言われる。 
「本庁」 という 説明 および、 任意出頭を 拒否す る 態 


度に M きながら も、 小 平 署員を 相手に 「不法侵入は 
していない」 との 説明を し、 調書を 作成 させた。 

©小 牧 デスクが、 住居 侵入 •脅迫 •威力 業務妨害 
で、 宅 八郎を 告訴。 

© 10 月 17 日、 宅 八郎は 自分に 逮捕状が 出そう だ、 
という 情報を 得た。 それは、 10 月 24 日の 午前中に 
逮捕される 可能性が高い、 という もので あった。 

© 10 月 22 日、 弁護士  •斎 藤 健兒が 小平署 刑事 課長 
に 電話を したと ころ、 かなり 強硬な 方針を もつ て 
いるら しい ことが 感じられた。 

@ 10 月 23 日、 事実 経過の 記載と ともに 今後 も 呼び 
出しには 応じる と 述べた、 宅八郎 名に よる 「上申 
書」 を、 弁護士  •斎 藤 健 兒が小 平署に 提出した。 

© 10 月 24 日、 弁護士  •斎 藤 健兒が 小平署 刑事 課長 
に 電話を したと ころ、 かなり 軟化した 姿勢が うか 
がえ た。 

© 10 月 31 日、 宅 八郎は 弁護士  •斎 藤 健兒と 再び 小 
平署に 任意出頭、 事情 聴取に 応じた。 この 際、 「 11 
月 第 1 週は 自宅に いるか どう £ という 宅 八 郎の所 
在 確認が なされて いる。 そして 11 月の 5 日 前後に 
改めて 事情 聴取を 行う むねの 確認を 双方で 行った。 
© 11 月 2 日 午前 10 時 22 分、 宅 八郎は マンションの 
自室で、 小平署 でな く 代々 木署 により、 道交法 違 
反の 疑いで 逮捕された。 
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❶逮 SSI3R — 【文】 藤营樹 


10 月 17 日 

「おい、 落ち着いて 聞いて くれよ …… なんか さぁ、 ポク 
が 逮捕され るら しいんだ」 

真夜中に 鳴った 電話から、 こんなぶ っそぅ な 言葉が 聞 
こえて きた。 電話の 主は、 もちろん 宅八郎 だ。 こんな 時 

間に こんな ことを 言つ てく る 人間は、 この 人し かいな 

\  0 
し 

すでに、 この 時点で 小学館の 小牧三 平が 警視庁 小 平 
署 に、 宅を 訴えて いる ことは 知っ ていた。 しかし、 宅 八 
郎 サイド も 斎 藤健兒 弁護士と ともに、 法的に 対処す る 準 
備 をして いる。 10 月 15 日には、 宅、 そして 宅の 友人 •加 
藤将 輝、 斎 藤 弁護士の 3 人で、 わざわざ 小 平署に 任意 
出頭して、 事情 聴取に も 応じてい るの だ。 


ちょう ど 2 力 月 程 前に も、 宅の 小牧 邸への 「襲撃」 が、 
夕刊 紙の I 面に デ カ デ カと 「宅 八郎に 警察 出動！」 なん 
て 出た こと も あつた。 

しかし、 あの 騒動の 時の、 宅の どこか 騒ぎを 楽しむ か 
のよう な 声の 響きは 受話器の 向こう側からは 感じられな 
い。 なぜなら、 今回の" 逮捕， は、 「騒動」 ではなく 「事 
件」 と 形容され るべき もの だつ たから だ。 

「《宅 八郎 逮捕が 決定的ら しい》 って 情報が 入っ てきた 
ん だよ。 ボクも 最初は デタ ラメ だっ て 思っ たんだけ ど、 
ボク 自身 か、 もしくは 小牧 本人し か 知らない ような、 こ 
の 間 ポクが やって来た 復謦 行動の 詳細まで、 その 情報に 
は 含まれて るんだ。 しかも 情報 元 も | つじ やない し、 か 
なりの 信憑性が あると 思う …… 」 

小牧が 訴えた ことで、 警察は 本気で 動きだし、 宅を ブ 


ッつぶ そうとし ている のか？  宅が つかんだ 情報は その 
動きの 中で 漏れて きた ものな のか？ 

「それで さ、 ポクの 逮捕の X デ— が、 来週の 月曜日、 10 
月 24 日ら しいんだ . ！」 

この 瞬間から 僕らは 「宅 八郎 逮捕」 という 事態へ 向か 
つて 走り 始める ことになる。 

10 月 19 日 

夜。 宅、 加 藤、 僕の 3 人で 落ち あった。 この 3 人は、 
8 月に も 宅の 小牧邸 「襲撃」 を 見届けて いる メンバ— だ。 
宅が 慎重に 話を 切り出す。 

「今日'  午後に 斎 藤 弁護士と 会っ て 話したん だけど さ。 
やっぱり 、ポクの 逮捕は 相当な 確率で あるみたい だよ。 
斎 藤 弁護士 も いろいろ 手を 回して 調査して くれたよ うな 
ん だけど、 逮捕は 避けられない 感じ だな …… 」 

普段なら 冗談 ばかり 言い あつて いる 3 人 だが、 この 日 
ばかりは 笑い飛ばそう にも 言葉が 見つからな かつた。 と 
にかく、 僕らは 決めた。 「宅 八郎を 支援す る 会」 でも 「言 
論の 自由を 守る 会」 でも、 もうなんでも いいから、 そん 


な ヤツを 今す ぐ デ ッチ あげてし まおう。 

たとえ 「支援す る 会」 が、 宅 八郎と 加藤将 輝と 藤 井 良 
樹の 3 人 だけで も、 やろう ぜ 。マスコミ、 警察、 裁判 
所、 善良なる 一般 市民の 方々、 親 •兄弟 •親戚 …… そん 
な こんなを 全部 敵に してで も、 やって やろう ぜ 、と。 

_ 110 月 120 日 _ 

すでに、 僕らは、 弁護団と ともに 「宅 八郎を 支援す る 
会」 として 動きだし ていた。 

前に、 宅が 僕に こう 言った ことがある。 

「ポクは 小峯 事件の 時に も ホン ト、 むち ゃくち ゃやっ た 
だろ。 それに、 芸能 レポ— 夕— の 井上 公造の 結婚 パ— テ 
ィ にも 逆 レポ— 卜 取材で 乱入した しさ。 だから、 マスコ 
ミは もう 怖がっ てて、 ポクに 関わりたくない って 考えて 
ると 思うよ。 だから さあ、 逆に もし、 マスコミが ポクを 
たたく としたら 、ポクが 逮捕される とか、 そういう 明ら 
かに 宅を 攻撃しても いいって 思っ た 時だろう ね。 そうな 
った 時は もう、 マスコミは ポクを こ こぞと ばかりにつ ぶ 
しにかか るよ、 絶対」 


そして、 まさしく、 いまが そうだつた。 僕らは 逮捕を 
想定し、 とりあえず シミ ユレー シ ヨンして みた。 

• 宅 逮捕の 当日、 「不当 逮捕」 を 訴える 記者会見を 開 
く。 逮捕 報道の 翌日では 意味がない。 当日の 夜の 二 
ユ—ス 、そして 翌日の 朝刊には 絶対に 間に合わせな 
くて はダメ だ。 

•そして、 その 記者会見は 「面白い もの」 でなければ な 
ら ない。 「不当 逮捕」 を 愚直に 訴え てても、 「宅 逮捕」 
という ニ ユース の 前では、 もみ 消されて しまう だろ 

> つ 0 

•記者会見には、 宅を 支援す る 著名 人に できるだけ 参 
加しても らおう。 

•「週刊 ポスト— 小牧 事件」 に関する 克明な 資料を 作ろ 
ラ 0 

. ここで、 いきなり 宅が 声を あげた。 

「あ〜 つ！ よく 考えたら、 この 記者会見に ポクは 出席 
できな いんだよ な！」 

「あたり 前 だろ。 これは、 宅八郎 逮捕の 記者会見 なんだ 
から」 と、 加 藤。 


「え〜、 それは 問題 だな。 ポクが いないのは、 困っ た 
な。 ポク も 記者会見 出たい よ。 留置場で 記者会見 開く 
のは ダメ 、に 決まつ てるな？」 

無茶な 意見 だが、 宅 八郎が 記者会見 にいた 方が 面白 
いには 決まっ ている。 だが、 どぅ 考えても、 その 時点で 
はま だ 釈放され ていないだろぅ。 そこで 僕らは、 「宅 八 
郎 本人が、 自らの 無実を 訴える ビデオ」 を 逮捕 X デ— の 
前に 収録す る ことを 思いついた。 記者会見に 集まった 報 
道陣の 前で、 その ビデオを 流して やれば いい。 

夜、 宅と 僕は、 宅の 知り合いの カメラマン 仲間ら が 経 
営す る 店 「ガリレイ」 の 工房に 出向いた。 ここを スタジオ 
代わりにして、 その ビデオ 撮影を する ので ある。 X デ— 
がくる 前に、 逮捕される 可能性 だっ て ある。 とにかく、 
宅が シャバに いる 間に 急いで ビデオ だけは 撮っ て おかな 
くち やならない。 

中 野に ある、 その 店は、 ウル ト ラマン シリ— ズの 怪獣 
人形 や アニメの セル 画が 所 狭し と 陳列され ている 「おた 
く ショップ」 だっ た。 あまりに も、 宅 八郎の アジ トと し 
ては以 合いす ぎる ロケー シ ョン。 しかし、 ここで 宅は お 


たく 評論を 展開す る わけでは なく、 ビデオカメラの 前 
で、 無実を 叫ばなければ ならない の だ。 

この 「本人 出演 ビデオ」 を どう 撮る かで、 宅と 僕の 間 
でち ょっ とした 意見の 対立が あった。 ビデオを どういう 
雰囲気で 撮影す るの か、 というの が 対立の 争点で ある。 

僕は、 宅が ス—ツ でも 着て、 真面目で 深刻な 面持ちで 
「不当逮捕 _ 言論の弾圧への抗議」を訴ぇるのがいい、と 
主張した。 その 方が 世間の ウケ はいいん じ やない かと 思 
ったから だ。 しかし、 宅 八郎は 普段の 姿で、 しかも ト レ 
I ドマ— クのお たく アイテム である マジックハンドを 手 
に ビデオに 映る という。 

「ふざけす ぎじ やない か」 「反感を 買 うんじ やない の」 と 
いう 僕の 意見に、 宅は 敢然と こう 言う のだった。 

「テレビに ね、 正し さと か 誠実 さと か 求めち や ダメ！ 
ブラウン管の 正義は ね、 イン パク ト だよ。 面白い こと、 
珍しい って ことにつ き るんだ。 オリバ— 君、 エリ マキ ト 
カゲ'  ウ— パ— ル— パ—、 きんさん •ぎんさん、 人面 魚 
だつ てそう だ！  珍しけ り や あねえ、 ワイド シヨ— だつ 
て ニ ユース だつ て、 この ビデオを 流さざる をえ なくなる 


に 決まっ てんだ！ 逮捕された 宅八郎 なんてね え、 テ レ 
ビに とっち ゃ 矢ガモ みた いなもんだ。 究極の 珍味 だよ。 
たっぷり、 味わわせて やれば いいんだ！」 

そして、 宅は ビデオカメラの 前で、 マジックハンドを 
カ チヤ カ チヤしながら 叫ぶ。 

「ポクは はっきり 言っ て、 『ドラえもん』 も 読んで ます 
よ— •(カチャ カ チャ)。 子供の 時には、 『小学 一 年生』 を 読 
んで 、ピッカ ピカの 一 年生って 入学して 、ずっと 学年 誌 
を 読んで やって きました よ。 (カ チ ヤッ) 百科事典 だっ て 
持っ てるんだ！ (カ チヤ カ チ ャッ)」 

数 時間 ほどかけ てよう やく ビデオ 撮影を 終え、 それ か 
ら 宅と 僕は、 宅の 自宅 マンション へと 向かわねば ならな 
かった。 記者会見の 資料を 作る ためには、 宅が ストック 
している 様々 な 文書が 必要 だから だ。 

しかし、 いま、 宅の 自宅へ 近づく ことは、 リスクを 伴 
う 行動で も あった。 もし、 宅の 自宅が 警察に 張られて い 
いて、 そこで 逮捕なん かされて しまったら 大変 だ。 とに 
かく、 想定した X デ— 以前に 宅が 逮捕される という 事態 
だけは 絶対に 避けねば ならない。 場合によ っては、 逃げ 


/  まくつて でも 一実 際、 宅 

は、 「宅逮捕で警察が動い 
ている」という情報を聞い 
た 時、 逃亡 も 考えた そう 
I  だ。 その上、 「逃げれ る だ 

がんがん 連絡 入れて、 小 
牧 のこと も 全部 電波に 乗 
せて さ、 最終的には 報道 

•  X デー を 前に 無罪を 訴ぇる ビデォ  陣を みんな 引き連れて、 
「ヵチャ ヵチャ ッ」  小 牧の辠 前で 逮捕され 

るつ てのは どう？ どうせ 逮捕され るん なら、 ポクは 小 
牧の 目の前で 捕まりた いよ」 なんて、 半分 冗談 半分 真剣 
に、 話したり もして いた)。 

結局、 宅の 自宅へは、 おたく カメラマンの 車で 向かう 
ことにした。 宅の 車は もう 警察に バレ バレ だから だ (宅 
は 代々 木署の ある 初 台 近くで、 不審な 車に 尾行され てい 

る)。 

ところが、 その 警察が、 いきなり 僕らの 目の前に 現れ 


た。 そろそろ、 宅の 自宅 マンションに 到着し ようかと い 
う 頃で ある。 なんと、 行く手に 数 台の パトカ— が 停ま 
り、 検問が 張られて いる じ やない か！ ヘルメットを 被 
った おまわりが 照明 灯を 手に、 道行く 車を ストップ させ 
て、 車内を 点検して いる。 

やばい。 相当に、 やばい。 もう、 U ターン する の も 無 
理だ し、 検問を 突破す るの も 不可能 だ。 おまわりが 僕ら 
の 車に 近づいて くる。 運転を してる カメラマンが、 しか 
たなく 窓を 開けて 免許証を 提示す る。 おまわりが、 ジロ 
ッと 車内を のぞき 込む …… 。 

「あ〜、 むち やくち や 緊張した あ。 てつきり 宅さん を逮 
捕す るた めに 検問 張つ てると 思つ た ぁ〜」 「なんか さぁ、 
指名手配 中の 逃亡 犯って、 あんな 気分な のかな ぁ」 

なんて 会話が 交わせる ようにな るまで、 それから 10 分 
以上 もの 時間が かかった。 

そして 僕らは、 それから 宅の 家で 資料を まとめ、 僕の 
ひとり 暮らしの 部屋へ と 向かつ た。 その 夜から、 宅は 家 
を 出て 僕の 部屋に 泊まり こむ ことにな り、 僕の 1DK の 


マンションは 〈宅 八郎 支援 会 •事務局 本部〉 となっ た。 

_ 110 月 121 日  _ 

ぎ や ああ ああ ああ あ - 

僕は 目覚ましの ベルで 起きる 前に、 ものすごい 悲鳴に 
よっ て 叩き起こされた。 何事が おこった のかと 部屋の 中 
を 見渡す と 宅だった。 相当に 恐ろしい 夢で も 見て るの 
か、 うん うんうな り 続けて いる。 数 時間 前の 検問の 恐怖 
が、 まだ 頭の 中に 残っ てい るんだ ろうか。 

しかし、 後で 本人に 聞いて みると、 なかなか 寝つ けな 
いのも、 悪夢に うなされ るの も ほとんど 毎日の ことで' 
しかも それが 何年 間 も 続いて いると いう。 

「あんなに 毎晩うな る ほどの 悪夢を 見 続けて、 よく 平気 
で いられる ね—」 と 僕が 妙に 感心して いると、 彼は フッ 
と 笑った 後で 真顔に なって、 こう 言った。 

「だつ て、 それが 宅八郎 なんだ よ」 

午前 11 時。 JR 中 野 駅前の 喫茶店 サンジェルマンで、 
宅と 僕は モー ニン グ セツ トを 食つ ている。 同席して いる 
一人の 紳士は、 静かに ブレンド コ—ヒ I を 飲んで いる。 


その 紳士 こそ、 今回の 事件を 引き受けて くれた、 斎 藤 
健兒 弁護士で ある。 僕は 初対面だった。 少し 遅れて 加 藤 
も 駆けつけ てきて、 ここに 初めて、 これから とんでもな 
い 騒動に 巻き込まれ ていく 面々 が 顔を合わせた ことにな 
る。 

僕らが、 斎 藤 弁護士に 何より 聞きかった のは、 何は と 
も あれ、 「宅 八郎 逮捕は、 本当に あるの か？」 といぅ こと 
だっ た。 

「可能性と しては 極めて 高い、 ね」 斎 藤 弁護士は 静かに、 
こぅ 言い放っ た。 

以前から、 小 平署の 動きは 不審な 点が 多 かった。 10 月 
15 日に 約束して、 宅と 斎 藤 弁護士が 任意で 出頭した の 
に、 何と 「担当の 刑事 課長は 本庁に 行っ ている。 今日は 
帰っ て くれ」 と 言っ たり、 冗談 じ やない、 わざわざ 出頭 
して るんだ と 言って 事情 聴取 させても、 ろくに 調書の 作 
成 もしな かつたり している。 

任意を 拒否して、 強制 (逮捕) で 行く、 つもりな のか。 
「逮捕の 可能性、 大いに あり」 

結局、 この | 点は 揺るがない。 僕らは、 斎 藤 弁護士 


に、 「逮捕 後、 できるだけ 早く 記者会見を やる こと」 I そ 
のために ビデオや 資料 作成、 支援者 集めな どを すでに 進 
めて いる こと」 を 伝えた。 斎 藤 弁護士は、 新たに 報道 被 
害の 専門家で ある 弁護士を 加え、 「弁護団」 を 結成す る 
方向で 動く ことにしよう、 と 答えて くれた。 

喫茶店を 出て、 斎 藤 弁護士と 別れた 僕らは、 その 足で 
歩いて 5 分 ほどの 「中 野 サン プラザ」 へ 向かった。 逮捕 さ 
れた 場合に 緊急で 開く 記者会見の 会場を 押さえる ため 
だ。 

しかし、 X デ— . 10 月 24 日の 会議室は 空きがなかった。 
縁起が 良い のか 悪い のか、 よく わからない。 僕らは 仕方 
なく、 駅前の カレ— 屋 さんに 行き、 少し 早い 昼飯を 食っ 
た。 1 杯 280円 の カレ—。 なんか 情けな かった。 そし 
て、 僕らは 「宅 八郎 支援 会 事務局 本部」 …… つまり 僕の 
1 D K に 戻り、 記者会見 資料の ワ— プロを 打ち、 安部 譲 
二さん、 中 森 明 夫さん、 大泉実 成さん などの 支援を 約束 
している 人たち へ 電話を 掛けたり した。 とにかく、 やる 
こと だけは しこた まある かわりに、 X デ— まではもう 3 
日し かないの だ。 


_ I 10 月 122 日 _ 

朝方まで 「記者会見 資料」 作りに 時間を 費やし、 昼 過 
ぎに 目を覚ます。 宅は 案の定、 その 朝もう なされながら 
寝て いて、 電話の 受話器を 足で けっと ばして いた。 ツ— 
ツ—ツ I という 音 だけが 部屋に 響いて いる。 寝覚めの 悪 
すぎる 午後 だ。 

夜 7 時。 西 荻 窪の 喫茶店で 斎 藤 弁護士、 そして 新た 
に 弁護団に 加わって くれた 梓澤 弁護士の 二人と 会議。 加 
藤は 資料 作りに 忙しいた め、 宅と 僕の 二人が 行く。 

梓澤 弁護士は、 報道に よる 人権侵害 問題の ス ペシ ャ 
リストで、 人権擁護 委員会 副 委員長 も 務めて いる、 マス 
コミ でも 有名な 弁護士 だ。 喫茶店で 顔合わせ をした 後、 
梓澤 弁護士の 事務所に 移動す る。 

「小牧 事件」 の 説明を 梓澤 弁護士に していく 中で、 問題 
になっ たのは、 宅の 復饕 行動が、 小牧の 家族まで 影響を 
及ぼして いる こと だつ た。 

二人とも、 「報道 被害にたい して、 目には 目を で やり 
返す」 という 方法論 自体には 理解を 示す の だが、 その 復 


» 行動が 小牧の 家族にまで 及ぶ ことに 関しては， やはり 
大いに 承服し かねる ようだった。 

少し 重苦しい 雰囲気に なった 時、 宅が 口を 開いた。 
「だっ て、 小牧が 『週刊 ポスト』 で やっ てること にくらべ 
り ゃ 屁みたい な もんです よ。 小牧 にデタ ラメな 記事を 書 
かれた 人間が、 そして 家族が、 どれほどの 被害を受けて 
るか、 ああで もしなければ、 アィツは 自覚し ないで しよ 
う？ フン ッ 、あれで も 甘い、 大 甘です」 

弁護士 二人 も、 僕 も、 何も 言えない。 

「ポクは ね、 自分の 復簪が 社会的 正義 だなん て、 これっ 
ぼっち も 思っ てません よ。 それで、 先生方が 承服し かね 
るの なら、 ポクが こんな こ と言うのは 不遜で しようけ 
ど、 この 弁護を 降りて もら っても 結構です」 

斎 藤 •梓澤 、両 弁護士と も 複雑な 心境を 隠し きれない 
表情。 しばらく 間が あった 後、 「わかっ た。 ケ—ス バィ 
ケ—ス だけど、 いま 弁護を 降りる なんて 気持ちは ないで 
すよ」 (後に、 宅が 逮捕され 留置場に 入つ ている 時、 斎 
藤 弁護士は こう 打ち明けて くれた。 「あの 時に ね、 宅 さ 
んが "ポク (i 自分が 正しい と 思つ てない。 でも、 や るん 


だ" つて 言つ た 時ね、 なんか、 こう、 心に 感じる ものが 
僕の 中に 生まれた ね」 と)。 

次に 討議は、 「宅 速 捕」 を 想定しての 記者会見 問題に 
移った。 両 弁護士と も、 逮捕 後す ぐに 抗議の 記者会見 
を 開く ことには 賛成。 会場 も、 弁護士会 館 か 法曹 会館 
を 使えば いいと アドバイスして くれる。 次は 出席者 だ。 
記者会見の 時、 もちろん 宅は 逮捕されて いていな いわけ 
で、 そのために すでに ビデオ 撮影は 済まして いる。 しか 
し、 その ビデオ だけでなく、 支援す る 言論 人 •著名 人の 
出席が あるに こした ことは ない。 安部 譲 二さん や 本 多 勝 

I さんに 出席して もらえれば . という 意見を 僕らは 出 

した。 

「そうだな。 ワイド ショー が 安部さん、 ニ ユース 関係な 
ら本 多さん が 影響力 あるだろう ね」 と、 梓澤 弁護士。 さ 
すがに 報道 被害の 専門家 だけあって、 銳い メディア 分析 
だ。 

連絡は 早い 方が いい。 斎 藤 弁護士が、 早速 本 多さん 
に 電話を 掛け、 交渉す る ことにした。 しかし、 本 多 勝 I 
は 「 シ ャ—ナ リストは むやみに 人前に 顔を さらす べきで 


はない」 という 持論を 貫き通し、 やむをえない 場合は 力 
ツ ラを つけるな どして 変装まで するとい う 人 だ。 記者 会 
見に 出席な どして くれ るんだ ろうか？ 

斎 藤 弁護士が、 電話で 本 多 氏と 話して いる。 表情が 
苦笑いし ている。 宅が たまらず、 「ちよっ と ポクに 代わ 
って お話し させて ください」 と 受話器を 引き継ぐ。 

斎 藤 弁護士は 「本 多さん としては 支援 声明は 出す し、 
支援者 名簿に 名を 連ねる の も 構わない けど、 記者会見 だ 
けは 無理 だと 言っ てます。 まぁ、 本 多さん の 信念から す 
れば 無理 もない ねぇ」 と言う。 一方、 宅は 受話器を 握り 
しめ、 本 多さん を 説得に かかる。 

「ポクが 逮捕されたら、 もう 全 マスコミは ポクを 攻撃す 
るは ずです。 その 時、 本 多さん が 記者会見で I 言し ゃべ 
って くれれば、 ものすごく 心強 いんです が …… 」 

本 多さん が 少し 妥協して くれて、 そこまで 言うなら、 
声明の テ— プ なら 吹き込んでも いいと 言っ てきた。 しか 
し、 それでも、 宅は ねばる。 

「じゃあ、 本 多さん、 ビデオで 出演っ てのは どうです 
か？  みんなね、 全国の 人は 声 だけ じ ゃなくて、" 動く 
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本 多 勝 I " が 見たい と 思っ てるんで す一 珍しい し。 

"動く 本 多 勝 u が 宅 八郎を 支援す るから こそ、 いいん 
です よ！ お願いしますよ！」 

もぅ、 むち やくち やな 論理 だ。 ヘア ヌ—ド •カメラ マ 
ンが 女性 モデルを 口説いて いるん じ やねえん だから。 し 
かし'  両 弁護士 も 呆れて いる 中、 奇跡が 起こった。 結 
局、 本 多さん は ビデオ 出演を 了承して くれたの だ。 斎 藤 
弁護士は、 信じられな いといぅ 顔を している。 

僕は'  宅 八郎も すごい が、 本 多 勝 一 もす ごいな と 驚嘆 
する しかな かった (さらに、 後に 逮捕され 釈放され た 後 
で、 宅は またも 奇跡を 起こして、 なんと 会見 生 出演を 本 
多 氏に 了解 させて しまった)。 

ただ、 逮捕 後の 記者会見の 用意 も 大切 だが、 できる だ 
け 逮捕を 阻止す る 手立て も 打たねば ならな かった。 みす 
みす 逮捕され るのを 待つ わけには いかない。 討議を 重 
ね、 すでに 宅 八郎が 書いて いた 「上申書」 を 警視庁 小 平 
署に 提出す る 作戦を 選択す る。 

《ポクは 逃げ も 隠れ もしない。 呼び出しが あれば、 いつ 
でも 取り調べに 応じる 用意が ある。 そして 事件に M する 


証拠 資料は 全部 渡しても いい》 

刑事訴訟法の 上では 「逃亡の おそれ」 「証拠隠滅の おそ 
れ」 がなければ 逮捕は できない ことにな ってい る。 こん 
な 上申書を 出せば、 理屈の 上では、 小 平署が 宅を 逮捕し 
身柄を 拘束す る 理由は ない ことになる！ 

そして、 X デ— の 10 月 24 日当 日、 こちらから 警視庁に 
逮捕されに 出向いて 行く こと も 決めた。 後ろめ たいな ど 
と 宅は | 切 考えて いない。 逮捕す るの ならして くれと、 
堂々 と 正面から 桜 田 門を 訪問す る。 そうしな いと、 たと 
え ば、 宅 本人 や 僕の マンションを 張られて いて、 その 場 
で 逮捕、 しかも その 逮捕 場面 •連行 場面を マスコミに 撮 
られる …… という 可能性 だって ある。 《自宅で 逮捕、 手 
錠 •腰縄 姿で 連行》 なんて、 最低 だ。 

時刻は 深夜 〇 時す ぎ。 斎 藤 弁護士と 宅と 僕は、 いま 
から 小 平署に 向かい、 上申書を 提出す る ことにした。 い 
まいる 国分寺から 地理 的に 近いと いう こと も あるが、 I 
刻 も 早く 上申書を 届ける のが 得策 だと 考えた からだ。 数 
分の 遅れが 命取りに ならない とも 限らない。 

真夜中の 道を、 小平署 へと 向かう。 小牧の 家が あるの 


と 同じ 道 だ。 あまり 気分の いい ドラィブ じ やない。 宅が 
「このまま 小牧の 家を 襲撃して やろう か」 と 冗談を 飛ばす 
が、 斎 藤 弁護士は 笑わな かった。 

小平署 前に 着く。 斎 藤 弁護士が 車を 降りて、 上申書 
を 提出に 向かう。 エンジンを 切り、 宅と 僕は 車内で じっ 
としていた。 果たして 警察 側は 受理す るだろう か …… 。 

10 分 ほど 過ぎてから、 小平署 から パトカ— が 1 台、 す 
I っと 僕らの 車の 方に 向かって 出て くる。 宅の マン ショ 
ンへ 向かつ た 際に 検問に あつた 恐怖と 同じ 感覚が 僕らを 
襲う。 まさか、 ここで 逮捕される ことはないだろう と 思 
っては いても、 それでも 不気味 だ。 パトカー は ゆっ くり 
と、 息を 潜めて 僕らが 乗る 車の 前を 通り過ぎて いった。 

斎 藤 弁護士が 戻って くる。 上申書は I 応 受理され た。 
担当の 刑事は いなかっ たので、 警察 側の 反応は よく わか 
ら なかっ たという。 果たして、 あの 上申書に どれほどの 
効力が あるの だろう か …… 。再び、 僕らは 暗い 道の 中へ 
車を 走らせた。 


_ I 10 月 I 23 日  _ 

宅 •加 藤 •僕の 3 人で 本 多 勝 | さんとの 待ち合わせ 場 
所に 向かう。 声明を ビデオ 撮りす るた めで ある。 途中、 
本屋へ 寄って 『ぴあ ホ— ル MAP』 を 買う。 明日、 開く 
ことになる かもしれ ない 記者会見の 会場 探しの ためだ 0 
弁護士が 紹介して くれた 弁護士会 館と 法曹 会館は、 こ 
の 日が 日曜日の せいか 電話が つながらな かった。 待ち 合 
わせ 場所に、 本 多さん が やって 来て くれた。 近くの 喫茶 
店に 向かう 道す がら、 宅が 本 多さん にたず ねる。 

「本 多さん は、 法を 犯して 逮捕され かかっ たなんて 経験 
は あるんで すか？」 と、 宅。 

「いや、 ない ねえ。 まあ、 あると したら 交通違反 くらい 
だね え」 と、 本 多さん。 

この 時は 何げ ない 会話だった の だけれ ど、 結局 この 10 
日 後に、 宅は 交通違反で 逮捕されて しまう の だから、 皮 
肉な もの だ。 

喫茶店に 入り、 注文を すまして、 店の 人に 承諾を 得 
て、 いよいよ 撮影に 入る。 本 多さん は 自宅から 持っ てき 
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た r 変装 セッ ト」 を 取り出し、 準備を 始めた。 

「それでは、 本 多 勝 一 さんで〜 す」 とても、 あさつ て逮 
捕され るか もしれ ない 身とは 思えない 宅の 能 天気な 前フ 
リ 紹介で、 本 多さん が 抗議文を 淡々 と 読み あげてい く。 

撮影は 無事 終了した。 本 多さん は 宅に 紹介され、 宅の 
逮捕に 抗議す る、 そして 最後に 横から 逮捕されて いるは 
ずの 宅 本人が 本 多 氏に お礼を 言う という、 超 シユ— ルな 
ビデオに なつた。 別れ 際、 本 多さん が、 「こうな つたら、 
もう、 宅さん には 逮捕されても らうし かないな」 と 笑う。 

「いや あ、 でも、 もしも 本 多さん が ポクの 立場 だつ たら 
どうされ ます？」 

本 多さん は 少し 考えて、 「おれなら、 逃げる、 かもな」 
と 言つ た。 

それから、 宅と 加 藤は まっすぐ 「支援 会 事務所 本部」 
に 戻り、 僕は その 近くの 公衆電話から ^ひあホIル M A 
P』 を 片手に、 記者会見の 会場 予約を する ことにする。 
午後 5 時を すぎる と 予約が でき なくなつ てし まうた め、 
事務所に 帰つ てからでは 遅い からだ。 

商店街の 端に ある 電話 ボックスを 40 分 近く 占拠して、 


ようやく 会場を 押さえられた。 しかし、 I 応 は" 有名 夕 
レント" でも ある 宅 八郎の 重大な 記者会見 なのに、 こん 
な ことを して 会場 探しを してる なんて。 なんとも 言えな 
い 気分に おちいる。 

支援 会 事務局 本部では、 宅と 加 藤が 「記者会見 資料」 
と 「ビデオ」 の 作成 •編集を やっき になっ て 作業して い 
る。 僕は、 弁当 やジユ —スを 買い こんで 部屋に 戻っ た。 
3 人で ガツ ガツと 食事を とる。 宅 も 加 藤 も 僕 も、 ここ 数 
日、 ほとんど 顔を つき 合わせて いる。 みんな あまり 寝て 
ないから、 顔色は 極端に 悪い。 

「これは 文化祭 だな …… 。 


… .。なんか さあ、 まるで 文化祭の 
前日に 泊まり込みで 作業して るみたい だよ な あ」 と、 宅 
が ポツリ と言ぅ。 「それ も、 できれば 開きたくない、 絶 
対に 始まつ て ほしくない ィヤな 文化祭の 初日に 向けて、 

それでも 作業して るつ ていぅ さあ . 」 

様々 な 人たち からの 支援 声明 も 集まり、 記者会見 資 
料は どんどん ブ 厚くな つてい く。 明日、 逮捕の 時が 来た 
ら 、この 資料を 全ての マスコミに ばら 撒いて やる。 俺た 
ちが やつて いるのは、 バカ 騒ぎの 文化祭なん かじやね 


ぇ。 文化大革命 祭 だ！ 

そんな カラ 回り 寸前の 昂揚した 感情で、 僕は キ— ホ— 
ドを 打ち続けた。 宅は 宅で、 狂っ たよぅに ワ— プロ 画面 
を にらみつけ ている。 加 藤は、 逮捕されたら すぐに F  A 
X で、 記者 クラブを 始めと する マスコミに 向けて 記者 会 
見の 告知を しなければ ならない。 それで、 自宅へ 帰つ て 
作業を 続ける ことにした。 

日付けは、 とっくに 逮捕 X デ— の 10 月 24 日に 変わって 


上 • 宅八郎 支援 ビデオの 司会を する 宅八郎 
「本 多 勝 I 

下 • 変装し、 声明を 読み上げる 本 多 勝 
「宅 八郎 氏の 逮捕に 抗 11 します 
(いずれも 撮影 •加 藤将 輝) 


1MS1  R-ttaBM 


いる。 

_ I  10 月 124 日 (X デ—) _ 

2 時間 ほど 寝て、 朝 8 時 40 分に 眼が 覚めた。 宅は、 今 
朝 も 重病 人が もがき 苦しむ ような 格好で、 うなされ なが 
ら寝 ている。 いつたい この 人は 毎夜 毎夜、 どんな 悪夢を 
見 続けて いるんだろう …… 。この 人の おかげで 「悪夢」 を 
見て いる 人 もい ると いうのに …… 。 

記者会見 予定 会場の 「日本 教育 会館」 に 電話を し、 正 
式に 場所を 取り、 加 藤に 会場が 決定した ことを 電話で 知 
ら せる。 彼 も ほとんど 寝て ないよう だつ たが、 どうにか 
会見 資料の 方は 完成した よう だ。 

斎 藤 弁護士とは'  朝 9 時半に JR 中 野 駅前の 喫茶店 
「サンジェルマン」 で 待ち合わせ ている。 そこで 落ち合っ 
て、 警視庁に 乗り込む の だ。 9 時を 過ぎた 時点で、 寝て 
いる 宅を 起こす。 「いよいよ だな。 あ〜、 ついに 来た か 
あ …… 」 と、 宅が つぶやく。 

ぐずぐずして、 待ち合わせの 時間に 少し おくれな が 
ら 、僕と 宅は タ クシ— に 乗つ て、 中 野 駅前の 喫茶苫 に 向 


かった。 店の 前には、 斎 藤 弁護士が 立って いた。 喫茶店 
の 開店が 朝 10 時から だっ たの だ。 仕方なく、 僕らは 別の 
喫茶店を 探しに'  その 通りから 裏手の 方に 歩いて 行った 

の だが、 なぜか、 こんな 時に 限って 喫茶店が 見つからな 

\  〇 
IV 

いま 頃、 すでに 警視庁では 宅 八郎の 逮捕状が 出て いる 
のかと 思う と、 喫茶店を 探して うろうろ している 自分た 
ちが、 あまりに 間抜けに 思えて きた。 

ようやく 探した あてた 喫茶店に 腰を 落ち着ける。 「ま 
ぁ、 あせらず、 ゆっ くりし よう」 と 斎 藤 弁護士。 その 時、 
宅が 口を 開いた。 

「斎 藤さん、 あのね、 これから ボクが 逮捕されに 行く の 
は 警視庁 本庁 だけど、 その 前に I 応 、小 平署の 方に 連絡 

とって みたら、 どうかって 思 うんです けど . I 

2 日 前の 討議で、 この 逮捕 X デー の 24 日に 警視庁に 
こちらから 出向く という 作戦は すでに 決めて いた。 本庁 
が 動いて いたの も 事実の ようだった。 しかし、 小 牧が訴 
えを 出した のは 小平署 である。 | 応 、小 平署に 連絡して 
みるの も、 道理と 言えば 道理であろう。 


「そうだね、 とりあえず、 小 平署に 電話して みる か」 

斎 藤 弁護士が 立ち上が った。 

時計は、 朝 10 時 24 分。 3 台な らんで いる ボックスの 真 
ん 中に、 斎 藤 弁護士が 入っ ている。 宅と 僕は、 ボックス 
の 外から、 斎 藤 弁護士を 見守る。 すぐ 近くの 立ち食い そ 
ば屋 では、 サ ラリ— マン や 学生 連中が そばを すすっ てい 
る。 目の前の ター ミナ ルでは、 タ クシ— が なかなか 来な 
い 客を 待つ ている。 そして、 宅と 僕は、 公衆電話 ボック 
スの 前で、 話が 終わる のを、 じりじりと 待つ ている。 斎 
藤 弁護士の 電話が やけに 長い。 

「こういう、 話が 長い 時って、 たいていが ィヤな 話の 時 
なんだ よな ぁ」 と 宅が つぶやく。 その 瞬間、 斎 藤 弁護士 
が 緑色の 受話器を 置き、 僕らの 方を 向いた。 表情は 苦笑 
いを していて、 良い 知らせな のか 悪い知らせ なのか、 判 
断で きない。 

「逮捕は、 なくなつ たよう だ …… 」 

斎 藤 弁護士が、 ゆつ くりとした 口調で、 そう 僕らに 告 
げる 。えつ …… 。ない、 ない、 ない。 逮捕は ない。 逮捕 
は、 な いんだ。 とにかく、 X デ— は 回避され たつて わけ 


だ …… !o 

僕は、 斎 藤 弁護士が 入つ ていた 電話 ボックスに 入れ 替 
わりに 入つ て、 プッシュ ボタンを 押した。 受話器の 向 こ 
うに、 加 藤の、 まだ 眠そう な 声が 聞こえる。 

「逮捕、 ない みたい」 とだけ、 まず 言つ た。 4 秒 ほど、 
加 藤は なにもし や ベら なかつ た。 

斎 藤 弁護士と 宅と 僕は、 もう 一度、 喫茶店に 入り 直 
した。 15 分 前には 味が しな かつた コ—ヒ I が、 胃の 中 ま 
で 染み わたる。 

そして、 斎 藤 弁護士は 先程の 電話の 内容を くわしく 話 
しだした。 最初、 署長への 取り次ぎを 頼んだら、 本庁へ 
出向いて いて 不在 だと 言われた そうだ。 その 時は 「やは 
り、 逮捕 か」 と 斎 藤 弁護士 も 覚悟を 決めた。 しかし、 こ 
の 件の 担当 刑事に 変わり、 斎 藤 弁護士が 「これから、 宅 
八郎 とともに 本庁へ 行く」 と 告げたら、 刑事は 「そんな 
こと、 勝手にして もらつ ち や 困る」 と言う。 本庁に 行か 
れても 何も 対応で きない ぞ 、と。 それなら、 いまから 小 
平署に 行こう か？ と 斎 藤 弁護士が 申し出た ところ、 
「急に 来られても、 こつち も 困る。 来るなら 来週に して 
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くれ」 と 刑事は 言つ たそう だ。 結局、 ちょう ど 1 週間 後、 
10 月 31 日に 小 平署に 行く という ことにな つた。 

「あの 刑事の 対応から みて、 逮捕は ない ね。 来週 来て く 
れって いうの も 任意 だし、 そこで 逮捕される なんての も 
あり 得ない。 やっぱり、 上申書を 提出した のが 効いた の 
かもな ぁ。 署長が、 朝 一番に 本庁に 向かっ たって いうの 
も、 あの 上申書の 件に ついて 協議し に 行った 可能性が 高 
いね」 と 斎 藤 弁護士。 もし、 それが 事実なら、 やはり 逮 
捕の 可能性は ぎりぎりまで あったの だろう。 それを 考ぇ 
ると、 僕らは やはり、 相当に 危ない 綱渡りを していた の 
だとい うこと を、 改めて 思い知らされた。 

X デ— は、 来な かった。 

それは、 もちろん 喜ばしい こと 以外の なにもので もな 
いはず だ。 逮捕 記者会見に 用意した 資料 も ビデオ も 会場 
も、 全部、 いら なくなっ たの だ。 でも、 なぜか 底抜けに 
うれしい 気分に も なれな かった。 ある 意味で 僕らは、 絶 
対に 始まっ て 欲しくない 文化祭の 前日に、 そのまま 取り 
残されて しまつた のか もしれ ない。 ただ、 そんな 気分を 
僕は、 宅に 言う つもり もなかっ た。 暑く も 寒く もない 午 
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前 中の 空気が、 寝不足の 目に 少し 染みた。 

_ ? 月 125 日  _ 

この 日 僕と 宅は、 夜まで 眠り こけて いたせいで ぺ こべ 
こに 空かせた 腹を 抱えて、 新 宿を 車で 走っ ていた。 宅 
が、 僕に これまでの いろいろな お礼と して 何 か 奢っ てく 
れる というので、 二人で 焼き肉を 食っ た。 小さな 店で、 
客は 僕ら だけだった。 肉を 焼き、 ビ— ルを 飲みながら、 
た わい もない 話を したは ず だ。 

食事を 終え、 帰り道の 車の 中で、 宅は 僕に 一つの 質問 
をして きた。 

「な あ 藤 井、 いまだから 言える のか もしれ ない けど、 ボ 
クは 逮捕され ていた 方が 良 かった のかな あ」 

宅の 言いたい ことの 意味は、 よく わかった。 悪魔を 名 
乗り、 自覚 ある 反面教師 として 報道 被害と やりあっ てき 
た 宅 八郎の 戦略から すれば、 あえて 逮捕される という 方 
法論 も あったには 違いない。 事実、 僕らが この間に とっ 
た 行動 自体、 「宅 八郎 逮捕を 回避す る」 という ことより 
も 「逮捕 後の 反撃」 に 重点を 置いて いたに 違いない の だ 


から。 

でも、 逮捕された 方が いいなん て、 そんな ことは な 
い、 絶対ない、 と 僕は 答えた。 

たとえ 客観的に みれば そうだと しても、 そんな 視点に 
立つ ことを、 あなたは 拒否して きたは ず だ。 宅八郎 は、 
非難を 浴びよう が 矛盾を 抱え込もう が、 客観的 立場なん 
て 場所には 絶対に 立たず、 すべてを てめ えの 問題と し 
て、 矢面に立 つて やつて きたん じ やない か。 だから こ 
そ、 小牧の 家族に だって 容赦せ ずに 復響 してき たんじ や 
ないか。 

「そうだな。 逮捕されない ことに、 こした ことは な いん 
だよ な。 だつ て さあ、 そり やや だよ、 逮捕を 考える 気分 


つて。 逮捕まで あと 何日 


なんて ことを 考える のは、 


本当に ゾツ とする よ。 ただ、 いくら 逮捕され てた として 
も、 ポクが 復謦を あきらめる なんて ことは 絶対に あり 得 
ない けどね」 

宅は、 そう 言い放つ てから、 最後に もう I 言つ ぶ やい 


た 


「でも、 ポクは これで 逮捕の 件が 決着つ いたとは どうし  一 


て も 思えない なんだ。 ポクの 直感 だけどな。 絶対に ま 
だ、 なに かが あるよう な 気がして 仕方な いんだよ …… 」 


僕は、 この 最後の I 言 だけは 聞き流し ていた。 宅の 不 
気味な 言葉を 聞き流しながら、 僕らの" 開催され たくな 
い 文化祭" は、 開かれない まま 終わ 
りを 告げたん だと 思い こんでいた。  •幻に 終ゎった 

X デ— 記者会見 資料の 山 

しかし、 僕らの この 7 日間は 終わ 
りで もなんでも なくて、 これから 
起こる 事件 G 大 いなる 始まり だ 

つたの だ。 こ S 日から ちょぅ  f  角^^^^ 

ど 1 圏 後の” 月 2 日、 宅  ^ 

八郎と 僕たち G、 も 9 と激  < 

しい 1 週間が： S まる U とに > 

な | 'そぅ||へ；|4^^^ 

づ かなぃ ままに、 「逮 ^ 一 ^ ^^ 

捕 前夜」 の 日々 を 走^^ 

ってぃ たのだった。  HP  -^4 令， \ 
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【構成〕 加 藤将輝 


11 月 2 日朝 9 時 頃。 あの 日から すでに 1 週間 以上が 
過ぎた この 日の 朝。 宅八郎 は、 2 日 前の 10 月 31 日に 小 
平署 への 任意出頭 もす ませ、 再び 小牧 への 復簪を 考えつ 
つ、 寝酒を 飲んで いた。 

朝は 彼に とつて、 そろそろ 眠りに つく 時間で ある。 招 
かざる 来客たち は、 不意に 訪れた。 


K カド カド カ 


最初は 何が何だか わからな かつ 


た。 やって来た 警察官の 数、 およそ 20 人。 先頭に 立つ 刑 
事が 「家宅捜索令状」 を 突きつ け、 宅に 立ち会いを 求め 
た。 しかし 令状には、 小平署 でな く 代々 木 警察署の 名前 


が 記されて いる 


なぜ だ、 宅は 思った。 


道路交通法 違反 だつ て？ しかし、 こんな ことで 捜査 
を 受ける のか。 警察官 も 増え、 30 人 ほどに なつた。 部屋 
の 中を くまなく 捜索して ゆく。 ワ— プロの フロッピ— に 


入つ た 文書まで も 見せろ という。 その 中には、 もちろん 
「ポストー 小牧 事件」 の 資料 も 入つ ている。 

「犯行を 計画した 文書が あるか もしれ ないから な」 「『 


• 家宅捜索の 際の、 捜索 証明 害。 

発行者の T 餐 部は もともと 捜査 畑で、 

小 平署の ある 多糜 地区の 31 察に 人脈の ある 人物で あつた 
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界 恐怖 新聞』 は 読んで るぜ」 

そんな 刑事たち の セリフを 宅は 聞かされる。 とても 道 
交 法 違反 容疑の 捜索とは 思えない。 そこまでして 警察 
は、 「ポストー 小牧 事件」 の 資料を 欲した ので ある。 

スキを 見て 宅は、 コ| ドレス ホンを 手に トイレに 駆け 
込み、 斎 藤 弁護士事務所に 電話を かけた。 

「今、 警察の ガサ 入れが 入りました …… —•」 

最初に、 警察官は 家宅捜索令状 だけを 提示した。 こ 
の 時点では、 宅 もま さか 逮捕まで される とは 思つ てはい 

♦押収 品 目録 交付 書 


なぃ。 

「何 だ、 コレは」。 ある 捜査 官は 、宅が 『ナイ タイマ ガジ 
ン』 から もらっ た 新型 パイブ レ— 夕— の スイ ツチを 入れ 
て 動かし、 いやらしく 笑つ ている。 

また、 昔、 宅が CM 出演した 女性器 洗浄器 具 (ビデ) 
の r フチシ ャヮ！ セべ』 が、 大量に 段 ボ—ル 箱 1 杯 分 あ 
ったのを 発見した 女性 捜査 員 K は 叫んだ。 

「こんな もの、 自分で 使って るの !? この 変態 野郎！」 
「自分で 使っ てるよ— • 1 日 2 本 だ ツ =こ 
怒鳴り 返す、 宅 八郎。 

氺 

まだ ^ ていた 加 藤将輝 の 枕元で 電話が 鳴る。 相手は 
赍 藤 健 l:.l 7L 弁 ; i 士だ った。 

「大変 だ！ 宅さん から 僕の 事務所に 速 絡が あった。 事 
務 H によれば、 家 ^ 捜索が 入ったら しい。 とにかく 僕は 

{七さん の マンションへ 行つ てみ るよ」 

ガサ 入れ だって？ 加 藤の EC も 覚める。 10 月の X デ 
—、 逮捕は 免れた と 思って いたのに。 警察、 そして 小学 
館 側は あきらめて なかつ たんだな …… 。すぐに 加 藤は 藤 
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井 良樹に 連絡を とる。 藤 井 も 宅の マンションに 急行す る 

ことにな つた。 


10 時 過ぎ。 宅は 「車の 中 も 調べる から」 と 階下の 駐車 
場に 降ろされた。 

そして 10 時 22 分。 宅は、 駐車場で 唐突に 逮捕 令状を 
見せられた。 警察は 路上に 面した 公衆の 面前で 逮捕した 
かった の だ。 宅は I 瞬、 逃亡 も 考えた が、 もうしょうが 
ない。 

「わかつ たから、 身支度く らい、 着替え くらいさせ てく 
れ ないか」 

「手錠は カン ベンして もらえません か」 

しかし 問答無用。 警察は | 切の 頼みを 聞き入れない 0 
T 警部の 態度は 強硬だった 。スエット 姿の 宅は、 靴下 さ 
え 履かせて もらえない 裸足の まま、 手錠に 腰縄を はめら 
れ 、護送車に 収容され てし まう。 

この 逮捕を、 作家 •安部 譲 二 (前科 14 犯) は 後に 「それ 
はかなり ひどすぎるな」 と 語つ た。 

そして、 車に 乗せられてから わずか， ■"〜 2 分 後、 警察 


官が 衝撃の 発言を する。 

「2 日 前は 小 平で 御苦労さん—.」 

錯乱し そうな 頭の 中で、 宅は かろうじて 別件 逮捕され 
たこと だけは 理解で きた。 


「宅さん、 どこに も いないよ」 「車は 見ました か、 斎 藤 さ 
ん？」 

宅の マンションに やって来た 斎 藤 弁護士は、 自宅 待 
機して いた 加 藤に； m 話を かけた。 宅は 本当に 家の 中に い 
ない のか。 部屋で 寢 込んで いるか もしれ ない。 そぅ 
思った 加 藤は、 斎 藤 弁護士に、 車 
が あるか どぅかを  彳 
確認しても  ^ 

らっ たの だ。  ^  xr 
やや 遅れて  ^  ^  ^  ^  ^  ^  ^ 
到着した 藤 井  ' V' t  ytd it 炊 
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ゝュ 1  ' ぃ 

レ 


が 4 


• 藤 井が ドアには さんで 
おいた 宅への 置き手紙 


, ry 

、つ 

•y 


心 哧 い 

\^ ♦レが 


が 見た のは、 マンションの 駐車場に しやが みこんで、 呆 
然と タバコを 吸っ ている 斎 藤 弁護士だった。 

「藤 井さん、 宅さん がいな いんだよ。 車 も 消えて るし、 
どこへ 行っ たんだろぅ？」 

「屯さん、 気 晴ら 

• 本物の 供述 調書 用紙 (饕視 庁の 親切な 捜査 員が  しこ、、、 •ーフ  >、、 フこ一 C 
記念に くれた もの)  U ィフ 

: s-i  …も 行つ たの かな あ 


」藤井 がつ ぶ 


やいた 


右の 名に 対す 


被 袋 事件に 


乎 成 


あら か •しめ S II 古に 771 3己の « 忠に反して供迕をす 


い 03を冉げ 


宅 八 郎はど 


て K り aq ベ 
一出キ •地 ii 


任意 次のと おり 供述 I た 


1 : 


•一 W5J: は 


こへ 消えた わけで 
もなかつ た。 代々 
本署に 逮捕され、 
手錠に 腰縄 姿で 署 
へ 連行され ていた 
の だ。 10 時半 頃、 
宅は、 代々 木署に 
到着して、 護送車 


から 降ろされる。 甲 州 街道に 面した 表玄関だった。 人が 
いっ ぱい 見て いる。 ィャ だな、 宅は 思っ た。 

まず、 最初に 写真 撮影と 指紋 押捺の 手続きを する。 こ 
れが ファィルに なって、 前歴 者の 台帳に 記録され るの だ 
ろぅ。 そぅいえば 2 日 前に 小 平署に 出頭した 時には、 任 
意 だからと、 指紋 押捺を 拒否した ことを 思い出し てい 
た。 そうか、 指紋 も 欲し かつた つたんだ な …… 。宅は、 


た。 そうか、 指紋 も 欲し かつた つたんだ な …… 。 • 
捜査 員たち の 様子を 見ながら、 対策を 考えて いた。 


ガサ 入れ、 とは 何の こと だ。 本当に、 {七さん の 身に 何 
かあった のか。 事務所に 戻った ir 藤 弁護士は ィヤな 予感 
を 抱いて、 小 平署の 刑事 課に 電話を かけて みる ことにし 
た。 ところが …… 。 


「いや あ、、 つち じ やな いんです。 代々 本署なん です よ」 
意地 惡く 、刑事 課長が 言った。 関係ない はずの 小 平 
署 がもう 逮捕を 知ってい るとは。 別件で 仕 紐 まれた 壮大 
なた くらみに、 斎 藤 弁護士 も おそるべき ものを 感じて い 


た 


「こうな り ゃ、 取り調べを 早くして、 帰して くれ。 今日 
は 夕方から 『投稿 写真』 という 雑誌の 仕事が ぁるから」 
宅は 代々 木署 捜査 員に 言った。 

「へえ、 お気の毒に」 捜査 員のと ぼけた 返事だった。 た 
か だか 物損事故の 調書を 取る のに、 ずいぶん 時間を かけ 
ている。 この 時 宅は、 逮捕 そのものが 目的 だっ たの だと 
理解した。 別の 捜査 員が 小 平署の 事件に ついても 尋ね、 

メモを 取つ ている。 

3 階に ぁる 交通 課の 取調 室で も 手錠、 腰縄 姿の まま、 
椅子に つながれ、 まるで 人間 椅子 状態。 

トイレに 行く 時 も 手錠が 付けられた まま。 トイレの ド 
アも 開けつ 放しに させられる。 こうして 屈辱 感を 与える 
のが 警察の やり方な の だ。 

捜査 員に 金を 渡して (サイフから 抜いても らうの だ)、 
コンビニの 幕の内 弁当と ジユ ースを 買つ てきても らう。 
この 日の 昼食だった。 もう 12 時を 過ぎて いる。 

「そろそろ 留置 手続きを 取る からな」 

2 階の 留置場に 行く。 K という 鬼 軍曹み たいな 看守 係 
長に 睨まれる。 そこで 身長 体重 測定の ために、 裸に させ 
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られ た。 これ 以降、 釈放まで、 宅は 警察の 中で 「六 号」 
と 呼ばれる ことになる。 留置され る 檻は I 番 奥の 独房 だ 
ったので、 まるで さらしもの。 それぞれの 檻から 犯罪者 
たちが、 宅を 珍しそう に 見て いた。 

氺 

小平署 から窀 の 逮捕を 知らされた 斎 藤 弁護士は、 代々 
木署 に述 絡を 入れて、 午後 4 時 30 分に 接見す る 約束を 
とりつけた。 そして 加 藤に も 報 ^ の 電話を かける。 加 藤 
は 藤 井に 速 絡した。 

「これは、 前に ^ さんが 言って た、 あの 〇〇 〇〇 おば さ 
んの 事故の ことじ やない か？」 

「ふざけん なょ、 交通違反で 逮捕 だって？ みえみ えの 
別件 逮捕し やが って！」 

* 

午後 2 時 頃。 宅は 実況 検分の ために 自宅 マンション 
に 向かう。 手錠 •腰縄の ままで 再び、 人通りの 多い 道路 
を 歩かされ、 護送車へ。 これでは 人権 もな にも あった も 
のじ やない。 同行した のは F という 捜査 員と K 看守 係 
長、 ほか 数名だった。 


まず 自宅 駐車場で、 接触事故の 実況 検分。 ずっと 手 
錦 •腰縄の ままだった。 近所の 人が 見て いる。 この 時 ま 
だ 宅は、 わずか 数 時間 前に 斎 藤 弁護士と 藤 井が ここに や 
つて 来た ことを 知りよぅ もなかつ た。 

その後、 部屋に 入って、 交通事故 に関する 資料 (相手 
方に 殴られた 件の) 文書を ワー プロで、 プリント アウ ト 
する。 宅は 何とか、 容疑に 関する 資料 だから、 と 提出を 
認めさせ たの だ。 しかし、 部屋では 留守電 も 聞けない、 


自室な のに 小便 もさせて もらえない。 

「お前の ような 奴には、 基本的な 人権は な いんだ！」 

K 看守 係長が 言い放つ。 

信じられない スゴィ 言葉だった。 代々 本署に I 度 戻っ 
て トィレを 使え、 と言う。 宅は 何度も 何度も、 署の 前を 
手錠 •腰縄 姿で うろうろ したくは なかっ たので 我慢す る。 

「いつ 帰れる か、 もう わからん ぞ」 「あさっ て、 4 日は 身 
柄 送検 だ！」 

帰りの 護送車の 中で、 警察官 F は 宅に 意地悪く、 絶 
望 的な ことを 言い放っ た。 

代々 木署に 戻る と、 いったん 留置場に 入れられ、 数 分 
後に 取調 室へ 行く。 

すると 「斎 藤 弁護士と いう 人が 午後 4 時半に 来る そう 
だ」 と、 捜査 員が 苦々 しく 言う。 おかしい な、 宅は 思っ 
た。 こちらから 連絡を 入れて いないのに、 斎 藤さん はな 
ぜ 逮捕を 知ってい るんだろう …… 。支援者た ちの 動きが 
まった く 読めない。 ただ、 弁護士が 来る という 情報に、 
さすがに 即時 釈放され るだろう と 思っ た。 

そして 午後 4 時す ぎ、 逮捕 容疑に 関する 取り調べ はす 


鑿 窗 


ベて 終了した。 

「これで 終わり だ、 こっち はね …… 」 と 捜査 員が 言う。 
「こつち は」 とはいつ たいどうい うこと だろう。 やはり 
本件は 別に あるん じ ゃない か。 

氺 

午後 4 時 13 分、 藤 井が 代々 木署に 着いた 時、 すでに 
斎 藤 弁護士と 加 藤が いた。 

しばらく 待つ 問に、 弁護 ± と 捜 ^ 員が 話を する。 微 
罪で 別件なん だから 早く 釈放す るよう に と言うと、 「そ 
れを 決める のは 検察 だから」 「柬京 区検の C 副 検事が 111 
当です」 と、 とぼけ だす。 何とす ごい ことに、 送検 もさ 
れ ていない のにもう 検事が 決まって いる。 

やはり これは 別件 逮捕、 普 视 庁と 小学館 側が 絵を 描 

いている の だ。 

しばらくして、 斎 藤 弁護士 だけに 接見が 許される。 接 
見 室の 強化 ガラスの 向こうに、 悔しさを かみ 殺した ^ 八 
郎 がいた。 

氺 

午後 4 時 30 分、 「代々 木署 留置場 接見 室」。 


最初の 接見だった。 ようやく 「中」 と 「外」 の 情報が 交 
差す る。 逮捕された 時の 様子を 斎 藤 弁護士は 聞き、 ま 
た、 なぜ 弁護士が 来たの か、 を 宅は 知った。 交通事故の 
相手方に 殴られ、 事後 処理に 手間取っ ていた ことは、 以 
前、 加 藤と 藤 井に 話して いたので、 お 互いに 話が 早い。 
しかし、 宅は 斎 藤 弁護士から、 即時 釈放がない ことを 知 
り 愕然とす る。 

「後で 午後 8 時く らいに 梓澤 弁護士が 来ます」 と言うと、 
斎 藤 弁護士は 帰って ゆく。 

氺 

1 時 問 ほどの 接見を 終え、 代々 木 署のロ ビーに 斎 藤 
弁護士が 降りて きた。 

「宅さん、 どうでした？」 加 藤と 藤 井が 待ち きれずに た 
ずね る。 

「こんな 別件で 逮捕されて、 君たち にも 申し訳ないっ 

て、 宅さん . 。 乂デ ーまで 、あんなに がん ばったの 

に、 すまない って 言って たよ …… 」 

代々 木署を 出て、 3 人は 近くの 喫茶店へ。 こんな 別 
件 逮捕が あって いいの か。 とにかく 対策を 練り直さ なけ 


れ ばいけ ない。 X デ ー に 向けて 立てて いた 作戦が、 
「代々 木署 による 道交法 違反 容疑に よる 逮捕」 といぅ 現 
実に、 ブッ 飛んで しまつた からだ。 

何よりも 最大の 焦点は、 記者会見 開催の タィミング 
にある。 果たして、 マスコミが 「{七 八郎逮 拙」 の 情報を 
キャ ッチして いるの か、 いないの か？ それが 問題な の 
だ。 

マスコミが 気づいて いないのに、 わざわざ こちらから 
漏らす 必要は ない。 しかし、 マスコミが 動いて いるの な 
ら 、早急に 記者会見を 開き、 この 事件が 明らかな 不当 
逮捕で ある ことを アピ ー ルし なければ ならないだろう。 
記者 クラブに も 知り合い がいる 梓澤 弁護士と 合流し、 状 
況を泶 つても らう ことにした。 そのため 3 人は 新 宿に 移 


動す る 


* 


宅は 接見を 終えて、 留置場に 引き戻された。 

午後 6 時す ぎ。 宅、 生まれて 初めての クサい 飯。 ホ カ 
ホ カ 弁当の ような 白い ス チロ  — ル 製 容器に 入った、 シヤ 
ケに 惣菜が 1 品と 麦飯の 夕食。 粗食 だけど 食えなく もな 


ヽ， 、本に よさそう でい い、 宅は 思つ た。 しかし、 ごはん 
はまず ぃ。 

食事 後、 梓澤 弁護士の 接見を 待ちながら、 ブタ 箱の 
中を 観察。 宅は 少しずつ 留置場の 構造を 把握して ゆく。 
もし シャバに いたら、 今ごろは 雑誌 『投稿 写真』 の 仕事 
で、 パンチラ 写真で も 見て る 頃な のにな …… 。 


氺 


午後 7 時す ぎ。 斎 藤、 加 藤、 藤 井の 3 人は 新 宿の 喫 
茶店 「滝 沢 別館」 で、 梓澤弁 _士 と 合流す る。 早速、 電 

話で マスコミ 閲係 者に 探りを 入れる が、 確証が つかめな 

、〇 

I 

「だけど 会見を やる かどぅ か 困っ たな」 

「电 さんの II 感に まかせる か」 

とりあえず、 梓澤弁 護 土には 代々 木署に 接見に 行っ 
て もらぅ ことにする。 弁護士なら 差し入れ 可能な ため、 
藤 井が 買い出しに 行く。 X デー を 目前に した 10 月に、 宅 
が阼 って おいた 「差し入れ リスト」 が 現実に 役に立つ と 


i 


「そう パえば 宅さん、 フロン ティ ア •ライトと メンソ 


• 六 号 グッズ (差し入れには すべて 六 号と 記される) 


ル、 両方って 言って たな」 

藤 井は 思い出して、 2 稀 類の タバコ、 それに セー タ 
1、 トレー ナー などを 買い込む。 梓 澤弁 ill 士が 、それら 
を 持って 代々 本署へ 向かった。 

氺 

午後 8 時 15 分 頃、 「代々 木署 留置場 接見 室」。 

梓澤 弁護士が 到着。 そして ガラス 越しの 「中」 と 「外」 

で、 マスコミ 対策を 協議。 本件の 小学館 事件に よる 逮捕 
でな かつた ことが 問題だった。 


r こんな 交通違反で 来る とは 思いませんでした。 間抜け 
でした。 すみません」 

「いや、 その 間抜けな ところに 突け 込んで くるの が、 ヤ 
ツらの やり方 だから …… 」 

宅は、 自分が 自由の 身なら と、 もどかしく 感じた。 マ 

スコミ 戦略は お 手の 物な のに . 。記者会見は 慎重に 対 

応 して ほしい、 しかし、 やらなくて はいけ ない 状況なら 
タィミング 良く やって ほしい、 と 宅は 梓澤 弁護士に 頼む 

しかな かった . 。この 時す でに、 宅の 自宅 マンション 

前に 報道陣が 殺到して いた ことは、 知る 由 もない。 

梓澤 弁護士は 差し入れを 置いて 帰っ ていった。 

留置場の 夜は 早い。 就寝は 9 時だった。 その 直前に な 
って、 急に 看守に 呼ばれる。 もう 一度 どうしても 接見の 
必要が ある、 と 弁護士が 来て いると 言う。 そして 接見 室 
に 行く と、 さっき 帰った はずの 梓澤 弁護士が、 なぜか 舞 
い 戻っ て 来て いた。 

「宅さん、 大変 だッ！ 代々 本署の 前に 芸能 レポ— 夕— 
が 集結して いるよ ッ "こ 

氺 


夜 10 時半 頃、 帰宅した 加 藤は、 作家の 安部 譲 二に 電 
話を かける。 安部には 10 月 勿 口  (X デ ー) に 「逮捕は 一応 
消えました」 と 連絡を 入れて 以来の 電話 だ。 皮肉な こと 
に 今日は、 「やはり、 宅が 逮捕されました」 と 伝えな けれ 
ばなら ない。 

「彼は 初めてだろぅ、 僕は 40 冋 以上 逮捕された けど。 寒 
いんだよ、 留置場は。 セ ー タ 1 とか 暖かい もの、 差し 入 
れ てあげて よ」 

安部は 悲痛な 声を あげる。 

加 藤が 電話を切ろ、 っと すると、 安部は 続けて 言った。 

「いや 待っ て くれ。 ちよっ とおかし い ことがある。 ぼく 
も さっき 帰った ばかりなん だが、 留守電に ス ポーッ 紙の 
記者から、 宅さん のこと で 話が 間きたい と 入っ ていた。 
そこに 連絡して みよぅ」 

しばらくして、 加 藤に 電話が かかって くる。 

「やっぱり 情報が 漏れて る。 今、 デ イリ ー スポ ー ツの記 
者に 聞かされ たよ」 

安部の 電話に 続いて、 デ イリ ー の 記者から も 電話が か 
かってく る。 


「午後 6 時に 共同 通信が スク ー プ のよう な 形で 配信し 
ました。 うち も それを 受けて 動いた し、 各紙、 テレビな 
ども 取材に 出て いるみ たいです よ」 と 記者は 教えて くれ 
た。 

その顷 、すでに 梓澤弁 護 士は 記者会見に 向けて、 動 
き 出して いた …… 。 

ホ 

夜 11 時 35 分。 人気の ない 秋 葉 原の 街を、 テレビ局の 
マー クが 人った 何 台 もの ワゴン ヵ ー が 走り抜け、 ある ビ 
ルの 前で 停車す る。 その ビルの 5 階では、 まさに 「宅 八 
郎氏の 不当 逮捕に 抗議す る 緊急 記者会見」 が 開かれよう 
としていた。 

報道 帅 は、 一般 紙では 読売 •毎日 •産 経を 始めと し 
て、 ほとんどの ス ポーッ 紙、 週刊誌、 TBS を 除く » 民 
放、 NHK も 来て いる。 午後 6 時の 時点で 共同 通信が 
配信し、 「定 八郎逮 捕」 はすで に テレビ •ラジオの ニユ ー 
スで 流されて いたのだった。 

10 月 24 日の X デ ー を 想定して 作った 「記者会見 資料」 
が 報道陴 に 配布され る。 レポ ー タ 1 や 記者たち は、 なぜ 


滅 :〇〇  一… きのう 

東京 •代々 木署 


そんな 資料が すでに あ 

るの かと 驚きを 隠せな 
>  〇 

氺 

ょぅやく 準備を 終 
えた 加 藤は、 タ クシー 
に 飛び乗った。 

あまりに も 慌てた 様 
子に、 運転手が 「これ 
から お 仕事です か」 と 

• 代々 木署 前で 事件を 報告す る 芸能 レポ— ター 承 ^ o 
( 11 月 4 日 放送 「ス— パ— モー ニン グ」)  44 

「運転手さん、 宅 八 
郎 って 知っ てます？ 今日 逮捕されたん です けどね、 こ 
れ から 弁護士が 記者会見す るんで すょ。 それに わたし も 
出 るんで す」 

「ぁぁ、 1\ :1:仄ラジオのニュースで聞きましたょ。7時 
くらい かな あ。 何 か、 車を 当て逃げして、 お金 もま だ 払 
つてな いんで しよ」 と、 運転手は 実に 詳しい。 しかし、 
それは 警視庁 発表 そのもの、 の 内容だった。 


そして 加 藤が、 梓澤 事務所に 到着した 時には、 すで 
に両 弁 ii 士と藤 井は 前に 並び、 既に 記者 も 着席し、 テ 
レビ カメラ も 並んで いる。 何とか 開始には 間に合つ た。 

「まず 初めに、 今回の 宅八郎 さんの 道交法 違反に ょる 
逮捕が、 明らかな 不当 別件 逮捕で ある ことを、 認識し 
ていた だきたい」 

梓澤弁 護 ± の 発言で、 前代 米 間の 「容疑者 I1IIJ からの 緊 
急 反撃 記 # 会見」 は 始まつ た！ 

氺 

その 頃、 宅 八郎は 自分の 記者会見が 行われて いるの も 
知らず、 留置場で 震えて いた。 あまりの 寒さに 眠る 気力 
さえない。 徹夜で I 睡も しないう ちに 逮捕され、 身体は 
疲れき つてい るは ずな のに 目が さえる。 就寝 時刻に、 照 
明は 半分の 光 暈に された が、 まだ 明るい。 代々 木署 留置 
場は I 時の 安息 さえ 与えない のか。 ようやくう とうとし 
て も、 神経 性の 下痢に 襲われ、 看守から 丸見えの トィレ 
に 何度も 何度も 駆け込む。 休まなくて は …… 。 

11 月 3 日'  文化の日、 朝 6 時。 

「起床！」 看取が 怒鳴る。 


結局、 一睡 もで きぬ まま、 起床 時刻を 迎えた。 モップ 
やほぅき が 檻に 放り込まれ、 強制的に 掃除 させられる。 
その後、 檻の 外に 出て 共同 流し場で、 他の 受刑者と いつ 
しよ に 洗顔と 歯磨きを 済ます。 そのと き 流し場で 左 隣に 
なつた 男は 全身 刺青。 風呂の 回数が 少ないた めか'  裸に 
なつて 頭まで 石鹸で 洗つ ている。 

朝 7 時。 宅は 朝食の あまりの ひど さに ショックを 受け 
る。 昨夜の 粗食は、 いま 思う と〃 豪華 デ イナ—  " だった 
の だ。 ただの 麦飯に、 しなびた 昆布が 数 本のつ ている だ 
け。 あとは、 薄い 味噌汁に タ ダの 水。 目茶苦茶な マズさ 
に、 とても 全部は 食えない。 


* 


加 藤 も ほとんど 眠っ ていない。 マスコミは 
宅八郎 逮捕を どぅ 報道す るの か？  そして、 
午前 1 時にまで 及んだ 記者会見の 効果は？ 
朝 5 時 過ぎには、 駅、 コンビニへ と 八 ■!- 切^-. 
スポ ー ッ 新聞を 買い集めに 回った。 

ひどい。 記事には、 記者会見が ほとんど 反 

映されて いなかった。 あまりの 日本の マスコ 


KV 


ミの レベルの 低 さに、 あきれて もの も 言えない。 特に 
般 紙は ひどい、 ^ 察 発表 そのままの タレ 流し じ ゃな 
か、 加 藤は 憤慨す る。 

読売 •海 日 •産 経は 会見に 来て いながら 「不当 逮捕」 に 
は 一切 触れず。 スポ ー ッ紙も 「当て逃げ」 について は ひ 
どい が、 一応は 小さく 「反 ^ 記者会見」 を 報じて いた。 

逮捕 当日に 資料まで ) IJ 意して 会見を 開いた のに、 こ 
の 程度 か。 もし 何も やらなかったら、 どのよぅな 扱いに 
なつて いたのだろう …… 。 


また、 報知で 『g の 真相』 の岡留 編集長が コメントし 
てぃるのを見て、仰天する。 11 月 10 朽に発売予定の同 

• 前代 未 間の 「容疑者 側からの 緊急 反擊 記者会見」 ( 11 月 4 日 東京 スポ —ツ) 


弁護団は 不当 逮捕を 主張 


{ぶ ¢1 甜训 から M が 弦 
わった 3 ':3屮们02すざ、！2 

{: C  砑  SJ  の 打 fra 人の！ € fflfi s •府 
氏、 ら 4<&裘 

•  $ ln 区の^^ LG 法 
mlay rj い 「不当  ^ 25 2 一 
と I。 

代々 木 W に 沿 W さ n ている 
で と した 作 颅 打 SW 
入は、 冏容！£矜の :>: |次の 

とおり 袋 した。 


r 本 皆—  (Iwf 

i 3 袋) の 深 や 

$ スト J との 卵 K のな 
かで 0 ,§ §が 1« §^る) 

r?? の n  伯  j  ^ 

挟 ? S した か ら3 い 明 し 
て 班 ml になった 4 P のと S われ 
る。 この！ 件に g し §3、 
こんな ことで 拘栾 される の 
涔 といつ 留 いだ"— 
T 故 0351衩 務弹 反に ついて 


は、相手方と撖扭を交わし、 

6齧饨 企 10 /J- fMJ 千円を 払 
ぅ 杓 蓄 していた 0 とこ 象、 
相手との 示 £5こ じれ、 交 S 
を玢け ている « 中だった。 《 
窃ざた にす る 必 四 は ある ま 
い。 忙し さに まざ n、 S びへ 
一: v のが S れ て：^ が、 i 
こ 0^ -3 に a D び っ  <り して 
います P 洵6^、 猫 核は、 小 
平 « (®T ホスト 铖 m 稍 小牧 


氏 ！^!职！§ざで出啲した « « 
§0 のこ レ fe J  r pn の ESJ で 
阬んだ とも ^ - つた。やはり广 
れは小 平％ に 羿 して 辯 
i f-J 舞」 の だと岑つ」 

そして 付想 入た 13 は、 あて 洮 
けに g する！；：  た。 
「宅は、 m の緊が あって、 
それを^:しなかったことは 

砮察 を$ 
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誌 12 月 号で、 宅が 書いて いる 内容を しやべ っていた から 
だ。 宅は もの も 言えない 拘留 中 だとい うのに。 

宅の 気持ちを 考える と、 加 藤の 心は 尤んだ 。 

氺 

文化の日。 代々 木署第 一 留置場。 そういえば、 新聞 
が 今朝は 入れられな かった。 記事が 出て いるの か …… 〇 

それとも、 気の 回し すぎなの か . 。宅は、 自分の 逮捕 

を 本当に マスコミが 報道して いるの かどう か、 気になっ 
て 仕方がな かった。 

そんな ことを 考えながら、 午前中は 檻の 中で ぶらぶら 
過ごす。 

タバコを 吸わせて やる、 と言われて 「運動場」 に 行っ 
た。 しかし、 そこは タ ダの バルコニー で、 物干 場の よう 
な 8 畳 ほどの ス ぺース 。備品の 電気 カ ミ ソリで 髭を 剃 
る。 タバコは 1 日 2 本だった。 へビ— スモ— 力— の 宅に 
とつて 2 本は キ ツイ。 しかし、 宅は 差し入れの タバコを 
見て、 すぐに 藤 井の ことを 思い出した。 ライ トと メンソ 
1 ル、 2 種類の 『フロンティア』 だつ たから だ。 少し だけ 
気が 休まる。 


しかし、 まだ、 宅は 考えて いた。 もしも、 新聞 や テ レ 

ビで 逮捕が 報道され ている としても、 案外、 まともな も 

のか もしれ ない …… 。自分に とって 有利な 報道 だって あ 
るか も . 。 

氺 

ひどい。 加 藤は，： E セで、 怒りと 失望で ぶるぶる 震えて 
いた。 民放 各 局の ワィド ショー を チェックして いたから 
だ。 テレビ 関係の 11: 事の 経験 も あり、 あの 業界の 惡 質さ 
は # を 持って 知っていた つもり だが、 やはり、 ひどい。 
茶 * 劇 以下。 こんな 世の中、 最低 だ。 

「$ 八郎 逮捕」 の 報道を ダビング 編集す る 加 藤の もと 
に、 a= 藤 弁護士から 電話が かかって きた。 こんな 軽微な 
事犯で 拘留 延長なん かするな、 といぅ 上申書を 検察 •裁 
判 所 両方に 出し、 逮捕 そのものが 不当 だ、 といぅ 準 抗 
吿 を地战 に 起こす。 そのための 証明 資料を 作成して く 
れ 、と if 藤 弁護士は 言、 っ。 

軽い 交通違反に ここまで 手を 打った 例は、 たぶんな 
い。 しかし、 そのために、 さらに 加 藤は 忙しくな つた。 

氺 


12 時。 留置場の 昼食は、 ただの コッぺ パン だけ だっ 
た。 ジャム こそ あつたが、 牛乳 もな く、 水 だけ。 

そして 午後、 宅は 取調 室で 事情 聴取を 受ける ことにな 
った。 すべて、 報告 義務 違反の 取り調べは、 前日に 終わ 
ってい るのに。 担当 捜査 員の K は、 昨日の 家宅捜索で、 
宅を 変態 呼ばわりした 女 だ。 

この 時、 捜査 員が 机の 上に 広げて 見せた 証拠 資料の 
中に 「業界 恐怖 新聞 11 月 号」 が あって、 宅は 驚く。 自分 
が 逮捕された 容疑は 道交法 違反だった はずな のに …… 。 
正式な 調書は 作らず、 この 時 も、 小 平の 話が 出た。 こぅ 
なれば と、 宅は 小学館の 話を いくらでも 話して やる。 こ 
の 時、 女性 捜査 員 K から、 「交通事故 相手の 女性が 46 歳 
なのに 独身な のは、 異常 だ」 などと、 意味 深な 話を 聞か 
された。 結局、 文化の日は 無為に、 文化的で なく 過ぎて 
ゆく。 

今日 も 出られない のだろぅ か。 宅は、 弁護士の 接見を 
待ち 51 しく思ぅ . 。 


弁 1 士 二人は、 午後から 東京 区検に 行った。 担当の 


C 副 検事は 祝 in のた めか 不在。 事務官は 「送検は 明日 だ 
からま だ 担当の 検察官は 決まつ てません よ」 と、 とぼけ 
ている。 結局、 上申書は 受け取らない。 次は 東京 地裁の 
刑事 14 部に。 ここで  - I 

• 検察'  裁判所の 両方に 提出した 上申書 

逮捕は 不当 だとい ぅ - 上申 I I 

準抗吿 の 中し 立て。  -  B » 
そして 二人は、 接見  ,5 -  -  -  B 

0 s  \  法 72 *.  ws ft H is fx ) の ? ? » で >x m  され •  において 55 れ -T 

しかし 右 2 M は、 以下に i£ ベる とおり IS IC の ？ r 由 •必* » 考の 1 件を 欠 
•u  ^  so  11 な A S であり、 w« » u » やかに fR K される ベ S である • 句« の必 K « 

, »  »  ,4*—  4  _  必^ ^  A  Ml  二  ) »  »  I  %  i  |  4  X  0 


午後 5 時、 「代々 木 
署 留置場 接見 室」。 

「内」 と 「外」 が 交差 
する 部屋で、 1 日ぶ 
りに 宅は 弁護士 二人 
の顏を 見る。 いつた 


い 外は 


、もし か 


して 報道が すごい こ 
とに なつて いるの か、 


2 ia vc w is 反) の 容疑で 還 躓 され •  et H raa に t い 


しかし 右* M は、 


に i5 ベる とお o is « の ? P d2 


!a な A HI であり、 w« lr は » やかに 釈 K される ぺき である •句* の 公 Be (i 全くな- 


!C ZS M « にお かれて は 万：：； ra の！ 5求 ありたん 
I、  (»«攀賓の《»と*!!!0必《性) 

遭！ 5 の SU 家灾 の * JT tl 次のと おりで ある • 


n  を ill T  された く  t ui T - 


は、 千 皎六； 


* そ 0 C W である « 谷 E 


ら 逆 » 上に (! # 


た 太 田 某所 ff の  a« !>. m Bsi « に fe M r s  寧 » を 一^ 


は、右寧玟；^长赛《を * けた代々太 & «*が、《««に《し两 


に»«するょぅ»«そしたが* 


t  事 9( の  a 4 J 


ー  ニ  n、 Ku ff が » を / < 


ll a il しな 


「 19 K 上 • «= 


い t ので 


いた 太 3 某 ? ? ?!* の* 


と！！？ I? 事 玟を お- 


. その P5 K U 者： 


1£ * 中の 瘃の タイ 了に で 1嗜« した® S と SV 


して 外出した • 


8 « 、 


J ろ 被？！： 3 の大 rax /> ら 


/その 時 


と改めて 0 ) 1: 閣女に«して 


に to じて 【» 1| 88を并済する》:の«え 5 ^ を5:女に平«した。 


そのこと が 知りた かった。 

梓澤 弁護士が、 実は 記者会見を やった、 と 切り出す。 
長い 接見に なり、 2 時間に 及ぶ。 

r 嗜の 真相』 の 話 も 出て、 宅 も 驚く。 命ょりも 大切な 連 
載の 打ち切りが 確定した ことを、 拘留 中に 初めて 知っ た 
の だ。 

そして、 宅は 斎 藤 弁護士に、 朝日 新聞 朝刊を ガラス 
越しに 見せられる。 あまりに も I 方 的な 記事だった。 許 
せない …… 。 

「斎 藤さん、 梓澤 さん一 いっそ ポクが 何日 か 拘留され 
る ことで、 逆に ヤツら の 不当 性が 暴かれる のなら、 ポク 
は 何日で もこ こにい ますょ！ こぅな ったら、 | 生 ここ 
に 住んで やる =こ 

しかし、 両 弁護士は、 出来るだけ 早い 釈放を 勝ち取る 
方が いい、 といぅ 意見だった。 

「とにかく 勝負は ボクが 出た 時。 それまで よろしく お 願 
いします」 

氺 

深夜の 記者会見で、 支援者の 名乗りを 上げた 加 藤と 


藤 井に 電話が 殺到。 留守電に 連動した 二人の ポケベル 
がひっ きりなしに 鳴り、 公衆電話で 対応に 追われる。 藤 
井には 朿京ス ポーッ 、朿京 中日 スポ ー ッ 、アサ ヒ 芸能、 
F 0 C U S など。 加 藤には デ ィリー スポ ー ッ 、報知 新聞 
などから 連絡が あった。 

* 

宅の 夕食。 ハム カツ。 やはり 夕食は 粗食と して 食べら 
れな くもない。 ただ、 これは デ ィナー なの だ。 この 日 も 
一睡 もで きず。 寒い。 神経 性の 下痢が とまらない …… 。 

氺 

11 月 4 日朝 7 時。 代々 木署 前。 

宅 八郎が 身柄 送検され る瞬問 を 肌ぅ 約 3() 人の 報道陣 
とともに、 加 藤と 藤 井 もい る。 

藤 井は 報道陣に 「不当 逮捕 資料」 を 配布し まくる。 加 
藤は 8 ミリ ビデオで、 報道陣を 撮り まくる。 同時 進行 復 

ドキ ユメ ン タリ ー 『ゆき ゆきて、 宅 八郎』 の 撮影 だ。 

そして 午前 8 時 28 分。 護送車が 門に 向かって くる。 警 
察 署 横手の 裏門から、 あっと いぅ 間もなく 走り去り、 1 :p 
州 街道を 東に 消えて 行く。 結局、 宅の 姿を 確認 出来な 


、〇 

>v 

これには、 梓澤の 強硬な 代々 木署 への 働き かけが あつ 
た。 「身柄 送検 時に マスコミに 連行 写真を 撮らせるな！」 
とい、 つ 要望 書を 提出した の だ。 これがなければ、 またも 
手錠 •腰縄の まま 署の 前を 歩かされ、 マスコミの 餌食に 
なる 可能性 も 高かった。 

宅 サイドと して、 雑誌の 取材を 受けに 行った 藤 井と 別 
れ 、加 藤は 灌が閲 の 東京 区検に 向かう。 二人の 弁 iii 士 


とおち あうた めだった 


午前 9 時 頃、 検察庁へ 身柄 送検され た 宅は、 午前中 
ずつ と 待たされ ていた。 もぅす ぐ 昼 だ。 護送して きた 4 
人の 警察官 も イラ イラして いる。 

すると、 斎 藤 弁護士が やって くる。 区検の 待合室での 
接見だった。 

「斎 藤さん、 タバコく ださい」 宅は、 何 本 もむ さ ぼる よ 
うに 吸った。 加 藤は 下で 待つ ている、 という。 そこで、 
報告 義務 違反 だけは 認めて 早く 出る、 という 方針を 決め 
て、 弁護士は 去つ ていつ た。 釈放は 夕方になる らしい。 


第 3 章 


t 


そろそろ 昼食の 時間 だ。 前日と 同じ マズい コツぺ パン 1 
個を 警察官に 渡される。 赤茶けた マズい イチゴ ジャムが 
付いていた。 


その 頃、 加 藤と 斎 藤 
弁護士は、 東京 第一 弁 

• 身柄 送検 も 撮影され ると ころ だっ た 
逛 七会池ドっノストラ  ( 11 月 7 日 放送 「モ— ニン グ eye」) 

一^ ,s 2 

ンで 、昼食を 取る。 藤 _  ‘二 
井 も 合流し、 やがて、 

梓澤弁 護 士 もやって 来 _ 

た。  齡 
「ひどい 報道が 流され 1 

続けて いる。 早く 記者 1 

会見を やった ほぅがい | _  I 

い。釈放を伝ぇるニユ 

- — スも 出る し、 そこで^^^^^^^^^ I 

も 何を 言われる か、 わ _ 

1 ぃ ‘日、 記者 

/. ハ L をべ ろ、 つ 1  y り？ ^' ^ 
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全員で 協議の 末、 午後 9 時、 梓澤 事務所で 緊急に 釈 
放 記者会見を やる ことが 決定した。 ここでい つたん 解 敗 
し、 午後 4 時 40 分、 東京 弁護士会で おちぁう ことにす 
る。 

* 

宅の 取り調べは まだ 始まらない。 午後 も延 々と 待た さ 
れ 、警察官 も 疲れて くる。 

「交通違反で 二人 も 弁護士が 出て くるのは 異常 だ」 

「弁護士の おかげで、 いろいろと 署でも 面倒な ことにな 
つてる」 

「宅さん、 ぁんた 代用 監獄つ て 知つ てる？」 

警察官たち も、 疲れて きたの か、 本音が 出る ようにな 
る。 

「釈放され たら、 家で ぐつ すり 眠れる ね」 

人の 良さそう な 警官は、 宅に 言つ た。 

「家に 帰れる わけないで しよう。 釈放され たと しても、 
ここから どう 脱出す るかが まず 第一の 問題なん だから」 
外の 様子を 予想して、 宅は 答えた。 しかし、 警官には 
ピンと こない。 


そして、 ついに C 副 検事の 取り調べが 始まった。 この 
C 副 検事は、 宅が 逮捕される 前から 担当に なって いたと 
いう 不思議な 男 だ。 こいつが ひど かった。 

「言う ことを きかない と、 釈放は ない！」 「延 々拘留 さ 
れ たいの か！」 「言い訳は いい！」 「理屈は 言うな！」 「供 
述 調書は こっちで 書く から、 おまえは サィン だけ すれば 
いいんだ！」 

あげくの 果てに 「おまえに 会いた がっ ている 検事は 他 
にもい るんだ ぞ！ そつち に 回して やろう か n ことまで 
言っ た。 そして、 どこかに 内線電話を かけた が、 相手に 
叱責され たらしく、 あわてて 受話器を 置いた。 

やっぱり 別件なん だな。 宅 も 頭に きたが、 弁護士の 手 
前 も あるし 方針 も 決めた こと だから、 我慢し 続けた。 

結局、 C 副 検事の 取り調べは わずか 1 時間で 終了。 こ 
の 後、 資料が 裁判所に 送られる。 すでに 絵は 描かれて い 
た 感じ だつ た。 とつと と 帰れ、 という 顔を している。 呼 
んで おいて 何 だ、 来たくて 来 てんじ ゃない よ、 宅は 思っ 
た 0 

「大変 だ！ 外には 報道陣が 100 人 近く 来て いる。 ス 


ゴィ ことにな つてる よ」 

警官たち が 困つ ている。 そこで 護送車で なく 検察庁の 

車に 乗せられ、 簡裁に 行った。 簡裁で 手続き 待ち。 その 

間 も 手錠 •腰縄は 解かれない。 結果が 出た 時点で、 釈放 
だ 0 


上 • 起訴状 (東京 区検 発行) 

下 左 • 略式命令 勝 本 (東京 RIS 裁 発行) 
下右❿ これが 留置場 六 号 サンダル だ。 
写真 提供/ r 週刊 金曜日 j 


そして、 東京 簡裁の H 裁 
判官 名で、 略式命令が 出 
た。 罰金 1 万 5  0  0  0 円。 

そぅ、 たった 1 万 500 
0円 だ。 警察官 4 人は 「俺 
たちの 日当より 安い 罰金 
だ」 などと ほざき、 「安い も 
ん だ」 などと 抜かして、 憤 
慨 している。 

〃それ っぽっ ちの 罰金で、 

2 泊 3 日 も 拘留され たボク 
の 立場は 何なん だ！" 宅は 
思つ た。 しかし、 とにかく 
国家の 拘束は、 よぅやく 解 
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かれようと している。 警察官に よっ て、 ついに 腰縄が ゆ 
るめ られ 、そしてつ いに 手錠が はずされた！ 

釈放の 瞬間だった。 しかし、 宅は まだ 完全なる 自由を 
得た とは 言いが たい。 足元は、 逮捕された 時の ままの 裸 
足で、 靴 も 履いて いなかった。 留置場 六 号 ナンパ— のサ 
ン ダルの まま だし、 服 も 差し入れられた 安物 トレ— ナ— 
にジ ャージ 。ポケットには 一 銭 も 持っ ていない。 まだ、 
荷物は すべて 代々 本署に 取られた ままな の だ。 

「釈放は いいけ ど、 いったい どうす り やい いわけ」 

と 宅は 警察官に 尋ねる。 

「釈放す るんだ から、 後は 知らない」 

…… でも、 どうやっ て 帰れば いいの。 

「裁判所で 電車 代は 借りられ ると 思う が」 

…… でも 報道陣が。 タ クシ— 代 貸して よ。 


「そり や 無理 だ」 

…… 弁護士は どこへ 行った のかな ぁ。 

「どっ か 行っ ち やった よ」 

警官たち は 既に 終わった 事件、 といった 態度 だ。 早く 
押収した 車 も 持って 帰れ、 と言う。 いったい 誰が 持って 
いったんだ！ 

そこへ、 ようやく 斎 藤 弁護士が やって来て くれた。 宅 
は タバコを 箱 ごと もらっ て、 一 気に 吸い 続けた。 何 本 も 
何 本 も …… 。 

こうして、 今、 日本で 最も 危険な 男が、 解き放 たれ 
た。 自由の 身に なった の だ。 

さぁ、 ここから、 いよいよ 宅八郎 が、 その 本領を 発揮 
して くれる だろう。 お楽しみは これから だ！ 


暗い 音の ない 世界で、 I つの 憎悪が 増殖し 成長して いた。 その 暗い 凶悪な 意志は 等身大にまで 大きくな 
り、 しだいに 巨大な 生き物に なつた …… 。人、 われを tl 物と 呼ぶ。 


国家に 拘束され 'ポクは 「獄中」 に 堕ちて、 いった。 

あの 「中」 で ポクが 何を 考えて いたか わかる か！ ポクを こんな 目にあわせ たのは 一 体、 誰なん だ。 
いきなり 自宅に 踏み込まれ、 わけ も わからな いうちに 駐車場の 一 角で 身柄を 拘束され、 檻の 中に プチ 込 
まれ、 まずい 飯を 食わされ、 夜 も 寝かせて もらえず、 検事からは イジ メ にあつ た 2 泊 3 日間。 

F という 警察官には、 自宅の ドアに 変な 貼り紙を 貼られ、 手錠に 腰縄で 引き回され、 怒鳴られ 罵倒され 
た。 K という 看守 係長には トイレに も 行かせて もらえず、 「ここは 代用 監獄と 呼ばれて るんだ。 おまえには 
基本的な 人権は ない」 とまで 言われて いた。 外気 温と 同じ 寒い 留置場の 床で メシを 食わされ、 タバコは 1 
日 2 本、 だった。 

ポクは 警視庁 代々 木 警察署 第一 留置場では 六 号と 呼ばれて いた。 ポクは 名前 さえ も 剥奪され たの だ！ 
そんな ポクが 何を 考えて いたか、 わかる か！ 


人間 以下の 扱いを 受けながら 、ポクは 「宅 六 号」 としての 「使命」 を 忘れない でいた。 「使命」、 それは r 復 
聾」。 釈放され るまでの 間を 歯を食いしばっ てきた。 「処刑」 の 日を 夢見て、 ポクは 家畜 同然の 扱いに も、 じ 
っと 耐えて いた。 すでに 「処刑 宣告」 は 3 年 前にして いるは ず だ。 

「見て ろ。 ここを 出たら、 きさまら に 一泡 ふかせて やる！」 

留置場の 中で も ポクは'  一睡 もせずに 復譬 のこと だけを 考えて いた。 復聾 だけが、 ポクの 生なる 唯一の 
希望だった。 殺して やる、 殺して やる、 殺して やる、 殺して やる、 殺して やる。 ここに 留置場の 中で 書い 
た 未完成の 原稿が ある …… 。 


寒い よ。 暗い よ。 せまいよ。 メシが マズイ よ。 眠れない よ。 しくし く！ 

こんな ことにな つたのは | 体 誰の せいだ。 今ごろ、 小牧は ポクが 逮捕された ことを 知って、 大喜びして 
いるに 違いない。 

ヤツは、 ぬくぬくと 暖房の 効いた 部屋で、 のうのうと 酒で も 飲みながら、 くつろぎ、 そして 談笑して い 


るだろう 


小学館の ヤツら は、 週刊 ポスト 編集部は みんなで 祝杯 か !? 


ポクは まだ 生きて いる。 この 地獄 


でも 喜ぶ のは 早い ぞ 、小 牧ィ 。笑う のは まだ 早い ぞ 、おまえら ァ！ 

にあ つても、 こうして ポクは 生きて いる。 

この 命 あるかぎり、 おまえら に 災いを もたらして やろう。 死なない かぎり、 どこまでも 追つ ていく。 い 
や、 たとえ この 肉体が 死に絶えても、 この 世に 化け 出て 呪い 殺して やる …… ！ 
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今 も 警視庁 代々 木署 第一 留置場には、 「殺す！」 という 呪いの 血 文字が 残されて いるだろう …… 。 

そして、 ポクが 未完成の 原稿の 続きを 書く 時が、 今 こそ、 やって きたの だ。 

ポクは 釈放され た。 

たった今、 檻の 中から 解き放 たれて きた。 地獄の 底から 這い 上がっ てきた。 罪を 犯し、 十字架を 背負っ 
たす ベての 者に、 処罰を 与える ために。 ポクを 檻から 出した ことを 後悔 させて やる。 ポクを 止める 者は 誰 
もい ない ことを 教えて やる。 国家権力 さえ ポクの 復讐を さまたげる ことは 出来な かった。 ポクは 決して 屈 
伏しない。 

ぁの 地獄の 屈辱は 一 生 忘れない 。ポクの 流した 血の 涙は、 その 何千 何百 倍 もの 血で 償わ させて やる。 

キサ マら！  にッ！  だ ッ H: 

夜 もろく ろく 眠れない 恐怖を たっぷりと、 なめさせて やる。 地獄を 見て きた ポクには、 もう 何も 怖い も 
のな どない。 悪霊と なって、 これからは 厶 チャを しよう。 処刑の ためなら、 喜んで 俗情と でも 欲情と でも 
結託し よう。 

小牧だ け じ ゃない ぞ！ 

ポクは、 事件を 報道した メディアを 念入りに 一 つ 一 つ チェックし ている。 この間、 ポクの 逮捕を 喜んで 
フザケ た 発言を した ヤツら、 ナメ きった 態度を とった ヤツら に告 ぐ。 よ—  く 胸に 手を 当てて 思い出し てみ 
ると いい。 必ず、 おまえら 全員を 一 人ず つ 処刑する！ 

人間 狩りは、 これから だ n 


94 年 11 月 4 日 午後 8 時 前。 

警視庁 代々 木 警察署 前には 100 人 以上の 報道陣が 集まり、 大騒ぎに なって いた。 全 民放 テレビ局、 
共同 通信の カメラな ど テレビカメラ 8 台、 そして ス チ— ルカ メラを ぶら下げた 新聞記者、 雑誌 記者な どが 
喧騒の 中心に いる。 

「本当に 宅 八郎は 現れ るんだ ろうな …… 」 「いったい どういうつ もりなん だ …… 」 

口々 に、 彼らは 話して いる。 2 日 前に 代々 木署に 逮捕された ポクが、 釈放され て 姿を 現す のを、 今 か 今 
かと 彼らは 待っ ている の だ。 

0 J ちら、 警視庁 代々 木署 前です。 11 月 2 日、 道交法 違反で 逮捕された 宅 八郎が 、本日 釈放され、 まも 
なく こちらから 出て くる ものと 思われます …… > 

すでに、 気の 早い レポ— 夕—は マイクを 片手に レポ— 卜を 始め'  ワイド シヨ— の テレビカメラは 回り だ 
している。 

殺人事件の 犯人で も 出て くるの かな？  いや、 それとも 麻薬 事件 じ やない か？ 

あまりの 騒ぎに、 何人もの 通行人が 足を 止めて、 様子を うかがつ ている。 不審そう に、 どこか 期待感を 
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処刑 宣告 


< • 11 月 4 日 午後 8 時、 代々 木署 前に 集まる 報道陣 
( 11 月 7 日 放送 「モー ニン グ EYE」) 


こめて 見入っ ている。 この マスコミの 騒ぎぶ りに、 これが、 たかだか 交通 違 
反に よる 事件な の だとは、 通行人に はとても 思えな かった にちがいない。 
「押すな、 押すな—!」 「ハイ、 | 般 人は ジャマ だから どいて、 どいて—」 

何 だ、 この 騒ぎは。 代々 木 署員 も 驚き、 苦虫を かみつぶし たよぅな 表 
情で、 マスコミ 報道陣の 様子を 固 唾を 呑んで 見守っ ていた。 

その 頃、 ポクは 代々 本署の ある 甲 州 街道の 反対側に いた。 タク シ 
—に 乗って、 斎 藤 •梓 澤両 弁護士、 加 藤、 藤 井と ともに、 向かい側 
の 様子を ぅかがっ ていたの だ。 

一瞬に して 状況を 見る と、 ポクは ニヤ リと 笑つ た。 フ ッフッ フッ。 

そして 梓澤 弁護士が 「今から 宅が 荷物を 取りに 行く」 と 代々 木署に 電話を 入れた。 
「マスコミが スゴ い、 大変 だ」 と 署員が あわてながら 言っ ている。 当たり前 だ、 こちらから 
情報を 流した の だから。 ザ マ アミ ロ。 

「警察に 御迷惑を おかけしたくない ので、 裏から 入れて ください」 

梓澤 さんが 強気で 言った。 かなりの 役者 だ。 代々 木署は 相当 渋って いたが、 何とか 要求を 通す。 

群衆の 中に、 ポクの 友人で ある ビデオ 監督 •バクシ— シ山 下がいた。 彼は、 AD  (アシス タン ト •デイ レ 
クタ—  ) の 望月と ともに ビデオカメラで、 群がる 報道陣を 逆 撮影して いた …… 。 

代々 木署 正面 玄関は 甲 州 街道に 面して いる。 甲 州 街道には、 テレビ局の マ— クが 入った 大きな ワゴン 車 
(ロケ 車)、 新聞社の 社 旗が 立てられた 黒塗りの ハイ ャ— など、 報道 関係者ら の 車が 違法 駐車し、 | 般 車両 


の 交通を 妨げる ほどの 混雑に なつて いる。 

「これ だけの 群れに なると 取り締まらない のか、 マスコミには 目をつぶる のか。 警察なん て 不公平な もん 
だな。 目の前で 違法 駐車して るつ てのに な」 バクシ— シ山 下は つぶやいた。 

そして、 ポクら を 乗せた タ クシ— は 報道陣に 気づかれない ように、 信号機で U 夕—ン すると、 素早く 裏 
口から 代々 木署 内に 入つ ていく。 


さあ、 これからが 本番 だ。 フツフ ツフツ 。見て ろ 


氺 


約 3 時間 半 前。 簡易裁判所で ポクが 釈放され たのは、 午後 4 時半 頃だった。 


「宅さん 


」 目の前に、 斎 藤 弁護士が いた。 微笑んで いる。 


しかし、 その 表情の 奥には、 どこか 困惑を ともなっ た 疲労感が 感じられた 。ポクが 身柄 拘束を 解かれた 
のは、 2 泊 3 日ぶ りの こと だ。 この間の 弁護団、 支援者の 忙し さ、 精神的 肉体的な 疲労を 考えれば ムリ も 
なかっ た。 

だが、 斎 藤 弁護士の 困惑には 別の 理由が ぁった。 外には'  ポクを 待つ 報道陣が 殺到して いたから だ。 ど 
ぅやっ て、 宅 八郎と 自分が ここから 脱出した らいいの か、 考えて いたの だ。 

「梓澤 さんを 探して くるから」 

ポクが タバコを 吸って 待っ ている 間に、 斎 藤さん が梓澤 さんを 連れて 戻っ てきた。 

「宅さん！ とりあえず、 よかつた な"： 


「梓澤 さん 


、ありがとう ございました。 


それで、 外は かなり ス ゴイん です か 


マスコミが 集 
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まつて るつ て、 護送に 当たつ た 警察官 も 言つ てました けど」 

「たかつ てるな。 群がつ てる、 かなり」 

この間の お礼を 言つ ている と、 そこへ、 なぜか ス—ツ を 着た 藤 井が 現れた。 しかし、 彼らに 「外」 の 状況 
を 聞いて いる 余裕 もなかつ た。 とにかく 時間がない。 聞きたい ことは 山 ほど ある。 彼らが 3 日間の あいだ、 
どう 動いて いたか、 この 時点では よく 知らな かつた。 

とにかく、 3 人は 言つ た。 

「今日、 夜 9 時から、 宅さん の 緊急 釈放 会見を やる ことにな つてる から」 

「そのつ もりで、 全員 動いて いる。" 釈放され る 宅 八郎の 絵" なんて 撮らせる わけには いかない。 質問が あ 
れば 、記者会見で 聞けば いいんだ」 

「そのため にも、 何とか 早く ココを 脱出す る ことにしよう」 

3 人は 主張した。 都合の いいこと に、 マスコミの 大半は 簡易裁判所 前で なく 東京 区検の 前に 集まつ てい 
る、 という。 今なら 脱出で きそう だ、 と 彼らは 言つ た。 藤 井が ス—ツ を 着て いたの も 記者会見を やる 予定 
だつ たから だ。 

ポクは I 瞬、 考えた。 困惑、 とい つても いい。 そしてもう | 度、 3 人に 聞いた。 

「外には、 報道陣が 待つ てるんで すね」 

「10  0 人は いかない と 思う けど。 かなりの 数 だ」 

「かなりの 数？ ダメだ 。そんな 程度 じ ゃ」 ポクは 言つ た。  、 

「エツ、 宅さん。 どういう こと？  | 


し 


「もっ と 集めて くれ！ それに、 場所 も ココ じ ゃ ダメだ 。宅 八郎の 逆襲が 始まる のには、 もっ とふ さわし 
場所が ぁるは ず だ！」 

ポクは 3 人に 言っ た。 

「それから、 今日は 記者会見は やらない。 いや、 できない と 言 っても いい。 ボクも 体力 的に 限界 だし、 外 
で 事件が どう 報道され たの か、 ボク はま だ 把握し きって はいない。 準備が 必要 だ」 

「でも 宅さん。 詳しい 記者会見 はまた 数日後に やれば いい じ ゃない …； 

「マスコミの 本質は 弱い もの ィジ メだ 。ヤツら は、 ポクを 叩きたい だけ だよ。 そんな 詳しく ポクの 言い分 
を 聞いて、 きちんと 書いて くれる なんて 思っ たら、 甘い」 

「わかっ た。 宅さん の 言うよう にしよう」 

最 年長で ぁる 梓澤 弁護士が 言った。 

隶一 捕され た 時 も、 徹夜 明けで 眠りに つくと ころ だっ た。 そして 拘留され ていた 間 も ほとんど 眠っ ていな 
い。 精神的に も 体力 的に も 限界が きていた 。ポクは 立っ ている のが やっと だった。 

そんな ボク に対して、 マスコミは 襲い かかろうと していた の だ。 

聞けば、 朝、 身柄 送検され る ポクを 撮影して やろうと 約 30 人 ほどの 報道陣が 集まっ ていたと いう。 手 銃 
腰縄の、 情ない 犯罪者 姿を 撮影す るた めに。 人権擁護の 立場から、 梓澤 弁護士が 各 報道機関に 「写真 撮影 
はするな」 とい くら 申し入れを しても、 ハイエナ のように 集まつ てく る ヤツは いる。 

さらに 報道陣は 増えて いるの だ。 釈放され た ポクに 対しても、 やつぎばやに テレビの ワイド シヨ— •レポ 
I 夕—や 新聞記者 たちは 質問を 浴びせ かけて くるの だろう。 
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「宅さん， 今の お 気持ちは？」 と。 勝手に 騒いで おいて、 今の お 気持ちは、 も 何もないだろう。 よし。 も 
っと 目茶苦茶な 騒ぎに してやる ッ (笑い)。 

勝負は ボク 自身が 出てから だ、 という ことは わかりきつ ていた。 拘留され ている 間の マスコミ 報道 も、 
急いで 検証し なければ ならない。 その上で、 こちら 側の 主張は すべて 説明し なければ ならない。 記者会見 
がすべ てを 決める。 

4 日、 今日は 金曜日 だ。 土日は ワィド ショ— もない。 とすれば 勝負は 来週。 今日は 布石 だけを 打てば い 
い。 いかに 報道陣の 前に ポクの 姿を さらさな いか、 を 考える 支援者た ちの 声を よそに、 ポクは あえて 戦® 
的に 「釈放」 の 図を 撮影させる ことを 主張した ので ある。 

「マスコミ もさ、 宅八郎 釈放の 絵は 欲しがる だろう からな」 ポクは 笑つ て 言っ た。 

しかし、 簡易裁判所では 絵に なりに くい。 それで 藤 井ら から、 各 マスコミに 「宅 八 郎が夜 8 時、 代々 卞 
署 から 出て きます」 と 連絡して もらつ た。 その ほうが 絵になる。 しかも、 代々 木署 には 手荷物 や 差し入れ 
られた 物を 取られた ままに なつて いた。 

I 騒動 起こして やる ッ。 これが 記者会見の 序曲な の だ。 

梓澤 弁護士と 藤 井が、 東京 区検 前に 集まった マスコミを 牽制して いる 間に、 報道陣に 気づかれな いよ 
う、 弁護士会 館の 間を すり 抜け、 斎 藤 弁護士の 誘導で、 ポクは 脱出した。 

そして 午後 6 時す ぎ。 代々 木署に 様子を 見に いっていた 加 藤を 含めて、 全員が 斎 藤 弁護士事務所に 集 
合した。 こうして 時間は 稼いだ。 もつ とも、 弁護士、 支援者と もに 極度の 疲れが 見て取れた 。ポクは ポク 
で、 起きて いるの が 精 | 杯 だ。 しかし、 やる しかない。 


1 時間 ほどの 間に 「祝 釈放！」 と 筆で 書いた プ レ— 卜 も 用意した。 これを 持つ て 出て やる。 マスコミは ど 
んな 作為的な 編集を する かわからない。 こぅな つたら、 切る に 切れない メッセ— シを 絵の 中に 作つ て やろ 
ぅ (笑い) 0 


氺 


午後 8 時、 警視庁 代々 木 警察署 前 


テレビカメラ 8 台、 


1 〇  〇 


人 以上の 報道陣が 集まり'  まだ かま だか、 と 大騒ぎに なって いる。 その 間に 
ポクを 乗せた タ クシ— は、 気づかれな いように 裏口から 署 内に 入つ た。 

「運転手さん、 誰かに 何 か 聞かれても、 絶対に 応えないで くださいよ」 

お金を 渡して、 タ クシ— は 表側の 甲 州 街道に 回す ことにした。 逃走 経路の 確保 だ。 運転手 も 心得て い 
る。 そして、 ポクら はタ クシー を 降りて、 憮然と した 表情で 迎え入れる 代々 木 署員を 睨み付け、 建物の 中 

に 歩いて いく。 

「代々 木署 始まって 以来の 騒ぎです よ」 

初老の 警官が 責める ように 言った。 フン ッ知 るか、 そんな もん。 

「取-- 締まらな いんです か、 違法 駐車 だらけです けど。 何なら マスコミの 連中 も 交通違反で 全員'  逮捕し 

たら？  点数 あがる よ」 

そう 言う と、 警官 どもは 黙っ てし まう。 

階に ある 留置場の 看守 係で、 押収され た 荷物の 返還 手続きを 終える。 自分の 車は 一時 置いて いくこ 
とに した。 荷物は すべて 紙袋に しまって、 加 藤と 藤 井が 持っ た。 
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_ 代々 木署 正面 玄関から 飛び出した ッ！ 
( 11 月 7 日 放送 「モー ニン グ EYE  J) 

ポクは マジックハンド だけを 持つ た。 これ さえ あれば、 奇跡は 起 


ぎる 


そして ポクは 正面 玄関に 向かって 歩いて いく。 外の 騒ぎの 様 
子が ドア 越しに 伝わっ てきた。 出る 寸前に 紙袋から プ レ— 

を 出す。 プ レ— 卜には 「祝 釈放！」 といぅ 文字。 こんな もの 
持って 出る のを、 警察が 許す はずがない。 

先頭に 両 弁護士、 ポクの 両脇を 加 藤と 藤 井が 固めた。 

もぅす ぐ だ。 

「斎 藤さん、 梓澤 さんいいで すね。 加 藤、 藤 井、 い 
ぃな」 

よし、 行くぞ ツ！ 

「祝 釈放！」 と 書いた プ レ— 卜を 持って、 ポクは 
代々 木署 から 躍り 出た ッ。 

一 瞬、 時間が 停止した。 目の前に、 

馬が いた。 次に 時が 動きだす。 

ワ アッと ぁたりが どよめいた 。ポクの 姿を 見た 報道陣は、 決して 逃がす まいと、 
ポクを 凝視し、 総毛立っ て パニックを 起こして いる。 


1 


人 以上の 報道陣、 野次 


-4 


行け— ッ| 


気に ポクは 代々 木署の 階段を 駆け 降りて いく。 ものすごい 数の 報道陣が 殺到して くる， 

•爾 


記者、 レポ— 夕—、 テレビカメラ、 マイク。 人の 壁が 視界を ふさぐ- 
ポクの 血が 沸騰した 。マジックハンドを ふるつて 叫ぶ。 

「ポクは 逃げ隠れは しない！」 


• 「さあ、 カメラ 回つ た M」 殺到す る 報道陣に 叫ぶ 
( 11 月 7 日 放送 「ルツク ルツク こんにちは」) 


そぅ 言っ て 制する と、 ポクの 言葉を 聞き 逃すまい とする マスコミは 
一瞬、 凍結す る。 しかし あまりに も スゴい 数の 人間が 周りを 囲んで い 
く。 強烈な 光の ラィ トに、 フラッシュ 、ストロボが 追い打ちを かけ、 
目を あけて いられない。 

閃光の 嵐。 目の前が 真っ 白くなる。 今 だ！ マジックハンドが 
宙を きった。 

「さあ、 カメラ 回つ た =こ 

白い 光の 空に 向かって ポクは 咆哮した。 続けて 絶叫 ッ！ 
i  「ポクは 当て逃げは していません ッ 。これは 明らかな 不当 逮捕 
であり、 別件 逮捕です ッ 。それにつ いては 後日、 記者会見 
メ  です ベて 証明して みせます ッ 。会見の 日程は お知らせ しま 
す。 今日は ここまで ッ！」 

一気に 叫ぶ と、 ポクは 甲 州 街道に 向かって 歩き だし 
た。 それでも、 しつこく 報道陣が 取り囲む。 

「今日は 本人が 疲れて ます。 今日は ここまで」 「通れな 
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処刑 宣告 


いよ、 通れない よ、 道を あけて」 

加 藤が 叫んだ、 藤 井が 叫んだ。 引っ張る 力と 押す 力が 激しく 対抗す る。 

「斎 藤さん、 車 どっ ちッ 1? :」 

彼ら も あまりの 人波に タ クシー の 場所 さえ、 わからず 叫んで いる 

ようやく 車を 見つけて、 加 藤が、 報道陣の 渦から ポクを 助け 
出して くれる。 その 時、 現場に 来て いた バクシ— シ山下 
も 手助けして くれた。 目と 目で 合図。 後でな。 

マジックハンドを 振り回しながら 、ポクは 待たせて あっ 
た タ クシー に 乗り込んだ。 続いて、 加 藤と 藤 井が 乗り込む。 

報道陣は しつこく タ クシ— を 取り囲んで いる。 

「じ や あね。 さよなら—」 

車内から オチ ャメに 叫ぶ と、 ブブ— ッとタ クシ— は 発進した 
ブブ — ッ。 

記者会見で すべてを 証明して みせます、 か。 フッ 。どう 証明 すれ 
ばいい のか、 は テキ ト— に 後で 考えれば いいんだ。 修羅場っ てのは 
こういう もんだ よ (笑い)。 


/ 


/ 


• マジックハンドが 
宙を きる！ 
へ 一 月 7 日 放送 

「ス— パ— ワィド」) 


タ クシ— の 中から、 後ろを しばらく 見て いたが、 尾行 車は ないよぅ だ 


1 


った。 やれやれ、 だ。 

このまま、 のこのこ 家に 帰れる わけがない。 どうせ マスコミが 待っ ている に 決まっ てる。 まずは、 藤 井 
が 手配して くれていた ホテルに チェック •ィンす る。 部屋に 入って 荷物を 降ろす と、 すぐに 3 人で 加 藤の 

アバ— 卜に 向かっ た。 

考えなければ ならない ことは 山 ほど ある。 記者会見を いつ、 どんな 形で、 どうやる か。 この 記者会見が 
目下のと ころ 最 重要な 問題な の だ。 会見は 早い ほうがいい。 

「7 日の 月曜日 か、 8 日 火曜日に しよう。 それから 本 多さん にも 生で 出ても らう」 

ポクの 提案に、 いくら 何でも それは 無理 じ やない か、 と 二人。 すぐに ポクは 本 多 勝 | さんに 電話を かけ 
て、 何とか 説得し きって みせた。 ホン カツ、 ワィド ショ— 出演なん て 前代未聞の 出来事 だ。 二人の 士気 も 
上がる。 あちこちに 電話を かけ まくり、 加 藤は 資料 文書を 作成す る ことにな った。 

その 間に、 ポクと 藤 井は タ クシ— で 新 宿に 向かう。 さっきの 代々 木署 前の 騒動を ビデオ 撮影して いた バ 
クシ— シ山 下と、 新 宿で おちあう ことにな つていた。 

細心の 注意を 払った。 ポクは 今日 釈放され たばかりの 身 だ。 通行人に 見つか っても 面倒な ことになる。 
まるで 逃亡者、 お尋ね者 だ。 そんな ポクの 目には、 新 宿の 街の 色が 変わっ てみ えた。 ポクら が 東ロ タカ 
ノ  •フル— ツバ— ラ— 前に 着く と、 山 下の フランス 車 シトロエン BX 19 はすで に 来て いた。 

「山ち やん サァ 、来週 あいてる？ どうしても、 支援者と して 記者会見に 来て ほしいんだ。 それ も、 ベ— 
カム (プロ 用 ビデオカメラ) が 必要 だ。 いい か？」 

「宅さん、 アナ タ 何を 考えて るんだ …… 」 
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「記者会見で ポクの 背後から、 報道陣を 逆 撮影して ほしい。 これが 本当の シユ— 卜 (撮影 = 狙撃) だ。 ヤツ 
らに 思い知らせて やる ッ！ 頼む ぜ=こ 

〇 K して くれた 山 下から、 さっきの 騒ぎを 逆 撮影した ビデオを 受け取っ て 別れる。 

最後に、 藤 井が ポクを ホテルまで 送って くれた。 すでに 深夜 2 時。 疲労感が 心身を 襲ぅ。 何とい って 
も、 ポクは この 数日間、 ほとんど 眠っ ていないの だ。 しかも、 今日は I 勝負 カタを つけて いる。 マスコミ 
相手に 立ち回る のは、 恐ろしく 精神力を 消耗す る。 

ああ、 そして、 さらに 大きな 大立ち回りが 今後に 待っ ている の だ …… 。 

「おやすみ」 

藤 井が 帰る と、 3 日ぶ りの シャバの ベッドに 倒れ こむ。 そして、 そのまま ポクは 睡魔に 襲われ、 吸い込 
まれる ように 深い 眠りに おちて いつた …… 。 


3 


釈放 翌日、 5 日 土曜日。 午後 2 時 頃、 藤 井が ホテルに 迎えに きて くれた。 
「眠れました か、 宅さん？」 食事を しながら 藤 井と 話す …… 〇 
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見の 前日  6 日の 
真夜中、 藤 井の 家 
での ことだった。 

「な あ'  藤 井。 記 
者 会見 会場の 日本 
教育 会館は、 小学 
館の すぐ 近く だな 
あ。 歩いて 5 分 ある 
かな いかだ ぜ …… 」 
地図を 見た ポクは、 


下 # 当日の 朝、 各 マスコミに 届いた、 
会見の お知らせ 
右 • 記者会見 会場に 決定した 
日本 教育 会館は 小学館の すぐ 近くだった 


j  考えて いかなければ ならな かつた。 釈放され たとは いえ、 ポクには 
W  休む 間 もない。 5 日 も 6 日 も、 準備の ために 加 藤の 家 や 藤 井の 家を 
『 \  行つ たりきたり していた。 

そして、 あれは 会 


その 日は 斎 藤 弁護士の 事務所で、 また 翌 6 日は 梓澤 弁護士の 事務所で、 全員が 集合して 打合せた。 そ 
の 結果'  記者会見は 7 日 午後 7 時、 日本 教育 会館に 決定した。 

記者会見を 細かく シミ ユレ— シ ヨンして 討議を 重ねる。 それまで 留置場に いて、 外界から 遮断され てい 

た ポクは、 どんな 報道が されて いたか、 わかつ ていない。 そこから、 
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ニヤ リと 笑いながら つぶやいた。 
「宅さん、 あなた . I 


「な あ、 藤 井。 記者会見が 終わつ たら、 週刊 ポストに 押し かけて みるの も 手 だな …… 」 
もつ とも、 深く 考えて いたわけ ではない。 藤 井 も あいまいに うなずいてい たように 思う 


そして 11 月 7 日月 曜日、 いよいよ 記者会見の 日。 

朝の ワイド シヨ— 各 局で、 ポクの 釈放 場面が 放送され た。 代々 木署 前の 大騒 動は、 かなり 強烈な 映像に 
なって いる。 作戦 成功、 しっかり 「祝 釈放！」 のプ レ— 卜 も 映っ ている。 また、 「今晩、 宅さん の 記者会見が 
開かれる よぅです」 と ブラウン管 

から 予告され た . 。  i  ^ -/ 


この 日は 最終 準備の ために、 ボ 
クも 支援者 も ほとんど 眠っ てはい 
ない。 

接触事故 に関して 説明す るた 
めの ミニ カ—、 イラスト ボー ド、 
プ レ— 卜な どを 用意して、 会場は 
I 日が かりで 設営され た。 また、 
全 24 ぺ—ジ にも なった 記者会見 配 


良 

八 

宅 


見 

会 

者 

記 


用 

布 

配 

道 

報 


1 


V 3 


# 事故を 説明す る ミニ カ— と 
24 ぺ—ジ からなる 報道 配布 用 資料 


付 用 資料が 必要 部数、 製本され ている。 会見に 出席す る 支援者への 手配 連絡 も 抜かりは なかった。 

加 藤は 当日 出かける 前に、 地図で 会場 •日本 教育 会館と 小学館の 位置 関係を 確認して いたと いぅ。 前夜 
の、 ポクと 藤 井の 会話を 知つ ていた わけで もない のに、 何 かを 彼 も 予感して いたのだろう か …… 。 

ポクと 斎 藤さん がタ クシ— で 会場に 着いた 時、 すでに 道路は 報道 関係の ロケ 車で 埋まつ ていた。 会館 内 
にある 中華 料理屋の 個室が 控室だった。 入つ ていく と、 本 多 勝 I さんが ラ— メンを 食べて いる。 ちよつ と 
ヘンな 感じが した。 そして、 支援者 I 同が 顔合わせを する。 全員の 士気は あがつ ている。 いよいよ、 だ。 


4 


11 月 7 日、 午後 7 時 20 分。 ついに 前代未聞の 記者会見が 始まった！ 

中央 壇上には'  横長の テー ブルが 置かれ、 中央に 「宅 八郎」 の たれ 幕、 右側に 弁護士  2 名の たれ 幕、 左 
側に 支援者と して 「本 多 勝 I 」 「大泉 実 成」 r 宮台真 司」 の たれ 幕が 下がつ ている。 テ— ブルの 横には ビデオ 
モニタ— が 置かれて いた。 

これは、 交通違反で 逮捕された 者の 釈明 会見に しては、 あまりに も 異様だった。 

それだけでは なヽ vo 11 台の テレビカメラが 向けられた 中央 壇上からは、 何と 逆に 1 台の ビデオカメラが 
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今 


記者席に 対して 向けられ ていたの だ。 カメラを 突きつ け 
ている のは バクシ— シ山 下だった。 まるで、 要塞の 中 
から バズ— 力 砲を 肩 づけした 傭兵の ように。 

撃て、 山 下。 撃て！ 11 対 1 の 構図は、 異常 か 
つ 異様な 迫力を 漂わせて いた。  / 

司会の 加 藤、 弁護団、 続いて 支援者たち が 着 
席し、 今回の 事件の 概要と 「宅 八郎 サィドの 主 
張」 を 説明して いく。 ポクは 最後に 入る 手順 だ 
った。 最初に ポクが 席に ついたら、 すぐに 進 
行が グ チャ グ チャになる のは 目に 見えて い 
たから だ。 群がる 報道陣は、 宮本武 蔵よ ろしく ジラ 

せ ばいい。 

11 対 1 の 対決は こうして 始まっ た。 しかし、 すぐに 記者席の レポ— 夕 
I が 質問を している。 山 下が 狙撃す るへ I タ カムが、 あまりに も 恐ろし かった から 
だろう。 

「その カメラは 何です か。 いったい 何に 使 うんです か …… ？」 と。 

こちら 側は こう 応えて いる。 「ビデオ 素材は、 宅 八郎が 好きな ように 使います」 と。 
マスコミは 取材した 素材の 編集 権は 自分に ある、 と 主張す る。 ならば 司 じこと をして 


何が 悪い。 イヤ なら、 記者会見から 帰れば いいんだ。 

ポクの 絵が 欲しい マスコミは 肩透かしを 食らっ て、 予想外の 流れに 困っ ている。 そろそろ 行こう か。 い 
や、 もう 少し ジ ラして やる か。 控室に いた ポクは 急遽、 藤 井に 伝令した。 「 10 月に 撮影して あった ポクの 声 

明 ビデオを 流して やれよ」 

この、 お 蔵 入りになる はずだった 異様な 映像が 翌日、 全国 ネットの 電波に 乗って、 
日本中を 駆けめ ぐる。 「週刊 ポストは 犯罪 週刊誌 だ (カ チャ カ チ ャッ)」 と ポクが 叫 
んで いる シ—ン はものす ごい イン パク トだった。 

さあ、 もうす ぐ だ。 本番、 行く ぞツ。 


> 


ノ. 


零 


釋. ぬ 


C 


” v r- 


ゆっ くり、 ゆっ くりと 廊下を 歩いて いく。 会場 8 
05 号 室に 入る 直前に、 用意して ぁった 忍者 •赤 影 
の 仮面を かぶつて。 ゆつ くりと ポクは 歩いて いく。 

赤 影 参上—. 

I 瞬、 報道陣の タィミングが 狂った。 仮面の せい 
だ。 そして | 拍 遅れて、 目の前に、 白い ストロボが 
無数に 炸裂した。 仮面を 見て'  みんな 「ぁんまり だ」 
「いいかげん にして くれ」 と 頭を 抱えて いる (笑い)。 


I 


上 •仮面の 忍者 •赤 影 参上！ (本当は 宅八郎 ) ( 11 月 8 日 放送 「ザ •フレッシュ」) 
下 •おとなしく 話を 聞く 報道陣 (バクシ— シ山下 撮影) 
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ざま あみろ。 着席し、 仮面を 脱ぐ。 

「宅、 八郎 さんで— す—.」 司会者 •加 藤が 言った。 

ポクの 主張は 3 つだった。 ① 「当て逃げ」 はして いない こと ② 手続き的に も 不当 逮捕で ある こと、 そし 
て③ これは 小学館 側の 陰謀に よる 別件 逮捕で ある こと'  の 3 点で ある。 

そして、 ポクは 会見で 「当て逃げ 犯罪者」 という 汚名が ぬれぎぬ である ことを 証明し、 同時に、 逮捕の 背 
景 には 小学館 側の 陰謀が ある ことを 暴いて いったの だ。 

ポクの 背後から、 スナイ パ— のように 狙い 撃つ 山 下の カメラ •アイに 報道陣は ビビ ッて いた。 不用意な 
発言、 激しい 発言は して こない。 ふだんの 会見なら、 相手を 挑発し、 時には 怒らせ、 ハメ ている だろう に。 
今回 ばかりは 勝手が ちがっ た、 という 感じだった。 

報道陣の、 ある 者は もっ とも だとい う 風に うなずき、 ある 者は 難しい 表情で 考え込んで いる。 おおむね、 
納得して いるよう に 見て とれた。 小学館は ひどすぎる、 と ポクが 言えば、 なるほどと うなずく。 そんな 報 
道陣の 態度に、 弁護団 も 支援者 もうれ しそう だ …… 。 

しかし、 会見の 途中から ポクは 奇妙な いらだちに 襲われて いた。 不安 感と いっても いい。 最初の 緊張 感 
に比べて、 この 違和感は 何だろう。 すでに 司会者 や 支援者、 報道陣の 発言、 いや、 自分が しゃ べっている 
こと さえ、 うわの 空だった。 すべては、 ぼんやり とした、 やりとりに しか 感じな かった。 意味の 不在？ 

お 行儀の いい 報道陣は、 お 説 ごもっ とも、 とうなず いている。 記者会見は 終わろうと していた。 なのに、 
何だろう。 この イヤな 感じは 何な のだろう。 直感と しか 言いよう がない。 ポクの、 そう、 極限を 生きる 者 
のみが 感じる 直感と 直観が、 危険信号を 発して いる。 


まるで 市民運動の シンポ シウム だ 


この 「意義 ある 一 記者会見の 内容は、 たぶん 明日、 ほ とん 


ど 報道され ないだ ろぅな。 このまま じ や。 きつと、 そぅだ。 

「この 記者会見が 終わった 後で、 5 分し かかから ないから 、ポクは 小学館へ 〈殴り込み〉 取材を します！ 
報道の みなさん もよ かったら、 来れば ァ」 

会見の 最後で、 ポクは とんでもない 爆弾発言を していた。 言葉が 先だった。 そして、 自分の 言葉の 意味 
に、 気づく。 ポクは、 この 記者会見が、 彼らに とって ほとんど 報道 価値がない ことに 気づいた の だ。 今日 
は 貴重な お 話 ありがとう ございました、 つて わけ か。 そんな 記者会見が、 彼らに とつて 何の 意味が あろう。 

まるで 「善 対 偽善」 という 図式 だ。 ポクは これまで 「悪 対 最悪」 といった 図式で、 最悪の 相手に 対峙す る 
ために も、 自分を 悪と とらえて きた。 そんな ポクに とつて、 これは 危険な ことのよ うに 思えた。 非礼な 質 
問、 無責任な 攻撃、 まるで 裁く かの ような 激しい 追及、 いつそ 会見が 紛糾 すれば したで、 いいんだ。 


「そんなに ポクは 裁かれたい のか」 


瞬、 自問自答す るが、 答えは 見つからない。 とにかく 、ポクが 


小学館 討ち入りを 宣言した 瞬間、 報道陣の 目の色が 変わった。 これでい い。 すべては 直感と 直観だった。 
そして、 記者会見は 終了した。 

メディアの 暴力 性を 逆用す る ポクの 方法論は、 すでに 数日 前に 代々 本署の 前で も 活用して いたは ず だ。 
迷う ことは ない。 

行く ぞ、 小学館へ。 突っ込め、 週刊 ポストへ。 
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# ついに'  小学館に 到着 ( 11 月 8 日 放送 
「ルツク ルック こんにちは」) 

# マジックハンドの 行く手には、 

惡の 小学館が ぁった！ 

( 11 月 8 日 放送 「モ— ニン グ EYE」) 


、一. 


蟾 


「消火器と 雨 ガサ はないけ ど、 この マジックハンドで 、ポクは 
行く ッ！」 

報道陣に 宣言して 、ポクは 夜の 道路を 歩いて いく。 犯 
罪 出版社 •小学館へ と。 その 距離、 数百 メ—ト ル。 報道陣 
の 半数、 約 50 人は 「待つ てました」 と勢ぞ ろいで、 ついて く 
る 0 


I 


これでい い。 あとは 行く だけ だ。 奇跡の マジックハンド だけ 
がた よりだっ た。 そぅさ、 いつでも、 この マジックハンドで ボク 
は 奇跡を 起こして きた じ やない か。 

その 暗い 道路は、 ポクを 明日に 導く 架け橋だった。 わずか 数百 
メ—ト ルの 道路の 先に、 ポクは、 我が 闘争の 確かなる 行く末を 見た 
の だ。 約 50 人の 報道陣と ともに ポクは 行進を 続けた。 バクシ— シ山下 
は カメラを 肩 付けして 横につ いた。 もちろん、 加 藤と 藤 井 もい っ 


だ。 


確実に、 死臭は 色 濃くな つてい る。 

r ここです」 記者の 誰かが 叫んだ。 見上げる と 巨大な ビルが 建つ ていた。 報道の テレビカメラは 横に パン 
して、 ビルの 「SHOGAKUKAN」 という プ レ— 卜 文字を 撮影して いる。 

ついに やって来た。 小学館へ。 学習 出版社の 仮面を かぶつた、 この 悪の 牙城へ と。 


行け— ツ— 


肴 


S 


i. 


#r 


疾風の ように、 ポクは 小 館 ビルの 正面 玄関に 乗り込んで いく。 躍動 ッ！ 

巨大な ガラスの ドアが 開く。 跳躍す るよう に、 ポクは 歩を 進めた。 
いつたい 何事 だ。 ガ—ド マンが 飛び出して くる。 男の 動きが まるで 
^  ス ロ— モ—シ ヨンの ように 見えて いた。 

.  「宅、 八郎 だ！ 犯罪 週刊誌 ポストの 小牧三 平は いるか、 編集部 員 
は 誰かい るの かッ！ 」 

「だ、 誰も、 ポ 、ポスト 編集部 員は 誰も、 誰もい ません」 うろたえた 
男は 応える。 

ウソ である ことぐ らい、 すぐに わかる。 小牧 はいない としても だ。 
これは 抗議で ある、 これは 要求で ある、 討ち入り である、 報道で ある、 
取材で ある、 破戒で ある、 そして ポクは 宅八郎 である！ 

「誰かい るだろう 。じゃあ 編集部まで 行かせても らおう！」 

学 館 1 階で、 初老の ガ—ド マンと 激突！  ( 11 月 8 日 放送 「モー ニン グ EYE」 
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「そ、 それは …… 」 押し問答が 続く。 

当初の 漠 とした 予定では、 まさか 自分が 本当に 強行 突破す るとは 考えて いなかった。 たぶん、 1 階で ガ 
I ド マンに 制止され たら、 小学館 正面 玄関 前で、 シユ ブレヒ コ| ルで も 上げて 散る、 つもりだった。 それ 
で 解散、 のはず、 だった。 

このまま 強行 突破で、 突っ 込んで 入っ ていっ たら、 完全に 不法侵入 になるな 。ポクは 思った。 しかも、 
現行犯 だ。 11 〇番 通報され たら、 緊急 再 逮捕は 間違いない。 

…… I 瞬、 とまどつ た。 しかし、 思いな おす。 

それでもい いじ ゃない か。 こうな り や、 再 逮捕されて やる ッ！ 

他に 方法が ぁるか。 もう 一 息 だ。 これで ポクが 上に 上がれば、 小牧の 会社員 生命は 「終わり」 だ。 やって 
やる！ だけど、 ポスト 編集部は 何 階の フロアに ぁるんだろう。 

その 時、 後ろの ほうから 報道陣の 声が した。 

「宅さん、 ポスト 編集部は 8 階 だよ。 8 階」 「行かない の、 宅さん。 8 階 8 階」 

期待感に 胸を はずませた 無責任な 声が 飛び交う。 しめた、 この 手かッ =: 

わずか 数日 前 も、 代々 本署は、 報道陣の 違法 駐車は 取り締まらな かったん だ。 

よし ッ！ ここが 勝負 どころ だっ た。 勝つ か 負ける か …… 。 

「行く ぞ —ッ、 8 階 だ、 8 階！」 ポクは 叫んだ。 マジックハンドが 大きく 弧を描いて 急 回転した。 

ポクが 声を 上げて、 第一歩を 踏み出した 瞬間に、 テレビカメラ 2 台が バッと ポクの 前に 回った。 ス チル 
カメラマン も 目の前に 飛び出す。 


小学館に 殴り 込む 宅八郎 、を 正面から 撮影す るた めだった M 

勝つ た！ フフ フッ 、入っ た。 ポクよりも 先に 記者が 入つ た。 ィッ ツ〇 K! アィ アム •モン スタ— 


•1_•  • 

^1  ■ 


ククク ククツ 、〇 K 


I  • 


〇 K! ラリ ホー ラリ ホ—、 ラリ ルレ ロッ M: 


ポクは ズン ズンと 歩いて いく。 約 50 人の 報道陣は 一群と なつて いつせい に、 ポクと ともに エレべ一 


夕—に 向かつ たッ 


脳裏には、 何年 か 前に 起きた 「豊田 商事 •永 野 会長 刺殺 事件」 が 想い 

出されて いた。 しかし、 腐っても 言論機関に 他の 報道陣が こ 
れ だけ 大量に 侵入す るなん て、 前代未聞の 出来事 だ。 タ ダで 
はすむまい。 いや、 すまさない。 しかし、 かまう もの か。 

「いいの かな—、 いいの かな—、 入っ ち ゃって いいの かな—」 と 
言いながら ついて くる 報道陣の 声が 聞こえた。 しかし 続けて 「い 
いの、 いいの！」 r 行っ ち ゃえ—」 という 声 も 上がって いた。 

ここで、 ポクに ついて こなければ、 彼ら 取材 陣の 生活 権は 危うく 
なる。 いい 絵を 取っ てこい、 面白い 取材を して こい、 と 命令され て 
きている からだ。 

エレべ— 夕—に 乗り込む。 とっ さに 報道陣が ワァ ーッと 殺到し、 た 
ちまち 満員に なった。 乗り切れな かった 報道陣は、 横の エレべ— 夕— に 
向った。 それでも 乗れない 者は、 とっさに 階段で 8 階まで 駆け上が つた。 

エレべ— 夕—に 殺到す る 報道陣 (バクシ— シ山下 撮影) 
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ポクと 同乗で きた 記者は うれしそうに ニヤつ いている。 誰かが、 得意そう に 8 階の ボタンを 押した。 エレ 
ベ— 夕—は 上昇す る。 3 階 …… 5 階 …… 8 階、 そして、 扉は 開いた。 

着いた、 ついに 週刊 ポスト 編集部の ある 8 階に。 

ア アッ！ 怪物の 姿を 見た 小学館 社員は どよめい ている。 あわてふためいて、 | 気に 逃げ走っ ていく 社 
員が 多くいた。 エレべ— 夕— フロアには 報道陣が あふれて いる。 

ついに 来て しまった ◦もう、 不法侵入は 間違いないだろう。 取り返し など、 すでにつ かない。 フン ッ〇 
な あに、 かまう もの か。 これ だけの 人間が 入って いるの だ。 

言って みれば、 ポクは 全 マスコミを 煽動し、 当の 小学館に 対して 「報道 被害」 を 与える 奇襲に 出た の だ。 
ポクを 犯罪に 問う のなら、 この 報道陣 も 同時に 裁かれねば ならない。 しかし、 この 場に いる 誰もが 責任 
は 問われる ことは あるまい。 しかも、 ポクは 再 逮捕は 覚悟して いるの だ。 もう 怖い ものな ど、 ある もの か。 

フ ツフッ フッ。 

ポクの 身体は 青白い 炎に 包まれて いた。 灼熱の 炎では ない。 極北の 冷たく 凍った 炎だった。 今 ここに 立 
ってい るのは、 高性能の 殺人 機械な の だ。 そして ポクを 止める 者は、 もう 誰もい ない。 

「こっち、 こっち、 宅さん、 こっち」 ポスト 編集部を 知る 誰かが 先導して いた。 

完全に 怪物 化した ポクは、 ドアの 中に 入る と 右 奥に 歩いて いく。 そして、 ついに ポスト 編集部に 到着し 
た。 何 だ ガ—ド マンは。 ゥソ ツキめ。 やっぱり ゥソじ ゃない か。 この 出版社は ゥソが 多い。 

何人 かの 犯罪 週刊誌 編集部 員が、 あわてて 人垣を 作った。 


目を そむけるな！ 

こっち は 逮捕まで されて るんだ。 こっち は 命が けなんだ。 おまえら とは、 覚悟の 総量が 違 ぅんだ。 
言論機関 にも ある まじき、 小学館 側の 悪辣な 行為が、 結果 的に 今回の 逮捕を 生んだ んだ。 

ボン ボンの ボン クラ 3 代 目 社長の 枇賢昌 宏は何 考え てんだ。 ボクが ものを 教えて やる。 何が あっても、 
ポクは スジを とおす！ 

目の前に、 デ カい 態度の 男が 出て きた。 こっち が 名のっ ている のに、 名のろぅと もしない ◦後で 知った 
ところに よれば、 副 編集長の 海老 原 高 明だった。 

「小牧 三 平は いるか！」 

「いません」 (チッ 、何 だ やっぱりい ない のか。 運の いい ヤツ だ) 

「じゃあ、 岡 成憲道 編集長は いるか、 五十嵐 光俊 発行 人は いるか。 編集部で、 何ら かのこと を 責任を もっ 
て 答えられる 人間は いないの かッ」 

「今は、 おりません」 慇勤 無礼に 応える 海老 原。 

「かつて、 ボクは 不当な 取材を 受け、^ J ii; 記事を 書かれた。 しかし、 抗議を しても 反論の 場 も 全く 用意し 
なかっ た。 I 方 的に 記事を 書いて、 事実無根が あったと 抗議した 場合に、 反論の ス ぺース さえ 用意し ない 
のが、 週刊 ポストでは 当たり前の やり方な のか！」 

「 …… ム は 今す ぐに 責任を もって お答えで きる 立場では、 ない、 ので。 我々 に対して 質問が あれば、 回答 


する よぅな 形が、 できる かどぅ かを、 聞きます」 海老 原は 言った 
「聞きます 、だって？  上に か」 
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「そうです」 

「じゃあ、 誰が、 いつ、 ポクに 答えて くれ るんだ ッ 。回答で きる かどう か だ、 だと。 そんなの 書き 逃， ナじ 
ゃない か」 

「今そう いう 形で 宅さん からそう いう 申し込みが あれば 承ります が、 じゃあ、 いつ 話す かどう かとい うこ 
とに ついては、 責任者に 言っ て、 回答させる かどう かを 聞きます。 それでい いです か」 

海老 原は もういい か、 用は すんだ か、 とっと と 早く 帰れ、 という 態度 だ。 

「何 だ。 逃げる のか。 ずいぶん、 お 役所 的な 答え 方 じ ゃない か！」 

「だって 普通そう でしよう」 海老 原は シラを 切った。 

「普通 だって？ ポストが ポクに した 取材は 普通だった ってい うの か。 アポ もない。 夜中に 突然 やって来 
た。 勝手に 写真 撮って、 勝手に 載せた。 一 方 的に 書いた。 それに 関して 抗議が あるのに 、一切、 反論の ス 
ぺース も 用意し ない。 どこが 普通なん だ！」 

しかし、 海老 原は まだ、 お 建前を 言っ た。 

「ですから、 それにつ いては、 私が ポストを 代表して 答えられない。 アナ タは 個人で 責任を もって 行動 さ 
れ てるんで しようが、 こちらは 週刊 ポストの 編集部と してやっ ています から、 組織を 代表した 人間が 宅 さ 
ん に対して 答えない と」 

責任者で はない ので 回答で きないが、 承っ ては おく。 回答を する かどう か、 また それが いつになる かも 
答えられない、 と 海老 原は 言う。 

まさに、 お 役所 的 答弁 じ ゃない か。 それとも、 おまえは 政治家 か。 


ボク 個人には、 責任を 持って行 動して るんだろぅ、 と 無礼に も 言ぅ が、 海老 原 や 週刊 ポスト 編集部は、 
責任を もつ て 行動して いないの か。 そんな ことで 記事を 作られたら、 たまつ たもの じ ゃない。 この 男の 言 
つてい る ことは、 会社 組織の 制度 内に 責任を 逃げ隠れさせ ている だけにす ぎない。 だから、 小学館の 社員 
は 無責任なん だ。 

ふと、 上を 見る。 編集部の 天井から 、ポスト 最新 号の 広告が 吊られて いる。 ポクは、 週刊 ポスト 編集部 
を 包囲す る 約 50 人の 報道陣に 言った。 

「ここに ポストの 電車 中吊り 広告が あります 芣倫 暴露 記事の 見出しを 指す)。 不倫を ゴシップ、 スキ ヤン 
ダ ; 1/ として 覗き見 趣味の もとに 報じて いる わけです。 しかし、 ポストの デスク 小 牧三平 自身が 外国人 女性 


と 


すると、 海老 原は、 ごまかす ように 言つ た。 

「い、 いいかげんな ことを 言うな！ この 記事が どれ だけ 公共性が あるか 知つ てるの か！」 

「公共性 だつ て。 何 だ、 アナ タは 責任者 じ ゃな いんだろう」 ポクは 切り返す。 

「責任者 じ ゃなくても 私は ポストの 編集者 だ。 記事の 作り方と か 報道の あり方に ついては、 一般的な 知識 
が あるから 言つ てるんだ。 あんた はた だの、 単なる タレン トだろう が！」 

「ポクは タレン ト じ やない つ」 

「じゃあ 何 だ、 言つ てみ ろつ」 

「ポクは、 おたく 評論家です！」 ポクは 正確に 4 年間 使用して いる 肩書を 名乗つ た。 

「何 だ、 そり や！」 嘲笑す る 海老 原。 
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上 • 怪物は 叫んだ 「小牧 三 平は いるか！」 と 
( 11 月 8 日 放送 「モー ニン グ E  丫  E」) 
下 # お 役所 的に ふんぞりかえる、 
卜 海老 原 副 編集長 (バクシ— シ山下 撮影) 


「失礼 じ やない か =: 何 だ、 そり やっ、 てのは 何 だよ」 

おたく 評論家で も 何でもい い！ チン ピラは 黙っ てろ。 取材を するなら、 勝手にう ちの 会社に 強引に 入 
って 来て 何 だっ。 

海老 原は ポクを 罵倒した。 勝手 だ 強引 だ、 というな 
ら 、ポスト も 同じ だ。 海老 原の 言動に 
は、 取材は 我々 マスコ 
ミに だけ 許される 
もの だとい う、 傲岸 
不遜な 思い上がりし 
かない。 「単なる タレ 
ン ト」 だったら 何も 言 

っち やい けない のか。 

責任者 じ やない、 と 言 
うク セに、 取材 や 報道の 
あり方に ついては 一 般 的な 
知識が あると、 海老 原は 大 
見得を きる。 だっ たら ボク 
が、 「書き 逃げす るの が 週刊 


ポストの やり方 か」 と 言つ た 時に、 
「ポストは 絶対に そんな ことを しな 
い」 と なぜ 反論を しないんだ。 でき 
ないから だろう。 

おまえら、 何が 学習 出版社 だ、 
何が ピツカ ピカの 一年生 だ ツ ！ 


氺 


やり取りして いると、 弁護士の 斎 藤さん 梓 
澤 さん 二人が 飛んで きた。 

マズィ 、という 顔を している。 急いで ポクを 連れ戻しに 来たの だ 
かに 今、 ボク がして いるのは 不法侵入になる のだろう。 玄関先に 行つ ただけ で、 住居 
不法侵入 だと 騒いで る小牧 事件の 場合とは 違う。 

弁護士と いう 職業は、 すでに 起きて しまつた 「悪」 は 弁護で きても、 目の前の 「悪」 は 困る の だ、 という こ 
とは 理解で きた。 両 弁護士には 悪かった が、 しょうがない、 これ も 自分の 選択 だ。 

ところが、 海老 原は® 辣な 小学館 社員ら しく、 弁護士の 青い 顔を 見て、 大会 社を カサに きて 居丈高に、 
梓澤 弁護士にまで 「不法侵入 だ」 などと'  なじり だした の だ。 責任者で もない ク セに。 そして、 さらに、 と 
んで もない ことを 演説し だした。 

「固 人の 取材なら 何を やつても 許される が、 企業の 取材は 配慮され なければ ならない。 我々 も、 踏み込む 
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(叩く) 企業は 選んで、 取材して いる。 無断で わが 社に 入り込む とは どういう こと だ！」 と。 

「単なる タレン ト」 発言と いい 「組織が 個人を 取材す る ことは 自由 だが、 個人は 組織に 文句を 言うな」 とい 
うのが 海老 原、 つまりは 小学館の 考えの よう だ。 こんな 男が、 週刊誌の 副 編集長と して 雑誌を 作り、 しか 
も、 取材 や 報道の あり方に ついて 見識が あると 広言して いるの だ。 スゴ まれる 梓澤 さんを 前に、 ポクは 悔 
しくて たまらな かつた。 

しかし、 弁護士の 深刻な 表情と 「全員、 階下に 降りる ように」 という 強硬な 説得には 、ポク も 従う しかな 
かった。 確かに ポクの 行動は、 弁護士に 対する 裏切り 行為だった のか もしれ ない。 

そして ポクは、 この 日は 小学館を 後に したので ある …… 。 

氺 

すまな かった、 斎 藤さん 梓澤 さん …… 。しかし、 ポクには 他に 方法はなかった …… 。 

その 日の 真夜中に 、ポクは 別れた 二人に 「自分の 行動を 先生方は 関知して おられな かった ことを 確認し 
て おきます」 という 文面の F  A  X を 入れて いる . 。 

ポクは 魔法使い ならぬ、 メディア 使い さ。 ポクの 行動 原理は こうだ。 

いわゆる 報道 被害が メディアの 暴力な の だとしたら、 それに 対する 反撃は メディアの 暴力 性を 最大限に 
逆用した 戦略に 基づかなければ ならない。 攻撃は 最大の 防御で ある (この 過激な 考え方は、 誤解を 覚悟し 
た 上で 今まで ポクが 通して きた やり方 だ)。 

この 方法論が、 この 日 も ポクを 突き動かし ていたの だ。 

ところが、 その後、 驚くべき 「噂」 が 流れて きた。 じつは ポクが 乗り込んだ 時に、 ポスト 編集長 •岡 成憲 


道は 社内に いた、 というの だ。 ポクの 姿を 見て、 逃げ だした というの だ。 そのせ いで、 編集部 内で も 「岡 成 
は 何を 考えて るんだ」 と 非難され ている、 という。 真偽は 確認して いない …… 。 

今 も 想い出す。 この ポクに 向って、 海老 原が 「自分は 小学館に 入社で きたの だ」 と 豪語した ことを。 

每老 原よ、 h 枚よ、 そして 小学館の 全社 員よ。 確かに おまえら は 日本を 代表す る 出版社 •小学館に" 入 
れ た" 男 だ。 

しかし、 ポクの 名は 宅八郎 。その 日本を 代表す る 出版社に タテつ いている 男 だ！ ポクは 個人で、 たっ 
た 一 人で もやっ て やる。 

h 牧が 渡っ た 「三途の川」 を、 いつ、 おまえら が 渡っ たと しても 不思議は ない。 いつ 相 賀昌宏 社長が、 小 
牧と 同じ 運命を 辿っ たと しても 不思議は ない の だ。 

いくら 会社が デ カかろう が、 この 世には、 どこまでも スジを とおす 人 ：  •そして、 今 も— か— はな 
間が I 人い るの だ、 という ことを 知っ ておけ。  f 
この 世の 果てに、 いずれ、 さらなる 陰惨な 地獄 絵図を 見る のは、 お ま'、、 

地獄に 住み、 f^ m' を 食らい、 極限を 生きて いる 人間の 恐ろし さを 見 
せて やる。 ボクは 何度でも 蘇つ てく るだろう。 きさまら に 処罰を 与え 


るた めに。 

人、 われを 怪物と 呼ぶ =: 


(了) 


ゆき ゆきて、 宅八郎 


i 


11/8 スポ ーツ紙 トツプ 5 


(TBS 調べ） （※数値は TBS が 独 目に 算出した ポ イン ト 数) 


1 

宅八郎 r 週刊 ボス ト」 乱入 

73.8 

2 

長 谷 直 美 ヘアの 花道 

61.2 

3 

木 梨 憲武プ □ゴ) レ ファー 目指す 

30.1 

4 

たけし 顔面 麻痺 日記 出版 

27.1 

5 

小 田 茜、 16 歳 バースディ 

25.7 

この 週の テレビ報道 トップ 5 

(T 巳 S ブロー  ド キャスター 調べ） 

1 

横 浜 港 •母子 殺人事件 

6 時間 39 分 40 秒 

2 

皇太子 さま 雅子 さま、 ァフブ へ 

3 時間 52 分 18 秒 

3 

宅八郎 、釈放— 週刊 ボス ト 襲撃 1 時間 14 分 56 秒 

4 

天皇 皇后 両陛下、 乐 都へ 

1 時間 12 分 20 秒 

5 

三 田 寛 子 流産 橋 之 助 悲しみ 

1 時間 06 分 28 秒 

❶日 本の 遁 S が 死んだ 日！ 


日本の 全 週刊誌は 94 年 11 月 7 日に 死んだ！ 日本の 
腰抜け 週刊誌 どもは、 すべて この 日に 終わっ たの だ =: 

11 月 2 日、 ポクは 別件 不当 逮捕され、 4 日に 釈放 さ 
れた 。記者会見を 開いた のは 11 月 7 日の こと。 そして 会 
見 終了後に、 抗議の 意味 も 込めて ポクは 小学館の 週刊 
ポスト 編集部へ 「殴り込み」 直撃 取材した ので ある。 

ポクの 「襲撃 取材」 は、 集まった 約 50 人の 報道陣に さ 
らに 「取材」 された。 そして 反撃 会見の 模様と 「週刊 ボス 
卜 討ち入り 事件」 は、 翌 8 日の 全ス ポ—ツ 紙で 報じられ、 
朝からの 全 ワイド シヨ— で 放送され た。 

新聞 メディアでは、 報知、 サンスポ、 夕刊 フジ、 デイ 
リ I スポ I ツ 、東京 ス ポ—ツ 、卜— チュウ、 スポニ チ、 
日刊 スポ ーツ …… と、 ほぼ 全紙での 扱い。 放送 メディア 
では 民放 ネット •キ —4 局。 これらの 取り上げ 方が いか 


にスゴ かった かは 二つの 表を 見れば わかる だろぅ。 

しかし、 なぜか 週刊誌では まった くこの 事件は 報道 さ 
れ なかっ たので ある。 

当の 週刊 ポストは もちろん のこと、 週刊 朝日で も 週刊 
文 春で も 週刊 現代で も I 切 触れられて いない。 週刊 宝 
石、 週刊 新潮、 サン デー 毎日、 週刊 プレィ ボーィ 、アサ 
ヒ 芸能、 週刊 大衆、 週刊 実話 …… また、 フラィ デ—、 フ 
ォー カス、 フラッシュと いった 写真週刊誌で も、 微笑、 
女性 自身、 女性 セブン、 週刊 女性な ど 女性 週刊誌で も、 
どこに も 書かれて いない。 

これ だけ ある、 どの 雑誌を 見ても 「小学館 ポスト 事件」 
は I 切、 たったの 1 文字 も 取り上げられて いないの であ 
る。 『SPA!』 以外では。 全 テレビ局、 全スポ —ツ紙 
で 大きく 取り上げられた 事件が 週刊誌では、 完全 黙殺 さ 
れ たの だ (また、 その後、 月刊誌を 含めても)。 

こんな 例は この 国に おいて、 初めての ことで ある。 こ 
の 件が たんに 「ポクの 自意識 過剰」 でない ことは、 こうし 
て デ— 夕を 見れば 一目瞭然だろう。 

「驭り 上げる に 値しない から、 掲載し なかつ た」 という 


言い訳 も 予想され るが、 そんな 「まつた く 取り上げ るに 
値しない 事件」 は 放送 •新聞 だつ て 取り上げ やしないよ 
(笑い)。 他 メディアで 大きく 扱われた から 公的な 事実に 
なつた ともい える。 それを 後追い 取材して、 より 深く 追 
及して いくのが 週刊誌の 唱える お 題目なん だろ。 

逆なら、 わかる の だ。 テレビで 報じられない ことを 週 
刊 誌が 掲載す るの なら。 テレビの ほうが 幅は せまいは ず 
だから。 たとえば 天皇、 部落 差別、 創価学会、 佐 川 I 
政、 ジャ ニ— ズ 事務所な ど …… 。テレビでは 困難な こと 
も 週刊誌は 何でも やる もんだ、 と 思われて きた。 

しかし 今回の 報道を 見れば、 これは もう、 暗黙の 規制 
が 働いた と 解釈す るより ない。 何ら かの 自主規制が あつ 
たと しか 思えない。 そう、 週刊誌が 扱えない 最後に して 
唯 | の タブー、 それは ポク。 宅八郎 だ！ 

ポクが 道交法で 逮捕されたら、 こ こぞと ばかりに 群が 
つてき て 「当て逃げ」 と 騒ぎ立て、 いざ ポクが 反撃 反論 
して 「宅 八郎 V  S 小学館」 という 図式が 見え だした 瞬間 
に、 素知らぬ顔 をした マスコミ も 多 かつた。 

小学館の 形勢 不利を 見て、 同業者 ポストと 自分ら と 


の 「差異」 を 発見で きなかった 各 週刊誌の 腰が サーッ と 
引けて しまつた の だ。 

まさに 腰抜けと はこの こと だ (嘲笑)。 

何とか 言えん のか、 週刊誌 さんよ。 全 週刊誌 編集長に 
告ぐ 。あんたら、 キン タマ あるの か！ 

この 腰抜け どもめ！ タブ— を 破つ たのは 『s  p  A  !』 
だけ じ やない か"： (『週刊 SPA  !』 94 年 12 月 7 日 号では 
「宅 八郎は なぜ 不当 逮捕された か !? 」 といぅ 6 ベ— ジ大 
特集が 掲載され た) 

週刊誌 だけ じ やない。 今回の 事件を 報道した メディア 
の 中に も、 小学館を 「某 出版社」、 週刊 ポストを 「某 週刊 
誌」 と 実名を 記さな かつた 新聞 も あつた (日刊 ス ポ—ツ 
など)。 

対立す る 一方の 当事者が、 同業者 だから だ。 犯罪 報 
道では、 容疑者 段階で 犯人 扱いし、 被害者の 実名 やプ 
ライ バシ— さえ 慕き 出す マスコミが、 こうして マスコミ 
同業者には 配慮す るので ある。 

弱い者 いじめと どこが 違 うんだ。 同業者には 手心を 加 
える のが マスコミの 正体 か。 個人は 攻撃しても 組織は 咬 


撃 しないの が おまえら の やり方 か。 おまえら、 よくも 言 
論 だの ジャ —ナ リズム だのと 言っ てられるな あ。 

これは、 週刊 ポスト 副 編集長 •海老 原 高 明の 「われ わ 
れは 個人は ともかく、 企業の 取材には 配慮して いる」 と 
いう トン デモ ナイ 発言と | 致す る。 

バカ 言っ てんじ ゃない よ。 逆 だろ。 個人 こそが 尊重 さ 
れ なくっ て、 何 だ。 その 「配慮」 をされ ずに、 ひどい 取材 
を 受けた のが ポクなん だ。 

ポクの 記者会見と 同じ 11 月 7 日は、 筒井 康隆 とてん 
かん 協会の 和解 記者会見 も 行われて いる。 この ことは 確 
かに、 活字 メディアで も 報道され ている。 つまり、 マス 
コ ミは 自らの 立場 •責任を 問われない 場合には、 「言論 
問題」 を、 さも 重要に 取り上げ るの だ。 

そして、 ポクが マスコミ 内では タブー として 「黙殺 無 
視」 される 情況を 客観的に 見れば、 これは まさに 「いじ 
め」 じ ゃない か、 と 思える。 ポクが 逮捕された 時の 報道 
もそう だっ た。 他人が よっ てた かって イジ メられ ている 
のに、 それを 黙殺 無視し ようとす る 周辺に、 さらに 陰湿 
な 「いじめの 構造」 が 見える。 コアになる 「被害者と 加害 


者」 がいて、 便乗す る 人間が いて、 その 回りに 見て 見ぬ 
フリ をし よぅとす る 疑似 加害者が いる。 これ こそ、 いじ 
めの 多層 構造で ぁる。 何 層 かの 構造を 含めて 全部が、 い 
じめ になつ ている の だ。 

誰から ともなく、 I 人の 人間が いじめられた (報道 さ 
れ た) 時には 寄っ てた かって いじめに 走って (見て 見ぬ フ 
リも 含む)、 過剰に なって いく。 そして、 いじめが 問題 
化した 時 (自殺で も復 響で もい いが) には、 多重 構造に 
隠れて、 結局 誰も 責任を 取らない (生徒 も 学校 側 も)。 

マスコミは 「われわれは、 読者 •視聴者が 喜んでい る 
ものを 提供して いる だけ だ」 などと 自己 正当化 & 責任 転 
嫁す るが、 読者 •視聴者は 「たまたま、 テレビで 見たり、 
本に 載つ ている から 見て みた だけで、 別に 望んだ わけ じ 
やまいよ」 と言うだろう。 言つ て みれば、 転嫁した 責任 


は どこに も 引き受け 手が いない ことにな ろぅ。 読者 •視 
聴 者に 報道 責任を 押しつけるな よな。 

追及すべき 責任の 所在が きわめて 不明な ところ も 含め 
て、 マスコミの 体質 そのものが、 「いじめ 体質」 なの だ。 

(『sp  A 1 95 年 1 月 18 日 号 「週刊 宅 八郎」 (仮題) に 加 
筆 訂正) 


•『週刊5卩<!』 94 年 12 月 28 日号 

12 月 7 日 号の 特集に 続いて、 宅の 新 連載が 開始され たこの 号は 何と、 
手錠 •腰縄を かけられた、 宅 八郎の 連行 写真が 表紙に なつて いる 
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松 本 結 花 レ^^夕 - 宅さん は、 いつ 頃から こちらの マン 

シ ヨンに？ 

大家— 2 年 前。 

松 本 結 花— 2 年 前から。 どうです か、 特に 当て 兆」， ずと い 


うことは、 気づい てらつ しやい ました か？ 

大家— 私、 あとで 聞い たんです けれどね。 お 家賃を 4 力 
月 入れて な いんです よ。 それでね、 催促 すれば 入れる 人 
なんです けれどね、 ル— ズ でしょう、 あの人は。 だけど 
4 力 月 も 溜められる とうち もた まらない から、 不動産屋 
さんに 泣きつ いたりなん かして、 いろいろ やって、 27 日 
の 日に やっと 入れて もらっ たんです けどね。 

大家— あの人の ところに 小包が 来ても、 取りに 来な いん 
です よ。 1 週間 も 2 週間 も。 それで ドアのと ころへ、 荷 
物 預かっ てます って。 ポスト 見な いんだから、 あの人 
は。 § 

大家— 警察官は、 大家さんは、 彼が いる 時に 鍵を 開けて 
入っ ていっ て、 家賃を 催促しても いいです よって おっし 
やった の。 それで 私が 入って 行っ たら、 私の こと 訴える 


って 言う から、 逆 だっ て 言っ たの。 

松 本 結 花— 宅 容疑者が？ 

大家— うん。 私が あんた を 訴えて やりたい。 家賃を 4 力 
月 も 溜めと いて、 そこら へんへ 迷惑 かけ っぱなしで、 何 
を 言う かって 言っ たの。 この 年に なって、 世の中に はい 
ろい ろな 人間が いるな と 思っ てね。 (略) 

_  STUDIO  _ 

松 本 結 花— | 言言っ たら、 出る わ、 出る わ。 本当に、 こ 
んな ことまで お話しして くださつ ていいんだろう かとい 
うことまで 話して くださいました けれども、 (略) 家の 中 
に 行っても、 部屋の 中は 洗濯物が 散乱して いて、 どこに 

寝る のか しらっ て おっし やって いたんで すね。 

生 島 ヒロシ— 足の 踏み場 もない ほど？ 

松 本 結 花— そうです ね。 水道料金の 督促状と かも 郵便 ポ 
ストの 中に、 こんなに ごつ そり 入つ ていたんで すよ、 で 
すと か。 本当に 芸能人の 方って、 こんなに ル— ズ なんで 
すかつ て、 私に 聞かれまして。 

生 島 ヒロシー 宅さん I 人を 見て、 全部 決めて もら つても、 


ちよつ と 困つ てし まいます けれども。 

松 本 結 花— ええ。 でもそう いうの も あつたの かも 知れな 
いです けれども。 (略) 

生 島 ヒロシ— しかし 何となく、 (宅の) 口調と か 聞いて い 
ると、 おとなし そうな 感じなん です けれども。 でも 心理 
学者の 富 田 先生です けれども。 富 田 先生、 そういう おた 
くで、 こういう 行動に 出る というのは、 どういう ふうに 
分析す るんで すか。 

富 田隆— う— ん 、僕 も あの人、 何回 か 番組に ご I 緒した 
ことがあ るんで すけれ ども、 普通です よね、 番組なん か 
で 話して いるぶ ん には。 その 辺が、 こういう ことにな つ 
ち やうと いうのは、 どこかで 思い込みを 溜め込み やすい 
という か。 深く 考えれば 考える 方向が なんかち よつ と 違 
うかな という 方向に 行つ ち やうん じ やない かなと。 

生 島 ヒロシー 被害妄想 とか？ 

富田隆 —(苦笑) …… そこまでは、 言いません けれども 
ね。 だけど も、 そういう 思い込みに なりやす いような と 
ころが あるから、 本当は 周りに そういうのを ちよつ とた 
しなめ て くれる 人が いると いいのに なと 思います ね。 


isi 


生 島 ヒロシー でも 本当です ね。 物事を どんどん 悪く 悪く 

とつて。 

富 田隆— そうそう。 それで 相手との 関係 もどん どん 悪く 
なつて いく。 保険に もちゃん と 入つ て、 ち ゃん とやら な 
ければ。 

松 本 結 花— 本当です よね。 修理には 出さな かつたら しい 
です よ。 

生 島 ヒロシ— あ つらら—。 けつこう、 見栄 張る とこ も あ 
るんで すかね。 

松 本 結 花— 運転技術 がもう 少し 達者だった ら 良かった の 
かもしれ ないです けれどもね。 

生 島 ヒロシ— けっこう、 下手そう だものね。 と言う こと 
で ございました。 

_ I-D OINT  _ 

事件を 宅の 人間性と 結びつけよう とする 問題点の すり 
替え (大家の コメント)、 レポ— 夕—  •司会者の 恥知らず 
な 誘導、 無責任に 加担す る n メンテー ター 発言な ど、 犯 
罪 的 ワイド シヨ— の 悪質な 報道 テクニックの すべてが こ 


j にある。 


山形 美 房 レポ I 夕 — たつて、 自分が ぶつけて、 そんな 

言い草と いうのは。 


被害者— そぅなんです。 (略) 

山形 美 房— これまでに 事故に あぅ 前に、 彼の 奇行と 言い 
ます か、 彼が 反対側の マンションに 住んで いたわけ です 
けれども、 (略) ずいぶん 怖い 目を されました よね。 


被害者— 本当に I 生 分の 怖 さを 味わつ たような 気がし ま 
す。 悔しさと 怖 さの すべて。 だからち やん と 生活して い 
て も、 そういう 災難と いうのは、 どこから 来る か 分から 
ない つて。 本当に 何時間 前では、 明日、 市 原の ほうに 行 
くのに 楽しみにして いたら、 そうしたら そういう ことが 
起きて いたので、 次の 日の 市 原 行く のを 中止して、 それ 
で 夜中ず つと 待つ て、 そういう こと だつ たので。 本当に 
人生つ て わからな いなと 思います。 

山形 1 房— でもよ く あきらめないで、 ここまで 頑張ら 
れ ましたね。 

被害者— そうです ね。 体力が あつたから じ やないで すか。 
そうだと 思います。 

IT3 0INT 

前日の 深夜に 行われた 弁護団の 記者会見に、 TBS 
は 取材に も 来て いない。 つまり、 被害者と される 女性の 
言い分 だけを 大きく 扱つ たわけ だ。 しかも、 女性に 相植 
をう つて、 明らかに 加担しながら 紹介す る レポ ー タ ー 
は、 視聴者に 大きな 予断を 与えて しまつて いる。 それに 

is s IBBIL 


しても、 市 原つ ていつ たい 何 だ？ (笑い) 


STUDIO 


岸 部 四郎— 私は 日本 テレビの 地下の 駐車場で、 この間、 
コツン と 当てた だけで も、 その 方が わからない から、 30 
何分 そこで 待つ て、 責任を 感じて、 その 方が いらつ しゃ 
るまで、 私が やりました と。 そうする のが 正直な 人間 
でしよ  >つ。 

三 笑 亭夢丸 レ f 夕 —— 私 もそう 思います。 

米 森 麻 美 アナ ウン サ —— それが 本当の 誠意と いう もので 
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すよ ね。 

三 笑 亭夢丸 — どうも、 不思議な 事件です よね。 

米 森 麻 美— 私 も 宅さん と I 緒に 番組を やって いたんです 
けれども、 その 頃から しよ つち ゅう 車を ぶつける つて 言 
つてい たんです よ。 でも 交通事故 だけは、 本当に 気を つ 
けて ください ねつて 話して いた ことがあつ たんです けれ 
どもね。 

三 笑亭夢 丸— 恐ろしいで すね。 

米 森 麻 美— 運転は あまり 上手 じ やない つて 言つ てい まし 
たよ、 本人が。 

岸 部 四郎— 運転し ないほうが いい かもしれ ない。 

二 1 笑 亭夢 丸— 逃げた って 済む 問題 じ やない のにね。 

S-ZH 

本当の 誠意と いう ものを わかつ ていない 報道 例 (笑 
い)。 宅の 運転が 下手 だと 予断に 満ちて 決めつ けて いる。 
一緒に 番組を やつて いた 人間に 対する 誠意は？ 


STUDIO 


福 岡 翼— 交通事故、 当て逃げ をして、 その 被害者の ほう 
に 弁償金 も 払わな かつた という ことで、 そちらの ほうか 
ら 訴えられた わけです。 

さて そのこと が 本当の 筋な のか、 あるいは 宅さん が 今 
まで いろいろ、 ある 週刊誌の 記者の ほうに 抗議を 続けて 
いる。 そのことの ほうが、 本当の 問題では ない のか、 い 
ろい ろ 取り沙汰され ており ますが、 支援者の ほうは、 不 
当 逮捕と いう ふうに 怒つ ている ようで ございます。 さ 
て、 どういう 展開になります か。 気になる ところです。 


itj oint 

この 時点では、 まだ ハツ キリして いない ことを 並列に 
情報と して 紹介して いる。 視聴者に 予断を 与えない よう 
配慮され た 報道と もい える。 当たり前 か (笑い)。 


STUDIO 


伊藤 聡子 アナ ウン サ —I はい。 今日の コ メンテ— 夕 —は吉 
永 みち子さん にお 越しいた だいて いますが。 おはよう ご 
ざいます。 (略) どうです か。 これは。 

吉永 みち子— まあ、 普通、 この 程度の ことで 逮捕と いう 


ような ことは あり 得な いんだと 思 うんです けれども。 や 
はり 最初の ちょつ とした、 きちんと うまく 話し合つ てう 
まくやれば 良 かつた のに、 それが もう どんどん 感情的に 
もうまく 行か なくなつ て、 これは けつこう 警察 も 感情的 
になつ てし まいます よね。 こんなに 何回も 何回も 呼び出 
しても。 でもそう いう 人は 悪質 だと 思われる わけで。 

でも 宅八郎 だと、 普通の 感じが しちゃ うんです ね。 他 
の 人 だつ たら、 こんな ことを と 思う けれども。 やり そ 
-つ だな という 感じが して。 

ITI OINT 

宅バッ シングに 拍車を かけた コ メンテー ター 発言 例。 
ここには、 宅の 人間性は 奇怪 だから 逮捕されても かまわ 
ない、 という 論理し かない。 これが 大宅賞 作家？ 


STUDIO 


伊藤 聡子 アナ ウン サ—— 一貫して 不当 逮捕と いぅ ことを、 
この 人は おつし やつて います けれども。 

牧義 行— 恐らく、 この 当て逃げの ことで 逮捕されたん だ 
けれども、 実際の 調べは 別の、 たとえば 住居 侵入 か 何 か 
で、 要するに 調べを す るんだ ろぅと。 そのための 別件 逮 
捕 だと 言つ てい るんで すけれ ども、 恐らくは 警察は、 そ 
んな ことは しないで しようから。 

それで この 当て逃げ、 当て逃げと 言つ ています けれど 
も、 要するに これは 事故 不 申告と 言って、 立派な 犯罪 


で、 一番 重い のは 懲役 3 力 月と いう ことになります の 
で。 これは もう 任意出頭に 応じない、 何回も 応じない と 
いう ことで あれば、 これは もう それ 自体で 逮捕されても 
やむ を 得ない という ことで しようね。 

IT3 0INT  I 

「疑わしき は 罰せよ？」 弁護士とは 思えない 発言で 警察 
の 肩を持ち、 宅を おとしめ る 発言。 こうして、 宅は とて 
も ひどい 人間 だ、 と 演出され ていく。 


_  STUDIO 

岸 部 四郎— だいたい、 我々 も 取材して いるんで すけれ ど 
も、 宅八郎 さんと いうのは、 I 体 何なん だろう なと いう 
気がす るんで すけれ ども。 

城下 尊 之 レポ— 夕—— おたく 評論家で、 いろいろ 取材され 
たという ことで。 

岸 部 四 郎—お たく 評論家と いうのは、 何の 評論を す るん 
です か。 

城下 尊 之— まあ、 おたく 関係の ことを。 ちょつ と 待つ 
てくだ さい、 これを ちょつ と 見て いただけます か。 代々 
木 警察署で 事故が あつて、 そのこと で 逮捕され たという 
ことです けれども、 宅さん の 主張と しまして は、 小平署 
の 問題が 端を 発して いるので はない かとい うこと で。 

岸 部 四郎— 本人は 車の ことでは ない と 思つ ていたと。 

城下 尊 之— ええ。 本人は この 影響が あつて、 逮捕と いう 
ことにな つち やつたん だとい う ふうに 主張して いる わけ 
です。 ですから その 辺を 明らかにして いきたい という こ 
とです けれども。 でも それ 以上に ポストとの トラブル 
は、 これから も 続けて 行く と。 (略) 

1 银昏 


岸 部 四郎— どういう 展開に な るんで しよう かね 
城下 尊 之— 合法的に どうや るんで しよう か。 

_  SINT 

宅の 記者会見 + 小学館 討ち入りの 後、 紋切り型 報道 
がで きずに 困惑して いる ワイド シヨ— の 姿勢が 現れて い 
る。 まあ、 おたく 関係の ことを、 ちよつ と (笑い)。 


STUDIO 


山形 美 M レポー タ —— 宅さん はあくまで も、 週刊 ポストに 
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抗議 するとい うこと で、 何です か、 僕の 気持ちに 時効は 
ない と。 

いつまでも、 向こうが 真摯な 対応を する まで、 その 態度 
を 続ける と。 

渡 部 真理 アナ ウン サ ！ ポスト 側と しては、 じゃあ どうす 
れば 、宅さん は 気が済む という か。 

山形 美 房— そうです ね。 10 分ぐ らいの やりとりが あった 
んで すが、 言い分が 事実 だったら 対応す ると、 ポスト も 
言いました。 そこで 今後の 対応と、 それから 昨夜の 宅 さ 
んの 行動に ついても、 あらためて 検討を しようと いう こ 
とでした。 

渡 部 真理— それで 当て逃げ じ ゃな いんです けれども、 そ 
の 当てられた 奥さんの 事故の ほうとい うのは、 大丈夫な 
んで すか。 

山形 美 房— あれは 9 万 300  0円 はま だ 弁償は 済んで い 
な いんです が、 それは 早い うちに 弁償す る 意思が ある 
と、 会見では つきり おつし やつて いました。 

渡 部 真理— でも 宅さん が、 殴り込み つて 似合わない 感じ 
がす るんで すよ ね。 


山 本文 郎— 表現は そぅでし よぅね。 今回は、 一方的に 宅 
さんの ほうの 行動を 取材して、 ご 紹介した わけです けれ 
ども、 両者の 言い分、 はつき りと 比べる 必要が あるん じ 
やないで しよう か。 

■D 01 NT 


初期 報道から I 転して、 両者の 言い分を 報道して い 
く 必要が ある、 とは 確かに 正論。 しかし、 同 番組の I 方 
的だった 初期 報道 ( 11 月 3 日) も 反省して ほしい。 


STUDIO  _ 

亀 和 田武— ただ、 これは 決して 宅さん の ほうの 味方を す 
る わけでは な いんです けれども、 やはり 宅さん の 側の 言 
い 分に 対しての、 週刊 ポストの 対応と いうのは、 ちょつ 
と いかにも お 役所 仕事 的な、 そんな 感じが ちょつ と 僕 も 
したんです けれどもね。 

宮崎総 子— 宅さん は、 なんか 行つ てホッ としたよ うな 表 
情 も 感じられ ましたね。 

亀 和 田武— うん。 胸の つかえが とれた という 感じが あり 
ましたね。 

宮崎総 子— 昨日の 宅さん は、 大変 ハイ テンションでした 
けれどもね。 

(CM  へ) 

亀 和 田武— さっき、 僕 も、 週刊 ポストの 編集部 側の 対応 


に対して、 ちよっ とお 役所 的なん じ ゃない かななん てい 
う ふうに 言っ てみ たんです けれども。 これは やっぱり、 
直接の 担当者が 不在 だと、 正確な 答えが できな いのも、 
これは ちよっ としよう がない かなと いう 感じが します か 
らね 。ただ、 だから、 宅さん の 側 だけではなくて、 週刊 
ポストの 側の、 直接の 担当者の 言い分と いうの も、 聞い 
てみたい 気 もします。 

S-ZH  _ 

司会者 •亀 和 田 発言は 正論。 しかし、 前言 訂正に 関し 
ては、 まるで CM の 間に 小学館から ク レ— ムでも 入っ た 
のか、 という 疑問を 強く 感じる タイミング だっ た。 ま 
た、 リッパな 言論機関 である、 小学館 側の 言い分は 17 
2 ぺ—ジ に 記されて いる。 


生 島 ヒロシー おはよう ナイス デイ、 すかつ と 爽やかに お 
送りしたい ところで ございます が、 なんと、 またまた 宅 
八郎 さん。 


大林典 子 アナ ウン サ —— お騒がせ。 

生 島 ヒロシー ええ。 当て逃げ 逮捕を 不当 逮捕と 言って、 

なんか わめいて。 

大林典 子— そうそう。 釈放は されたん です けれどもね。 

生 島 ヒロシー 昨日、 またなん か 出版社の ほうに。 

大林典 子— はい。 深夜に 駆け込んだ という ことで。 どう 


なって いるんで しょう か。 

生 島 ヒロシ— ちょっ と 興味が あるか どうか わかりません 
けれども、 ご覧いた だきたい と 思います 。どうぞ。 

(略、 VTR  へ)) 

生 島 ヒロシー 宅八郎 さん 流に 言えば、 目には 目を という 
ゲリラ 活動なん です けれども、 僕は 大変 気になっ ている 
んで すが、 当て逃げを された 女性が いて、 その 方に も 
きちんとした 対応を していな いと。 

大林典 子— お詫びを 入れる とか。 

生 島 ヒロシ— その 辺の ほうが、 かえって 気になって しま 
うんです けれどもね。 さて、 今朝の ゲスト コ メンテ— 夕 
I は、 内海 好 江 師匠です。 

大林典 子— はい、 おはよう ございます。 

内海 好 江— おはよう ございます。 (略) 

生 島 ヒロシー 師匠。 しょっぱ なは 宅八郎 さんでした けれ 
どち。 

内海 好 江— 知らない、 私、 この 人。 

生 島 ヒロシ— 女性から 見る と、 どうです かね。 

内海 好 >1 — なんか、 よく わかりません けれどもね。 どう 
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いう ことを なすつ ている 方 か 知りません けれども。 

生 島 ヒロシ— おたく 評論家。 

内海 好 江— なんです か。 おたく 評論家つ て。 

生 島 ヒロシー いろんな 物に 関して、 徹底的に つきつめて 
いくと。 

大林典 子— すごく こだわる タイプの。 

内海 好 江— だから、 こだわつ てこう いう こと やつて いる 
わけ？ だけど、 自分が 悪い ところは 悪い って 詫びて、 
そしてき ちんと すると ころは しなく ち やい けな いんじ や 
ないです か。 今の。 

生 島 ヒロシ 共感を 呼ばな いんじ やない かと。 

内海 好 江— 呼ばないで すね。 ぁまり 見た くは ない わね。 

ITJ OINT 

極めて 悪質な 生 島 ヒロシの 発言。 小学館 事件から 目 
を そらさせ、 別件の 交通事故に 視聴者を 誘導し ようとし 
ている。 また、 フジテレビの 取材班 も 出席した 記者会見 
で、 すでに、 当て逃げ でない ことは 証明され た。 その 
際、 会見の 冒頭で 「納得い かなければ、 この 場で 質問し 

—  Bui 


て くれれば、 全部 説明す る ◦それでも 『当て逃げ』 といぅ 
言葉を 使ぅ のなら'  極めて 挑戦 的で あると みなし、 訴訟 
を 含めた 手続きを 取る 用意が ある」 と 弁護団が 言つ てい 
る。 しかし それでも、 あくまで 「当て逃げ」 の 言葉を 使う 
生 島には 何ら かの 考えが あるに 違いない。 近いうちに 直 
接、 お 話を うかがいに 行く ことになるだろう。 


VT 3J 


荒木 茂彦 レポー タ —— 宅さん、 たくさんの マスコミを 引き 
連れて、 結果 的に …… 。 
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宅 八郎— いや、 引き連れ たわけ じ やないで すよ、 みなさ 
んが ついて 入られて 来た だけです。 

荒木 茂彦— 今日の 会見の 続きで、 こういう ふうに される 
と、 何 か 一つの パフ ォー マンスの ような 気がす るんで 
すけれ ども、 その 点は どうです か。 会見の 続きで ね。 

宅 八郎— パフ ォー マンスと 言えば、 僕は 人生 そのもの、 
朝起きてから 夜 寝る まで、 すべてが パフ ォ— マンス だと 
考えて おります ので、 それに 対しては、 どこから どこ ま 
でが パフ ォー マンス か、 ちよつ とわ かりません。 

荒木 茂彦— 懸念す るのは、 会見 自体が、 要するに バフ ォ 
I マンスの 引き続きの ような 気がす るんで すけれ ども。 

STUDIO 

川 野太 郎— う— ん 。なんか 思わぬ 方向へ 発展して いっ 

て。 (略) 

眞木 準— なかなか 怪しい キヤ ラ クター というのは 面白い 
んで すけれ どもね。 宅さん、 もうこの 話は 「たくさん」 
だとい う (笑い)。 朝の 話題と しても。 なんだか 不思議な 
話に 発展 しちやい ます けれどもね。 (略) 


荒木 茂彦— 今回、 僕が 思っ たんです けれども、 要するに 
記者会見 中 も、 2 台の テレビカメラが、 ビデオが、 報道 
陣の ほうに 向かって 回っ ている わけなん です。 

伊藤 聡子 アナ ウン サ —— ありまし たね。 あれは 私は 何 だろ 
うと 思っ ていたんで すけれ ども。 

荒木 茂彦— 要するに、 我々 を、 誰が 何を 言う かとい うこ 
とを、 資料 映像に しようと いう ことなんで すが。 あまり 
普段そう いう 記者会見で、 向こう側から 撮られる という 
ことが なかつ たので、 ちよつ とした 恐怖 感 と言うんで 
すか、 彼が 持っ ている 「業界 恐怖 新聞」 というの が ある 
んで すが、 その 中の また ネタ にされ るん じ やない かとい 
うこと で、 発言を 控えた 記者の 方 もいた ようです。 

伊藤 聡 子— プ レッ シャ— を 与えた という ことなん でしよ 
うか。 宅さん の 場合が、 このね ち こい 性格と いうの が、 
ウリ になっ ている とは 思 うんです けれども。 眞 木さん、 
いかがで すか。 

眞木 準— いや、 ご 本人 も、 最後の お 話、 荒木さん の ィン 
タビユ I で 言っ ていました けれども、 ドラゴンクエスト 
みたい な、 ロー ル プレィン グ ゲ—厶 と言うんで すかね。 


あれを 自分で 演じて いるよぅ な 感覚を お持ち なんじ やな 
いです かね。 マジックハンドを 持つ て 攻撃し に 行く と 
か。 ある 種、 バフ ォ— マンスと いぅ 感じです ね。 

_ I-0 OINT 

パフ オー マンスと いう 言葉を ネガ テ イブに とらえて、 


非難す る 姿勢が 見え 見え。 「朝の 話題と しても、 もうた 
くさんだ」 いいかげん にして くれ、 というが、 朝の 話題 
にして いるのは 誰なん だ。 しかし、 レポ— 夕— 荒木は 
「報じる 側 •報じられる 側」 という 問題を 考えた 時に、 か 
なり 本質的な ことを 言つ ている。 毎日、 人に 恐怖 感を与 
えてい るのは アナ タ たちだ。 
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11 月 7 日、 宅 八郎は 小学館に 討ち入りを 敢行、 あら 
ためて 『週刊 ポスト』 における 報道の 問題を 突きつ けて い 
る。 それに も かかわらず 現在まで、 小学館は 何の 回答 も 
せず、 全く とりあおうと もしない。 『週刊 ポスト』、 小学 
館は この間、 いつたい どのような 対応を したの か？ そ 
の 対応と も 呼べない 対応を 細かく 検証し、 学習 出版社と 
いう 仮面に 隠された 暗黒の 部分を 明らかにしたい。 

* 

まず、 宅 八郎が 不当 取材を された 92 年 も 週刊 ポスト 編 
集 長だった、 岡 成憲道 氏に 電話。 

—— 宅 八郎が 編集部に 殴り込み をした 件に ついて お 話を 
聞かせて ください。 

「ああ、 それは もう ノー コメント だから」 

—— テレビで も、 小学館は 犯罪 出版社 だ、 という 宅の 言 


葉が 流されて ますけ ど。 

「もう ほんと に 全部 ノー コメント」 

—— あの 時 対応され た 海老 原さん が、 自分は 責任者では 
ないから、 と言われ てます けど、 編集部と しての 見解は 
どうなん です か？ 

「それ もノー コメントで すから」 

—— 宅 八郎の 無断 侵入には 何 か 対応され ます か？ 
「みんな ノー コメントです」 

—— 宅 八郎が 海老 原さん に、 ポストの 取材 方針に 関する 
質問を 託して ゆきました が、 それに も 答えず、 逃げる つ 
もりなん です か？ 

「逃げは しないよ。 回答す る 用意は ある」 

—— では その 御 回答は どのような ものになります か？ 
「それは ノー コメント」 


—— 編集長さん といえば、 雑誌の 最高 責任者で いらつ し 
やい ますよ ね。 

「そうです よ」 

—— その 最高 責任者の お 方で も お答えいた だけな いんで 
すか。 

「もう ポスト だけの 問題 じ やない から」 

—— それは 小学館、 社の 問題に なつて いると 考えて よろ 
しいんで すか？ 

「そうそう」 

—— すると 会社の ほうと 協議して、 宅 八郎に 回答す ると 
いう ことです ね？ 

「はいはい。 もう ほんと にこれ 以上は ノ  — コメントなん 
で」 

あくまでも 逃げ腰、 知らぬ 存ぜ ぬの 岡 成 氏に 呆れ 果 
て、 次は 海老 原 氏に 直接 聞いて みる。 

—— 承つ ていた だいた 宅 八郎の 質問は どうされ ました 
か？ 

「上に 話は しました よ」 

—— その 結果、 回答は どうな りました か？ 


「だから 俺は 責任者 じ ゃない から。 雑誌を 代表で きる 立 
場 じ やな いんだ もの」 

—— 宅が、 ポストは こんな ひどい 取材を やつて いるの か 
と 言つ たと き、 なぜ 反論され なかつ たんです か？ 

「自分が 担当した 記事なら ね、 責任 も 持てる けど さ。 小 
牧の やり方は よく わからない からね。 セクション がぜん 
ぜん 違う し」 

海老 原 氏は、 正論では あるの かもしれ ない が あまりに 
も 誠意の ない 返事を して くれた。 こう なれば 小学館と い 
う 会社と しての 見解を 伺う しかない。 番号 案内を 調べ、 
総務部に。 

—— 社と しての 見解を お聞きした いんです が、 こちらで 
よろしいで すか？ 

「編集部に 聞いて ください」 

—— いや、 もう 岡 成 編集長 さんとは お話しし まして、 こ 
とは 社の 問題に なつて いると 言われました ので。 

「そういうの ならね、 編集 総務と いうの が あるから、 そ 
こで 聞いて ください。 ここは 建物と かの 管理を する 部署 
だから」 
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—— それなら、 先日の 宅 八郎の 無断 侵入を 問題に される 
お考えは あります か？ 

「その 予定は ないです。 考えて ません」 

編集 総務 か。 また、 実の ない 話を される の も 嫌 だ。 社 
を 代表して いるのは 社長だろう。 社長室の ような ものは 
ない のだろう か。 代表番 号に かけて みると、 受付ら しい 
女性が 出る。 

—— 宅八郎 問題に ついて、 社と しての 見解を お聞きした 
いんです が、 社長室の ような ものは あります か？ 
r 少 々お待ちく ださい」 

「もしもし こちら 総務です が」 

さつき 話した 人が 出る。 なんて こと だ、 これ じ やたら 
い 回し じ やない か。 

—— いや、 社長室の ような ものが あつたら と 思いまして。 
「だから、 編集 総務に 聞いて ください」 

まつた く、 こうな り やもう 編集 総務に 聞く しかない。 
—— 宅八郎 問題に ついての 社と しての 見解は こちらで 聞 
いて くれ、 と言われたん です が。 

「べつにありません。 お答えし ません」 


— いや、 伺 か 社と しても お考えは な いんです か。 テ レ 
ビでも 犯罪 出版社と か 言われて るんで すから。 
「本当にないです。 だから お答えで きません」 

—— 宅 八郎は 報道陣の 前で、 御社に 問題を 突きつ けた わ 
けです が、 それに 対しての 御 回答は？ 

「だから そんな ものは ないです」 

—— ない、 とおつ しやる のは、 回答し ない、 という こと 
て 力？ 

「そうです」 

—— 回答を 宅八郎 側が 要求し 続けても、 永久に 回答し な 
いか もしれ ない という ことです か？ 

「そうです」 

— 編集部に 聞いたら 社の 問題 だと 言う。 社の 意見を 伺 
いたくて こちらに 聞けば 回答して くださらない。 いつた 
いと - j に 聞けば よろし いんで しょうか？ 

「知りません」 

— どなた か 社を 代表して お答えして いただける 方は い 
ら つし やらな いんで しょう か？ 

「いません」 


—— 御社と いえば、 社員 数が I 〇〇〇 名に も 及ぼうと い 
う 日本 有数の 大 出版社 じ ゃないで すか、 その 中で ただの 
一人 も お答えして いただける 人が いないんで すか？ 
「そういう ことです」 

—— では、 永久に 答えない かもしれ ない、 誰も 答えられ 
ない と言われた、 と 書きます よ。 

「けつこう です」 

—— すみません、 お 名前を お聞かせく ださいます か。 
「名のりません」 

—— こちらは 媒体 も 明らかにし、 名前 も 名のつ てるじ ゃ 
ないです か。 

「そんな 記事は 承認し ません から、 名のりません」 

—— じゃあ、 名前 も 名のれない 人が こう 言つ た、 と 書き 
ますよ。 

「けつこう です。 勝手にして ください」 

氺 

あまりに も 不誠実で 無責任 極まりない 小学館の 対応。 


いくら 取材を かけても らちがあかない。 これでは 宅八郎 
に 「書き 逃げ」 と言われても 文句は 言えないだろう。 

取材に よって 利益を あげてい る 企業が、 こんな 形で 他 
からの 取材を 拒否して よいの だろう か。 他人の 弱みは 暴 
いても、 自分に 都合の 悪い ことは 答えない。 これが 日本 
で 最も 部数の 多い 週刊誌と その 版元の 実態で ある。 

小学館よ。 I 刻 も 早く、 宅 八郎の 質問に 答えるべき 
じ やない のか。 そうでなければ いつまで たっても 事態は 
進展し ない。 警察の 力を 借りず、 自分の 言葉で 答えろ。 
仮にも 出版社、 言論機関 じ やない か。 税金で 運営され て 
いる 警察は、 もっ と 重大な 事件の 時に 動けば よいの だ。 

まあし かし'  岡 成 編集長は、 「逃げない。 回答す る」 と 
I 応は 答えて いるの だから、 いずれ 正式に 宅 八 郎が御 返 
事を 伺いに ゆく ことになるだろう。 それでも だめなら も 
う、 相 賀昌宏 社長のと ころへ、 直接 行く しかない のか も 
しれない けれど。 


❹ 


_ 03 a jr^1 


なべ 客ん vs 宅八郎 


宅— 君とは 91 年の 『お笑い ウルトラ クイズ』 ロケの 時に 初 
めて 会って、 もぅ 3 年 半の つきあいだ よね。 会ぅ 前に、 
師匠の ビー トた けしさん を 介して 手紙を 渡して いたんだ 

っけ。 

なべ一  f イカす！ おたく 天国』 (小社 刊) を 出版す る 直 
前に、 たけしさん にお 会いに なつた でしよ。 「おい ッ、 
宅さん から 預かつ て 来た ぞ つ」 て、 殿 (たけし) から 手紙 
を 受け取つ たんです。 その後 ロケで 会つ て、 その後には 
宅さん の 出版 記念 パ— テイに 呼ばれ たんです よ。 

宅— パ— テイは 91 年 10 月 18 日です。 その後、 92 年の お 正 
月に 当時 住んで いた 小峯 マンションで、 カレー や 卜厶ヤ 
厶 クン (タイ 風ス —プ) を 作って、 君が 部屋まで 来て 食べ 
てつたん だ。 その 直後の 3 月、 ポスト 事件が 起きて。 今 


J んな ことにな つち やつた 


(笑い) 


なべ おさみ、 なべ やかん 親子の 場合 


宅— 君が 元々、 この 道に 入った のは 91 年の 明治 大学 裏口 
入学 •替え玉 受験 事件 以降 だ もんね。 「やかん」 ってい ぅ 
芸名を もらっ たのが、 そもそも。 

なべ— アレが ぁったから ですから。 事件 後、 1 力 月 半で 
すね (※夜間 = 明大 二部の 意)。 

宅— ： 北 野 ファン クラブ』 が 始まっ た 頃だろぅ。 番組の 目 
玉が 君だった んだ から。 

なべ— 91 年の 6 月です。 ゴ—ル デン ウィ— ク ぐらいが 事 
件の ピ—ク でした から。 

宅— ぁの 不正 入試 事件の 時って 大騒ぎで、 君の 実家の 前 
なんか、 押し かけた 報道陣が たかっ ち やって、 すご かっ 
たもん ね。 
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# 「週刊 女性 J 91 年 5 月 28 日 号 

表紙に も 「明大 替え玉 受験な ぺお さみ 長男 S  くん 20 歳の 
驚くべき 素顔」 と 大きく 刷り込まれる 

宅— 「息子は 怪獣 作りと 車い じりに 夢中な" おたく 少 
年"」。 ははは。 明らかな おたく 差別 (笑い)。 「お母さん 
に 似れば ハンサムなん だろう けれど …… なべさん に 似ち 
やつた よう だ」 「なべ 家では 長女が 20 歳になる まで 家族 
が I 緒に 入浴して いた」 だって。 それから 別の 記事では 
「近所の 人に よれば 息子は 小 太りの 少年」 だって、 君が？ 


なべ一 その 報道陣が 帰っ た 後が すご いんです コミ だら 
け。 タバコの 吸い殻、 空き缶 …… 。 

宅— それで お母さん とか ノ イロ— ゼ でしよう？ 

なべ— チャ イムが ピンポン、 ピンポンです よね。 出る ま 
で ピンポン。 「チャ イム 鳴らしても 隠れて 出て こない」 っ 
て、 ワイド ショ— は 責める ように 言う じ やないで すか。 
でも 「2 時間 押し 続けた けど 出て こない」 って、 そこまで 
言っ て くれれば ね。 それは 取材して る 方 も ひどい よっ 
て、 突っ 込む スキを 与え るんだ ったら、 まだ、 いいんで 
すけ ど。 

宅— そり や ポク か (笑い)。 お姉さん なんか 会社に も 行け 
なかつ たでし よう。 

なべ一 そうです。 家を 出入りす ると ころを 狙われる から、 
結局 行けない という か。 ずっ と 張り込ん でる わけです。 
宅— 家なん か、 困っ ち やうよ ね。 近所なん かは。 大丈夫 
なの、 君の 所は。 

なべ一 だから 母親は ご飯と かス— パ— に 買い物 行く の も 
大変でした よね。 今日は 当時の 記事を 持って来 たんです 
(『週刊 女性』 などを 取り出す)。 
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なべ一 昔から 体型 変わつ てません よ (笑い)。 「おたく 少 
年」 とか 書く じ やないで すか。 結局、 そういう ィ メ—ジ 
を 作つ ち やうんで すよ ね。 

宅— 本当に いい加減な 物語を 作っ ち やう か 
ら 。「おたく」 だから 非常識な 人間 だと か。 

なべ一 親が 溺愛して 子供は おたくの 世界に 
閉じこもつ ていたんだ、 とか。 

宅— そうそう。 それで 「バカ 息子が おたく 
になっ てし まった。 その 恥ず べき 家庭の 悲 
惨な 結果が 不正 入試と して、 今 問われて い 
る」 みたい な 報道に なつて しまう わけ だし、 「お 
たくで、 怪獣と 車に 夢中に なつて いたた めに、 大学 も 
入れな かつた」 と言われて しまう。 

なべ一 入れな かつたん です けどね (笑い)。 

宅— 解決が つかな くって、 事件の 報道 も 長かった もの 
ね、 君の 時は。 

なべ一 だから、 あの 時う ちら 親子は、 早く 勝 新太郎 さん、 
ハワイから 帰って来て くれつ て。 それを 願つ ていたんで 
すよ。 勝 新さん が 帰って来れば、 マスコミは そつち へ 行 


くで しようから (笑い 〇 

宅— でも、 事件の 時は 君 も お母さん も 姉さん も 一般人 だ 
よね。 マスコミは 家族で も 平気で 追い回して 報道す るで 
しよ。 松 坂 慶子や 林 葉 直 子の 親父、 石 田 ひかり 姉妹の 
親父。 梅宮 アンナの 場合は 父親 も 芸能人で 梅 宮辰夫 だ 
けど。 大林雅 美なん か 単に 上 原 謙の 奥さん だつ ただけ で 
しよう。 君 も、 なべ おさみ 長男と いう ことで、 ハ くらで 


も 報じられ たわけ だ。 

なべ一 それに、 罪に 対して、 罪 以外の ことを 書く じ やな 
いです か。 

宅— 便乗 報道ね。 

なべ一 たとえば 三 浦和義 だっ たら スワッピング とか。 何 
にも 関係ない じ やないで すか。 

宅— ボク だっ て、 たとえば 部屋が 汚い つてい ぅのと 交通 
違反って 何の 関係が あるの。 

なべ一 部屋が 汚い (笑い)。 

宅— 汚い のは 事実なん です けどね。 

—— 前、 伺っ た 時 も 宅さん の 部屋す ごかっ たです よね 

(笑ぃ)。 

宅— 日本は 世間体の 世の中 だから、 報道 (被害) に 
よって、 手の平 返した よぅな 世間の 反応って ありま 
すよ ね。 

なべ— それは もう スゴイ です よ。 

宅— だけど 結局、 君の 事件って 立 件で きなかった わ 
けで しよ。 告訴 取り下げ でしょ？ 

なべ一 はい。 明治 大学が 有 印 私文書 偽造と いう ことで 


僕 も 告訴され たんです けど、 結局、 明大 職員 も 絡んで い 
るし で、 「事件」 になら なかつ たわけです。 

—— でも、 あの 事件が 不起訴に なつた つて 誰も 知らない 
んで すね。 報じられて ないです よね、 ち ゃん とは。 結局 
不起訴 だつ たと、 私 も 今 初めて 知りました。 

宅— でも、 その 時 起きた 報道 被害って、 マスコミの 人は 
救って くれない ものね。 

なべ— だから 今 だに、 あの 明大 事件が まだつ いています 
からね。 


『乇— まあ 芸人と して 
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は それを ネタ にす るよう なやり 方は あるんだろう けれど 
さ 0 

なべ一 それは 自虐 芸で すよ。 ちょう ど 事件の 時、 蓮舫が 
ワイド ショー やつて て。 僕 や 親父が この 事件を ネタ にす 
る じ ゃないで すか。 ところが 「刑事事件で 世間を 騒がせ 
たのに 自分で 笑いに する のは、 けしからん」 と 蓮 舫は怒 
つていた わけです。 だけど 蓮舫 つて 殿の 前に 行く と 「た 
けしさん の 笑いが 好き」 とか 言つ ている。 殿の 笑いつ て 
自虐 芸で すよ。 それを 認めて こつち は 認めない のは、 結 
局、 「好き嫌い」 を 言つ ている だけ じ ゃないで すか。 

宅— で、 たけし さんは 刑事事件 になつ てるけ ど、 結果 的 
に 君は なつて いないし。 

なべ 一 結局、 「好き嫌い」 なんです よね。 

宅— フライ デ— 事件の 時で も、 たけし も 軍団 も、 留置場 
に 泊まつ てないです よね。 講談社 襲撃が 明け方 だか 未 
明。 それで、 その 日のう ちに 即時 釈放され てる。 何か不 
公平を 感じます よ。 だって ポクは 交通違反で しよう。 
なべ一 こつち (たけし 側) は 暴力 沙汰です からね (笑い) 0 
刑事事件の。 


宅— おかしい よ。 たけしと か 好感 度 も ある 人の 場合 だつ 
たら、 いいの かと。 そういう パワ— バランス つて 考えち 
やう。 ポクは 初日で 取り調べが 全部 終わって るのに 2 泊 
させられて 身柄 送検です よ、 交通違反で。 普通、 身柄 ま 
で 持っ ていかな いじ やないで すか。 

なべ— 同じ 交通事故 でも、 殿の バィク 転倒 事件は 結局 起 
訴 されて ないです しね。 

宅— でも 飲酒運転 でしょ。 間違いな く 道交法 違反で しょ 
うね。 厳密に 法を 当てはめたら、 違法 じ やない 人は 誰も 
いなくな つてし まいます よ。 法の 基準 も わかんな いし。 
あの 事故が'  もし ボク だっ たら 「酔っ ぱ らい 宅、 自業自 
得」 とか スゴィ 報道に なつて ただろう な あ。 

のぞき 報道、 日本的な 報道の 病— 

なべ— 法律と 同じく、 マスコミで | 番よ くわから ない の 
も 基準なん です。 たとえば、 この間、 ス ポ—ツ 新聞と か 
見る と、 たとえば 栗 尾さん が 藤 島 部屋に いたと いう 写真 
を、 望遠で 撮っ てるじ やないで すか。 ああい うのっ て 覗 


きでは な いんで しよう か。 

宅— 視 きです よね。 要するに 本人の 許可を 取つ ていなぃ 
から、 明らかに それは 盗み 撮り だし、 覗きなん だけど、 

微妙な ところが、 それは 「報道の 自由」 という . 。 

なべ一 当時、 ゥチも やられたん です。 ゥ チの 向かいの 家 
こ 勝手に 入つ て、 2 階の ベランダから 写真を 撮つ てい 
て〇気 づ いたら 向こうから 狙つ ていたんで すよ。 

宅— そんなのは、 明白に 不法侵入 している わけ だし、 ブ 
ラィ バシ— 侵害なん だけど。 現場に 来て いる 人と いうの 
i、 指示され て、 いい 絵を 撮つ て 来い としか 言われて し 
ないし、 そのためには 相当 デタ ラメな ことを やる と 思う 
ん だ。 ポスト もそう だつ た。 

なべ— フリー だから 会社は 知らない、 で 逃げる 手口。 

宅— それは 通らない よ、 仕事して るんだ から。 

なべ 丄刖 に、 政治家の 金 丸 信が 家の 中で マ— シャン やつ 
てる 写真を 撮られた じ ゃないです か。 あれ も、 あんな 時 
に マ— ジ ャン やつて いるのは ひどい じ ゃない か と言うけ 

ど、 視き 撮りす る ほう も、 いいの かなと いう . 。 

宅— ん 政治家の 場合、 明白に 公益 性の ある 仕事で、 


しかも 国民に 投票され ている という ことで 免罪は される 
ん でしよう けど、 それにしても 報道の 自由の 名の もとに 
盗み 撮りを するとい うことの 罪悪は、 本当に 問われて な 
いんです よね。 

なべ— 前 も 写真 誌 か 何 かで、 高校野球 部の 選手が 女 風呂 
を視 いている つてい う 写真が 載つ ていて、 あれは 女 風呂 
も最 つてる わけ じ ゃないで すか。 完全に ピ— ビングです 
よね。 

宅— ヲライ デ—』 創刊の 時の テレビ c  M つて 覚えて なし 
です か (笑い)。 「見 いちゃつ た、 見 いちゃつ た」 つて ナレ 
—シ ョンで、 マンションの I 室みたい なのを フ アイン ダ 
—が視 いてる 映像で。 あの C M つて、 相当 やばい。 今考 
えれば、覗きの C Mだつたから。 

_ (笑い) 今、 あんな CM を 流す 勇気は な いんじ ゃない 

です かね。 

g— もちろん 人権 100% 尊重で 考えて いくと、 あら ゆ 
る 報道が I 切で き なくなつ ち ゃうし、 報道と プライバシ 
I とかを 含めた 人権と いうのは、 ギリ ギリの 所で 押した 
j 引いたり してる と 思う。 だから やる 側と いうのは、 自 


分の 罪を 明らかにした 上で、 覚悟を 持って 自分が 逆に や 
られて も かまいませんと、 勝負を かけて 来る のなら、 
クは 認めても いいけ ど、 現実は あまりに も 本当に 卑怯な 
ん だものね。 

なべ一 事件 後に 親父が 朝日 新聞の 人に 会っ たんです っ 
て。 そうしたら 「なべさん、 ここ だけの 話、 今 だから 言 
える 話なん だけど。 なんで あんなに 叩いた か と言うと、 
記者たち が 行った 時に、 なべさん の 家が あまりに 大きく 
て 何で こいつが こんな 大きな 家に 住んで るんだ って、 
記者が 皆、 頭に来たん だ」 と言う わけ。 結局、 人間 勺に 
情けない セコい 嫉妬 心で、 誰を 攻撃す るか、 取り上げる 
か、 やつて いるから、 バカみ たいで。 

宅— 貧乏な 家だろう が 豪邸だろう が 変わらない はずなん 
だけど、そこに逆差別があるんだろうし、心理学者.旱 
田秀 さんが 10 年 前に 言った 『嫉妬の 時代』 を 感じ るんで 
すよ。 明らかに 嫉妬と か、 そういう 思惑で 動いて いると 
しう のは 写真 誌なん かの キャプション 見ても そう 思う 
し。 ポクは 「日本的な 報道の 病」 を 感じる。 


有名税では あきらめられない 


宅— 君なん かは もぅ 親子 2 代 「芸能」 じ やない。 そこで 
「有名税」 という 言葉を どういう ふうに 考え てんの。 ある 

程度し ようがな いと 思う？ 

なべ— マスコミとは 持ちつ 持た 

れつ だし、 やられ 


るの 


は ある 意味し ょうがない。 しかし、 たとえば 芸能 
人が 家を 建てた、 ここが 誰々 さんの 家です つて 
やる。 でも 住所まで 写つ てるんで すよ ね。 これ 
は 有名税 だから やつて いいと いう ワクを 超え 
てる 気がす るんで す。 

宅— 住所は 困る とかあります よね。 有名人 
にも 公開で きる プライバシー と 見られた く 
ない プライバシ— は あるよ。 たとえば 、スト リツ パー 
が 劇場で 裸になつ てるから つてい つて、  いつでも どこで 
も 裸を 見られて いい、 わけがない (笑い)。 だから 有名税 
ってい う 言葉は'  だいたい マスコミ 側が 言い訳す る 時に 
使う ものね。 ただ タレント 側に も、 何 かあつたら マスコ 
ミに ゴマ するとい う 過度 過剰な 甘えは やめた ほうがいい 
と 思う。 有名税 なんて 言葉で 泣き寝入りす るのは よくな 
いよ。 「みそぎ」 つて あるじ ゃない。 世間を お騒がせ しま 
したつて、 謝つ て 逃げようと いうのは、 やめた ほうがい 
いと 思うよ。 

なべ一 それから、 有名税と いう 言葉を 置き換え ると、 職 
業 差別と いう 気 もす るんで すよ。 デ I モン 小暮 さんが 子 


供を 認知す ると 

かつて あつた じ やないです 

か。 

宅— 悪魔の 三角関係ね。 

なべ— 「我が輩は」 つて 会見 やつた じ やないで すか。 その 
後、 スタジオで 芸能 レポ— 夕— とかが 「私生活の ことを 
聞いて いるのに 何で 悪魔の フリ して るんだ」 と 怒つ てる 
んで すよ。 でも デ— モンは あの キャラクタ— で 芸能界で 
生きて いる わけです。 彼が あれを 押し通して、 それが 芸 
能 じ やないで すか。 素顔の 普通の 人 だったら 記者会見す 
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る 必要は ない わけ じ ゃないで すか。 芸能 レポ— ターが 、 
そういう 根本を 崩す ような ことを 言う。 

宅— たぶん デー モンさん が 素顔で 出て 来たら 誰 だか わか 
ら なくつ て (笑い)、 さほどの 報道 価値は ない わけです よ 
ね。 逆に 言う と、 あの メイクで 来て 「我が輩」 と 言っ てく 
れる ことによ つて、 ワイド シヨ— は 成立した わけで、 お 
礼を言わ なきゃい けな いんだけ どね。 

なべ一 それを 何を 勘違いした のか、 説教して いる ヤツが 
います からね。 

宅— 現実には、 有名税と して 見せても 仕方がな いと 思う 
プライバシー の 範囲が あつて、 これは 明らかに 困る とい 
う 範囲 も あるんだ けれども、 全部 踏み込んで 来る もの 

ね。  . 

なべ一 たとえば マッ チが この間、 「じつは 6 月に 入籍して 
ました」 つて 言つ たら、 「何で 今まで 言わな いんだ」 つて、 
ものすごい 犯罪者の ような 怒られ 方を する わけです よ。 
それで マッチは 「お母さんが 命日が あつて、 その 命日の 
日に 母に I 番 最初に 伝えた かつた から、 それまで 発表し 
なかつ たんだ 一と。 それでよ うやく 「ああそう です か、 そ 
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れ ならしょう がない」 と 納得す る わけです よ。 こんな 失 
礼な 話は ないです よね。 

宅— そんな 説明す る 必要 さえない のにね。 

_ 報じる 側の 論理 

宅— たけし さんと 自分の 事件の ことを 話した ことは ない 
の？ 

なべ一 最初に 入った 時に 歓迎会で 焼 肉屋に 連れてっ てく 
れ たんです よ。 その 時に 殿は、 とにかく 辛い かもしれ な 
いけど、 やめるな よと。 やめたら マスコミの 思う ツボだ 。 
これは 喧嘩 だから 相手が 嫌がる ことを やつて やれつ て。 
おまえが やめたら 向こうは 喜ぶ ぞ つて。 

宅— ポクは、 嫌がる ことし かやら ないから (笑い)。 

なべ一  I 番困 るのは、 ワィド ショ— でも 何でも 編集 権が 
向こうに あるの が、 I 番の 問題なん です よ。 たとえば 1 
時間の 記者会見を 撮つ たと したら、 向こうに 有利な 面 
は、 たとえば 5 分と かじゃないで すか。 その 繰り返し 
を、 延 々、流して いる わけなん です よね。 結局'  向こう 


の 都合の いい 所を 編集で どんどん つまんで いく わけで 
す。 

宅— 記者会見は、 建前では、 当事者に 釈明の 機会を 与え 
て、 当事者の 言い分を 報道す る ことによ つて、 バランス 
を 取ろうと いうの が、 本来の 建前なん です けれど。 

なべー ウソだ 、そんなの。 親子 会 (なべ 親子の 漫才) が こ 
の 間 あつたん です。 

宅— 『フオ I カス』 にも 出て たもん ね。 

なべ一 あれの インタビュ— 受けた 時 も 楽しい 雰囲気の 取 
材だ なと 思つ て。 ところが 次の 日 ワイド シヨ— を 見る 
と'  重々 しい 雰囲気で それを 報道す る わけです。 それで 
スタジオは 重々 しいのに、 僕ら 親子の 映像 だけ 明るく や 
つてい る わけ。 そうすると 「不謹慎 だ」 「何 考えて いるん 
だ、 こいつら は」 つて、 そこの 番組 内で やる わけです。 
宅— ワイド シヨー の 仕組みは、 撮つ てきた 映像を、 スタ 
ジオに 持ち込んで、 司会者が うなる つてい うの？ これ 
は ワイド シヨー だけ じ やなくて、 今の テレビの あり方 だ 
し、 大橋巨 泉なん かが、 大昔に 発明した やり方な のか も 
しれない けど。 後出し ジ ヤン ケンで 「まつた く 何を 考え 

i 暖置 


てい るんで しよう か」 って コメントす るんだ もんね。 
なべ一 ちよう ど 明大 事件の 時に 親父が 芝居を やって いた 
ん です。 その 時は 「お客さんが 来なくて 閑古鳥が 鳴いて 
る。 興行 打ち切り か」 という 報道 だっ たんです。 でも 実 
際は 渦中の なべ おさみ が 見られる というので、 満員 立ち 
見が 出る ぐらいだ った。 結局、 そういう 映像は 流した く 
な いんです。 つらい 顔、 怒っ ている 顔。 それだけを 流し 
たいわけ なんです。 

宅— 報道は 見出しが 先に 決まっ てるから T 世間を お騒が 
せして、 不幸の どん底に いる、 お 客 も 入らない」 という 
絵を 流したい わけ だし。 さっきの 君の 家の 話で 言えば、 
大 邸宅を 手放す ような ことにな って 欲しい なと、 報道す 
る 側は 考えて るんだ もん。 

なべ一 そうなんです よね。 

宅— ポクが 今回 やった 記者会見の 時は'  応える ポクの 背 
後から ビデオカメラを 回したん です。 記者席を 正面から 
全部 撮っ ている わけ。 そうすると 最初に あいつら、 もの 
すごい 不安に 陥る わけ。 「何に 使 うんです か、 それは」 と 
言う から、 「宅 八郎の 好きな ように 使います」 と 言っ た 
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ら 、あからさまに 嫌な 顔を してい るんで すよ ね。 非常に 
非常識 だと。 でも それっ て 彼らが 日常 的に やっ てること 
でしょう。 勝手に 撮って 行 くんだ もの、 どんどん。 やめ 
ろって 手で 払いの ける 映像 さえ 撮って、 編集して 使 うん 
だから。 編集の 恐 さを わかっ ている からこ そ、 不安な 顔 
をして るんだ よ、 あいつら。 

なべ一 そうです よね。 

宅— やって みて 理解し たんだけ ど、 カメラ や マィクを 持 
ったり する 時、 暴力 性と いうのを、 すごく 自覚す るの 
よ。 何 か 銃で も 持っ ている ような。 

なべ一 あの 内田裕 也さん の 映画です よね。 『コミック 雑誌 
なんかいらない！  J。 

伊従 マネー ジャ 丄 オフ ィス 北 野)— 事務所と して 僕 も 取材 
を 受けた ことがあ るんで すけ ど、 対話の 距離 じ ゃない。 
グ—ッ と パ ーソナ ルス ぺース を どんどん 侵略して 来 るん 
です よね。 何人に も 囲まれたら 相当な 精神的 プ レツ シヤ 
I になり ますね。 冷静な 判断が できなくなります。 

宅— やられた 方は、 攻撃つ て 感じち やう ものね。 気性の 
荒い 人 だつ たら、 殴つ ち やう かもしれ ない。 そのぐ らい 


カメラ や マィクと いうのは、 暴力 的 だよ、 本当に。 

なべ一 勝 新さん が 著書 『俺、 勝 新 太郎』 で、 本当に カメラ 
マンを 殴りた くな ったっ て 書いて る (笑い)。 だいたい 
報道の 正義っ て あるじ やないで すか。 カメラが ある 所の 
正義って。 たとえば 雲 仙 普賢 岳。 土石流が 来て、 それを 
近くで 撮っ て 報じた 時に 勇気 ある カメラマン だ、 すごい 
映像を 撮っ たって、 皆 ほめる じ やないで すか。 だけど 現 
場では 消防隊の 人が、 そこは 危ない から 入るな と。 だけ 
ど そいつら は 行く じ やないで すか。 消防隊の 人は 危険を 
冒して、 そいつを 助けに 行く じ やないで すか。 大 迷惑を 
起こして いる じ やないで すか。 

宅— だから 果敢な 行動と か、 ジ ャ—ナ リス トと しての 姿 
勢を まつとう したと かとい う 言われ 方を す るんだ けど、 
現実には そんなき れいな ことでは ない と 思う し。 ところ 
が、 カメラの 世界 だけが 正しい ことにな つてし まう。 

—— そうです ね。 ピユ— リッツ ァ— 賞の、 ハ ゲタ カに 食 
われる 子供の 絵を 撮つ た 人は、 それで 自殺 しちやい まし 
たもの ね。 あんなのを 撮る 前に 助けな かつた のかと。 
なべ一 結局、 ファィンダー の 中に 専念 しちやう 人の 習性 


かも 知れな いんです けど。 

I マス n ミの 体質は いじめ 体質 だ 

宅— まるで マスコミが 裁いて いる 意識つ て あるじ ゃない。 
全部、 価値判断を 司会者が できる と 思つ ている。 ところ 
がその 結果、 本人 だけ じ ゃなく 家族が 仕事を 失つ たり、 
もしかしたら 自殺す るか もしれ ない。 そこまでの 責任 も 
負えない ク セに 「裁いて」 いる。 君の 姉さんなん かも 事件 
の 時に 会社を 辞めたり したでし ょぅ。 

なべ— そぅです ね。 辞めて ますね。 この間、 大河 内 清 輝 
君が 自殺し ました けれども， 結局、 いじめは 良くない と 
言つ ている マスコミが やつて いる こと も いじめに 近い こ 
とが あつて、 たとえば 栗 尾さん にした つて、 裕木奈 江に 
したつて、 あれは いじめです よね。 

宅— マスコミの 体質は まさにい じめ 体質 だよ。 誰かが レ 
ツ テルを 張る。 そうしたら、 その 人は もう 何を 報じても 
いいんだ と、 どんどん 便乗す る 人間が 現われて、 さらに 
過剰に なつて いくのは、 まさにい じめ だ。 


なべー コ メンテ— 夕— が、 また ひど いんです よね。 いじ 
めの 形態を 考える と。 バカ 丸出し。 あおる。 けし かけ 
る。 はやした てる。 

宅— ポクは 『ィカす！ おたく 天国』 の 中で、 いじめっ 子 
よりも 疑似い じめっ 子が 一 番 タチが 悪い とも 書いた。 あ 
れも 、いじめを 加速 させて いる。 さらに、 また イジ メら 
れれ ばいい と 思っ てる。 言いつける 発想 も あるし。 

なべ— 羽賀研 二と 梅宮辰 夫を ケン カ させたり …… 。 

宅— こっち にも 考えが ある。 ボク はいじめ られっ 子が 復 
讐に 立ち上が った 時し か、 いじめは 解決 しないと 思っ て 
いる。 「仕返しっ 子」 です よ。 もはや 報復 以外に ない。 い 
じめ られっ 子は 自殺す る 前に、 相手を 「殺せ」 ばいい。 痛 
いしっべ がえ しが あったと 歴史に 残して おかないと、 歯 
止めが きかな くな るん じ ゃない か。 それで ポクは 「報じ 
る 側が 報じられる」 という ケース を、 歴史上 1 回 作っ て 
おくしかない なと 思っ た。 

，なべ一 同感です。 抑止 力みた いなもの です よね。 

宅— だから、 君が 今後、 復簪を 考えたら ポクが 全部 代行 
しても いい。 ポクは、 この 本を 読んだ 有名人、 タレント 


が 相談して くれれば、 協力しても かまわない。 

なべ— 記者会見で、 宅さん が 必ず 横にいて くれて (笑い)。 
まず 皆様の 名刺を ください つて。 名刺 くれないなら けつ 
こうです、 こつち で 調べます つて 言つ て (笑い)。 

宅— 代理人から I 言 申し上げ ますと。 皆様の 自宅 住所 も 
すべて こちらで 調査 させて いただいて、 質問の 趣旨、 報 
道 姿勢に ついても 検証いた します、 と (笑い )0 

- 報道の カメラを 向けて いる 人つ ていう のは、 まさ 

か 責任 追及が 自分 個人に 来る とは 思っ ていないん です。 
会社に 来る と 思つ ている から。 

宅— だから 無責任で いられ るんだ。 現場の 人間が 責任を 
追及され るよう な 局面に ならなければ、 何 かが 動く とは 
思えな かつた。 個人攻撃 だ、 陰湿 だ、 と 誤解 されても、 
ボク はかまわない。 小牧や コミネには なりた くないと 思 
つて もらえれば 成功なん だ、 ポクは。 卑怯で も 何でもな 
いもの。 だって ポクは 名乗って やつて いるんで すよ。 建 
前なん かいらない よ。 ポクは 宅八郎 です。 不気味で しつ 
こい、 恐ろしい おたくです。 それでい いじ やない か。 こ 
れ 以上の 正々 堂々 が あるか。 


もはや 復謦 しかない 

宅— ところで、 師匠の たけし さんが バイク 事故 起こす 
前、 細 川 ふみえ さんとの 不倫 疑惑の 会見を やつた 時に レ 
ポ—夕 I を 怒鳴つ たでし ょ。 

なべ— 僕 もい たんです、 ぁの 会見。 その 人は 殿に、 不倫 
はみだら な こと だからい けない ことです つて 言つ た。 じ 
や ぁ アン タはや つてない のかつ て、 たけし さんが 言つ て、 
私は やつて いません と。 それで 日本では 不倫 しちやい け 
ない 法律はないだろぅ つて 話したら、 でも 道徳的に 良く 


ないじ ゃない かつて。 おまえ、 道徳なん て 言葉を 言ぅ の 
かつて。 じ ゃ あ 道で ツバ も 吐いた こと もない のか、 お ま 
えは。 道徳を 犯した ことは 何もない のか。 レポー タ—は 
ありません つて 言い張つ た。 そんな ヤツい るか。 だつ た 
らぅち の 若い のに アン タを 全部 尾行させる からつ て。 
宅— ポクは 現に やつて ますよ。 さらに 腹 立つ たのは、 他 
の 雑誌が その レポ— 夕—を 責めて 書いて いたでし よ。 お 
まえら に そんな こと 書く 資格 あるの かつて 感じた。 別の 
例 だと、 ポスト なんか 「筑 波の 母子 三人 殺人事件の 報道 
に 行き過ぎの 声」 


を 書いて る。 でも ポストは その 2 週 ほど 前に、 殺人の 被 
害 者が 第三者に 出して いた 手紙と いぅのを どこかから 強 
引に 回収して 来て、 勝手に 載せて いたわけ。 死人に 口な 
しで。 そんな ポストが 報道の 行き過ぎを 批判で きる の 
か。 マスコミは 当事者 意識がない から、 自分の ことは す 
ぐに 棚に 上げて、 言える 資格 もない のに や るんだ。 もつ 
とも、 悪の 「自覚」 がない から、 ポクと いつしよ に 小学館 
の 8 階まで 行つ たと も 言える けど (笑い)。 

伊従 マネ— ジャ I 事務所で も 「業界 恐怖 新聞」 で、 芸能 
レポ— 夕—を 逆に レポ— 卜して いる 宅さん の 話は ネタに 
もな つてい るんで、 それを 殿 もやりたい つて。 皆 内心で 
は 思つ てるん じ やないで すか。 

宅— でも、 逆 取材 逆 報道には、 ものすごい 覚悟と 体力と 
精神力と 時間が いります よ (笑い)。 

なべー ケ— ブル テレビと か、 自分たち で 作って、 そう 
いう 番組を 作りたいです よ。 

宅— 「悪魔の ワイド シヨ— 業界 恐怖 T V 」。 デイ 
レ クタ— やります から (笑い)。 あとは、 いず 


なんて ワイド シ 
— 批判の 記事 


うのを やりたい。 太 田 出版で どうです か (笑い)。 

なべ— それは 見たい、 読みたい。 俺 だつ たら、 宅さん 
に XXXXX とか 処刑して ほしいな。 

宅— ハ ハ ハ。 ポクは 局の アナ ウン サ— って 職業が 嫌な わ 
け。 都合 良く 自分は タレン ト だつ て 顔を して、 いざつ て 
時には 自分は テレビ局 員です って 威張っ ている。 危ない 
所では 会社員に なって。 芸を 売っ てた った I 人で 勝負し 
てるのが タレン トで しよう。 守つ て くれない じ やない。 
だから ポクは 女子 アナには お茶 汲んで 欲しい もの。 社員 
なんだから。 女子 アナで 嫌な のは、 いわゆる ランクの 高 
い タレン トの 所に 挨拶 行つ て、 ランクの 低い とされる 夕 
レン トには ハナ も 引つ 掛けない ような 顔を している。 ボ 
クは 許せない よ。 

なべ一 〇〇 にす ごく 感じました 。「お笑い ウルトラ クィ 
ズ」 の 時。 僕と 宅さん がよく 飯 食っ てるじ やないで すか。 
それで r 〇〇 さん、 I 緒に 御飯 どうです か」 って 誘ったり 
しても …… 。 

宅— 無視し てんの ね。 それで、 ビ— 卜た けしの 所に 行つ 
たりす るの。 


なべ— ああい うの、 おかし かった な。 でも 宅さん 言って 
ましたよ ね。 〇〇 にはもう 1 回 チ ャンスを 与えよう かっ 
て (笑い)。 あの 時は 笑いました けど。 

宅— ある 程度 ランクの 世界っ てし ようがな いと 思う けれ 
ど。 でも 社員は それを しちゃ あいけ ない。 基本的に テ レ 
ビ局 としては、 どの タレン トさん にも 御 出演して いただ 
いてい るんで しよ。 

- そうそう、 編集者み た いなもので しよう。 

宅— 誰かい ます か？ 他に 処刑を 依頼したい 人は。 
なべ一 △△とか、 あの 辺。 芸能 レポー タ— ランクで 言え 
ば 上の ほうじ ゃないで すか。 レポ— 夕— 四天王みたい 
な。 あの 辺、 本当に 処刑した いです よね。 

宅— でも 今回の 報道で I 番 ちゃんと コメントして たの 
が、 福 岡 翼だった よ (笑い)。 当て逃げ 報道の こと も、 道 
交 法で この 逮捕は 不自然 だから、 裏が ある 可能性が あり 
ますと か、 ち ゃん と言う ことを 言っ てた よ。 福 岡 翼。 逆 
にお かし かったん だけれ ど。 


生 島 ヒロシを〃 殺す" _ 

なべ一 記者会見と かします よね。 すると、 結局 こっち も、 
守りたい ものが あるじ やないで すか。 自分の ために 何 か 
して くれた 人が いると か、 この 人は 傷つけたくない か 
ら 、守る じ やないで すか。 リポー タ—も 、ああ 守っ てい 
るな というの がわ かってい るんで しよう けれど、 それに 
対しての 思いやりが 無 さすぎ です よね。 嘘つき 扱いした 
りと か。 だから 宅さん みたい な 逆襲が ある わけ じ やない 
です か。 人間的な 思いやりの 無 さに 対して。 

—— あの人た ちって、 宅さん みたい な 「行為」 で やらない 
とわから ない 人たち ですから。 

宅— それは 感じた。 ポクが 復讐に 向かっ たのは 議論の 無 
意味を 知っ たからです。 理屈は ある 程度、 論理的な 人に 
しか 通じない。 あいつら と 議論しても 意味がない から。 
なべ一 だから、 親子 会の 時は ほぼ 全部の ワイド シヨ— が 
来たんで すけ ど、 特に ひど かつた のは フジの 『おはよ 
う！ ナイス デイ』。 生 島 ヒロシで すね。 他の チヤン ネル 
は、 けつこう 好意的に 扱つ て くれたのに。 すべての ワイ 


ド ショー を 全部 見た 時に、 やはり 生 島が 一 番 むかつき ま 
すね。 モノの 本質が わかっ てないです ものね。 宅さん の 
報道の 時 も、 生 島には 皆、 腹 立てて ましたよ。 しかし テ 
レビ 関係者の 間で もけ っこう 評判 悪い みたい。 

宅— ああ、 そう。 生 島は 評判 悪い な。 でも、 あいつは 田 
中康 夫と 仲がいいら しいんで すよ。 

—— あの人は テレビ 見 てても、 貴 任を スタッフに なすり 
つけて いる。 

宅— スタッフが 用意した 素材を、 俺が 欲しい のは スク— 
プ なんだ よな とか 言っ たらしい。 こんなつ まんない V  T 
R を 撮っ てきやが ってと かって。 

—— それじゃ あ、 おまえが 撮っ て 来い って。 

なべ一 おまえが | 番 つまん ない 男 だっ て。 

宅— 田中康 夫と 一緒に 湾岸戦争に 反対す る 文学者の 署名 
の 時に も 来て たんで しょ？ 

—— 来て ましたよ。 

宅— 『タカ— ポ』 ( 95 年 1 月 8 日 号) でも 「ワィド ショー は 
何を 報道す るべき か」 という 記事で、 事件 報道の あり方 
を、 生 島は エラ ソ—に 語っ てい るんだ けれども、 てめ え 


に そんな ことが 言える 筋 か、 と 感じる し、 アン タ そんな 
に 正義 づ らし てられる のかと も 思う。 何 かを 評しようと 
した 時に、 生 島は すごく サディ ステ ィッ クだと 思うよ。 
「叩き」 という か。 いじめ だよ ね。 

なべ一 僕から 見ても、 切り口が ひどい。 切り方が ね。 

宅— まるでい じめつ 子を 見て いる 気になる。 疑似い じめ 
っ 子と いうか、 子供の 世界で 言えば、 何 か 先生に 言いつ 

ける ような タイプに 見えて きたり . 。 

なべ一 言い方が 意地悪 なんです よね。 すごい 意地悪な 言 
い 方を す るんで す。 宅さん の 報道の 時 だって、 ド 頭の 卜 
ップニ ユース でした よね。 でも 「まあ 視聴者の みなさん 
興味ない と 思います けれども、 VTR 見て みまし ょう 
か」 って、 そんな 感じです ものね。 言い方が。 

宅— 「朝に ふさわしくない 話題です けど」 つて 感じ。 そん 
な 話題を、 みなさんに 興味がない 話題を、 何で 朝から 卜 
ツプに 持つ てく るんで すか。 狙いは わかる よ。 明らかに 
これから 紹介す る V  T  R の 宅八郎 という 人は 不愉快な 人 
間です、 と 先入観 (レツ テル) を 先に 与える わけで しよ。 


なべ— あいつ、 やつて くださいよ。 

宅— 世間の みなさんが アナ タを 処刑して 欲しい って 言っ 
てい るんで すけ どって (笑い)。 

なべ一 でも、 僕は 本当に 芸能界に 入って 良かった と 思う 
ことがあ るんで すよ。 結局、 報道され ている 時は I 方 的 
じ ゃないで すか。 芸人に なって 舞台に 立てば、 そこで や 
っと 僕は 発言権を 持て るんで す。 その 時の うっぷんを 言 
え るんで すよ。 それで、 やっと 返せた というの が あるん 
です よね。 返せない 人っ てス ゴィ 辛い と 思 うんです よ。 
報道され てた 時に 言いた かった ことが 言える ようになっ 
て、 やつと ホツ としたな という か。 

宅— その 時、 取材に どう 答えて いても、 報道では 発言を 
使わない ものね。 使って くれない もの。 I 般の人 じ ゃ、 
どうしよう もない ものね。 君 や ボク はま だいいよ ね。 
なべ一 今、 僕 も 宅さん も 発言権を 奪われたら、 すごい う 
つぷん たまつ てし ようがないで しようね。 だから 宅さん 
の 「業界 恐怖 新聞」 もっと 読みた かった な。 


❶ 


支援 声明 文 


今回の 宅 八郎の 不当 別件 逮捕に 抗議し、 宅八郎 支援の ために 多くの 著名 人 支援者が、 

記者会見に 同席、 また 声明 文を 発表した。 さらに、 本書の 元にな った 

『週刊 SPA 丄 94 年 12 月 7 日 号 「宅 八郎は なぜ 不当 逮捕された か !? 」 特集で 発表され た 声明 文 も ある。 
彼らは 一定の 団体に 属さない、 それぞれ 思想 •信条 •立場 •年齢の 異なる 人たち だ。 

まさに、 宅八郎 でなければ、 ありえない 組み合わせの 顔ぶれ。 そんな バラ バラな 人々 が 宅を 支援した ので ある， 
(言論 系の 本 多 勝 一氏から 渋 谷 系の 小山 田圭吾 氏まで) 

一定の ィデ オロギ I に 属する 人たち の 意見で あれは、 その ィデ オロギ I 自体が 間違っ てい §」 とも あろぅ。 
しかしそぅ ではない。 この こと も、 宅の 持つ 「真実」 を 証明す る ことなの かもしれ ない。 

ここに その 支援 声明を 掲載す る (順 不同)。 


■ 


【本 多 勝 I  ( ほんだ •かつい ち) ジ ヤ—ナ リス ト (新聞記者)， 週刊 金曜日 . - 編 
集 長】 1932 年、 信 州 •伊那 谷 生まれ。 京都大学 農林 生物学 科から 朝日 
新聞 入社。 東京 本社 校閲 部 •北海道 支社 報道 部 •東京 本社 社会部 •編集 委 


員を 経て 現在、 朝日 新聞社 友。 退社 後' 『週刊 金曜日』 に 関わる。 近著と 
して、 宅八郎 との 共著. 本 多 勝 I 対 宅 八郎』 を 準備中。 

宅八郎 氏が 逮捕され たが、 理由は 「報告 義務 違反」 だ 
つた。 逮捕す る ほどの 事件とは とても 考えられない。 不 
当な 「別件 逮捕」 と 宅 氏が 怒る の も 当然であろぅ。 

その 「別件」 とは、 宅 氏に よる r 復聾 取材」 と 「報復 報 


道」 である。 つまり 宅 氏は、 日本 型 週刊誌 •月刊誌の 無 
茶 苦 茶な 私事 暴露 (人権侵害 報道 •プラィバシ— 侵害 取 
材) に対して 「目には 目を」 を 実行すべく、 やられた と 同 
様な ひどい 「取材」 を 敢行して 復謦 し、 「業界 恐怖 新聞』 
で 「報道」 したので あつた。 

宅八郎 氏は、 日本の 多くの 週刊誌 や I 部 月刊誌が つ 
ね 日ごろ やつて いる 犯罪 的 行為に 対して、 被害者と して 
反撃して きた。 つまり プラィバシ— 侵害な どに よる 人権 
侵害の 加害者に 対して、 自分が やられた と 同じ レベルの 
行為で 「お返し」 してきた。 

したがつ て 週刊誌な どが やった 「取材」 に 対し、 当の 週 
刊誌 記者に 向けて 個人と して 「取材」 しよぅと したに す 
ぎず、 宅 氏の 取材に かれらが 応じて いれば 問題は 起きな 
かつた であろぅ。 

かつて チャップリンは、 I 人 殺せば 殺人犯 だが 何千 人 
も 殺せば 英雄 だ、 といった 趣旨の 映画で 侵略の 本質を 訴 
えた。 宅 氏の 行動は この ことを 連想させる。 

体制 側の 御用 マスコミに 無茶苦茶な 人権侵害 取材を 
f られて も、 ほとんどの 被害者が 泣き寝入りを している 


の だ。 ごく  I 部が 裁判に 訴えた ところで、 今や 三権分立 
どころ か I 権 集中の 行政 癒着 機関と 化した 主流 裁判所 
によって 御用 マスコミが 免罪され、 勝訴しても 「ウン 十 
万円」 ていどの 損害賠償に すぎない。 こんな ハシタ 金な 
どい くら 支払 っても、 マスコミ 商売は 人権侵害して 書き 
まくる 方が モウ カルので ある。 この ひどい 状況は とくに 
日本が 著しく、 欧米 「先進国」 であれば 雑誌が つぶれる 
ほどの 賠償金が 判決され るであろぅ。 

だが、 人権侵害 マスコミの 暴力 取材に 対しては 甘い 体 
制 権力が、 宅 氏 個人の 同じ 行為に 対しては 弾圧を もっ 
て 望む の だ。 日本の 今日的 情況が、 ここに 象徴的に あら 
われて いる。 

今日の 日本は、 もはや 「目には 目を」 以外に 被害者 救 
済の 道がない ほどに 司法権 力が 腐敗 堕落して いる。 宅 氏 
の 「目には 目を」 は 正当性を 評価せ ざるを えない。 それ 以 
外に 日本では 方法がない からだ。 

となれば 宅 氏の 行動 も、 無法 社会 •日本での 唯 I の 手 
段と して、 たとえば サルトルが ジャン = ジュネを 評価し 
た 意味 以上に 当然と 考えざる をえない ので ある。 
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【大泉 実 成 (おおいず み •みつなり) ノン フィ クシ ヨン 作家】 1 9  6 1 年生 
まれ-中央 大学 大学院 文学 研究科 •哲学 専攻。 20 世紀 最大の 哲学者と 言 
われる ヴィト ゲン シュタインを 学ぶ。 著書 『説得 エホバの 証人と 輪 血 拒否 
死 事件』 (現代 書 館) で、 89 年度 講談社 ノン フィ クシ ヨン 大赏受 赏 。選考 
委員で ある 立花隆 氏、 築 紫哲也 氏ら の 絶賛を 浴びて、 20 代では 初めての 
受賞だった。 新鮮な 文体と 視点で ノン フィ クシ ヨンの 新地 平を ひらく。 宅 
八郎 とは 89 年からの 友人。 

僕は 特定の 組織に 属さない、 いわゆる フリ— ライター 
である。 フリー で 仕事を している 人間は たいてい、 巨大 
メディアに 属する 人間の あまりに も 非常識で 傲慢な 態度 
にあ きれは てたり、 スジの 通らない 組織 エゴむ き 出しの 
要求に 激怒した りした ことがある はず だ。 

一般の ライタ— がこうした 事実を 問題 化しない のは、 
なにより そういう バカを 相手に する のが 時間の 厶ダ だか 
ら である。 そんな ヒマが あつたら、 巨大 メディアの 中で 
も 話の わかる 人を 相手に して 仕事を 進めた 方が よっぽど 


生産 的 だから だ。 

宅 君が、 あえて そうした 「時間の ム ダ」 を 始めた 時、 僕 
は 彼の 意図が わからずに 「こいつは 何を する つもり かな」 
と 不思議に 思っ た。 ところが、 そういう バカを どこまで 
も 追いつめ る ことで、 巨大 メディアの 持つ 高圧的で 傲慢 
な 態度を 暴き出す、 という 成果を 得た ので ある。 

これには 僕 も 驚いた。 と、 同時に、 彼の やる ことを 応 
援 する 気になっ た。 なぜなら、 彼の 「復讐」 と銘 うった 逆 
取材は、 結果 的に、 フリ— の 立場で 仕事を している 人間 
の 無念 や ルサンチマンを 晴らす ことになる からだ。 フリ 

I ランスの 人間で ひそかに 彼の フアンと いう 人間は 多 

、〇 

し 

今回の 逮捕に 関しては、 これは 議論 以前の 問題で あ 
る。 現場で 取材す る ライタ— たちに とって、 もし 玄関に 
入って 話を 聞く ことが 全て 「不法侵入」 になる ので あれ 
ば'  仕事 そのものが 成立 しないの だ。 しかも 告訴した 人 
間が 同じ ジャ ーナ リズムで 働いて いる 人間 だとい うの だ 
から 話に ならない。 自分では さんざん そうした 取材を し 
て おきなが ら 、自分 だけは 取材され る ことのない 特権 階 


級 だとで も 思っ ていたの だろう か。 

僕は 法 や 警察を 基本的に あまり 信用して こな かった 
が、 今回 その 思いを I 層 強く 持っ た。 「いいかげん にし 
ろ」 と 抗議 させて 頂く。 

【追記】 逮捕を 予期して 以上の ような 抗議 声明を 用意して いた 

ところ、 十一月 二日 深夜 「宅 八郎 当て逃げで 逮捕」 の 
報が 入って 来た。 

これは 明らかな 別件 逮捕で ある。 宅 君は 被害者と 修 
理工 場に 行こうと していた。 駐車場で 誤っ て 車を ぶつ 
け、 しかも その 損害を 弁償す る 意志の ある 人間が、 ど 
うして 逮捕されなければ ならない のか。 こういう 人間 
をい ちいち 逮捕して いたら、 警察官が 何 億 人いても 人 
手不足になる だろう。 

不当 逮捕を 隠蔽し ようとい う 警察の やり方には 吐き 
気がする。 こういう ム チャ クチャな やり方で ジ ャ—ナ 
リス トを 強引に 逮捕 するとい うこと がいかに 危険な こ 
とか 訴えたい。 改めて 言う。 「いいかげん にしろ = こ 


小山 田 妻 吾 

【小山 田圭吾 (おやま だ •けいご) ミ ユ—ジ シャン】 196  9 年生 まれ こ 血 
液 型 B 型。 89 年、 小 沢 健 二と ともに フ リッパ— ズ •ギタ I として アルバム 
「海へ いくつ もり じ やな かつた」 で デビ ユ |。 91 年、 グル— プを 解散， 93 年 
9 月、 ニユ— プロジェクト、 コ—ネ リアスと して デビ ユ— 。「太陽は 僕の 
敵」 「パ— フェ クト •レイン ボウ」 などを リリ— ス " 94 年、 「ファ— スト •ク 
エス チ ヨン •アワ I ド」 を リリ— ス C 

宅さん とは 3 年 ほど 前からの 友人です。 当時、 宅さん 
が 復讐 反撃して いた 「小峯 事件」 にェ— ルの 手紙を 送り、 
彼の 出版 記念 パ— ティで 初めて お会いし ました。 つまり 
最初から 彼の 「復讐」 に対する 応援が キ ッカ ケ になつ てい 
たわけです。 

宅さん とぼく は、 礼儀 礼節を 重んじる 性格が 似て いま 
す。 だから こそ 宅さん の、 無礼者を 許さない 潔癖な 「怒 
り」 と 孤高の 「復讐」 が ぼくに も 共感を 呼んだ のです。 

宅さん ファンと して 今まで 「業界 恐怖 新聞」 は 読んで 
いました。 


Efil 


しかし スジを 通し 続けた ことで、 宅さん は 不当 別件 逮 
捕され ました。 ジャンルは 違ぅ けど、 同じ クリエ イター 
として、 恐るべき 宅さん の 才能 異 能を 認めて きたから こ 
そ、 今回の 事態を 悔しく 残念に 思ぅ し、 このまま 宅さん 
の 表現の 場が 奪われるなら 許せない。 

宅さん が 今回 「ポクは おたく 評論家 だ！」 と 宣言した 
時に、 ぼくは カッコ イイと 思いました。 本当に カッコよ 
かつた。 最初の 出会いに 立ち かえつ て、 今 こそ 宅さん を 
支援し ます。 

中 森 明 夫 

【中 森 明 夫 (なか もり •あきお) 作家 •ライタ—  •コラム ニス ト】 1959 年 
三重県 生まれ。 明治 大学 付属 中 野 高校 中退。 85 年 『朝日 ジャ— ナル :, " 新 
人類の 旗手たち" 欄に 登場し 脚光を 浴びる。 著作に. 東京 トンガ リキ ッズ』 
『オシ ャレ 泥棒 j 『瞳に 星な 女たち」、 共著に 『M の 世代 j など。 現在は、 「週 
刊 SPA!』 誌上で 「ニ ユース な 女」 「中 森 文化 新聞」 など、 さまざまな 活字 
メディアで 執筆 活動を 展開す る。 宅八郎 とは 10 年来の 友人。 


今回の 宅八郎 氏の 不当な 逮捕に 抗議し ます。 宅 氏は 
その 発言 や 行動、 多彩な パフ ォ— マンスが メディアを 通 
じて 注目され てきました。 しかし、 宅 氏の 出発点が 89 年 
夏の 連続 幼女 誘拐 殺人事件 に関する M 被告の 逮捕と、 そ 
の 後の マス •ヒス テリ— とも 思える 国家的な" おたく" パ 
ッ シングに あつた ことは、 彼の 著書 『イカす！ おたく 
天国』 (太 田 出版) にも 明らかです。 

その 誕生の 瞬間から さまざまな 誤解に さらされる こと 
を I つの 覚悟と して 選び 取つ てきた 宅 氏は、 あえて マ 
ス •メディア による 悪意の 誤解に 対しては 相応の 手段を 
して 抵抗して きました。 時に 行き過ぎと 思われる 報復 
も、 しかし 匿名 的な 巨大 メディアと 対抗す る 誤解に さら 
された I 個人の 選び 取りぅる 手段で あつたと 考えれば、 
客観的な 情状の 余地が 考慮され てし かるべき でしょぅ。 

宅 氏の 執筆に よる 『噂の 真相』 誌 連載の 「業界 恐怖 新 
聞」 の 丹念な 読者であるなら、 彼の 報復が 単に 根拠の な 
い 嫌がらせで はない ことは 理解され ると 思います。 彼の 
対立 相手が マス •メディアに 属する 言論 関係の 人々 であ 
る ことを 思えば、 刑事 及び 民事の 訴訟に 至る までの あい 


だに、 宅 氏の 抗議に 対する 直接の 対話、 あるいは 書面に 
よる 応答 …… 等々、 何 段階 も 対処し ぅる 方法は あつた 
のでは ないで しよぅ か？ 

言論に 端を 発する 対立が、 充分な 議論の ない まま 徒ら 
に 公的 検察 力の 介入に 及ぶ ことを、 同じ 言論に 携わる 者 
の I 人と して 危惧し ます。 

長年の 友人で あると 同時に、 年下の 優れた 表現 者の 
一人で ある 宅 氏の 人間性に 鑑みて、 いかなる 団体. 集団 
に 属する ので もな く、 まつた く 個人と しての 資格で、 今 
回の 宅八郎 氏の 不当な 逮捕に 抗議し ます。 


【なべ やかん (なべ やかん) タレン ト】 1970 年生 まれ" 東京都 出身 松 
濤 幼稚園を 経て、 成 城 学園 高校 卒 、明治 大学 入学 未遂。 91 年、 明大 裏口 入 
学 •替え玉 事件で、 なべ おさみ の 長男と して 騒がれる (「第 5 章」 対談 参照)' 
事件 後に、 ビ— 卜た けしの 弟子と して 入門し、 なべ やかんの 名で タレン ト 
活動を 開始。 g 獸 手踊り 人形に かけて は 日本一の コレクタ— を 自任 


宅八郎 さん 逮捕！ みんな 驚いた だろう ね。 俺は 宅 さ 
んと 友達 だから、 ちよつ と 前に 本人から 逮捕される かも 
しれない つて 聞かされて たんだ。 

しかし、 マスコミは ひどい よね。 「当て逃げ 逮捕」 だな 
ん て。 不当 逮捕 だよ、 これ。 別件 逮捕 もい いところ だ 
よ。 「業界 恐怖 新聞」 で バトルし ている 小牧の 事で 宅さん 
と 警察が もめて、 ポスト— 小牧 事件では 何もで きない 警 
察が メンツ で、 別件 逮捕した つての が 素人目に も わかる 
よ。 結局、 宅さん は 小学館 側が 頼んだ 警察に 不当 逮捕 
されたん だ。 

芸能人の 俺が、 こうして 宅さん を 支援す るつ てこと 
は、 マスコミ 対応 的に いつて マィナス だと 思 うんだ よ。 
でも、 そんな もんじ や 収まらない 物が あつたんだ。 

だけど 実際に 事件が どう あれ、 一 般 市民の 頭には 《宅 
八郎が 逮捕された》 しか 残らな いんだ。 マスコミ なんか 
その後の フォ ロ— なんかし ない もん。 とくに ワィド シヨ 
I なんか ひどくて、 絶対 自分たち が 不利になる ところは 
カッ トする からね。 それに 大体、 その 事件を 面白く する 
ためには マスコミは 事実を 曲げて 報道す るから ね。 俺の 
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時 もそう だつ たよ。 

事件には 裏 も 表 も あつて、 それで (報道す る 側に とつ 
て) 都合の 良い ところを テレビで 流す。 そんな もんなん 
だつ て。 その 表面 だけ 見て コメント してる バカが いるけ 
ど、 あいつら 何 考え てんだ ろうね。 

特に 酷い のが 生 島 ヒロシ。 あいつは バカ 丸出し だね。 
鼻糞 ほじりながら せんべい 食つ て テレビ 観て るォバ チャ 
ンと 変わらない もん。 宅さん の 時 もそう だつ たけ ど、 都 
合の 良い 編集 テ— プ 見て 文句 言つ て、 あいつは 物の 本質 
わかつ てない の。 


ケ  1 アイ 


【Kei  -  Tee\ ミ ユ—ジ シヤン】 1973 年 東京 生まれ。 血液型 B 型。 
B 83 .  W 56 .  H 85 0 93 年 1月「ガ|ルポツプ 94 」で本格的な活動を開始、 
「DAI キ •ラ •イ」 で CD デビ ュ |。 94 年、 写真集 『月の 輝く 夜に. を 出 
版。 同年、 「才— ル ナイ ト ニ ツボン」 出演 開始。 ュニット.<0>——丁66+ 
LO V E  DYNAMIGHTS で 「WILD ルビィ」 「愛は 極 嬢」 を リリ— 
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宅 八郎は 潔く カツコ イイと 思う。 

私自身、 父親が 「角 川 春樹」 という 事実 だけで 「例の 事 
件」 の 時は、 マスコミの 常識を 疑う 事 ばかりだった。 

突然 来襲の 取材 強要'  平気な 顔して 家宅 侵入。 本人 
がいなければ 家族は おろか、 近所 や 友人にまで 取材し ま 
くった。 それで サ—ツ て 引く ように 離れて いった 友人 も 
いた。 大学に も 人目を 気にして 行けな かつた …… 。 

母親は ノ イロー ゼ になる し、 周囲の 心配 や、 好奇心に 
あふれる 目 も あったので、 平気な フリ する のが 大変 だっ 
たつけ。 

だから 宅ち ゃん の 気持ちが 痛い ほど わかる。 私に 出来 
る こと 全部して あげたくて 支援す る ことにした。 

宅ち ゃん は、 いつも | 人で 裸で 戦っ てきた。 宅 ch  a 
n が やら なきや、 誰もし ない。 素直に カツコ イイな と 思 
つた。 


宮台真 司 


【宮台 真 司 (みや だい •しんじ) 東京都 立 大学 助教授 •東京大学 講師 •社会 
学 博士】 1959 年生 まれ。 87 年 東京大学 大学院 博士課程 修了、 社会 シ 
ス テム 理論を 専攻。 学生 企業の 取締役から 東大 助手 •東京 外大 講師を 経 
て'  現職に。 93 年、 朝日 文化 面 紙上 「ブルセラ 論戦」 を 皮切りに、. 現代. 
『諸君！  j などに 関連す る 文章を 発表、 興味深い 世代 論 •戦後 論へ と 発展 
させる。 主 著は、 『権力の 予期 理論 r  ‘サブ カル チャ— 神話 解体 : (共著)、 
『制服 少女たち の 選択 ： など。 事実の 発掘に 執念を 燃やす 新しい タィプの. 
社会学 者で ある。 

宅八郎 氏への 不当な 別件 逮捕を 断固 糾弾す る。 

マスコミ による 物 書きへの 搾取は 目に余る ものが あ 
り、 宅八郎 氏の 近年の 果敢な 振る舞いは、 多くの 物 書き 
に 多大な 勇気を 与える とともに、 新たな 方法論を 提示し 
てきた。 

今回の 不当 逮捕は、 我々 物 書きの 結束を ますます 高 
める ものである ことは、 明らかであろう。 


バクシ J ソ山下 


【バクシ— シ山下 (ばくし— し •やました) アダルト ビデオ 監督】 19  67 年 
生まれ。 17 歳で 童貞 喪失。 21 歳で A V 業界 入り。 ゥン コ 処理を 中心とし 
た AD 業務を 経験 後、 監督 デビ ユ— 。「女 犯」 シリ— ズ 、「ボディコン 労働 
者 階級」 などが 代表作。 他人が 目を そむける 変態た ちをひた すら 撮り 続け 
ていたら、 自ら も 変態の 仲間 だと、 目を そむけられ、 現在に いたる'  職業 
は A  V 監督な の だが'  なかなか 胸を 張つ て 言ぇた ものでは ない。 

0 

僕は 仕事柄、 イヤ という ほど A V ギヤ ルと 接して い 
る。 お金の ために 何でもす る、 正直で 清々 しい 彼女たち 
に、 今回の 事件と 宅さん について 尋ねて みたところ… 


えつ、 違つ たつけ J 


「車、 盗んだ ん でしょ？ 

別の 子は、 

「ひき 逃げ しちや マズイ よ」 

さらに、 

「前々 から 何 かやりそう だつ たもん ね」 「逃げ きれな かつ 
たのは、 ダサい」 「ホン トに 怖い 人だった」 
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いくら 僕が、 ことの 成り ゆきを 説明しても 彼女たち は 
耳を貸そう としな かった。 宅さん が 犯罪者の ほうが、 お 
もしろ いからだろう。 

そう、 確かに おもしろい が、 嘘で 盛り上がる にも ほど 
が ある。 「悪人 っぽい 人」 が 「悪人」 になっ てし まう、 こ 
れが 報道 被害の 現実 だ。 

今回の 不当 逮捕と それに 便乗した 悪意 ある マスコミ 報 
道に 抗議す る。 警察が 正義の 味方 じ ゃない って 知って 愕 
然とした 昔を 思い出した。 あ— 厶力厶 力す る。 


【安部 譲 二 (あべ •じょぅ じ) 作家】 1937 年生 まれ。 バ クチ 打ち、 キッ 
ク ボクシング 解説者、 三 島由紀 夫の 用心棒'  日航 パ— サ— 、競馬 予想屋 
など 職を 変えた 後、 本人を モデルに 書かれた 三 島由紀 夫の 小説 「複雑な 
彼」 の 主人公の 名から ペンネ— 厶を 取り、 作家になる。 86 年 『塀の 中の 懲 
りない 面々 j を 執筆 ( 87 年 •日本 新語 流行語 大赏 受賞)。 以後、 ベス ト セラ 
I 作家になる。 


安部 譲 二です。 仕事が あって どうしても 出席す る こと 
がで きません ので、 テ— プで 私の 考えを 申し上げます。 

私は 宅 八 郎君の 闘う 姿勢を とっても 愛して きました。 
それは なぜかと いえば、 現在の 青年が 長い ものに 巻かれ 
闘う 姿勢を 失った 時に、 宅 君 だけは 敢然と して 大きな 相 
手、 不当な 相手に 対して 闘っ たからです。 僕は その 宅 君 
の 「やられたら やり 返す」 という、 現代の 青年が 失っ てし 
まつた 心を とても 愛して いました。 

そして 今回、 宅 八 郎君は まった く 普通の 人で あれば 逮 
捕され ないような 事件で 警察に 逮捕されました。 事件の 
あらまし を 皆さんが お聞きに なれば、 何で こんな ことで 
2日間 0 ^- 2 泊 3 日間) も 身柄を 拘束され たの か、 ビッ 
クリ される と 思います。 

しかし、 警察と いう ものは 市民を 逮捕し ようと 思っ た 
ら 、このように どんな 手段を 使って でも 逮捕す る もので 
す。 私 もこれ まで 過ごして くる 間にこう いう 逮捕の され 
方は 何回も 経験が あります。 苦笑いす るよう な ことで 何 
度 も 逮捕された 覚えが あります。 

これは とても 恐ろしい ことで、 たとえば 宅 君の ような 


青年の 立場に してみ たら、 この 警察の 逮捕と いう こと 
で、 すべての 生活 手段を 奪われる のです。 すでに 「噂の 
真相」 社の 岡留 社長は 宅 君の 連載を 打ち切る ことを 公表 
しています。 さらに レギ ユラ— で 出演して いた テ レヒ番 
組の 製作者 も 宅 君を 降ろす ことを 決定して います 

まともな 納税者で ある 市民に とつて、 警察に 逮捕され 
ると いえば 「好まし からぬ 人物」 という 焼き印を押され、 
生活 手段を すべて 失つ てし まう ことになります。 

ああ。 こうやって 電話で 録音して いても、 今の 宅 君の 
'じ 1 If を 思う 時、 胸が ふさがれる 思いが します。 

これは 巨大な 組織が 動いた 結果で、 宅 君は 逮捕され 生 
活に窮 する ことにな りました。 これは 誠に 忍びない こと 
であります。 

そして 考えて みると、 これは 私たち 市民が 共通に 持つ 
恐怖で、 警察に にらまれ 警察を 怒らせれば、 私に しても 
たちまち 宅 君と 同じような ことにな つてし まう ので あり 
ます。 これが 恐怖でなくて 何でし よう。 私に しても、 今 
の 私の 状況で 警察を 刺激し 怒らせる ことは 本意では あり 
ません。 


ただこの 事態に 際して 皆様に'  宅 君が いかに 不当に 逮 
捕され 2 日間 (※〇^一 泊 3 日間)、 身柄を 拘束され、 さら 
に 生活 手段を 奪われた か、 そして さらに それが 宅 君の み 
の 問題では なく、 私たちが 等しく 共通して 持つ ている 潜 
在した 恐怖で ある ことを 御 理解いた だきたい と 思い ま 


す。 


よろしく 宅 八 郎君の 御 支援を お願い 申し上げます。 さ 
らに宅 君の 活躍す る 分野の 皆様、 宅 君に 発表す る 場と 
仕事の 場を どうぞ 与えて くださし 

年上の 友人と して お願いを 申し上げます。 


靄師 一彦 


【謀 師 一彦 (つるし •かずひこ) 『週刊 SPA!』 編集長】 1955 年生 まれ 
早稲 田 大学 法学部 卒 。卒業後、 国 学院 大学 文学部に 学 支 学 後 中退。 み 
のり 書房に 入社、 おたく 雑誌 『月刊 〇 U T』 で、 ド ラク ェの堀 井 雄 二ら を 
日 一 当。 退社 後、 サン ケイ 出版 (現 •扶桑 社に 統合) に 入社。 88 年 〔週刊 SP 
<!」 •創刊 以来、 編集部に 在籍 (扶桑 社)。 伝説の 連載 「宅 八郎の イカす！ 
おたく 天国」 (単行本は 小社 刊) を 担当 後、 93 年 編集長に 就任」 小 林よ し 
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のり 「コ| マニス ム 宣言」 などを 手掛け、 発行部数を 飛躍的に のばす。 

「いや あ、 あんな 特集よ くやり ましたね」 「あんな 連載、 
大丈夫 なんです か？」 

会ぅ 人 ごとに そぅ 言われた。 いや、 今でも 言われる こ 
とが ある。 これは、；. SP A I.J 94 年 12 月 7 日 号の 特集 
「宅 八郎は なぜ 不当 逮捕された か !? 」 のこと であり、 12 月 
28 日 号から 新 連載を 開始した 「週刊 宅 八郎」 (仮題 ^ のこ 
とで ある。 

一 SPA!』 は、 不当 逮捕された 宅 八郎が 仕事を 失つ て 

いく 中で、 支援 大 特集を 組んで'  連載まで 開始 させた わ 

けだ。 それ も 何と、 連載 開始 時には 表紙にまで 彼を 起用 
している の だ。 

「なぜ 宅 八郎を (あんな 奴を) 支援す るの か」 と 聞かれる 
こと も 多い。 

宅 八郎の 誕生は 確かに この 『SPA!』 だつ たし、 云 
説の 連載 「イカす—. おたく 天国」 の 担当 編集者は、 ま 
かならぬ 僕 だつ た。 しかし、 彼と 仲がいいから などと い 
う 理由で 宅 八郎を 支援した わけ じ やない。 


報道、 そして 取材は どこまで 許される のか？ 取材 ま 
報道機関に だけ 許された 特権な のか？ 個人には 取才 
し、 報道す る 権利は ない のか？ 報道 責任は 会社に ある 
のか 個人に あるの か？ 大 出版社の 「取材」 は 公共性が 
あると 認められ、 個人で ある 宅 八郎が 行った 「取材」 は、 
なぜ 「犯罪」 と、 とられて しまう のか？ 

宅八郎 は、 そうした 問題を 突きつ けて きたよう に 思 
う。 彼の 逮捕を あくまでも 「つまらない 人間が 起こした、 
当て逃げ という 下らない 事件」 という 矮小な 物語と して 
片づ けようと した メディアは 多 かつた。 マス •メディア 
にと って 都合の 悪い ことを 宅 八郎は 暴き だしてき たから 
だ。 

僕が 彼を 支援した のは、 彼が マス •メディアに 提 起し 
た さまざまな 問題を 同じ マス •メディアの | 員と して 考 
えてい きたいから だ。 

だが、 この 事件が 言論に とって、 これほど 重要な 問題 
提起を はらんで いたとは、 僕 も 初めは わかっ ていな かつ 
た。 しかし、 特集を 組む ことを 決め、 動きだし ていくう 
ちに、 ことの 重大 さが わかつ てきた ので ある。 


『SP A !』 の 若手 編集者たち も、 あまりに も 不当な 逮 
捕 •拘禁、 あまりに も ひどい 小学館 側の 対応、 といぅ 現 
実を 実感し、 この 企画に 熱が こもつ ていつ た。 編集長で 
ある 僕に とつて、 これは 嬉し かつた。 活気の ある 編集部 
から 面白い 雑誌は 生まれる と 確信して いるから。 

予想 どおり、 特集 も 連載 も 評判を 呼んで いる。 宅八郎 
-21 をし かめる 人たち も、 みんな 『SP A !』 の 記事を 気 


にして つ J っ そり」 読んで いる。 とにかく 理屈 抜きに 宅 八 
郎の やって いる ことは 面白い の だ。 

だっ たら 雑誌 編集者と して、 このよぅな 記事を 作り 続 
ける ことは、 あまりに も 当たり前の ことだろう。 僕は 宅 
八郎を 今後 も 支援し 続けて いく。 それは'  僕が 編集者で 
あり 镜 けて ゆく、 という ことと 全く 同じ 意味を 持つ てい 
るから。 


❷宅 八郎弁 護 团は 語る 


『小学館 討ち入 : E 

I 在 1 g 団^ んがえ ま-^ j 

斎 藤健兒 

【斎 藤健兒 (さいとう. けんじ) 弁護士】 1946 年生 まれ 埼玉県 出身 
76 年に 弁護士 登録。 東京 弁護士会 所属。 神 田で 法律事務所を 経営し'  一 
般 市民 事件を 中心に、 キヤ リア 20 年の 実績で、 活躍す る。 


私は 宅八郎 さんに ついては、 今度の 事件で お会いす る 
まで 全く 知らな かつたん です。 どこかで 聞いた 名 r だな 
という 程度の 認識し かありません でした。 

宅さん が 小 平 警察署から 住居 侵入な どの 容疑で 呼び 
出しを 受けて いると いう ことで、 弁護を 引き受ける こと 
になり、 宅さん の 書いた、 例の 「業界 恐怖 新聞」 なる も 
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のを 初めて 読ん だんです。 読んで みて 「いや、 これは す 
ごい 反撃 だな」 と 思いました。 『週刊 ポスト』 の小牧 デス 
クは 、これは 生きた 心地が しないだろう と。 いや、 本当 
に、 ここまで プライバシ— を 暴かれたら 小牧 さんは 大変 
で、 恐慌 状態だろう なと 思いました よ。 

プライバシ— 侵害な どの マスコミ による 報道 被害に 対 
して、" 目には 目を" と 報道した 側の 責任者を 逆 取材し 
て 反撃すべし という 考えが ある ことは 知つ ていました 0 
が、 こう 絵に 描いた ように 見事に 反撃して いるのを 読ん 
で、 こういう やり方で ひどい 取材に 対抗して いる 宅八郎 
という 人物に ついて、 面白い という 印象を 持ちました。 

あそこまで 執念を 持っ て 他人の 決定的な プライバシ— 
を 慕く というのは、 なかなか できる ことではないです よ 
ね。 しかも、 宅さん がき ちんと 裏付けを 取っ て 書いて い 
ると いう ことは 記事を 読んで わかりました。 

裁判に 携わる 弁護士が、 こんな ことを 言う のは 不謹慎 
だと 思われる かも 知れません が、 プライバシ— が 侵害 さ 
れても 、その 被害を 裁判で 回復 するとい うのは、 実際は 
容易な ことでは ない。 裁判 手続きに 要する 大きな 費用 や 


時間、 苦労に くらべ、 判決で 認められる 賠償 額は 微 々た 
る ものと いう 裁判の 現状が 告発され ている の だと 思い ま 
す。 

それに、 こういう 私事 暴露は、 それ こそ 小牧 デスクな 
り、 「週刊 ポスト』 の 編集部から すれば、 日ごろ やって い 
る 行動 そのままで しよう からね。 彼らは 日ごろ 自分たち 
が やって いる ことが、 「報道され る 側」 にどん な 事態を も 
たらす のかと いう ことを 身を 持つ て 思い 印ら された 〇ナ 
で、 そういう 部分 も 含めて、" 目には 目を" はとても®、 
味 ある 方法論 だと 思いました。 

ただ、 宅さん の 「業界 恐怖 新聞」 を 読んで 抵抗が あっ 
たのは、 小牧 さんの 息子さん について 触れた 部分です。 
息子さんを 「バカ 者 っぽい」 と 評した 部分が ありまし たよ 
ね。 宅さん に 「あれは マズィ です よ。 小牧氏 本人への 逆 
取材を 徹底的に やる のは 理解で きる けど、 家族までを 標 
的に する ような やり方に ついては 賛成で きない」 と 言っ 
たのです。 「これでは、 向こうの レベルと 同じに ならな 
いか」 と。 

宅さん は 「バカ 者 ルック」 という 形容が I 応 流行語に 


なつて いる ことの 弁明を してから、 開き直つ たように こ 
う 言 うんです。 

「ポク 自身 も、 自分の やつて いる ことが 全面的に 正しい 
とは 思つ ていません。 しかし、 マスコミの 側、 小牧 氏の 
側は 取材 対象 者の 家族を 巻き込もう がどうし ようが、 そ 
んな ことは お構いな しで ひどい ことを やつて いるんで す。 
ボク はやります」 

ここが 宅さん が 「悪魔 (サタン)」 を 自称す る ゆえんで あ 
り、 私が ときおり 彼と 距離を 置きたい 気持ちに かられる 
部分な のです。 いまでも 私は、 この 宅さん の 抗弁は 納得 
いかない けれど、 彼は 「悪魔」 として 報道す る 側を 告発し 
ている わけで 「I 理 あるかな」 と 思つ たりして、 私の 気持 
ちとしても 揺らぐ 部分が あるんで す。 

しかし 警察に とつて は、 特に 私事 暴露を 越えた 直接 行 
動と いうのは、" 目には 目を" を 越えて いると して、 ある 
種の 許しが たい ものが あると 思います よ。 取材と して 小 
牧 宅を 訪ねても、 報復 的な 動機が くつつ いている わけで 
すから。 だから 今回の 「小牧 事件」 も、 実は 例の 小峯氏 
の 件 あたりから 綿々 と 続いて いる 事件と して、 警視庁は 


見て いると 思います ね。 警察は 宅さん を マ— クし 「危険 
人物」 として 位置づけて いるんで はない かなと 感じます。 

今回の 宅さん の 逮捕に ついての マスコミ 報道の 姿勢に 
ついては、 改めて 「ひどい もの だ」 と 思いました。 マス 
コ ミは 第 四の 権力 だと 言われて いますが、 実際、 裁判所 
が 判断す る 前に ペンと 写真で 人を 社会的に 裁いて しまう 
力を 持っ ている。 それだけに きちんとした 取材と 報道の 
姿勢がなければ、 それ こそ 世の中は おかしく なって しま 
うと 痛感し ます。 

例えば、 宅さん の 報道に 関しての 「当て逃げ」 という 言 
葉。 警察 発表を 鵜呑みに せずに、 事実を 正確に 取材し 
ていれば、 使えない 言葉で しょう。 彼は 別に 逃げて いな 
いし、 被害者の 女性とは 事実上 示談 も 成立して いたので 
すから。 それを 三大 新聞を 含む ほとんどの マスコミが、 
バーン と 「当て逃げ 逮捕」 「逮捕したら (当て逃げと) 認め 
た」 と 報道して しま うんです から。 被害者の 言い分に 耳 
を 傾けない マスコミ 報道の 怖 さを 改めて 知らされ まし 
た。 

11 月 7 日の 記者会見の 後、 小学館の 『週刊 ポスト』 に 
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宅さん が" 討ち入り， をした 夜は 深刻な 議論に なり まし 
た。 梓澤 弁護士と 二人で 「もう 辞任し かないの では」 「弁 
護団は 解散し よう」 という 話に なって しまった のです。 
目の前で、 事前の 相談 もな く 突然 ああい う 行動を 取ら 

れ たら、 もう 彼を 弁護し きれないので はとい うこと で… 

〇 

• • • 

しかし、 翌日の テレビ や 新聞の 報道を 見て、 また、 考 
えてし まった。 小 Sf 館の ビルに 入っ たから 宅さん の 言い 
分が 取り上げられた 面が あると 感じた からです。 つまり 
あの 問題の 行動に よって、 ようやく この 事件が、 実は 
「週刊 ポスト— 小牧 事件」 なんだ という ことが クロ— ズア 
ップ された のです。 

そんな わけで、 今でも 弁護団と いう わけです。 

I 部には 宅さん の やって いる ことは 小牧 氏との 泥仕合 
ではない かとい う 疑問が 出されて いるよう です が、 私と 
しては 宅さん が 投げ かけて いる〃 報道 被害の 告発，" 報道 
の 在り方の 批判" という 問題 提起が、 その 行動に よって 
少しで も 深められる といい なと 期待して います。 


「報道 AK 権に 関して、 これ だけの 要素が 
つま 0 た 事件は 前代未聞 だ」 

梓 澤和幸 

【梓 澤和幸 (あずさわ •かずゆき) 弁護士】 1 9  4  3 年生 まれ。 群馬県 出身。 
I 橋 大学 法学部 卒。 71 年弁證 士 登録。 人権と 報道'  外国人の 人権な ど、 
人権に 関する 事件を 多く 手がける。 現在、 日本 弁護士 連合会 人権擁護 委 
員'  同人 権と 報道に 関する 調査 研究 委員会 副 委員長'  民間放送 連盟 番組 
調査 会 委員', ■著 雷に 「悲しい パス ポ— 卜』 (同時代 社)、 『外国人が 裁かれる 
とき j  (岩波 害 店)。 

この 宅さん の 事件には、 実は 三つの 要素が あると 思う 
ん です。 

一つは、 一般の 犯罪 報道に よって 引き起こされる 人権 
侵害の 典型的な 事象で あると いう 側面です。 

報道と 人権の 問題には、 80 年代の 半ば 頃から 大きな 
問題と して スポットが 当たっ ています。 その 頃、 私が 議 
長を していた 弁護士 学者 合同 部会は、 朝日 •読売 •毎日 
の三大 朝刊 紙で 報道され た 事件 記事の 当事者 (容疑者. 
または 容疑者の 家族) に 「報道に よって、 どんな 被害を 
受けました か？」 という 質問の お 手紙を 出した わけです。 


そうした ところ、 回答は さほど 多くは なかっ たんです 
が、 その 返事の ほとんど 全てが 「あまりに も 警察 発表 寄 
りの 報道で ある」 といっ た 内容でした。 警察 発表を なぞ 
った だけの 新聞記事で、 非常に I 方 的な 書かれ 方を した 
と 0 

そして、 そういう 警察 発表 寄りの 犯罪 報道に よって、 
例えば、 近所 づき あいがで き なくなって 引っ 越しを 余儀 
なくされたり とか、 仕事が ダメ になつ たり、 就職が ダメ 
になっ たりと か、 その あげく 離婚したり とか …… 容疑 
者、 その 家族の 方々 が、 惨憔 たる ありさまの 被害を受け 
ていた ことが 浮かび あがつ てきたん です。 

それ 以後 も、 私は ずっと 報道に よる 人権侵害の 問題に 
取り組んで きてい るんで すが、 今回の 宅さん の 件 も、 基 
本 的には おんな じだな、 と。 犯罪 報道と 人権問題の 典型 
的な 例 だな って 思います ね。 

新聞記事、 テレビの ワイド シヨ— もす ベて 「当てて、 
逃げた」 という 代々 本署の 警察 発表 だけに 基づいて 報じ 
ている し、 別件 逮捕の 疑いに ついても、 まともに 論及し 
て もい ない。 


しかも、 宅さん が 逮捕された ああい う 状況の 中で、 宅 
さんが 手錠を つけられ 腰縄を 縛られた 連行 写真が マスコ 
ミに よつ て 撮られて、 テレビ や 新聞で 流されたり してた 
ら 、もう 取り返しが つかない くらいの ダ メ—ジ を 受けて 
いたか もしれ ない。 もし 連行 写真が 出て たら、 世間 I 般 
の 人には、 「宅は 凶悪な 犯罪者 だ」 みたい な ィメ— ジが定 
着して しまつた と 思う。 恐ろしい ことです。 

だから、 絶対に 連行 写真を マスコミに 写させる なと、 
警察に 申し入れを したので す。 11 月 4 日の 朝、 宅さん が 
留置され ていた 代々 木署 から 検察庁へ 移送され る、 その 
瞬間が 一番 写真を 撮られる 可能性が 高 かった。 その 前の 
晩に 警察の 当直の 人間から 無理やり FAX ナンパ— を 聞 
き 出して、 弁護団と して 文書を 送りました。 午前 | 時半 
頃の ことです。 

あんな 微罪で、 連行され る 姿が マスコミで 報じられる 
なんて ことがあ ったら 大 問題 だ ぞ 、と。 それに 三 浦和義 
さんの 件で も、 人権侵害っ ていう 判決が 出 てるじ ゃない 
かと。 あの 時、 なにも 手を 打たな かつたら、 宅さん の 手 
錠 •腰縄 姿の 写真が テレビ や 新聞に デ カ デ カと 掲載され 
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たでし ようね。 

そして 二つめ に、 有名人に 対する プラィバシ— の 侵害 
という 要素 も、 この 宅さん の 事件には ある。 こういう 犯 
罪 報道の 問題と、 有名人の プラィバシ— 侵害の 問題の 両 
方が 重なっ ている 事件っ ていう のは 珍しい 例なん です 
よ。 普通は、 どっ ちか I つ だから。 

それから 三つめ に、 弁護団と 宅さん を 支援す る 会、 そ 
して 宅さん 本人が おこなっ た 「反撃」 について です。 

犯罪 報道に よっ て 人権を 侵害され た 側が、 報道にたい 
する 反撃を 最初から 計画して 行動した というのは、 極め 
て 稀な 例です。 例えば、 宅さん が 逮捕された 当日 ( 11 月 
2 日) の 深夜に 開いた 弁護団と 支援者に よる 緊急 記者 
会見です。 

逮捕された 側の 言い分と いうのは、 なかなか 報道陣に 
は 流れません。 それが、 その 逮捕 当日に、 しかも 様々 な 
資料まで 用意され た 形で 記者会見を やった というのは 前 
代 未聞です。 

私自身、 報道と 人権の 問題を 長く やって ますから、 あ 
の 緊急 記者会見には 力を いれて やりました けど、 あれは 
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今後の とてもい い テス ト ケ—ス になっ たはず です。 逮捕 
当日に、 しかも わずか 数 時間のう ちに、 警視庁の 記者 ク 
ラブに 連絡して、 報道陣を 50 人 近く 集めて、 容疑者の 側 
が 反撃の 記者会見を やった という 事実は ね。 

この 事実と、 そして 準備 態勢、 方法論と いうのは、 今 
後 起きる だろう 様々 な 事件の 時の、 とてもい い 参考 例に 
なると 思います よ。 ああい う 風に やれば、 逮捕された 
側 •容疑者の 側 だって、 報道 被害に たいして 反撃 可能な 
んだ つてい うこと を 実証した わけです から。 

そういう 意味では、 11 月 7 日に、 宅さん 本人が 出席し 
て おこなった 記者会見 も 意義は 大き いんです。 報道 被害 
を 受けた 人間 自身が 敢然と 正面に 登場して、 問題 提起 
をした。 普通ね、 報道に よっ て 人権を 侵害され た 人っ て 
いうのは、 あまりもう、 表に 出て こな いんです よ。 公然 
と 出て きて、 権利を 主張して、 報道機関に 挑み かかるな 
んて 人は まずい ません。 

宅さん のように、 徹底的に 報道 被害の 問題で 闘う とい 
う 人は、 有名人の プラィバシ— 侵害の 件と しても 支援す 
るべき です。 また、 一般 市民の 人で 報道 被害に あわれて 


いる 多くの 人々 にと っても、 彼の 行動は 大きな 励ましに 
なる はずです。 こういう 風に 堂々 と 姿を さらして 闘つ て 
いる 人 もい るんだ つて ことで。 

そういう 三つの 要素を 考ぇて いくと、 この 事件は 物凄 

い 意義を もつ 事件な のです。 

それから、 ある 意味で、 今回の この 事件と いうのは 
報道す る 側 •マスコミの 側に とっても、 実は チ ャンス だ 
ったと も 思 うんです。 例ぇば、 『西日本 新聞』 が 被疑者 
側 •弁護士 側の 意見に も 紙面を 割く、 「言い分 取材」 とい 
うのを やって、 93 年度の 新聞 協会 賞を 受けて いるんで す 
ね。 西日本 新聞が やった ことは、 従来から 言われ 続けて 
来た マスコミの 犯罪 報道の I 方 性にたい する 注目され る 
実験だった。 

そういう 報道に 関する 流れが ある 中で、 この 宅さん の 
事件は、 報道 被害に 関しての 多くの 問題を マスコミ 全般 
に 発信し たんだけ ども、 それを、 どこも 受けと めな 力つ 
た。 朝 •毎 •読 あたりの どこかが やつて くれる かなと 期 
待は したんだ けど、 警察 発表の まん まの 報道で しよ 「 毎 
日 新聞が ちよこつ と、 警察 側と 弁護団 •支援 会の 意見の 


対立みたい なのを 報じて くれ ましたが …… 

逮捕された 側の 言い分を 聞いた ときに、 警察の 情報と 
異なる 事実 関係が 出て きたと きには、 いったん 警察 発表 
の 信憑性を 逮捕された 側の 主張と 同列に 置いて みる こと 
が 必要 だと 思います。 その上で、 警察 発表の 信憑性を 検 
証して みるので す。 

ところが、 いま メディア 側は 逮捕された 側の 言い分を 
聞く 機会が あっても、 警察からの 情報を 疑って みると 
か、 検証し 直す とかの 作業を していない。 だから、 進歩 
が みられない のです。 

新聞を 始めと する マスコミは'  とてもい い チ ャンスを 
兆 一した な あと 思います よ。 マスコミが 変わる 大 いなる チ 
ャンス だっ たんです よ、 この 「宅 八郎 事件」 は。 

だから 宅さん が、 これから もこの 問題を 発言し ^ けて 
いくとい うことの 意義は、 凄く 大きい ものが あるんで 
す。 そのこと に、 日本の マスコミは 早く 気づく べきで 

す。 

宅さん 自身に 関して 言えば、 ああい う 「嫌われる パー 
ソナリ ティー ーつて いうのは、 面白い と 思います。 彼の 


行動は、 毒を もった 批判、 毒に よる 批判です。 

宅さん の 逆 取材に ついては、 とても 興味深 いんです。 
ジ ャ—ナ リス トの あり方と して、 大 報道機関 だけが 「取 
材の 自由」 といぅ 特権を 主張して いいの かとい ぅ、 法律 
的な 論理の 面から みても 面白い 問い かけを、 宅さん はし 
ている。 それが 興味深い。 

そして、 それを 彼な りの やり方、 逆説的な、 波風の 立 
つ 言葉で 問題 提起して います。 普遍的な ところを ついて 
いると 思う。 毒に よる 批判、 毒の 力を 持つ た 人 だと 思い 
ます。 毒に よる 批判つ ていう のは、 だれに でもで きる も 
んじ やない からね。 必ず 敵を 作つ ち やう わけ だから。 し 


かし、 ある 種 独特の 力を 持 つんだ、 毒に よる 批判は。 敵 
を 作る けど も、 その 敵 自体が 宅さん を 嫌がっ ち ゃうっ て 
いうか、 そういう 奇妙な 力 だね。 

それに 彼の 毒は、 紙の 上 だけ じ ゃない からね。 身を 捨 
てて、 やる からね。 そこが、 私なん かは、 まあ、 ついて 
いけない 部分で も あるんだ な あ。 怖くて、 おっかな ハと 
いうか、 危ない わけ。 

私は 宅さん のこと を 「彼は、 危険な 誘惑 だ j って 言っ 
た ことがあ るんだ けど、 そういう 部分 だね。 せめて、 フ 
クの 毒く らいに しとかない と、 宅さん 自身が 生きて けな 
いんじ やない かと 心配したり もします。 


報道 加害者で も あ 酒は、 

だか S ハ郎— 援 する 

藤 井良樹 

【藤 井良樹 (ふじい •よしき) ルポ ライタ—】 19  65 年生 まれ ハンド マ 
ン '活動家、 コピ— ライタ—、 フイ リピン •ネグロス島での 日本語 教師な ど 
の 職業を 経て、 ルポ ライタ— に ◦ブルセラ 問題の 分野では 第一人者 として、 
数多くの ルポ •評論を 発表して いる。 著書に ' 女子高生は なぜ 下着を 売つ 
たの か？』 (宝島 社)、 『ガキ のき もちは わかるまい』 (共著 •風雅 書房) 他。 

94 年 11 月 7 日、 宅 八郎が 小^^ 館 •週刊 ポスト 編集部に 
討ち入りした 夜。 

僕 も、 そこにいた。 

「宅 八郎 さんを 支援し、 不当 逮捕に 抗議す る 会」 の 事務 
局 スタッフ として、 そこにいた。 そして、 ちよう ど その 
時、 週刊 ポスト 編集部には、 僕の 担当を して くれてい る 
編集者 もいた。 9 月から 10 月に かけて、 僕は 3 回に わた 
つて 週刊 ポストに 署名 原稿を 書いて いる。 原稿は 3 回と 
も、 僕が 2 年間 以上ず つと 追い 続けて いる 「ブルセラ 問 
題」 に関する もの だ。 

宅 八郎の 小牧家 襲撃に つきあつ たりしながら、 I 方で 


は ポストで 仕事を していた わけで、 無節操 極まりな いと 
言われれば、 その 通り。 だいたい 宅 八郎の 行動を 支援し 
ている 僕が ポストで 仕事を していた こと も 無茶 だけど、 
逆に 僕が 宅 八郎を 支援す るの もまた、 大 いなる 矛盾な の 

だ。 

なぜなら 僕 こそは、 宅 八郎が 忌み嫌い、 攻撃 対象と し 
ている 「報道 加害者」 だから だ。 

僕は、 「ブルセラ 問題」 の ルポを 写真週刊誌 や 男性 向 
け 雑誌、 エロ 本な どで 書いて 行く 中で、 多くの 16 歳 や 17 
歳の 少女たち の プライバシー を 侵害して いる。 僕が 取材 
し 書いた 『フライ デ—』 の 「女子高生 デ— トク ラブ 記事」 
の 掲載 写真の 目線が 薄かった ために、 デ— ト クラブ 通い 
が 友人 や バイト 先に バレて しまった 高校 2 年生 もい る。 

フジテレビ、 TBS、 テレビ朝日、 日本 テレビの ワイ 
ド ショ— にも コ メンテ— 夕—や レポー ター として 数回 出 
演 している。 警察に 手入れを 受けた ばかりの 「デー トク 
ラブ」 の 下で、 補導 調書を 取られた ばかりの 女子高生を 
呼び止め、 僕が インタビュ— し、 ワイド ショ— で 放送す 
るなん てこと もやつ た。 
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正直 言って 僕は、 宅 八郎に 攻撃 されても おかしくない 
立場の 人間 だ。 そして、 だから こそ、 宅 八郎の 一連の 復 
聾を 断固 支持す るんだ！ 

でも、 宅と 共に、 週刊 ポスト 編集部に 押し かけて、 自 
分の 担当 編集者と 目が あった 時に、 僕が 思わず お辞儀を 
してし まつた の も 事実です。 

なんか、 申し訳ないな あと 思っ たから だ。 週刊 ポス 
卜 編集部 や、 小牧 デスク や、 彼の 家族に も 少し 申し訳な 
いと、 僕は 思っ ている。 「宅 八郎 逮捕が 近い」 の 情報が 入 
り'  宅 支援に 本格的に 乗り出した 時 も、 「ああ、 これで 
もう、 いよいよ ポストの 仕事は でき なくなるな あ」 とか 
思っ て、 それなりに 考え こんだり もした。 

でも、 宅 八郎を 支援した。 なぜなら、 僕は やっぱり、 
報道 加害者 だから だ。 

文章を 書き、 それを 世間に 発表す る ことを 自らの 表現 
と 生活の 糧を 得る 術と し、 そして その 文章 表現の 方法に 
ルポ ルター ジユを 選ぶ のなら ば、 どう 考えても、 自分が 
報道 加害者で あると いう 自覚を 抜きに ルポ ラィタ— とい 
う 仕事は できない と、 僕は 確 1 している。 
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罪のない、 だれも 傷つけない、 良心的な 仕事なん て 僕 
にはで きないし、 やりた くもない。 宅八郎 が、 報道 被害 
への 抗議の 意味を こめて 小牧 さんの 家の ドアを たたいた 
時、 僕は その 光景を そばで 見て いた。 小牧 さんは 姿を 表 
さず、 数 分 後、 パトカ— が 数 台 駆けつけて 来た。 

きつと、 小牧三 平さん は、 自分の ことを 報道 加害者 だ 
なんて 思つ ていないんだろぅ。 自分の ことを 「だれも 傷 
つけない 公正 中立な マスコミ 人」 だと 信じて いるんだ ろ 

> っ 0 

悪い けど 僕は、 小牧 さんの よぅには なりたくない。 
だから、 僕は 宅 八郎を 支援す る。 

宅八郎 は、 〈回転 体〉 の 感覚が 理解で きる と 言って はば 
からない 人 だ。 

〈回転 体〉 とは、 ぁの 青物 横丁 駅で 大学 病院の 医師を 卜 
カレフで 射殺した 犯人が 「自分の 身体の 中には 医者に よ 
つて 埋め込まれた 回転 体が、 いま も 回つ ている」 と、 テ 
レビ 局に 送り付けた 声明 文に 書いて いた 〈回転 体〉 のこ 
とで、 宅八郎 は、 ト カレフを 撃っ た 男の 身体 中を 駆け巡 


った その 〈回転 体〉 の 正体が ポクには わかる、 と言うの 
だ。 

医師を 射殺した 男は、 本当は 弱い 人間 だつ たんだろ 
う。 彼が 持つべき は、 本当は ト カレフなん かでは なく、 
彼が 撃ち殺す べきは、 本当は あの 医者なん かじやな かつ 
たんだろう。 

しかし、 宅 八郎は 僕に、 「ポクは ヤツの 気持ちが わか 
るよ。 ポクの 身体の 中に も 回転 体は ある ぜ」 と言うの だ。 

彼は、 たぶん ヒ— 口— には なれないだろう。 カリスマ 
にも なれないだろう。 人から 疎んじられる ことは あつて 
も、 なかなか 尊敬され たりは しないだろう。 これから 
も、 警察からは 付け狙われ るだろう し、 マスコミからは 
叩かれる だろう。 なぜなら 彼は、 自分の 中に 〈回転 体〉 が 
ある ことを 自覚して しまつた 人間 だから だ。 

そして 本当は、 だれの 中に も 〈回転 体〉 は ある。 マジ 
に。 要は、 自らの 内に ある、 その どうしよう もない 〈回 
転 体〉 と'  どう 向き あう のかなん だ。 青物 横丁の 犯人は、 
人を 撃ち殺した。 いじめられた 大河 内 君は、 自殺を 選ん 
だ。 そして、 宅八郎 は、 復 響を 実行し 続けて いる。 


この 本を 読んだ あなたは、 自分の 〈回転 体〉 とどぅ 向 
き あう つもりで すか？  僕 自身は、 僕 自身の どうしよう 
もない 〈回転 体〉 とどう 向き あえばい いんだ !? 

その 答えを 探す ために も、 僕は 宅 八郎を 支援す る。 


なぜ、 わたし— 八郎を 
支援す るの か 

加 藤将輝 

【加 藤将輝 (かとぅ •まさき) フリ— の 取材 者'  ディべ— 夕—】 19  62 年生 
まれ。 中卒。 北朝鮮 ルポ、 海外 映画館 事情、 天皇 御大 葬 研究、 大木 金 太 
郎 物語な どを 執筆。 テレビ ドキ ユメ ン タリ— の 企画 •構成に も 携わり'  筑 
波 研究 学園都市の 検証、 部落 差別の 現状、 などの 番組を 発表。 テレビ デ 
ィべ— 卜、 ドラマ、 アダルト ビデオ 男優な どの 出演 も 多い。 近刊に 『笑え 
ない 北朝鮮 j 『どいつ もこい つも 朝鮮人』 『犬の 死骸を 喰い 散らし』 「韓国人 
としての 大山 倍 達」 を 書かせて くれる 媒体を 募集 中。 

なぜ、 わたしは 宅 八郎を 支援す るの か。 それは、 彼の 
行動が マスコミ、 ジ ャ—ナ リズム、 報道、 メディア とい 
つた ものの 根幹を 揺るがす 問い かけに なつて いるから。 
なぜ、 わたしは 宅 八郎を 支援す るの か。 それは、 わた 
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し 自身が 取材 者と して、 個人の 資格で ものを 伝えようと 

思つ ている から。 

氺 

小学館の 週刊 ポストに、 宅 八郎は 悪質な 取材を され 
ている。 その 取材は、 住居 侵入、 無断 撮影な ど、 一般人 
の 常識で 考えれば 許されざる 行為で あった。 しかし、 わ 
たしは こういう 取材 方法が あつても かまわな いと 考えて 
いる。 もちろん、 こんな ことを やれば 批難され る だろ 
う。 そのこと を わかつ たうえで、 自覚して 取材を し、 結 
果に ともなう 責任を とる 覚悟が あるの なら、 いつこうに 
かまわない と 思う。 

宅 八郎が 小牧 氏の 自宅に 行った 逆 取材 も、 考えて み 
れば ひどい もの だ。 プラィバシ—、 人権の 侵害 かも 知れ 
ない。 しかし、 宅は きわめて 自覚 的に この 逆 取材を 行つ 
ている。 自分の 行為が 「悪」 と 呼ばれても かまわな いとい 
う ほど、 自覚 的に。 

宅の 行為を ひどい と 思う 人 も 多いだろう。 それなら そ 
れで よい。 宅が ひどければ、 小牧 氏たち も ひどい。 宅の 
行為が くだらなければ、 小牧 氏たち の 行為 も くだらな 


い。 宅が 騒ぎを 起こし、 問題を 大きく すれば する ほど、 
小牧 氏たち に 代表され るよう な メディアの どうしよう も 
なさが 浮かび上がって くる。 宅の 行動は、 物事を 戯画 化 
し、 問題の 本質を わかりやす くして くれる の だ。 

宅は 責任を とる 覚悟 ももっ ている。 なぜなら 自分の 名 
前を 明らかにして 逆 取材を 行っ ている からだ。 同じよう 
に ひどい 取材を しても、 メディアの 場合は 『週刊 ポスト』 
とか、 〇〇 とか、 メディアの 名前に 隠れ、 どこの 誰が や 
つてい るの かちつ とも わからない。 

宅は 名前を 明らかにした ことで、 警察に 告訴され、 と 
うとう 別件で 逮捕まで された。 これが 取材を 行った 結果 
にと もな う 責任、 というのは あまりに も 本人に とって 酷 
だが、 自分の 信念を 貫く ことによ って、 いわば 堂々 と逮 
捕され たので ある。 

このように 宅 八郎の 行動は、 メディアの もつ 欺瞞 性を 
告発す る。 自覚 もな しに プライバシ— や 人権を 侵害し 続 
け、 匿名性に 安住して いつまでも 反省し ない メディア。 
こういった 構造が なぜ 成立して しまう のか。 

理由の ひとつは、 報道と いう ものが 特権 意識に あぐら 


を かいている からだ。 

マスコミの 役割、 ジ ャ—ナ リズムの 使命、 そんな もの 
に 果たして 意味が あるの か？ 大事な 取材 だから 御協力 
を、 そんな 綺麗事を 言っ て 作っ た 記事、 番組、 ニ ユ—ス 
がそん なにたい そうな ものな のか？ 取材と いう 名目を 
掲げれば それが 免罪符になる のか？ 報道とは そんなに 
偉い ものな のか？ もっと 根本から 疑っ て みても いいん 
じ やない のか？ 

もう ひとつの 理由は、 なぜ 報道を する のかを きちんと 
考えて いない からだ。 報道には 何を 伝える か'  どのよう 
に 云える か、 なんの ために 伝える か、 という 三本 柱が あ 
る。 

しかし、 なんの ために 伝える かは あまりに も 考えられ 
ていない。 何を 伝える か、 だけは みんな 考えて いる 力 
ら 、ト ピック、 トレンド、 スク ー プ特 ダネな どと いつ 
た、 わかりやすい もの ばかりが 横行す る ことになる。 ど 
のように 伝える か、 の 工夫 も 非常に 遅れて いて、 ありき 
たりの 取材、 紋切り型の 物言いだ けが あふれ、 金 太郎餘 
のように そつく りな もの ばかりが 生み出されて ゆく。 


なんの」」 めに 伝える か、 を 考える ことは 最も 大事な こ 
とのは ず だ。 それを ないがしろにす るから、 出来 もい い 
かげんになる し、 作つ たものに 責任が もてなくなる。 

『週刊 ポスト』 が 宅 八郎を 報じた 記事は、 まさに その 典 
型だろう。 でたらめな 取材で 悪意に 満ちた 構成を し、 反 
< 6ra されれば 答えない。 どうして 自分たち の やつた ことに 
責任が もてない のか。 自信が あるなら、 宅の 抗議を 堂々 
と 受けて、 逆に 宅の 批判で も すれば いい じ ゃない か。 な 
ん のために 伝える か、 を 考えず、 その 場し のぎの セン セ 
I ショ ナ リズムで 記事を 作つ てるから、 こんな 当たり前 
のこと にも 答えられな いの だ。 

しかし 宅八郎 は、 なんの ために 伝える か、 を 常に 考え 
ている。 なんの ため か？ 

それは もちろん、 復 響の ためだ。 だから 自分の 身を 拘 
束され ると いう 経験を しても、 宅は 逆 取材の 方針を 変え 
なぃ。 

週刊 ポストな ど、 組織の 名で 取材を するなら、 無自 
覚 、無責任で も 済んで しまう のが 現実 だけど、 個人で や 
るの ならそう はいかない。 なんの ために 伝える か、 その 

7 

21 


iE 篇費 


理由が あるかぎり、 あくまでも 自分自身が やり 続ナ ヒナ 
れ ばいけ ないだ けの こと だ。 

だ 力ら こそ、 個人に よる 取材の 極限を やつての けた 宅 
八郎 が、 言論では なく 警察権 力と いぅ 暴力で その 行動を 
束縛され た 今回の 事件は、 わたしたちの よぅな 仕事に 携 
わる 者が、 等しく 自分の 問題と して 受けと めなくて はい 
けない ので ある。 それな のに、 この I 件を 宅 八郎の 単な 
る 「お騒がせ」 事件と しか 考えて いない メディア'  言論 人 
が あまりに も 多い。 


このような わけで わたしは、 宅 八郎を 支援し、 彼が 提 
起す る 問題の 重要性を、 今後 も 声高に 訴え 続けて ゆく つ 
もりで ある。 

氺 

なぜ、 わたしは 宅 八郎を 支援す るの か。 それは、 彼 
が、 ほとんど 無意識な ままに 行動して いても、 いつも こ 
のように 重要な 問題を 提起して しまう、 あまりに も 稀 有 
な 存在 だから。 


あとがき 


J の 本を 書 


前著 ー イカす！ おたく 天国』 (小社 刊) 発行から、 すでに 3 年 以上の 月日が たつた。 

そして、 その 間 も ポクは ずつ と 処刑を 続けて きた。 そのために 数々 の ト ラブ ルに も 襲われた。 しかし、 最大の 
ト ラブ ル (別件 不当 逮捕) が もとで、 こうして 単行本が 出版で きたの も、 鷥は 運命な のだろう。 

護は ボクに 反 権力者の レッ テルを 貼つ た。 しかし、 圓の 拘束を 解かれ 自由の 身に なつ t 寺 こ、 

き 出して いた。 不自由を 知つ た 時に、 ポクは 畠を 議 したよう にも 思つ ている。 

さて、 本書を 読めば、 いかに この 国の マスコミが、 当て逃げ ならぬ 「書き 逃げ」 「流し 逃げ」 体質で— かま、 里 
解で きる だろう。 週刊 ポスト だけでは ない。 

何しろ 全国紙では、 蠢 だけは 伝えて おいて、 釈放され たこと も 報じて いない (毎日 新聞を 除く) の だから。 
現に 逮捕 後 1 力 月が 経つ た以 月に も、 街を 歩いて いた ポクを 見た 女子 證 は、 「いつ 出て きたの かしら」 とさ 

事件 後の” 月晉 、ポクは 弁護士と ともに 朝日 新聞に 乗り込み、 その 見解を 質した。 応対した 社 塞 長 代理 
の S 氏は 「訂正は できない。" 当て逃げ" という 言葉は これまで も 慣例と して 使われて きた〃 用語" で—」 と IM 9I 

「過去は ともかく、 このよう な 申し入れが あつた 今、 どう 対処す るつ もり か」 と 何度も 繰り返す と、 


ようやく 


「全国の 本社が 用語の 定義を 話し合う 会議に かける」 と 約束した が、 結局、 どのように なった のかよ くわから な 
、。ま ，，-」、 同帟 した 読者 広報 室の N 氏と Y 氏は、 この ことを どこかに 書く のか、 と 居丈高に 声を 荒らけ た。 約 
800 万 部 も 発行され ている 全国紙で、 先に 「当て逃げ」 などと 書いた のは アナ タたち、 天下の 朝日 新聞なん だ。 

氺 

週刊 ポストの 岡 成 編集長は 「逃げない。 回答す る」 と 大見得を 切った にもかかわらず 、ポクに 対しての 回答は い 
まだに ない。 小 J 子 館には いくら 取材を かけても らちがあかない。 結局、 ヤツら は 逃げ隠れして いるの だ。 「書き 逃 
、ナ」 M TIJ 誌め ッー 

こう なれば、 また 蜃 しかない。 ポクが 週刊 ポスト 編集部に 乗り込んだ、 あの 日から 約 1 か 月 後の 貨じ 日夜。 
ポクは 週刊 ポスト 忘年会 (謝恩の 会) 会場を 襲撃した！ 

。、ニックを 起こしながら、 殺到す る 編集部 員。 渦巻く 怒号。 ゴロ ツキの ように ポクを 侮蔑す る 若手 社員。 そんな 
中で、 何と 週刊 ポスト 発行 人 •五十嵐 光俊なる 男に、 ポクは まさしく 暴力で ド 突かれて しまった の だ！ 

その後、 偶然に も 副 編集長の 海老 原に 会った。 すでに 去勢され た 彼は 言った。 

「自分は、 小 牧や岡 成 編集長が 呼ばれた 社内 会議に も 出て ないから、 あなたの 質問には 答えられない。 話は、 岡 
成 か 発 -T 人の 五十嵐に 聞いて くれ。 この ことは、 社の 上 墨で も大 問題に なって いる。 ただ、 編集長は 逃げて" 
て、 答— のは 嫌 だ、 と 言っ ている。 こう なれば ポスト も 謝れば いいと 思う が、 会社は 屢 だから、 わかっ てし 
ない」 の だと。 

これらの 事実に ついては、 いずれ 続刊と して 「業界 恐怖 新聞」 を 単行本 化した 際には、 詳しく 書こうと 思っ てい 
る。 また、 ポクが 乗り込んで 以来、 小学館は 厳重な 警備 体制に なり、 「宅 八郎に 注意せ よ」 という 貼り紙 さえさ わ 
ている、 という . 。 


4  fl 

そして 12 月 21 日、 ポクは 東京 弁護士会 •人権擁護 委員会に 人権 救済の 申し立て をした (笑い)。 その 中では、 
今回の 報道に 対して、 適切な 謝罪、 訂正、 名誉 回復の 措置を とる よぅ、 各 報道機関に 勧告す るよぅ に 求めて、 
る ◦そして、 弁護士会 講堂で 弁護士と ともに 記者会見 も 行った。 

多くの 幸 道陣が 取材に 来た。 しかし、 この 日の 記者会見は マスコミでは ほとんど 報じられな かった。 報じた マ 
スコミ も 小さく 書いた たけ。 報知 新聞、 スポニ チ、 共同 通信は 会見に 来て いながら、 何も 報じて いない。 テレビ 
などは 全 民放 各 局が 来て いたのに、 やはり どの 局 も 一瞬 | 秒たり とも 報じな かった。 

そして 多くの マスコミは、 今日 も 報道を つづけて いる . 。 


氺 


ポクの 復_〗 は、 まだ 完全には 終わつ ていない。 


マスコミは、 司法 •立法 •行政に つぐ 第 四の 権力と 呼ばれ、 まるで 何 かを 裁いて いるかの ように 機能して いる。 
マス •メディアに 寒す る 人間 もまた、 何 かを 裁く 権利が ある かの ごとく 聾して いるよう に 思えて ならない。 

しかし、 何 かを 裁こうと する 人間は、 何 かに 裁かれなければ ならない。 そして、 ボク 自身 もまた、 裁かれる 寺 
がいずれ 来る のだろう。 しかし'  それでも ポクは 「処刑 宣告」 を 発しつ づけて いく。 
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現在、 銳意編 _ 中 !  Coming  Soon!! 


予価 1300円 /7 月 発売 予定 


小牧 だけ じ ゃない、 次は おまえ だ! 首を 洗って 待って いろ!! 復醫鬼 •宅 八 
郎か 処刑 宣告 j に つづいて 贈る 悪夢の 第 2 弾。 業界を 恐怖の ドン 底に 
陥れた、 あの 「業界 恐怖 新 間」 が 帰って くる。 業界 大 パニック 必至 ！ コ ミ 
ネ 事件を 中心に、 田中康 夫、 小牧三 平、 横森理 香、 芸能 レポーター 井上 
公迨 …… 数々 の 生 M たちの 阿 S 叫喚の 叫びが 繩 く。 血塗られた 復 磐と 
処刑の 歴史。 描き おろし 100 枚 以上を 加えて、 地獄 絵図 も パージョン 
ノ /ッブ 。ポクに 時効は なし V ギヤ アァ ァァ ー ！ こう なったら、 みな 殺し だ!！ 

じじめ られっ 子は 20 年後、 宅八郎 になった …… 


イカす! おたく 天 S 


定価 1400 円/好評 既刊 


おたく 評論家と して デビューした 宅八郎 、初 
の 単行本。 おたくの 狂気と 知性の 集大成。 
珠玉の コラムに 加えて、 オウム 真理 教 •麻 原 
彰晃、 映画監督 •実相 寺昭 雄、 犯罪学 者 •小 田 
晋ら との 対談、 精神科 医 •香 山 リカに よる 宅 
の 精神鑑定 書。 そして、 出生からの 生育 歴を 
写真 入りで 公開した、 ■異の 「宅 八 gfj お騒が 
せ 年譜」。 初めて 手を 血に 染めた、 処女 処刑 
原稿 「魔 太郎 実演 編」 から、 ブレイ ポーイ 軍 
団 総攻撃 編まで、 処刑の ルーツが 明らか n 
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